
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











プロローグ






　真夜中なのに、大きな声で鳥が鳴いていた。その声でアルムは目が覚めた。

　開けたままの窓から入る生暖かい風が、カーテンを波打たせている。

　東の空に稲光が走る。紺色の空には濁った白い雲が折り重なっていた。その雲の割れ目から一本の光が放たれると、それは何本にも枝分かれして疾走していく。

　アルムは自分の部屋を出て、父親の部屋に向かった。

　階段にある窓から空を見る。稲妻が走り続けている。アルムは足を止めて、空が光るのを待つ。耳に集中して、頭の中で数を数える。

　いち　に　さん　し　ご　ろく　なな……鳴った！

　光と音のずれを言いあてるゲームで、アルムは父親に一度も勝ったことがない。

　階段を駆け足で降りて父親の部屋のドアをノックする。返事がないのでドアを開けると、いるはずの父親がいない。アルムは机の上のランプを触ってみた。ひんやりとしてる。だいぶ前から部屋にはいなかったようだ。クローゼットを見ると雨用のブーツがなくなっている。

　今夜は雷が近いから、いつもより勝てるチャンスがありそうなのに……。

　アルムはそう思いながら窓の外を見た。森の奥のほうで煙があがっているのが見える。

　セコイアに落ちたんだ！　大丈夫かな……。

　もっとよく見ようと、アルムは外開きの窓を両手で開けようとした。そのとき、窓ガラスの右下になにかが映っているのが目に入った。なにか白いものが。

　アルムはじっと見てみた。なにかがゆらゆら動いている。なんだろう？

「……おじさん」

　背後から声がした。驚いたアルムは勢いよく振り向いた。

　暗い部屋のすみで、アルムと同じくらいの上背の女の子が立っている。アルムはびっくりして声も出せなかった。ドアが開いた音なんて聞こえなかったからだ。しかもドアは女の子がいる場所と反対の位置にある。

「おじさん……？」

　女の子はアルムを見ながら不思議そうな顔をして言った。アルムの知らない声だった。

「……だれ？」

　小さな声でアルムが言うと、女の子ははっと息をのんだ。とても驚いているように見えた。

「おじさんは……？」女の子の声もとても小さかった。

「どこから入ったの？　なんでパパの部屋にいるの？」

　女の子はなにも答えない。とても困っているようだ。

「ここでなにしてるの？」アルムはもう一度聞いてみた。

　そのとき、峻しゆん烈れつな雷光が目に飛び込んできて、アルムはぎゅっと目を閉じた。落雷の衝撃は空気を無理やり引き裂くようなドーンという音を伴って、家の窓をビリビリと震わせた。アルムは両手で耳もふさいだ。

　あたりが静かになるのを待って、アルムは目を開けた。

　女の子は消えていた。どこにもいない。アルムは部屋をよく見てみた。いつもとなにも変わらない。あの子はどこから来て、どこに行ったんだろう？

　ランプに火をつけて、女の子が立っていたあたりをよく見てみる。壁も、天井も、おかしなところはなにもない。アルムは女の子が立っていた場所に行ってみた。床板が少したわんでいる。アルムが足に力を入れて踏み込むようにすると、床板がきしんで、きぃきぃという音が響いた。

　まさかここから……？

　アルムが床に腹這いになろうとしたとき、玄関のドアにつけた鈴がりりんと鳴った。

「アルム、起きてるのかい？」

「パパ！　どこ行ってたの？」

「ラボにちょっとね。おやおや、パパの部屋でなにしてるんだい？」

「雷ゲームをしようって誘いに来たら、女の子が……」

「女の子？」

「女の子がいきなり出てきて、いなくなっちゃった」

「アルム、それは夢じゃないのかい？　それとも……寝ぼけていたのかな？」

「わかんない……」

「雷ゲームはどうする？　いまからやるかい？　でも……」

　そう言って父親は窓の外を見た。

「雷は遠くに行っちゃったねえ」

「セコイアに雷が落ちたでしょ？　大丈夫だったの？」

「樹冠が少し焦げたけ。セコイアは雷に強いから心配いらないよ」

「よかった。ねえパパ、ここの床だけふかふかするんだよ」

「いつもこの上から雨漏りがするだろう？　床板をだめにしちゃうんだ」

　父親は天井を指さしながらアルムに言った。

「へえぇ……」

「眠そうだね。よし、パパがおぶってベッドに連れてってあげよう」

「ぼくもう八歳だし、ひとりで戻れるよ」

「きみがいくつになったって、パパはきみをおんぶしたいんだよ」

　父親は腰を落として、その広い背中でアルムを迎えた。

　父親の背中にからだを預けた途端、アルムはうとうとしはじめた。

　ベッドにたどり着く前には、すとんと眠りに落ちていた。
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　訓練船の窓から見える海の色はだんだん緑が濃くなってきていた。港が近い。

　アルム・オブシディアンは最エ高リ統ダ治ニ府アで行われる拝命式を前に、数日遅れの新聞を斜め読みしていた。

　ゴシップが売りのその新聞には、最高統治者であるグレン・グナモアをターゲットにした刺激的な内容が並んでいた。先日行われた式典で途中退席したのは妊娠によるつわりだったと大々的に報じている。グレン・グナモアの妊娠説は定期的に出てくるネタで信しん憑ぴよう性は低く、つまりはリーンがおおむね平穏であることを示していた。

「くそ、タイがねえな……。記念だからって女の子たちに私物を持ってかれてさ。残ってんのは剃かみ刀そりだけ。おれの下着なんか持って行って、どうすんだろ？」

　起き抜けのクリストバルがアルムと共用のクローゼットをひっかきまわしながらぼやいている。顔もまだ洗っていないし、ひどい寝ぐせでブラウンの髪は爆発を起こしていた。

「クリスのものならなんでもいいんじゃない？」アルムが言う。

「あーあ。頭がいてぇし、ねみぃなあ」

「ゆうべは羽目を外しすぎだったよ。素面しらふでよくもあんなに騒げるもんだ」

「ここでの最後の夜だもんよ、ゆうべじゃなかったらいつ羽目を外すのよ」

「たしかにあのダンスは見ものだったけど」

「だろ？　女の子たちがおれにも衣装を作ってくれたんで、張り切ってやることにしたの。ターンなんてお手の物だったね。おまえ、ちゃんと見てた？」

　アルムは昨夜のことを思い出す。たしかにクリストバルのターンは見事だった。

　派手な化粧を施し、長い巻きスカートを身に着けたクリストバルは群舞のひとりにすぎなかったが、背の高さも手伝って女子訓練生たちを差し置きそれはそれは目立っていたのだ。

　拝命式の前日、訓練船で過ごす最後の夜は訓練生たちの壮行会を兼ねたパーティが行われる。パーティの夜だけは教官たちも目くじらを立てず、訓練生たちの好きなようにさせる。いままでのぶんと、これからのぶんの、あからさまなガス抜きなのだ。

「剣舞もあったのに。なんでも女の子と一緒がいいんだね」アルムが言った。

「女子の誰かが、ちゃあーんと見てたんだよ」

「なにを？」

「【擬装】の実地訓練のときの、美しいおれを」

「ああ、そういうことか。クリスの課題は《貴婦人》だったっけ。うん、たしかに小こ綺ぎ麗れいなおばあちゃまになってたよ」アルムは思い出し笑いをしながら言った。

「おばあちゃま？　おれはグレン・グナモアくらいを想定してたけどね」

「まあ背格好は同じくらいだし、後ろから見れば……なくもないかな？」

「こう見えておれ、細身なのよね。アルム、おまえの《漁師》は散々だったよ？　教官はどんな基準で課題を与えたのやら」クリストバルはふふん、と笑って言った。

「元の素材から一番遠いものを選んだんじゃない？」

「アルム、おまえはいつもひっかかる言い方をする。むかつくぞ」

「はやく着替えたら？」

「だからタイがねえんだってば」

「クリスはいる？」

　オリヴィア・ドラタイトが部屋に入ってきた。クリストバルとは対照的に、オリヴィアはいますぐにでも拝命式に出席できるくらい身なりが完璧に整っていた。普段ならプラチナブロンドの長い髪を訓練の邪魔にならないようポニーテイルにしているのだが、きょうはゆるめに編み込んだ髪をサイドアップにしていて、見るからに華やかだ。

「もしかしてタイを探してる？　洗濯室に落ちていたそうよ」

「おまえ最後の日もノックしないのな。男の部屋になんの躊ちゆう躇ちよもなく入ってきやがって」

「ノックをしないのはあなたも同じだったじゃない」

「ったく……口の減らないお姫さんだな」

「お姫さんはやめて」
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「お姫さんなのは事実だろ、ドラルの王女さまなんだから」

　眉を吊つり上あげたオリヴィアはクリストバルの顔にタイを投げつけると、踵きびすを返かえして部屋から出て行った。

「最後の日なのに……。懲りずにまあ、ふたりは喧けん嘩かをよくするね？」

　そう言いながらアルムは床に落ちたタイを拾い、クリストバルに投げて渡した。

「喧けん嘩かを売りつけてんのは、いっつもオリヴィアだぞ」

「それを律りち儀ぎに買い続けるんだもの。もう夫婦喧げん嘩かの域だよ」

「あいつはなんでこの船に乗ってんのかな。大陸持ちのドラルの王族なのに。きっと金持ちの道楽だな」

「三年も一緒に訓練してきたのに。オリヴィアとちゃんと話したことないの？」

「あいつはおれに小言しか言わねえの。言葉づかいから行儀作法まで、ありとあらゆる小言をおれに言い続けんの。マリネリス島みたいな、ど田舎からきた貧乏人のおれを、あいつはずっと馬鹿にしてんのさ」

　クリストバルはそうぶつぶつ言いながら、なんともけだるそうにタイを首に巻き付けた。

「マリネリス出身だから馬鹿にされてるわけじゃないだろ？　現におれはオリヴィアに小言を言われたことなんてないよ」

「そこなんだよ。不思議とアルムからはマリネリス臭がしないんだよなあ」

「なんだよマリネリス臭って」

「全然田舎臭くないってこと」

「あのさ、忘れてるようだけどいつだって焚たきつけてたのはクリスだよ？　なんでオリヴィアと顔を合わせるたびに、お姫さんお姫さんって言うの？」

「だって事実だし」

「統治府で働くことを目指してるおれたちに、身分なんか関係ないよ。オリヴィアは特別扱いされるのが嫌いだってこと、知ってるだろ？」

「特別扱いが嫌い？　実際されてるじゃんか、あいつは最初からずっと個室だ」

「オリヴィアはこの船の船医でもあるんだから個室は当然だよ」

「きっといろんなコネがあんだよ。おれたちが知らないだけで」

「コネがあっても使う必要なんてないよ、オリヴィアには」

「アルムはいつもオリヴィアの肩を持つ。おれたちのほうが付き合い長いのに」

「卑屈になってるおまえの肩は持ちにくいからね」

「なで肩だしな」クリストバルはふざけて言った。

「肩の筋肉が盛り上がりすぎだよ。トレーニング馬鹿なんだから」アルムも応酬する。

「仕方ないだろ。座学の成績は壊滅的なんだから。こちとら体力と筋力だけは売るほどありますよ、ってアピールしなきゃなんねえの。実技で教官のポイントを稼ぐしかねえんだよ」

「なら配属先は限られるね。どの島になるかな……」

「そっちは？　座学はトップクラスだし、もしかしたら最エ高リ統ダ治ニ府ア入りできるかもしれねえぞ」

「それこそコネがないから無理だよ」

「なんだよ夢がねえなあ。おまえなんで訓練船に乗ってんの？」

　アルムは二の句が継げなかった。クリストバルはなんでも都合よく忘れてしまう。

「おれが決めたんだからおまえも行くんだ、ってクリスに言われたんだよ？」

「そうだったっけ？」

「アルムぼっちゃんが一緒なら安心です、ってお母さんにも強引に口説かれたのに」

「ああ、母ちゃん言ってたねえ。おれひとりで寄宿生活なんて心配だったんだろうなあ」

「違うな。悪さをしないか、ってことを心配してたんだ」

「それでもおれにとっちゃ、ぜーんぶ母ちゃんの愛なの。ああ、母ちゃん元気かなあ」

「付き合ってらんないよ……」

　そう言いつつ、アルムは少し胸が痛む。おくびにも出さないが、決してクリストバルの誘いだけで訓練船に乗ったわけではないからだ。もっと世界を、広く知りたい。そうすれば見つかるかもしれない。そんな淡い期待が、あるにはある。

　でもなにを探しているかは、自分だけが知っていればいい。

　訓練船は、座学を受けるための教室や実技を学ぶ実地訓練施設、そして居住区を併設した、リーンの海を移動する学校のようなものだ。訓練内容は多岐にわたり、定期的に陸上訓練も行われる。倍率も高くて難関だが、訓練船に乗ることさえできれば安定した将来を約束されるため、リーン中から志願者が絶えない。

　グレン・グナモアも出席する拝命式で、いよいよ任務先が告げられる。

　式典後は直ちに配属先に向かうのが慣例だ。訓練生は任務先を希望することはできないため、どの任務を命じられても即戦力となるよう、日々鍛錬を重ねてきた。

　統治府の人間として働く意義。タフな訓練を重ねていけばおのずと見つかると思っていたその具体像が、いつまでたってもアルムには見えない。仲間の訓練生たちの士気を目まの当あたりにするたび、焦あせりのような、不安ともまた違う気持ちが綯ない交ぜとなり、澱おりのように積み重なっていく。アルムにとっては、そんな自分を冷めた目で見続けていた三年間でもあった。

「ま、どこに行くかなんて蓋を開けてみなきゃわかんねえよ。でもな、アルム。ひとつだけ確実なことがあんだよね」

「へえ、自信たっぷりだね」アルムはそう言って新聞をたたんだ。

「おれたちきっと金持ちになれるぞ。統治府の俸給は破格だっていうし。それにだな……」

「……ひとつじゃないんだ？」

「いいから聞け。いいか？　エリダニアのあるグナモアは、おれたちがはじめて見る大陸ってやつだ。おまえは見たかった地平線が見られる。おれは塊の肉が腹いっぱい食える」

「エリダニア入りできればね」

「もうマリネリスみたいに魚とイモばかりじゃないんだ！」

「だからエリダニア入りできればね。じゃなけりゃ、また僻へき地ちで魚とイモの日々だよ」

「さらにだな……」

「なんで増えるの？」

「黙って聞け。おれたちはこれからどこに行っても尊敬されるようになるぞ。なんせ統治府の看板を背負うんだからな。放つ威光も二割増し、三割増しってとこだろう。しかも……」

「また増えた。クリスのひとつはいっぱいあるなあ」

「うるせぇ黙って聞け。これが一番大事なことだ。つまりだな、おれたちはこれからもてちゃうぞ。統治府の人間だって名乗ってみろよ、都会ならそれなりに、田舎ならものすごくちやほやされちゃうんだぞ」

「いままでも充分もててたのに」

「おっと、おれに嫉妬か？」

「違う。あきれてるんだ」

「でもおまえだって、隣を歩く女の子が毎月変わるくらいにはプレイボーイだったよ？」

「毎月ってことはないよ。せいぜい……」

「うるせぇ黙れ黙れ。見た目がシュッとしちゃってるおまえなんて、女の子からすれば隣に立たせとけばそこそこ目立つ、ちょっとしたアクセサリーみたいなもんだ」

「アクセサリーって……それはひどいな」

「いいか？　おまえはこの三年、来るもの拒まず去る者追わず。でもいつも肝心なとこで手を引いちゃう。かわい子ちゃんたちが手ぐすね引いて、あの手この手で迫ってたのに」

「あとあと面倒な関係になりたくないだけ。……だってずっと同じ船で過ごすことがわかってるのに、軽はずみなことなんてできるわけがないだろ？」

「違うな」

「違くない」

「いんや、違うね。おまえはガキのころから実在しない女を、ずーっと追っかけてんのさ」

「またその話か……」アルムは思わず天を仰いだ。

「かわい子ちゃんたちが不ふ憫びんだわあ。思い人が夢に出てきた女じゃ戦いようがないものぉ」

　そう言ってクリストバルはタイの端を嚙かむと、おいおいと泣なき真ま似ねまでしてみせた。

「……ずっと後悔してる。八歳のころからずっと」

「あらあ、なにを？」調子に乗ったクリストバルが科しなを作って言う。

「おまえに夢の話をしたことを」

「マジになんなよ、ちょっとした美談じゃん。クールなアルムくんは夢に出てきた女の子をずっと探しているんですぅ、って」

「探してなんかない。おまえも言ったじゃないか、その子は実在しないって」

「雷の夜にいきなり目の前に現れたんだろ？」

「だから夢だって。顔も覚えてないんだ。いままでさんざん茶化し続けてきたのに……」

「うわあ、かわいい。アルムはうぶだなー」

　なにを言っても火に油を注ぐことになりそうだった。アルムは壁時計を見やる。ずいぶん時間がたっていた。クリストバルはまだタイを結んだだけだ。

「……もう着替えたほうがいい。時間がないって」

「はああ、だるいなあ。グレン・グナモアに会って任務先を聞くだけなのに、正装なんてめんどくさいなあ。あんなオバさん……最高統治者になったときは、三十一とか二とか？　あれから何年たったかな。まあ、どっちにしてもいい年だ」

「最高統治者も守備範囲なの？　さすがだね、クリス」

「若い時は美人だったと思うけど？　いまでも新聞で見るぶんには……まあ見れるもんな。でも写真写りがいいだけかなあ？　なんせ生で見たことないし」

「新聞なんてまともに読まないくせに……ちゃんと写真は確認してるんだね？」

「おれは女性すべてに門戸を開放してんの。おれのストライクゾーンは無限大だから」

「でも本命からは男として見られてないかもよ？」

「うるせえ。それはそれ、あれはあれだ」

「さっきと形勢逆転だね。素直じゃないんだから」

　アルムとクリストバルは初等学校からの、長い長い付き合いだ。まさか十九歳になるまでずっと一緒に生活することになるなんて思いもしなかった。腐れ縁のクリストバルと離ればなれになるのはせいせいするような気もするし、寂しいような気もする。

　クリストバルの着替えがすまないうちに、訓練船は港に着岸した。

　天井に埋め込まれたスピーカーから、訓練生たちに下船するよう指示が入る。

「おれ、先に行くからね」

「ちょっ、ちょっと待ってくれよう……。アルムくぅーん、あと少しで終わるからぁ」

　背後でクリストバルが騒いでいたが、アルムは気にせず歩き出した。
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　ここは海が支配する世界だ。

　かつて無辺を誇った大陸のほとんどは海に沈んで島となり、いまでは大陸と呼べるものは二つしか残っていない。人が住める土地は極端に限られ、その少なくなった土地の奪い合いは気が遠くなるほど長く続いた。多大な犠牲を払って疲弊した人びとは、自らの過あやまちにようやく気が付くとやっと争うことをやめ、共同体を築くことに知恵を使うことにした。

　その知恵の結晶がリーンだ。

　ゆるやかな連邦制を敷くリーンは大小の都市国家で構成されており、そのうち三つの国が《中枢国》と呼ばれ、人口も多い。

　北の大陸にあるエリダニアを有する最古にして最大のグナモア国。

　工業が発展し豊かな経済力を持つドラル王国は南にある大陸だ。

　大陸ほどの広さはないもののリーン最大の島を持つジャダイ大公国は、科学や教育、医療の中心を担うリーンアカデミーが設置されており、賢者の国とも称される。

　それら《中枢国》以外にも、中規模の都市国家が数国と小規模の都市国家が数十ある。

　旧世界で堆積された戦争汚染物質が除染された《浄化国》は、《中枢国》と経済力のある都市国家のみで、いまだ汚染物質が除染されていない国は差別的に《未浄化国》と呼ばれていた。

　国王を擁するのはグナモアとドラルのみで、そのほかの都市国家の首長はその地域の長老や、有力者などが務めている。行政官がそのまま首長を兼務するところも多い。

　その首長を束ねる最高位を《最高統治者》という。

　リーンに政党や議会はないため、最高統治者はリーンの維持に必要なすべての権限を持つ。

　終身制で世襲を避けるため生涯独身でなければならず、また都市国家の首長に同時に就くことはできない。前統治者が死亡すると各都市国家の首長から互選され、その中でもグナモア王家は最高統治者を多く輩出する名門として群を抜く。

　現在はグナモア王家のグレン・グナモアが、女性初の最高統治者に就いて十年余りになる。




　エリダニアに到着し、訓練船から下船した訓練生たちは誰もが緊張で顔がこわばっている。

　いよいよ中央謁見室での式典がはじまろうとしていた。

　中央謁見室から長い廊下をはさんだ先に最高統治者の執務室がある。そこに続く両開きの扉が静かに開くと、長身のグレン・グナモアが姿を見せた。

　明るい栗くり色いろの髪を耳の上あたりで結い、グナモア伝統の生花をあしらった髪飾りでとめている。華やかな髪形とは対照的に、狼おおかみのような鋭い眼めつきが印象的だ。ピンヒールの編み上げブーツに深紫のマントをまとい、女性ながらも絶大な権力に裏打ちされた雄々しさで周囲を一瞬で圧倒する。

　その絶対的な存在感に、アルムも含め訓練生たちはみな呆ぼう然ぜんとしていた。

　登壇したグレン・グナモアは訓練生たちをじっくり一いち眸ぼうしてから、低い声で話し始めた。

「まず三年間の訓練をやり遂げたことに惜しみない賛辞をおくりたい。統一からはるかな時が流れて、旧世界で繰り返されたような諍いさかいの芽が再びあちこちに生まれている。旧世界で一度は捨てられたあらゆる科学も、統一前の水準に戻ろうとしている。このリーンを維持するには力がいる。強い意志をもった者たちの、ゆるぎない力が必要だ。そのためにきみたちには持っている力を存分に発揮してもらいたい。旧世界よりわれわれに課された義務は重く、あまりに多い。そのことをつねに胸にとどめておいてもらいたい。以上」

　訓示が終わっても、訓練生たちは直立不動でいまだ緊張の中にいる。

　グレン・グナモアは演台の横にある椅子に座って長い脚を組むと、事前に読み込んだ訓練生たちの資料と照らし合わせるように、ひとりひとりの顔を見ていった。

　続いて訓練生たちの任務先が補佐官から発表されていく。

　統治府の任務は多岐にわたり、任務によって支給されるマントの色が違う。

　ある者は【警護】で群ぐん青じよう、ある者は【医療】で白、ある者は【生産】で緑といった具合だ。

　順を追ってマントを手渡されていく訓練生たちは、誰ひとり顔に出したり言葉を発したりはしないが、必死で冷静さを取り繕っていた。

　オリヴィアは念願の白のマントを渡された。大事そうに、マントを胸に抱えるようにして壇上わきの階段を降りてくる。アルムは戻ってきたオリヴィアを肘で軽くつついた。口の動きだけで「よかったね」と伝える。オリヴィアは少しだけ笑顔を見せてかすかに頷うなずいた。

　順番でいえば次はクリストバルの番だ。

　しかし補佐官はアルムの名を呼び上げた。

　補佐官は動揺しているクリストバルに着席を促したが、クリストバルは起立したままきょとんとしている。まわりの訓練生たちが気を利きかせて椅子に座らせようとしている間も、クリストバルはかすれ声で「なんでぇぇ？」と言っている。

　補佐官がもう一度アルムの名を呼んだ。

「アルム・オブシディアン？　いないのかね？」

「いえ、ここにいます！　すぐ行きます！」

　クリストバルに気をとられていたアルムは慌てて壇上に向かった。なんとか椅子に納まったクリストバルはまだ白い顔をしている。アルムは歩きながらクリストバルの名前が飛ばされたことを考えた。拝命式で落第の憂うき目めにあった訓練生は過去にほんの数人しかいないという。そこまでクリストバルの成績はひどくなかったと思うけど……。

　アルムは壇上に上がると任務を告げる補佐官の前に進み出た。グレン・グナモアの視線を感じる。二度も名前を呼ばれたので、アルムはどうにもきまり悪い。

「アルム・オブシディアン、移送船での【管理】を命ずる」

　そう告げた補佐官の手には深紅のマントがあった。

「拝命します」

　アルムは深紅のマントを受け取って、すぐそばにいるグレン・グナモアに一礼して前を通り過ぎようとした。

　そのときだ。

「ふん、コランは答えを見つけたようだな」

　グレン・グナモアが、アルムにだけ聞こえる声で囁ささやいた。
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「えっ……？」

　突然、最高統治者から父親の名前が出たことに驚いてアルムは足を止めた。

「……いまは髪が黒いんだな」

　アルムは、反射的に右手で髪を押さえた。両手で持っていたはずの深紅のマントが、ばさりと音をたてて落ちる。

　それはアルムと父親以外は知らないことだ。クリストバルも知らない。

「なぜ……」

　アルムは思わず口走ってしまった。壇上でグレン・グナモアに声をかけるなんて、たとえ過失であっても一介の訓練生に許されることではないのに。

　呆あつ気けに取とられているアルムをよそに、モスグリーンのマントを小脇にかかえた補佐官に呼ばれたグレン・グナモアは椅子から立ち上がるところだ。そして最後にもう一度、アルムに耳打ちをした。

「カルセドニーは臭におうぞ」

　グレン・グナモアはそう言うと、謁見室から出て行った。

　アルムはグレン・グナモアを目で追った。当たり前だが振り向きもしない。

　別の補佐官に壇上から早く降りるように指示され、アルムはようやく我に返った。でもどうしても浮うわついた足取りになってしまい、情けないことに階段を踏み外しそうになる。せめて顔にだけは出すまいと思いながら、自分の足下を見つつ階段をのそのそと降りた。

　自席に戻って、アルムは自分が手にした深紅のマントを眺める。

　いま起きたことはなんだろう？

　初めて会ったはずのグレン・グナモアから、父親の名前が出た。それだけじゃなく、自分の髪の色のことまで指摘された。そのあとグレン・グナモアはなんて言った？　誰かの名前を言っていたような気もする。アルムはうつむきながら、記憶を手た繰ぐる。でもうまく思い出せない。

「アルム！」

　肩を強くたたかれて、アルムは顔を上げた。目の前に高揚しているオリヴィアがいる。

「……なに？」

「どうしちゃったのアルム？」

　そう言われてアルムは周囲を見回した。色とりどりのマントを持った訓練生たちが、上を下への大騒ぎをしている。

「なんでみんな騒いじゃってるの？」アルムは言った。

「任命式が終わったからよ」

「うわ、ぼーっとしちゃったな。そっか、終わってたんだ……」

「どうしたの？」

「……いや、なんでもないよ」

「アルムは秘密主義ね。いつもなんでもない、って言って終わらせちゃうんだから」

「あれ？　そういえばクリスは？　あのあとどうなったっけ？」

「噓うそでしょう？　見てなかったの？」

「なにを？」

「クリス、グレン・グナモア付きの補佐官に任命されたみたいなの」

　クリスが補佐官？　自分のことで頭がいっぱいだったアルムは、オリヴィアの話を聞いてクリストバルの順番が飛ばされていたことを思い出した。

「あいつが補佐官？　まさか！」

「モスグリーンのマントの補佐官に連れて行かれたの。きっとそのまま執務室に入るんだわ」

「それでこんなお祭り騒ぎをしてるのか……。でも補佐官って訓練生からは出たことはないんじゃなかった？」

「そうね。確か前回は七、八年前に武官から選出されたはず。それ以来になるわ」

「とにかく……落第じゃなくてよかった」

「あの成績でエリダニア入りだなんて。クリスってとんだダークホースだったのね」

「でも同期がエリダニア入りなんて鼻が高いじゃない？」

「それもそうね」

　ふたりがクリストバルの連れて行かれた両扉のほうを見ていると、補佐官のひとりが急ぎ足でやってきて、床に置きっぱなしになっていたクリストバルの荷物を抱えて行った。

　次にクリストバルに会えるのはいつだろう。エリダニア入りしたのだから、顔を合わせるのは早くても数年先になるだろうな、とアルムは思った。せいせいすると思っていたのに。いざそれが現実になると、アルムは胸に穴が開いたような気分になった。




　引き潮のように式典が終わると、訓練生たちは別れの挨拶もそこそこにそれぞれの新しい上官についてこの場を去って行った。オリヴィアもまだ来ない上官を待っている。

　オリヴィアはきょろきょろとまわりを見回し、近くに誰もいないことを確認してからそっと左耳のピアスを外した。

「手を広げてくれる？」

　オリヴィアはそう言うと、アルムのてのひらにピアスを置いた。ころんところがったピアスのふちを、人差し指で愛おしそうに撫なでる。

　訓練で何度も手が触れる機会はあったのに、オリヴィアの指が華きや奢しやで細いことにアルムははじめて気が付いた。戦闘訓練では大男を打ち倒すほど腕っぷしの強いオリヴィアの手は、そんなことを感じさせないほどきれいだ。その意外性にはっとして、アルムは少しのあいだ見み惚とれていた。

　オリヴィアはアルムの手の中のピアスを外側から包むように、アルムの手を両手でふわりと包みこむ。少しだけそのままでいたあと、意を決したようにさっと手を離した。ずっとオリヴィアの手は震えていたが、アルムは気付かないふりをした。そのほうがいいと思ったから。

　アルムが指をほどくと、珊さん瑚ご色のピアスがてのひらでころがった。ドラル王がオリヴィアに贈った、王室の紋章である薔ば薇らをかたどったピアスだ。

「それ……アルムが持ってて。ただ持っててくれるだけでいいから」

「これ、大事なものなんだろ。自分で持ってたほうがいい」

「でもわたしはアルムに持っていてほしいの」

「オリヴィア、おれが言うことじゃないけど、クリスは……」

「知ってる。だからそれ以上は言わないで」

「……わかった。じゃあ預かっとく。なくさないようにしないとな」

「アルムはずるいわね」

「……ごめん」

「あやまるのが一番ずるいって知らないの？」

　オリヴィアの気持ちをアルムはもちろん知っている。

　しかしアルムにとって、オリヴィアはクリストバルの片思いの相手であり、それ以上でもそれ以下でもあってはならなかった。腐れ縁とはいえ、クリストバルは大事な親友なのだ。

　だから友だちのハグをして、アルムはオリヴィアと別れた。

　オリヴィアの上官は彼女がドラルの王女だということを知っているはずだが、そんなことは微み塵じんも感じさせず、引っ立てるようにしてオリヴィアを連れて行った。




　オリヴィアの後ろ姿が見えなくなるのを見届けると、アルムもとりあえず深紅のマントを羽織って上官を探した。気付けば残っているのはアルムだけで、上官らしき人物は見当たらない。謁見室の外にいるのかもしれないと思い、部屋から出ると、ロボットがアルムを見上げていた。

「コーマ？　おまえ、ここでなにしてるの？」

　船でのアナウンスを担になっていたロボットのコーマがアルムの方へにじりよってくる。でもなにも言おうとしない。コーマは話すことが仕事なのに。

　父親にグナモアから電気工作のキットを何度も取り寄せてもらい、十二歳のときにはじめて簡単なロボットをつくった。一次産業が中心のマリネリスで研究職をしていた父のせいか、友だちは自分の作ったロボットと、おせっかいなクリストバルくらいしかいなかった。

　だから旧型とはいえ、ロボットが訓練船にいたことがアルムはとても嬉しかったのだ。

「そいつはドーマだよ」

　アルムの頭上から声がした。

　アルムが見上げると、そこには髭ひげと髪がつながったぼさぼさ頭の男がいて、頭のてっぺんあたりをぼりぼりかいている。風貌は決して上官らしくない。まるで《未浄化国》からたったいま出てきたばかりの田舎者のようだ。

「荷物はドーマに持たせてやれ。荷物を持つのが好きなんだ。補給がすんだら〈リタ〉はすぐ出航だ。時間がかなり押してる」男が言った。

　ドーマと呼ばれたそのロボットは、光沢のない灰色のボディに大きな楕だ円えん形けいの頭部を持ち、赤っぽく光る目がふたつある。胴体はほぼ円筒形で、上下左右に動く小さなキャタピラが底部に内蔵されているらしくスムースに動く。改めてよく見れば、コーマにはなかった球体で構成された関節と自在性の高い腕を持ち、手の先にある七本の指を器用に動かす。まさに使役用だ。

　アルムが見み惚とれていると、ドーマは大きな鞄かばんを難なく持ち上げて先に行ってしまった。

「移送船〈リタ〉の船長、カルセドニーだ。任務内容については船で話そう」

　グレン・グナモアの言ったとおりだった。カルセドニーは確かに臭におう。
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　ドーマに先導されて歩きついた〈リタ〉は、移送船という割には船内にそれらしき設備もなく、場違いなほど大規模なラボや図書室などがある。アルムが案内された居住区の個室には、備え付けのベッドと壁打ちのクローゼット、小さなテーブルと椅子、海中が見える窓があるだけだ。

　アルムはドーマが運んだ荷物をベッドの上に置いた。荷ほどきにとりかかる前に、オリヴィアから預かったピアスを訓練船のタイにくるんでテーブルの引き出しにしまった。

「〈リタ〉か……。人の名前が由来なのかな」

　アルムは過去に、〈リタ〉という名前の船を聞いたことがなかった。膨大にある統治府の船の中には、極秘任務を専門に行う公的には存在しない船がある……。そんな噂うわさが訓練生たちの間でまことしやかに流れていた。もしかしたら〈リタ〉がそうなのかもしれない。

　大きなノックの音がして、アルムが返事をする前に「入るぞう」と言いながらカルセドニーが入ってきた。広くない部屋にカルセドニーの臭においがたちまち充満していく。

「おまえさんの顔を見るところ、そろそろおれは臭くせぇんだな」

　アルムは鏡で自分の顔が見られたら、と思った。表情を出さない訓練をしてきたはずなのに。

「てことは今夜あたり風ふ呂ろに入らんとな。おれは鼻がやられていて、食い物以外の匂いがよくわからねえんだよ」

「鼻がやられて……って、汚染物資にですか」

「まあな。新人のころマリネリスで【除染】をしていたことがあってな。後遺症なんだよ」

「マリネリスをご存知なんですね」

「おまえの親おや父じとも古い付き合いだ。おまえさんが小さいとき、おれたち会ってるんだよ」

「申し訳ありません、船長のこと……まったく覚えていません」

「おまえさん、よちよち歩きのころだったからな。さてと、〈リタ〉について説明しとこう」

　カルセドニーは小さな咳せき払ばらいをひとつしてから少し早口で話し始めた。

「〈リタ〉はどの部門にも所属していない、グレン・グナモア直轄の非公式船だ。外観は一応、物資移送船ってことになってるがな」

「非公式船？　それだと……この船はどこが母港になるんですか？」

「母港なんかねえよ」

「母港がない？」

「〈リタ〉は移動し続けることを課されてるからな」

「目的地もないんですか？」

「まあ何か所か定期的に立ち寄るところはあるがな。でも補給がすんだらすぐに出航だ。長居はめったにしない。〈リタ〉はつねに移動し続けなきゃならん」

「つねに、って……なんでですか？」

「その必要があるからだ」

　つまりいまは教えてはもらえない、ということだ。

　アルムは胸に小さなしこりができたように感じた。

「乗組員も、おれとおまえ、医療担当のゼキ、航行を担当するビスマス、炊事番のナトロ、そして雑務をこなすドーマの六人だけだ。航行はほとんど自動操縦だからビスマスはなんでも屋でもある。セキュリティもビスマスだ」

　ロボットも立派な乗員として扱われているらしい。ロボットに愛着があるアルムには嬉うれしかった。

「ここでの任務は機密扱いだ、ほかのやつには話すなよ。家族や恋人にもだ」

「恋人はいません」

「そうか？　ドラルのお嬢さんはずいぶんと熱をあげていたように見えたがな」

「彼女は友人です。それにこの船がグレン・グナモア直轄の船ならば、着任する前にぼくの交際関係なんてとっくに調べられているのでは？」

「こりゃお嬢さんは報われん」カルセドニーはやれやれといった顔で先を続けた。

「船長はさっき外観は物資移送船だ、って言ってましたよね。となると……この船はなにを移送してるんですか？」

「おう、勘がいいな。〈リタ〉は囚人移送船だ。収容している囚人はひとりだけだがな」

「……ひとりだけ？」アルムは驚いた。

「そうだ。そのひとりをおれたちが【管理】してる。囚人の生命と健康を維持しながら生体研究もしてる、ってとこかな。まあ、ものすごく簡単に言ってしまえば、お守もりだな」

「お守もり……」

「ピンとこねえか？」笑い声をあげながらカルセドニーが言った。「まあきょうのところはその囚人とコンタクトをとるだけでいいから、難しく考える必要はねえよ。【管理】をはじめるのはそいつと信頼関係を築いてからだ」

「わかりました」

　噓うそだ。ほんとうはよくわかっていない。

　アルムはうつむいて、かゆくもない頭を右手の薬指でかいた。視線を感じて顔を上げると、カルセドニーがアルムをじっと見ている。

「おまえさん、お袋さんに似てるなあ」カルセドニーがじっとアルムを見ながら言った。

「そうなんですか？　小さいときに母は死んだんで、母の記憶はほとんどないんです」

「……そうだったか。じゃ行くか」

　それも噓うそだ。

　アルムは頭を軽く振った。封印したはずの記憶が甦よみがえりそうになるのを防ぐために。




　カルセドニーの先導で、囚人が収容されているという最下層デッキに降りていく。船内に設置された昇降機は「壊れにくいから」という理由で旧型を採用しているらしく、一つ下のデッキに降りるだけでかなりの時間がかかって困る、とカルセドニーは笑った。

　のたりのたりと下へ降りていく昇降機からは、ごおんごおんという低くて不気味な音がずっとしていた。

　知らない、わからないという状況は人を極端に不安にさせるものだ。

　アルムは不安になると、ある記憶を思い出してはついつい深く考え込んでしまう癖がある。

　古い石造りの、小さくはあったがふたりで暮らすには十分の家で、アルムは父親のコランと暮らしていた。

　その家には隠し扉があり、その先には厳重に施せ錠じようされた地下室があった。

　幼いアルムは幾度となくせがんだが、コランは絶対に入ることを許さなかった。

　ある夜、アルムはいたずら心と好奇心を抑えられなくなって地下室に忍び込もうとしたが、すべてを見通していたコランに難なく見つかり、これ以上ないというほどこっぴどく𠮟られた。そのあとも何度か挑戦はしたものの、成功したことは一度もなく、結局マリネリスを出るまで地下室に入ることはできなかった。

　あの部屋で父はなにをしていたのだろう？　あの地下室はなんのためにあったのか？

　コランはリーンアカデミーを首席で卒業したが、エリダニアのスカウトを断り辺境のマリネリスで汚染物質除去技術の研究に没頭した。マリネリスは《未浄化国》だ。コランの体内には汚染物質が瞬またたく間まに蓄積し、一般的に白至病と呼ばれる旧世界病を発症して髪はアイボリーに染まった。

　白至病は旧世界での大規模戦争で使用された汚染物質により引き起こされる、リーンの広範にはびこる疾しつ病ぺいだ。症状の緩和しかできないためいずれは末期をむかえて死に至る。根治や寛解が望めない難病なのだ。

　しかしコランはいまも元気だし、症状に苦しんでいる様子もない。

　アルムの髪も生まれたときはアイボリーだった。母親が妊娠中に旧世界病を発症すると、高確率で胎児も旧世界病の影響を受けるからだ。でもいまは、漆黒の闇のように黒い。

　自分の髪の色が、なぜ黒になったのか。アルムは父に何度もたずねたが、いつもはぐらかされてばかりだった。

　グレン・グナモアはこう言った。「コランは答えを見つけたな」と。

　答えとはなんだろう？

　父のことをこんなに考えたのは久しぶりだった。思いもよらないふたりの人物から父の名前が出たからだ。

　ずいぶん昔に置き去りにした、こころに刺さったままのトゲがうずき出す。

　アルムはまた頭を振った。




〈リタ〉の最深部に、その囚人が収容されている部屋がある。

　警護態勢はエリダニアのグレン・グナモアのそれより厳重でものものしく、たどり着くまでにいくつものセキュリティを通らなければならなかった。防音材と吸音材がふんだんに使われているらしく、カルセドニーの後ろを歩くアルムの耳には自分の足音すら聞こえない。

　薄暗がりの廊下の突き当たりに、青っぽい光に包まれた部屋があった。簡素な家具はアルムの部屋と大差なかったが、そのほかの空間はすべて本で埋め尽くされている。ベッドのまわりにうずたかく積まれた本の隙間から、ゆらゆらと動くなにかがと見える。

「ブルー・ステイブルって言うんだ。処女航海のときに馬を乗せてたらしくてな。名前だけが残ってんのさ」そう言ってカルセドニーは最後のセキュリティを解除した。

　その囚人の部屋は、特殊な強化ガラスで四方を囲われていた。

　どこからも丸見えで、プライバシーがまったくない牢ろう獄ごく。

　そうか、だから本を積み重ねているのか……。アルムは合が点てんがいった。

　こうすれば少なくとも横からの視線だけは遮ることができる。

　カルセドニーは自分の姿が映りこむガラスの牢ろう獄ごくの前に立つと、懐ふところに入れていた本を取り出して下部に設けられたドロワーに押し込んだ。この引き出しで外から物の出し入れができるようになっているらしく、食事のトレイも入るよう深くなっている。

「おおい、起きてるんだろ。新入りを連れてきた」

　カルセドニーに促されて、アルムは名乗った。

「アルム・オブシディアンです。本日付でこの移送船に着任しました」

　そう言ってから相手は囚人なのだとアルムは思い出した。

　こんな馬鹿丁寧な口調でよかったんだろうか……？

　静寂が途切れ、かすかな衣きぬ擦ずれの音とともに、ひとりの少女が姿を見せる。

　透き通るほどの白い肌にアイボリーの髪。大きな白い布をざっくり切って縫い合わせただけのような服。床に吸いこまれてしまいそうなほど細くて白い足。

　すべてがアイボリーで満たされているような少女が、ゆっくりと歩いている。

「前の人はどうしたの」

　少女はしゃがみこんでドロワーの中の本を取り出した。本を鼻に近づけて、匂いをかぐ。

「おなかに入れて持ってこないで、って何度も言ってるのに。どうしていつも入れてきちゃうの？　ちょっと臭においがうつってる……」

「すまんすまん」

「あやまっても臭においは消えないのよ？」

「すまんすまん」

「もう……」

　少女はしゃがんだまま、束の厚い本の角を、細い指でなぞりはじめた。

「前の人はどうしたの？」少女はもう一度カルセドニーにたずねた。

「いまはもういない」

「〈リタ〉にはいるの？」

「〈リタ〉にもいない」

「ならどこへ行ったの」

「おれにはわからん」

「……船長なのに、どうしてわからないの？」

「あいつはおれに全部を話すわけじゃねえからだ」

「ふうん。信用されてないのね」

「……かもな」カルセドニーは小さなため息をつきながら言った。

「その人は納得してるの？」

　会話に入れないアルムは不安になる。その人って、おれのことなんだろうか……。

「いや。さっき着任したばかりだからな、なにも説明してねえんだ」

　少女は本をぱらぱらとめくった。

　それを何回か繰り返し、たまに手をとめ、気に入ったらしいそのページに、まわりのことなどおかまいなしに没入している。

　そのまま五分ほどすぎると、少女は本をぱたんと閉じた。

「やな感じ。すごく。なにかきっと理由がありそう」

「そう勘繰るなよ、説明してねえのは時間が取れなかったからだ」

「カルセドニーの噓うそつき」

「きょうはずいぶんご機嫌斜めだな。なんかあったのか？」

「なんにもない。だけどカルセドニー、あなたには怒ってる。あなたは答えを持ってきてくれない。くれるのは本ばっかり。こんな本の一冊なんかで、あったことをなかったことにするつもりなの？」

「だから、おれも知らされてねえんだって……。それに結局なにもなかったんだ。おまえが腹を立てることもねえし、負い目に感じることもねえんだよ」

「わたしがどう感じるか、あなたにはわかりっこないでしょ」

「そりゃそうだが……」

「それに今朝もお豆だった。どうしてナトロに伝えてくれないの？　お豆は嫌いなのに」

「わかったわかった、ナトロには必ず伝えておくから」

「いい？　必ず答えを持ってきて」

「凄すごむなって。さっきも言ったろ？　あいつはおれに全部を話すわけじゃねえんだよ」

「じゃあ全部を話してもらえる立場にすぐに昇進して」

「自慢じゃないがな、おれの技量じゃここの船長で頭打ちだ。今度の定期連絡のときに自分で交渉してみたらどうだ？」

　カルセドニーにそう言われた少女は、手にしていた本をベッドに乱暴に放り投げた。

「……わかった。じゃあカルセドニー、あなたの技量を最大限に発揮して、お豆のことをナトロに伝えて。それくらいならできるでしょ？」

「へえへえわかったよ。きょうは大荒れだな。手が付けられねえよ」

　カルセドニーはわかりやすくお手上げのポーズをして見せた。

　その姿を見た少女は気が晴れたらしい。

　カルセドニーとの口くち喧げん嘩かが一段落したあと、少女はやっとアルムのほうを見た。

　アルムも、少女を見た。そして少女の瞳の色を見た。

　その色は、アルムがこれまで見たことがないほど、一点のくすみもないアイボリーだ。

　アルムの中で同情心がむくりと芽生えた。

　この子は白至病の末期なのか。あとどれくらいもつか……。半年、いや三か月……？

　そんなアルムを見て、察したように少女が言った。

「心配いらないわ。こう見えて、わたしはあなたが思っているような白至病じゃないから」

　少女にそう言われて、アルムはぎくりとした。不ぶ躾しつけにも見た目で判断していたことをまんまと指摘されたからだ。なんの弁解もできなかった。

「そんな顔しないで。それじゃわたしが悪いみたい。それってすごく気分が悪いんだけどな」

　少女は無表情と笑顔のあいだのような顔をした。長い髪がわずかに揺れた。

「さあてと……なんのおはなしをしてもらおうかな」

　ことの展開についていけず、アルムは助けを求めようと後ろを振り返ったが、すでにカルセドニーの姿はなかった。

　そのかわりにドーマがいて、手振りでアルムに椅子をすすめるのだった。
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　船長室に戻ったカルセドニーはエリダニアへのホットラインに接続した。待っていたのか相手はすぐに出た。

『どうだ？』

「久しぶりなのに、そう急せくなよ」

『カル』

「そうイラつくなよ。なにも言わずに放りこんだからな、混乱してる」

『うまくいきそうか』

「ああん？……ずいぶん性急だな。諜ちよう報ほう部ぶの報告書がよほど芳かんばしくなかったとみえる」

『おまえは知らんでいい』

「あいつ……かなり参ってるぞ。もうほんとうのことを話してやってもいいんじゃねえか？」

『なんのことだ』

「前任者たちのことだ。なんであいつに話さない？　ここんとこずっと、おむずがりだ。おれはこの件でずっと手を焼いてんだよ」

『それはおまえの対処の仕方が悪いからだろう』

「なんで前任者たちのことを秘密にしておく必要があるんだ？」

『そのほうがいいと判断したからだ』

「答えになってねえよ」

『……目的を達成するためだ』

「はあん。そんじゃおまえはあいつにプレッシャーをかけるためだけに、前任者たちの処遇を伏せておけ、って言ってんだな？」

『そうだ』

「そんでおまえの目的とやらを達成させるために……おれには黙って見てろ、って？」

『……おまえが言いたければ言えばいい』

「口止めしてるのはおまえだぞ？」

『おまえが耐えられない、と言うならな』

「人を馬鹿にしやがって。おまえの立場やおれの階級が関係なくたって……、最後はおれが従っちまう。それをおまえは利用してんだ」

『たまには逆らってみたらどうだ？』

「何度もしようとしたさ。それがどうだ？　この二十年、一度もできずにこのザマだ」

『強要した覚えはないぞ』

「ああそうさ。おまえはそんな真ま似ねはしねえ。おまえはおれをうまくあしらうだけさ。とことん計算ずくでな。おれは根っからおまえの木で偶くなんだよ」

『ふん、自覚はあるんだな』

「前任者たちは生きてるな？　それだけは間違いないな？」

『生きている。グロッシュラーの厳重な管理下にはあるがな』

「……ならいい。おれはもう聞かねえ」

『カル？』

「なんだ」

『コランに会いに行ったときのことを覚えているか？　そのときコランの息子の髪はアイボリーだったように記憶しているが』

「そうだな」

『なぜいまは違う？』

「なんでおれに聞く？　おまえの立場なら簡単に調べられるだろうに」

　少しの沈黙。

『おまえの見立ては？』

「そうだなあ。コランがいよいよ答えでも見つけたんじゃねえか」

『すると手立ては二つになるな』

「強欲だな」

『ふん、それが仕事だ』
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　カルセドニーとのホットラインを一方的に切断したグレン・グナモアの前に、筋骨隆々の体たい軀くをした若い男が一糸まとわぬ姿で立っている。グレン・グナモアの執務室ではさきほどから、数人の女性たちがその男の全身を採寸していた。

「ええと……これはなにかの懲罰ですかね？」

「これはおまえの任務に必要な作業だ」グレン・グナモアは書類から目をはなさず返事をした。

「あのう……グレン・グナモア最高統治者様にお伺いしたいんですが。これはなにかの間違いでは……？　ここにいるのはおれであってるんですか？」

「あっている」

「おれクリストバルっていいます、マリネリスの出身です」

「もちろん知っている」

「あのう、おれの成績をご存じなんですか？」

「わたしが知らないとでも？」グレン・グナモアははじめて書類から目をあげて言った。

「それじゃ……それじゃ自分は補佐官になったってことでいいんですか？」

「わたしの執務室にいるのだからな。だが正しくは補佐官候補生だ」

　女性たちは上半身の採寸を終え、今度は下半身の採寸をはじめる。グレン・グナモアはクリストバルの体つきをじっくり眺めてから言った。

「筋肉のつきがいい。いいトレーニングを重ねてきたようだ」

「はい、そりゃあもう頑張りました」

「だが思っていたより線が太い。少し落とせ、線を細く見せたい」

「あの、あの、なんでおれはいま裸でいるんでしょう……？」

「カニツァに聞け。採寸がすんだら下がっていい」

　終始無表情の女性陣による採寸がすんで這ほう々ほうの体ていで着替えをすませると、クリストバルは禿はげ頭あたまの男に連れられて執務室を出た。

　クリストバルは見ず知らずの女たちに裸体をさらすという辱はずかしめを受けたにもかかわらず、自分の顔がにやけているのがわかった。

　おれはどうやらほんとうにグレン・グナモア付きの補佐官になれるらしい……。

　母ちゃんは涙を流して喜ぶだろう。俸給は噂うわさどおりたっぷり出るだろうか？　実家にたくさん仕送りもして、いつかおれの名前を冠した学校を建てよう。退役して田舎に帰るころにはおれは故郷の英雄で、もしかしたらマリネリスの首長になれるかもしれない！

　クリストバルの幼稚な野望はどんどん膨らんでいった。

　にやつくクリストバルの前を歩く男は、背後に遠慮することなくため息を漏らしてから振り向くと、悪あしきものに触れて汚れることを恐れるかのように手を差し出した。

「首席補佐官のカニツァです。近衛隊マウルスにようこそ」

　遠慮がちに出されたカニツァの手を、クリストバルは包み込むように力強く握り返す。

「クリストバルです。グレン・グナモアが質問はあんたにしろって言ってました。あのー、近衛隊マウルスってなんなんすか？」

「グレン・グナモア最高統治者のことは、総統とお呼びするように。グレン・グナモアと呼んでよいのは民だけなのです」

「たみだけ……」

　そんな話は初めて聞いたな、とクリストバルは思った。

　エリダニアは思っている以上に堅苦しい世界なのかもしれない。

「マゥルスは補佐官やお世話に当たる女たちなど、総統のそばに仕える者たちの総称です」

「へえぇ。あのう、腹が減ってるんですけど、昼飯はいつになったら食えますかね」

「顔合わせとミーティングを兼ねた昼食会を用意しています。ところで、総統の前でそんな言葉使いをしてはなりません」

「はあ、すんません」

「わたしは馬鹿は嫌いです」

　仕事はできるんだろうけど面倒くさいやつだな、とクリストバルは思った。その思いが顔に出ていたらしい。カニツァはクリストバルを別の補佐官に押し付けてさっさと行ってしまった。
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　高速列車に必ず一両は設置されている統治府専用の個室車両で、オリヴィア・ドラタイトは上官から明日からの任務内容についてブリーフィングを受けていた。

　列車はジャダイの中心部に向かっている。

　それはオリヴィアの任務先がリーンアカデミーであることを指していた。

「成績書に目を通したよ、優秀なんだね。きみのような人材をわれわれは待ってたよ」

「ありがとうございます」

「噂うわさになってるよ、今年の新人はかなりの有望株だってね。具体的なことは直属の上官から話があると思うが、君には新薬開発のセクションについてもらいたい」

「光栄です」

「到着までまだあるから、軽食でも用意させよう。わたしは仕事があるので失礼するよ」

　上官が出ていくと、オリヴィアは軽く伸びをして与えられた分厚い資料に目を通し始めた。

　資料には旧世界病に関する医療技術の歴史や治療法などのほかに、アカデミーの各セクションがどんな研究をしているかなどの概要もあった。

　しかしこんな万人向けの資料ではだめなのだ。

　オリヴィアにはどうしても手に入れなければならない情報がある。

　オリヴィアは届けられたサンドイッチを頰張りながら根気よく資料をめくる。最後のページに近づいても目ぼしい情報はなかった。

　ふいに右耳のピアスが振動した。

　オリヴィアは個室の窓から周囲を見回して人がいないことを確かめると、音をたてないように鍵をそっとかけてピアスを外した。薔ば薇らをかたどったピアスは高性能の通信装置になっていて、それは父ドラル王との直通回線になっている。

　慣れた手つきでオリヴィアはピアスのポストを伸ばすと、キャッチを口元にあてた。

『どこにいる』

「列車でアカデミーに向かってるところよ。まだ入り口にも立ってないわ」

『早く見つけ出せ。時間がない』

　ものの数秒で通信は途絶えた。

　一瞬で沸点に達した緊張感がすーっと冷めていき、全身が弛し緩かんしていくのがわかる。

　父と話すだけなのに、生まれてからずっと慣れないし、恐ろしい。

　訓練船に入って二年目の時点で、オリヴィアがアカデミー入りすることは決まっていた。

　父ドラル王の探し物を見つけるためだ。

　正規ルートでアカデミー入りするわけではないのが悔しいが、リーンのためになることも少しはできるはずと、オリヴィアは罪滅ぼしのように希望を抱くことで自分を奮い立たせた。オリヴィアは自分に課せられた使命と、自分の気持ちの折り合いをつける作業が習慣になっていて、妥協点を見つけることに長たけている。

　一分の遅延もなく列車が終点に着くと、オリヴィアはアカデミーに隣接された寮にまっすぐ入り、荷物をほどいた。寮で一緒に生活する他のスタッフたちとの顔合わせを兼ねた夕食会をすませて一人部屋の自室に戻ると、ベッドにうつ伏せになって目を閉じ、明日の朝を迎えるまでのほんの数時間だけ、緊張を解く贅ぜい沢たくを自分に許した。




　翌朝オリヴィアがアカデミーの大講義室に入ると、そこにはドラルの王女を一目見てやろうと上気した野次馬たちが詰めかけていた。オリヴィアは、その場にいた全員が求めているであろう王女像を満たしてやるべく、威厳たっぷりの会え釈しやくをしてみせる。生まれや育ちのせいで外見を値踏みされるのには慣れていたが、オリヴィアはこういう輩やからを心底嫌けん悪おしていた。

　他人に消費されている……。そんな感覚が苦味を伴ってオリヴィアを襲う。

　そしてそれは自己嫌けん悪おというかたちで、オリヴィアの中にしつこく居座ることになる。

　だがその如何いかんともしがたい苦しみは、自分が天に向かって唾を吐いてきたからこそ生じたのだという自覚もある。

　自分を肯定したいがために他人を消費することと、他人を監視することで工作員としての利益を得ること。そのふたつに大差はあるだろうか？

　まるで底なし沼にはまっているようだ。人との距離をつかみそこねてばかりで、いつまでたっても抜け出せない。

　オリヴィアはずっと、沼から逃れる術すべを探し続けている。




　上官と大講義室を出ると、オリヴィアはいよいよラボに足を踏み入れた。

「個室を与えられなくて悪いね。最初はみんな大部屋からだ」

「かまいません。みなさんにいろいろと教えていただきたいです」

「このセクションのリーダーを紹介しよう。おおいグロシュ、すまないが手を休めてこっちへ来てくれないか」

　上官に呼ばれて億おつ劫くうそうに立ち上がったのは、濃いブルネットの髪をショートカットにした長身の女性だった。白衣は何日も着ているらしく、相当くたびれている。寝不足なのか顔色はよくないが、頰骨が高く切れ長の目が印象的な美人だ。

「グロッシュラーよ。グロシュって呼ばれてる」

　それだけ言うとグロッシュラーは一番奥にある自席に戻り、文献を読みながらメモをとっているらしく一心に手を動かしている。

　上官が苦笑いをしながら声を低くして言う。

「グロシュはちょっと変わってる。でもアカデミー一の天才肌で、旧世界病のエキスパートだ。わからないことがあれば彼女に聞くといいだろう。ちゃんと答えてくれるかはわからないけどね。誰とも話さない日もあれば一日中しゃべり倒す日もある。彼女、気分屋なんだ」

　オリヴィアはグロッシュラーが不ぶ恰かつ好こうに右肩を上げて顕微鏡を覗のぞきこんでいる姿を見て、どこかで会ったことがあるような気がした。でもそれがどこかはわからないし、記憶も定さだかではない。

　誰かに似ているんだろうか……。

　案内されたデスクについた途端、右耳のピアスが振動しはじめた。

　ただでさえ機密の多いアカデミーは監視の目だらけだろう。用心に用心を重ねたほうがいいと判断し、オリヴィアは書類に目を通してサインをする雑務に専念した。その書類のほとんどが、アカデミーで知り得た情報に関する秘密保持義務の誓約書だ。

　しばらくしてあたりを見回すと、他の研究員はランチに出たらしくラボには誰もいない。

　目を閉じ、両手を組んで「うーん」と声をあげながら肩の上に伸ばす。

　ぱっと目を開けたら、オリヴィアのすぐそばにグロッシュラーが立っていた。

「なんでしょう……？」オリヴィアはなんとか笑顔を作った。

「あなたなにか鳴ってない？」

「そうですか？　わたしにはなにも聞こえませんけど」

「そう、じゃ気のせいなのね」

　そう言ったグロッシュラーは自席に戻らず、その場に立ったままでいる。

「あの……まだなにか？」オリヴィアは仕方なくたずねた。

「行かないの？　お昼」グロッシュラーはオリヴィアから視線をそらさずに言った。

「アカデミーのカフェテリアでよかったらお昼を一緒にどう？　ご馳ち走そうするわ」

「……いいんですか？　じゃあお言葉に甘えてお供します」

　中庭のサンルームに併設されたカフェテリアの窓まど際ぎわに、席を見つけてふたりで座った。オリヴィアはいつも食事をしっかりとるが、グロッシュラーはフレッシュラディッシュだけだ。

「食事、それだけなんですか？」

　オリヴィアはチーズの入ったオムレツを口に運びながらグロッシュラーにたずねた。

「あんまりおなかがすかない体質なの。いつもはラボで仕事しながら、空いた手でクッキーとかクラッカーをつまむ程度よ」

「でも……それだと栄養が偏ってしまいませんか」

「コレ飲んでるから」

　グロッシュラーは白衣の胸ポケットから小さなピルケースを取り出すと横に振ってカタカタと音を鳴らした。ケース中には薄紅色のタブレットがたくさん入っている。

「他のセクションの開発した試作品よ。これ一粒でたくさんの栄養が摂とれるの。もうすぐ《未浄化国》に支給されるわ。食料不足を少しでも補いたい【生産】から緊急のリクエストがあったの。いまは出荷前の最後の臨床試験中。わたしは臨時の被験者ってわけ」

　リーンアカデミーは裾野の広い研究施設だ。

　旧世界病はもちろんのこと、研究対象は多岐にわたる。

　それぞれのセクションがリーンに累積する諸問題を解決するべく日夜仕事をしている。公衆衛生から食料生産の管理まで、管轄する分野も多く職員数も膨大だ。

　グロッシュラーの話を聞いてオリヴィアはわくわくした。アカデミーで働くことをこころから誇りに思えた。

　父のことなんて忘れてしまえたらいいのに。

「さっきあなたを連れてきたやつ、わたしのことを天才肌って言ってなかった？」

「ええ」

「わたしは天才肌じゃなくて天才よ。言葉は正確に使うべきね、不愉快だから」

　オリヴィアはぽかんとしてグロッシュラーを見つめた。

　この人ものすごい自信家なんだ。ちっとも冗談に聞こえない……。

「それにわたしのことを変人扱いするやつがいるけど、わたしが変人なんだとしたら、ここにいるやつらも同類よ」

　オリヴィアは力強く頷うなずいた。グロッシュラーの言うことは一理ある。科学は狂気と背中合わせになる危険がつねにあるからだ。

「わかります。科学者は変人な部分もないとだめですよね」

「あら、あなた見た目と違って素直なのね」

「……それって悪口ですか？」

　オリヴィアはグロッシュラーとは気が合いそうだ、と感じはじめていた。

「あなた、どうしてアカデミーに来たの？」グロッシュラーがたずねた。

「訓練生は任務先を希望することはできないんです。ご存知ありませんか……？」

「あらそうなの。わたし、訓練船には乗らないでここに来ちゃったから」

「そんなルートもあるんですか？」

「ごくまれにね。でもあなたは来るべくしてここに来たんでしょ？　上官が判断して、ここに配置したんでしょうから」

「だといいんですが……」オリヴィアは胸が少し痛んだ。

「成績もきっとすごくよかったんでしょう？」

「どうでしょうか」

「あら、わかりやすい謙遜しちゃって」

「その様子じゃわたしのことなんて全部ご存知のように思えますけど……」

「何年か前に、飛び級で入ったジャダイの医学校を首席で卒業した子がいたわね。それってあなたのことでしょ？」

「……はい」

「飛び級ってね、わたし以来なのよ」

「そうだったんですか！」オリヴィアは素直に驚いた。

「あなたには簡単なことをいくつか質問しましょう。緊張しないでいいわ。わたしの下に就く子に、必ず聞くことだから」

「わかりました。こころしてお答えします」

　オリヴィアは居住まいを正してグロッシュラーに向き合った。にわか仕じ立たての最終面接のはじまりだ。

「旧世界病には大きく分けてふたつあるわね？」

「はい。急性と亜急性です」

「じゃあ、それぞれ特徴を簡潔に言ってみて？」

「急性は……短期間に大量の汚染物質を体内に取り込むことで中毒に陥ります。亜急性は微量か、あるいは時間をかけてを体内に蓄積していくことで発症します」

「うん、いいわ。治療法をどうぞ？」

「発症後すみやかに血液製剤を投与します」

　グロッシュラーはうんうん、と頷うなずいている。オリヴィアは続けて言った。

「発症を予防することは基本的にはできません。あっ、でも……あらかじめ汚染物質にさらされることが予期される場合に、事前に純度の高い血液製剤を投与することで発症をかなり遅らせたり、ウイルス疾患のキャリアのような状態にできる可能性があるというレポートを先日読みました」

「わお、勉強熱心ね。でもそれどこで読んだの？　筆頭著者はだれだった？」

「ワール……なんとかさん？　ごめんなさい、どこで読んだかも覚えてなくて。でもとても興味深かったです。はやく治験に入れるといいのに」

「ほんとね。おっと、話がそれちゃった。治療法のことを話していたんだった？」

「はい。発症後、すみやかに血液製剤を投与すれば膿のう疱ほうなどが全身にできる劇症化は防げますが、断続的かつゆるやかに進行していくため、いずれは末期に至ります。根治も寛解も望めませんから、さきに末期がくるか、それとも寿命がくるかは個人差が出ますね」

「そうね。旧世界病の患者を臨床で診たことは？」

「あります」

「何例も？」

「はい」

「なら気付いた？　ひとくちに旧世界病って言っても、十じつ把ぱ一ひと絡からげにはできないってことを」

「はい。とくに発症者の免疫力に大きく影響される、と思いました。小康状態が維持される期間は個人差が大きかったですし、血液製剤の投与回数にもあまり左右されなかったように思います。文献には亜急性のほうが小康状態の期間が長いとありましたけど……」

「けど？」

「小康状態がまったくなくて、しかもすでに末期のような状態が長く続いている劇症型の患者を診たこともあるんです」

「ふうん。その症例はかなりレアね。その人は亡なくなったの？」

「いえ、まだご存命です」

「へえ。ずっと気にかけてあげてるのね」

「忘れたくても忘れられない患者なので」

「あら。忘れてもいい患者なんてひとりもいないわ」

「……そうですね。失言でした」

「患者を減らすには、わたしたちはどうしたらいいと思う？」

「血液製剤がもっとあれば、と思います。患者は増える一方なのに、供給数がまるで足りてないから。でもそれは大昔から変わらないことですし、いまさら増産なんて期待できません。だから早く、血液製剤に代わる新薬を開発しなくちゃいけないと思います」

「ほんとね。いまのところ、一握りの裕福な人たちは、新薬の半永久的な治験者になるという形で恩恵を受けて、《清浄国》で旧世界病とは無縁の生活をしている。でもそれって、命に優劣があるって感じで、すごく嫌よね。フェアじゃないわ」

「わたしもそう思います」

　グロッシュラーはぱんぱんぱん、と手を叩いた。

「パーフェクト！　でも、ちょっとつまんないわね」

「えっ？」

「だってあなた、とってもとってもおりこうさんな答え方をするんだもの。こうなることを予測して、あらかじめ模範解答をどこかで叩たたき込んできたみたい」

「カンニングなんてしたことありません！」

「だいじょうぶよ、疑ってないわ。基礎しか聞いてないんだもの。わたしがここで知りたいことはね、あなたが旧世界病をどう認知しているかってことのほうなのよ」

「どういうことですか？」

「認知にズレがあったら、仕事の邪魔になるからよ。あなたは諦めていたからよかったわ」

「わたしが……なにをですか？」

「あなたはちゃんと言ってた。血液製剤の増産は期待できないって」

「あっ……はい」

「そこがわたしたちのスタートラインだから。合格よ、わたしのラボへようこそ」

「ありがとうございます！」

「じゃ、わたし先に行くわ。一服しないと頭が働かないの」

　グロッシュラーは紙巻きたばこを口くちの端はしにくわえてカフェテリアを出て行った。

　すこぶる美人で言葉も女性らしいのに、その仕草は男性的で野性味がある。オリヴィアはグロッシュラーが好きになった。なんて刺激的な人だろう。

　しかし新薬の開発もさることがら、オリヴィアにはもとより大事な任務がある。

　それは血液製剤の供給元をつきとめ、密ひそかにそれをドラルに持ち帰ることだ。

　オリヴィアは漠然とした不安に襲われるときがある。工作員としては基礎的な教育しか受けていない。自分にどこまでできるのか。正直自信がない。

　右耳でピアスがまたふるえ始めたが、オリヴィアは食事を続けた。ドラルからは遠く離れた地にいるのに、父に振り回されている。せめて食事のときくらいは邪魔されたくなかった。
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　少女にせがまれてアルムが話したのは、故郷マリネリスの夕焼けの話だ。

　空と同じオレンジ色に染まった海に、もっと濃いオレンジ色の太陽が沈んでいく。水面が煌きらめいて、目に見えるすべてがオレンジ色に染めあがる。マリネリスでアルムが一番好きな時間の景色だ。

　アルムはドーマが用意してくれた椅子ではなく、床に直接座った。

　ベッドで膝を抱えながら聞いていた少女は、ころんと横になってアルムにたずねた。

「オレンジ色の海はどんな香りがするの？」

「香り？」思いもよらない質問にアルムは戸惑った。「香りなんて気にしたこともなかった」

「もったいない。わたしならきっと、五感すべてを使って頭に閉じ込めるのに」

　そう言って少女は天井の照明にかざすように手を高く上げた。

　床に座っているアルムからもそれが見えた。

　少女の着ている服の袖口は大きく開いていた。そこから無防備な胸が見えそうになる。少女はまったく気にしていない様子だったが、アルムは慌てて視線をそらすと立ち上がって椅子に座った。

「なに？」手をぱたんとおろして、少女が言った。アルムを見ている。

「……支給されてる服はそれだけ？」

「同じものが何枚もあると思う。使い捨てだから。どうして服が気になるの？」

「ずいぶん簡単な作りだから」

「あはは。変な人ね。そんなこと言われたの初めて」

[image: ]

　カルセドニー同様おれもお手上げだ、とアルムは思った。

　囚人に終始ペースをいいように握られたままだ。

「採血しやすいの。腕がすぐ出せるから」

「採血？」

「明日からあなたの仕事」

「なんで採血を？」

「ほんとにあなたはなにも知らないのね」

「知らないんじゃない、知らされてないんだ」アルムは不快感を隠さなかった。

　少女はゆっくりベッドから立ち上がると、ぎりぎりまでガラスの壁に歩み寄り、アルムに両腕の内側を見せた。

　両腕のそれぞれに、血管に沿って規則的に並んだ注射痕がある。

　その夥おびただしい数の小さな針痕にアルムはぞっとした。見てはならないものを見てしまったような気がしたのだ。

「なんでこんなことを？」

「アルセノンだから」

「アルセノン？」アルムは鸚おう鵡む返がえしに言った。

「それも知らされてないの？」

「もういい加減やめてくれないか？　おれは突然ここに放り込まれたんだ」

「いつか話すわ。でもわたしは疲れた。あなたも疲れたでしょ？」

　少女はくるりと後ろを向いて、ベッドのほうに歩きだそうとした。

「あっ、ちょっと待って」

　アルムは反射的に声をかけた。それは自分でも思いがけないことだった。

「なに？」少女はアルムのほうに振り返った。

　呼び止めておきながら、アルムはすぐに言い出せなかった。

「なあに？」少女がもう一度アルムに言った。

「えっと……」

　とても簡単なことをしたいだけなのに、アルムはてのひらに浮く汗をうっすら感じる。

　なぜこんな些さ細さいなことで緊張するのだろう。生まれてはじめてすることだからかもしれない。

「きみの名前をまだ聞いてなかったから」アルムは一気に言った。

「そっか。ふふふ、カルセドニーは紹介したつもりになってただけね」

「あしたからきみの担当なんだし、名前くらい聞いておかないと」

　そのアルムの言葉で、少女の表情が一瞬で変わってしまった。

　アルムは自分がまた失敗したことに気付いた。

　きょうが初対面なのに、これで二度目だ。

「それって……わたしの担当になったから、わたしの名前を知る必要がある、ってこと？」

「担当するから、ってだけじゃないけど……」

「ふうん……。でも目の前であからさまに困った顔をされて取り繕われたりすると、そうは思えないけどな。ちょっと傷付くし」

「……ごめん」

「名前は識別するためのただの記号だ、ってゼキは言ってた。理屈としては大正解よね。でもわたしは不愉快な気分になった。なんでかなあ」

「ごめん」

「あなたはきょう、ごめんごめんって言いっぱなし」

「……ごめん」

「まあいいわ。じゃあ、改めまして、もう一回どうぞ」

　アルムは深呼吸してから言った。

「……きみの名前は？」

　少女はまばたきをひとつして、ゆっくりガラスの壁に歩みよった。壁に顔を近づけて、口を軽く開ける。そしてガラスの壁にゆっくり息を吹きかけた。

　少女の呼気で、壁が白く曇る。

　少女は左手の人差し指をそっとガラスの壁に押し当てた。

　そして一文字ずつ、指を壁に滑らせていく。

　目で追っていたアルムはすぐ気付いた。少女が書いているのは鏡文字だ。

　フ、ロー、ラ、イ、ト……

　フローライト。それが少女の名前。

　少女は曇ったガラスの横からひょっこり顔を出してアルムの顔を見た。

「読めた？」

「うん」

「よかった」

　少女は無邪気にそう言うとベッドに滑り込み、あっという間に静かな寝息を立てはじめた。

　もしかしたら狸たぬき寝ね入いりなのかもしれない。そうも思ったが、アルムは椅子を部屋の隅にそっと置き、音を立てないように囚人の部屋を出た。




　ブルー・ステイブルにどれくらいいたのだろう。時間の感覚がなくなる空間だった。それにしても胸がざわつく。空を舞うカイトが突然強い風にあおられて、手に絡からめていたはずの糸が乱暴にすり抜けていくような。

　重たげな足取りで自室に戻ると、ドーマがシャツを持って待っていた。受け取るときにアルムは礼を言ったが、ドーマは無言のままで部屋を出て行った。あっ、と小さく声を上げ、コーマと違ってドーマは話すことができないのを思い出す。アルムはドーマの後ろ姿をぼんやり眺めた。ドーマが言葉を発せないという単純な事実が孤独感となってひたひたとアルムを襲う。

　しんと冷えた個室に入り、背中に統治府の紋章が入ったシャツに袖を通す。疲れていたが、船長室に向かうことにした。

　アルムが開けっぱなしの船長室のドアをノックして部屋を覗のぞき込むと、カルセドニーはシャワーを浴びているところだった。がさつな印象のあるカルセドニーだが、船長室はきれいに片付いていて背の高い植物の鉢植えがあちこちにある。

　浴室の前で、忠実な番犬のようにドーマがタオルを持って待っている。五分ほどたつと、もうもうとした湯けむりを帯びながらカルセドニーが出てきた。ドーマはすっとタオルを手渡すと、着替えを用意しはじめた。

　カルセドニーは髪から滴したたり落おちる水滴を大雑把にぬぐうと、ドアのそばで立っているアルムに気付いた。

「もう臭くねえか？」

「はい」

「嗅覚麻ま痺ひってのは厄介でね」

「なら毎日入れば……」

「おっと、それを言うなよ。それが一番めんどくせえんだから」

　豪快に笑うカルセドニーはまだ裸だ。アルムは目のやり場に困り、なるべくカルセドニーを見ないようにしながら切り出した。

「聞きたいことがたくさんあります」

「だろうな。まあ、飯を食いながら話そう」

　そう言って、カルセドニーは背中の部分に船長を示す大きな刺し繡しゆうが施されているシャツを素肌に直接着た。

　ドーマが食事の配膳を進めると、食欲を刺激する美お味いしそうな香りが部屋に満たされていく。

　具だくさんな豆のスープに、焼きたての白パン。鶏胸肉のグリルの付け合わせには、アルムが見たことのない根菜がたっぷりと盛られている。〈リタ〉の炊事番はとても腕がいいらしい。アルムが肉にかぶりつきたそうにしていると、カルセドニーは笑って言った。

「食えよ、気にすんな。補給で寄港するとな、ナトロがその土地のうまいもんを仕入れてくるんだ。まあグレンのせいで普段酒はご法はつ度とだが、なんせ予算だけはべらぼうについてる船だから。ま、訓練船上がりじゃなんでもうまく感じるか」

「マリネリス出身なんで、訓練船の食事でも十分豪華だと思ってました」

「まだまだ不毛な土地だからな……。コランは？」

「近々手紙を書こうと思います」

「そうか。任務ついてはなにも書くなよ」

　あらかた食事を終えると、ドーマはお茶を用意した。カルセドニーはお茶にたっぷりとミルクを入れた。嗅覚を無くしてからなぜか苦みだけを強く感じるようになったのだという。

「フローライトとは話ができたか？」

「少しだけですが」

「なにを話した？」

「マリネリスの夕焼けの話をしました」

「ああ……なら喜んだだろう？　あいつは外の世界を知らねえからな」

「……知らない？　外に出たことがないんですか？」

「あいつの記憶にある間はな」

　それはどういうことなんだ？

　上官の前では決して褒められた行為ではないが、アルムは思わず目を閉じ、頭の中を整理しようとした。聞きたいことはたくさんあるが、どうしてもフローライトの腕にあった注射痕が脳裏をよぎる。まるで最優先事項はこれだ、と誰かに言われているみたいだ。

　アルムは閉じていた目を開けて、カルセドニーを真正面から見据えた。

「船長、お聞きしてもいいですか？」

「おう、なんだ」

「アルセノンという言葉を、おれは人生で初めて聞いたんです」

　カルセドニーの右の眉がかすかに上がった。

「それはまあ……いずれフローライトが自分から話すだろうよ。あいつがまだおまえさんに言わねえんなら、それなりにあいつの考えがあるんだろうし。いまはフローライトからおまえさんが信用されることが最優先だ。まあ、あんまり時間がかかるようでも困るんだが」

「困るって……誰がですか」

「ま、いろいろ事情があんだよ」

　ドーマがお茶のおかわりを身振りで勧めてくる。アルムは冷めてしまったお茶を一気に飲んでカップをドーマに渡した。おしゃべりが専門だった訓練船のコーマと違い、ドーマは寡黙で実によく働く。

「フローライトのことは極秘扱いと言っていましたね。どれくらいの人が彼女の存在を知ってるんですか」

「そうだなあ。マゥルスにもほとんどいねえだろうな。フローライトもグレン・グナモア直属だ。おれたちと同じだな」

「待ってください、あの……マゥルスとは？」

「グレンの側近たちだ。頭でっかちなやつばかりでいつも無理難題を押しつけてくるからおれは嫌いだね。そういえば、おまえさんの同期がマゥルス入りしたな」

　アルムの頭にクリストバルの顔が浮かんだ。

「執務室に連れてかれたやつがいただろう。かなりぶっとんだやつなんだってな」

　それは成績が？　それとも素行が？　あいつの武勇伝なら掃いて捨てるほどある。

　アルムは思わず笑みがこぼれた。

「しりっぱねばかりする若駒じゃ、カニツァのじじいは苦労するな」

「何度もすみません、カニツァのじじいって……」

「グレンのそばにへばりついてる首席補佐官だよ。まだそんな年じゃないんだが見た目がとにかく老ふけてんだよ。禿はげてるし」

　アルムは任命式のことを思い出す。そういえばグレン・グナモアのすぐそばには禿とく頭とうの補佐官がいた。あの男がカニツァだろうか……。

「武官から首席補佐官が出たんで、当時はかなり騒がれたんだ」

「首席補佐官は、最高統治者が就任してから自身で選出するのが通例だとか？」

「そうだ。つまり統治者の完全な好みとも言えるよな」カルセドニーは下品な笑みを浮かべた。

　二杯目のお茶を飲み干すころ、アルムはフローライトのことについてまだたいした情報をつかめていないことに気が付いた。カルセドニーにうまく誘導されているような気もする。なんとか軌道修正しなければと話を強引に戻した。

「船長、そもそもフローライトは、なんの罪を犯してこの船に乗ることになったんですか」

「罪、か。あいつはひとの罪の象徴みたいなもんだ。あいつ自体はなんもしちゃいねえよ」

　アルムにはさっぱり意味がわからない。

「フローライトがここに来たのはグレンが最高統治者に選出された直後だ。グレンが直接ここに連れてきたんだ」

「グレン・グナモアが？」

「ああ。グレンからの命令は守れ、のひとつだけだった」

「フローライトを守れ、ということですか」

「そうだ。フローライトが来る前に、突然この船に桁違いの予算がついてな、極秘に大規模換装をしたんだ。そしておれ以外の乗組員はすべて船を下ろされ、いまいるやつらが代わりに乗ることになった」

　たったひとりの少女を守るにしては大おお袈げ裟さすぎる措置だ、とアルムは思った。

「この船には母港がないんですよね？　それが移動し続けなきゃいけない理由なんですか？」

「移動っていうとそれらしく聞こえるけどな。その実、おれたちゃ逃げ回ってんのさ」

「逃げてる？」

「おれたちの積つみ荷にはなんだ？」

「それはええと……フローライトです」

「そうだ。おれたちはフローライトを守るために、偽装した船で、このリーンの海じゅうを逃げ回ってんだよ。目立たねえように、見つからねえように、ってな」

「フローライトは誰かに狙われている……ってことですか？」

「さあな。でもな、最悪を想定して準備をしといたって、おれたちに損はねえだろ？」

　アルムにはよくわからない。

　なにから逃げて、なにからフローライトを守っているのだろう。

「この船には、ほんとうにいろいろ事情がありそうですね」

「フローライトが十八になると厄介な命令がもうひとつ増えてな。ま、目下悩みの種だよ」

「……どんな命令ですか？」

　カルセドニーは顔をしかめた。アルムに伝えてもかまわないことと、そうでないことをふるいにかけているようだ。表情をなんら隠そうとしないのでアルムにもそれが簡単に見て取れる。

「おっと、おしゃべりがすぎたな。おれにはおまえさんに全部を話す権限がねえんだよ」

　そうきたか。予測できたこととはいえアルムの中にはもどかしさが募った。

「……いずれは教えてもらえるんでしょうか」

「そうなるかもしれんし、そうならないかもしれん。ま、おまえさん次第だな。明日は朝九時にブルー・ステイブルに行ってくれ。遅れるなよ、ゼキは時間にうるせぇからな」

　船長室を出ると通路の照明はすでに消えており、非常灯がアルムの脚元をぼんやりと照らしている。




　アルセノンについてはなにひとつ情報をつかめず、核心に触れるどころか入り口にさえ立てていない。アルムは落胆を隠せなかった。

　アルムは自室に戻ってシャワーを浴びた。こんなに熱い湯が出る贅ぜい沢たくなシャワーははじめてだった。カルセドニーが言っていた「桁違いな予算」を、シャワーひとつとっても体感できる。アルムはこの船の得体の知れなさが不気味に思えた。たった一日だけで、しかもまだ本格的に仕事を始めたわけでもないのに、大きな渦の中にいるようだ。

　一瞬たりともぬるくならない熱いシャワーにうたれて、明日からの任務に思いをはせてはみるものの、頭の芯がしびれているようでちっとも働かない。

　仕方がない、今日は諦めて眠ることに徹しよう。

　アルムは眠りに落ちる前に幾度となく寝返りを打つことになるのを覚悟した。
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　フローライトはカルセドニーからもらった空の写真集を眺めている。

　海と空の話をしてくれた新人さん……ちょっとおもしろかったな。あんな人はじめて。

　それに新人さんはわたしのことをなにも知らなかった。

　なんでだろう。それがとても不愉快に感じる。

　グレンの狙いが見えるようで見えなくて、胸がざわざわする。

　前の人たちはもういない、とカルセドニーは言った。

　じゃあどこへ消えたの？

　みんなそれぞれ大きな野心があってわたしに近づいてきた。でもそれはグレンに命令されたから生まれた野心であって、任を解かれたあとに殺されなければならないほど、彼らがわたしになにかをしたわけでもない。決して悪い人たちではなかった。

　悪いのはわたし。グレンに言われたことをいまだに成し遂げられないわたし。

　アルムという人は、わたしの義務を一緒に背負ってくれるだろうか。

　フローライトは目を閉じた。

　眠るには、今夜はまだもう少し絶望が足りない。
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　九時五分前。ブルー・ステイブルの前に立つアルムから、フローライトが膝を折りたたんで椅子にちょこんと座り、本を読んでいる姿が見える。

　ガラスの壁の前には、黒髪をきっちりと七三分けにし、濃いグレーの服に全身を包んだ色白の小柄な男がいて、ワゴンの上に医療キットを並べている。男は縁が鼈べつ甲こうでできている薄いグレーの色つき眼鏡をかけていて、奥二重の鋭い目が一点を見つめている。

　待っていても声をかけられる気配はなさそうだった。

「おはようございます、昨日着任したアルム・オブシディアンです。ゼキさんですよね？」

　否定も肯定も、そもそも返事すらせず、ゼキはアルムの頭のてっぺんからつま先までを舐なめるようにじっくりと見ている。初対面とはいえ、からだにまとわりつくような粘性を帯びた視線にさらされるのは気分のいいものじゃない。

　アルムはそのまま二分ほど、ゼキにねめつけられるのを無言で耐えた。

「囚人にもう会いましたね？」前触れなくゼキが言った。とても低い声だ。

「あっ、はい。会いました」不意をつかれてアルムは答えにまごついた。

「そこに座ってください」

　ゼキはアルムを椅子に座らせると、少しかがんで、薄緑の薬液が入った容器をワゴンから取り出した。アルムの左の腕の内側を素早く消毒し、瞬またたく間まに注射針を刺す。

「点滴……ですか？」

「囚人の担当者が必ず受ける処置です。中身については機密事項なのでぼくも知りません」

「機密？　でも、からだに入れてだいじょうぶなものなんですよね……？」

「知りません。ぼくはこの処置を受けたことがありませんから」

「はあ……」

　アルムはもうゼキのなすがままだ。

「点滴は三十分ですみます。じゃあ座ったままでいいので、これからすることをよく見ていてください。明日からすべてオブシディアン君の担当になりますから。完璧に覚えて」

　ゼキはそう言うと、フローライトの胸のあたりの高さに設けられた外開きの小窓を開けた。

　本から目をはなさないフローライトが、その小窓から右腕をぬっと突き出す。

「今朝は左です」すかさずゼキが言った。

　フローライトはむっとして本を持ち替え、今度は左腕を出す。

　黙ったままでゼキとは目を合わせようともしない。ゼキもそんなことは一向に気にならないようで淡々と作業をすすめていく。ゼキが採血用キットの袋を手て際ぎわよく開けると、中からは長さ十センチ、鉛筆くらいの太さの円筒形のものがころんと出てきた。

「先端に採血用の特殊なアダプタがついてます。特殊な針が内蔵されていて、血管の上にセットしてボタンを押すと自動的に採血できます。素晴らしいでしょう？　ぼくが開発したんです」

　ゼキがフローライトの左腕に円筒を置いてボタンをポンと押す。

　痛みはないらしくフローライトの表情は変わらない。手早く作業を終えて円筒を一振りすると中から五センチほどの細い採血管が出てきた。

　中には白みを帯びた血液が入っている。

「これで終わりです。回収した血液は冷蔵室に保管してロックをかけます。採血がすんだら囚人の体調なども含めて必ず船長に報告を」

　フローライトは小窓から腕を抜くと、少しかゆみがあるらしく採血痕を服でこすっている。

「点滴、終わったら自分で針を抜いてください。訓練船で、それくらい習ってますね？」

　ゼキはアルムにそう言うと、片付けをさっさとすませて、ワゴンを押しながら足早にブルー・ステイブルから出て行った。

　その後ろ姿を目で追っていると、アルムはフローライトが自分を見ていることに気づいた。

　点滴筒にぽとん、ぽとんと落ちる薬液を見つつ、椅子に座ったまま慎重にフローライトのほうへ移動する。

「雰囲気が独特な人だね」

「ずいぶん良心的な感想ね」アルムの言葉を聞いて、フローライトが笑いながら言った。

「少しとっつきにくいだけじゃ？」

「ここに来てもうずいぶんたつのに、ゼキはわたしのことをずっと囚人と呼ぶの」

「でもおれのことは呼んでくれてた。もしかしたら女の子が苦手なだけなのかもしれない」

「女の子？」

「きみは女の子じゃないの？」

「……女の子扱いされたことなんてないもの」

　フローライトはアイボリーの長い髪を手て櫛ぐしで整えて、細い指でゆったりとした三つ編みにすると、それを肩の前に流した。昨日とはまた印象が変わった。

「疲れた顔をしてる。ゆうべは眠れた？」

　アルムは答えるかわりに苦笑いを浮かべた。

　任務初日でからだはくたくたに疲れていたのに妙に頭が冴さえていて、ほんの少しまどろんだだけで結局眠ることはできなかったのだ。

「あの後、カルセドニーにわたしのことを根掘り葉掘り聞いたんでしょう？」

「聞いたけどなにも教えてもらえなかった。本人に聞けとか、おれには話す権限がないとかで」

「はぐらかされたわけね」

　アルムは頭をかいた。今日もフローライトのペースで話が進んでしまうようだ。

「だからきみに聞きたい」

「いいわ。じゃあその前におはなしをひとつ」

「また？」

「今日はあなたの家族のことを話してもらおうかな」

「……父さんはマリネリスで汚染物質除去技術の研究をしてる。おれが小さいときからずっと」

「お父さんの名前は？」

「コラン」

「お母さんは？」

　予測できていたのに。アルムは顔が硬直して、からだに緊張が走った。

　なんとか平然を装よそおい、自分の顔をフローライトが見ていないことを祈った。

「母さんは……おれが小さいときに死んだんだ」

「そっか。名前は？」

「え？」

「名前。お母さんの」

「ああ……エリス、エリスだよ」

　あの日、なぜなにもせずにおれは母を見下ろしていたんだろう？

　アルムはフローライトに気づかれないように息を大きく吸い込み、静かに吐き出して落ち着こうとした。古い記憶に揺さぶられて呼吸が速くなっていたことに気づいたからだ。

「エリス……か。すてきな響きね」

　アルムは同じことを父がよく言っていたのを思い出した。

　ドーマがワゴンをガタガタと揺らして入ってきた。たっぷりのお茶が入ったティーポットと、カップが二つ。ドーマは七本の指を器用に使って、ポットとカップを載せたトレイをドロワーに入れフローライトに合図をした。

「ありがとうドーマ」

　ドーマは返事の代わりに赤い目を二回点滅させた。

　アルムは椅子から下りて床に直接座ると天井を見上げた。

　ほんの少し、気持ちを立て直す時間を稼ぎたかったから。
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　ふかふかとしたベッドで、清潔なシーツと毛布にくるまれたクリストバルは夢の中にいた。

　訓練船時代は二段ベッドだった。歴代の訓練生たちが使い込んでいたマットレスはぺったんこで寝心地がとても悪かったから、寮の個室を与えられたクリストバルは王族になったような気分でベッドに飛びこんだ。

　窓から暁ぎよう光こうが差し込んでだいぶたったころ、悲鳴のようなカニツァの怒鳴り声でクリストバルは目が覚めた。

　カニツァは頭から湯気が出んばかりにカンカンに怒っていて、マゥルスの人間たるものが遅刻とは情けないだの、世も末だのとわめき散らした。クリストバルはカニツァの言葉を聞き流しながら身支度をすませ、朝食はあきらめてマゥルスが集まる補佐官控室に向かうことにしたが、その間も背後からカニツァの慨嘆する声が止やむことはなかった。

　補佐官控室に入ると、グレン・グナモアは数人の補佐官と話しこんでいた。

　クリストバルは目立たないように、あてがわれたばかりの自分のデスクに向かおうとしたが、グレン・グナモアに首根っこをぐいとつかまれ、そのまま執務室に連れて行かれた。遅刻について説教をされるのだろうと思って覚悟を決めると、執務室には昨日クリストバルを採寸した女性たちが待ち構えている。

　グレン・グナモアはクリストバルのまっすぐ前に椅子を置くと、どかりと腰をかけて脚を組み、懐ふところから眼鏡を取り出してかけた。

　おぉ、眼鏡ひとつでいきなり化ける女だな……。

　クリストバルがその姿に呆ほうけていると、女性たちが追い剝ぎのごとく服をむしり取りはじめた。

「ちょっと待って！　きょうは自分でやりますから！」

　女性たちは手を止めると一様に不機嫌になった。眉間にしわを寄せて、責めたてるような視線を容赦なくクリストバルに向けた。だったら早くしろと、数の力で圧をかけてくる。

　しかしそうはさせるかと卑屈になったクリストバルは時間をかけてゆっくり服を脱ぎ、自慢の筋肉を見せびらかすようにしながら昨日と同じ姿になった。

　クリストバルは誰にともなく「これはなんのプレイですか？」とぼやいたが、誰も返事をしてくれない。クリストバルはあきらめた。

　生じた疑念は解答が与えられない以上、無視するしかない。

「よし、はじめろ」

　グレン・グナモアの一声で、女性たちが再びクリストバルの周りにわっと群がる。

　クリストバルはされるがままになってその数分間を耐えた。

　最後に栗くり色いろのウイッグがクリストバルの頭に被かぶせられると、女性たちは後方にすっと下がり、その一部始終を見ていたカニツァが大きな鏡を持ってクリストバルの前に立った。

　あのハゲじじい、おれが着せ替え人形になってるところをずっと見てやがったな……。

　クリストバルは心の中で悪態をついた。

「……まあまあだな」グレン・グナモアが言った。

　クリストバルは鏡に映る自分でない姿を見た。

　そこには、多少の違和感を覚えるグレン・グナモアが茫ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「……なんでおれがグレン・グナモアに？」

「口を慎みなさい」カニツァがぴしゃりと言う。

「だってなんで……？」

「総統、いかかでしょう」カニツァはグレン・グナモアにお伺いを立てた。

「上出来だ。マスクと音声変換機はどうなってる？」

「今週中には用意できるかと」

「こいつには調教が必要だ」

「承知いたしました」

　執務室を出て行くグレン・グナモアに深々とお辞儀をしたカニツァは、クリストバルににじり寄ると堰せきを切ったように小言を次から次へと並べ始めた。

　自分の置かれている状況が把握できないクリストバルは、カニツァに食ってかかった。

「あのですね。おれは、どうしてこんな格好をしてんのか、って説明がまず欲しいんですけど」

　カニツァは一瞬たじろいだ。言い返されると思っていなかったようだ。

「約二か月後にパタプスコで行われる式典で、総統の身代わりを務めてもらいます」

　身代わり？　グレン・グナモアの？　クリストバルはにわかには信じられない。

「替え玉ってことですか？」

「そうです。およそ適切な言葉とは思えませんが」

「おれは意味が通じれば言葉なんてどうだっていいんです」

「あなたにはこれから訓練を受けてもらいます。専門スタッフがつきっきりで指導にあたります。外見を疑われることはないでしょうが、あなたのその野卑な言動が出てしまっては、すべてが台無しです」

「なんで新人のおれにやらせるんです？　マゥルスは人手不足ですか？」

「わたしだって適任だとは思いません。しかし、これは総統がお決めになったことですから」

「グレン・グナモアが？」

「総統、とお呼びするように指導したはずですが」カニツァの語尾がぐっと下がった。

　鏡に映るグレン・グナモアになった自分の姿を見ていると、クリストバルは抑えきれない笑いがこみあげて爆発しそうになった。

「……式典での替え玉は慣例ですか？」クリストバルはカニツァに聞いた。

「慣例ではありませんが、前例はあります」カニツァの返事は素っ気ない。

「替え玉を用意する理由はなんです？」

「……諜ちよう報ほう部からの情報を分析した結果です」

　なるほど。クリストバルは合が点てんがいった。諜ちよう報ほう部は最高統治者直轄の組織で統治府の傍流だ。いまではほかの部署と横のつながりが一切ない。

　つまるところ、これは極秘の作戦ということだ。

「ふうん。おれごときなんか知らなくていい、って聞こえますね」

「そうとらえて矛盾はないでしょう。総統はいまからあなたとふたりだけの面会をご所望ですから、直接お聞きになったらいかがです？」

「もうこれ脱いでいいっすか」

　クリストバルは喉元に食い込むスタンドカラ─の襟もとを少し緩めようと、シャツの隙間に指をつっこんだ。

「なりません。普段から身につけていないと自然な動きができません」

「冗談きついな、おれはヒールなんて一度も履いたことないのに」

「わたしだってありません。あなたの身長に合わせて、靴は総統よりだいぶ低くしてあります。慣れるしかありません」

「慣れろだあ？」クリストバルは反射的に叫んだ。

「文句はここまで。まずは三日後にチェックします」

「わかりましたよ。やればいいんでしょ、やれば」クリストバルはわかりやすく肩をすくめた。

「……総統をお呼びします。いいですか、くれぐれも失礼のないように」

　カニツァがため息をつきながら執務室を後にすると、クリストバルはさっきまでグレン・グナモアが使っていた椅子によたよた倒れこむように座った。ピンヒールの編み上げブーツにねじ込んだつま先がひりひり痛む。クリストバルはグレン・グナモアを待ちながら、腹が減っていたことを思い出して胃のあたりをさすった。

　数分後にグレン・グナモアが戻ってきた。

　続いてカニツァが、苦虫をかみつぶしたような顔で食事とポットが載ったワゴンを押してきた。クリストバルは無遠慮にワゴンを覗のぞきこんだ。やわらかな湯気が鼻をくすぐる。

　マッシュルームのポタージュ、チーズ入りオムレツ、分厚いベーコンに新鮮なトマトと色鮮やかなパプリカのサラダ。焼き立てと思おぼしき白パン。新鮮そうな果物たち。

　へえぇ……最高統治者の朝飯はこんなに豪華なのか！　クリストバルはからっぽの胃がきゅっとしぼむのを感じた。

　カニツァはクリストバルをじろりとにらむと、ワゴンをおいてさっさと出て行った。

　グレン・グナモアはポットからお茶を注ぐと、カップをのせたソーサーを持って大きな机に体重を預けるように浅く腰掛けた。

「朝飯がまだなんだろう、残りものだが食べるといい」

「えっ、これが残りもの？」クリストバルは素直に驚いた。

「まともに起きればもう何品かあっただろう」

「へーえ。じゃ、遠慮なくいただきまっす」

　クリストバルは目の前のごちそうをわしわしと平らげていった。

　すぐに口のまわりは食べかすだらけになり、シャツの襟にはスープのしみができていく。

　あっという間にすべての皿を空にすると、腹をさすりながらクリストバルは仕上げとばかりに盛大なげっぷをした。

「……行儀のいいことだな」グレン・グナモアが皮肉を言う。

「出るものは止めない主義なんで」

　クリストバルはナプキンで口をぬぐいながらじぃっとグレン・グナモアを見た。

「ふん、生意気な目だ」

「……おれを替え玉にする理由はなんです？」

「理由、か」

「ハゲじじいがあなたに聞けと言ったんで」

　クリストバルはナプキンを無造作にワゴンの上に放り投げ、食後のお茶をポットからカップに注いだ。

　グレン・グナモアは腰かけていた机から立ち上がると執務室の奥に向かい、天井から床にまで届くモスリンのカーテンをざっと開けた。そこには壁と一体化して見えるよう巧妙に細工された隠し扉があった。グレン・グナモアが慣れた手つきである部分を押すと、カチリと小さな音がして、回転するように開いていく。ドアは分厚く、グレン・グナモアは肩を使ってドアを押しあけて隙間をつくると、扉と平行になるようにからだを横にしてするりと中に消えた。

　クリストバルも後に続こうとしたが、そのまま通るには狭すぎて、さらに扉をぐいと押し開けながら中に入った。




　執務室の秘密の小部屋には窓がなく、薄暗い。

　グレン・グナモアがランプに火を灯ともすと、オレンジの光にあたりが照らされていく。小部屋には本棚、小さなベッド、小さな机があり、机の上には封をされた試験管が何本も無造作に転がっていた。ベッドに散らばっている書類にはたくさんの数字と記号が並んでいたが、クリストバルには理解できない内容だった。

　書類のほかに、何枚かの写真も散らばっている。

　その中の一枚に、自分が写っていることにクリストバルは気がついた。懐なつかしくなって思わず手に取る。それは訓練船に乗ってすぐのころ、運動用デッキでアルムと一緒にランニングをしていた写真だった。

　背後にグレン・グナモアがいることを忘れて思い出に浸る。

　昨日の拝命式のとき、自分の名前が呼ばれなかったことに動転してアルムの任務がなんだったのかを聞きそびれた。あいつはどんな任務に就いたんだろう……？

　写真は他にも数枚あったが、クリストバルの知っている顔はそれ以外になかった。

　だが一枚だけ、他の写真とは異質の奇妙な写真があった。

　それは横を向いている女性の、耳から首にかけてを大きく引き伸ばしたものだった。どうやら隠し撮りらしく、全体像はぼんやりとしていたが、クリストバルはそこに写っているものに見覚えがあるような気がした。

　一方、クリストバルを見ていたグレン・グナモアは、クリストバルがその写真を手に取って、あることに気づくのを辛抱強く待っていた。

　やがてクリストバルは背後からの視線を感じて振り返った。

「さてと、この部屋はなんですか？」

「歴代の最高統治者が愛人たちとの逢おう瀬せに使っていた部屋だ」

「てことは、おれは愛人候補？」

「本気か？」たまらずグレン・グナモアは吹き出す。

「おれにお相手がつとまるかなあ……」

「わたしがおまえに襲いかかるとでも？」

「だって逢おう瀬せに使われた部屋なんですよね？」

「自分と同じ格好をしている女装した男とか。倒錯してるな」

　グレン・グナモアは肩を揺らして笑い始めた。

　クリストバルは自分が女装していることを忘れていた。不思議なもので、思い出したとたんヒールを履いた足が痛み出す。

「じゃあここでなにしようってんですか」

「先代たちはここで大いに遊んだだろうが、生あい憎にくわたしにそんな暇はないのでな」

　グレン・グナモアは肩に羽織っていたジャケットを脱ぎ、シャツの袖口のボタンを開けて腕まくりをした。クリストバルは小さな椅子に座ろうとしたが、先にグレン・グナモアが座ってしまったので仕方なくベッドに腰掛けた。

　クリストバルは、さっきの写真をもう一度手にとって見てみた。

　女性の耳にはピアスがある。薔ば薇らをかたどったピアスだ。モノクロ写真なので色はわからないが、やはり見覚えがある。

　それもつい最近まで毎日のように見ていたピアスだ。

「カニツァからはどこまで聞いている？」

　クリストバルは持っていた写真から目をそらさずに答えた。

「どっかで行われるなんだかに替え玉として出ろ、と」

「どっか、はパタプスコだ」

「パタプスコ？　すげぇ田舎の島じゃないですか。そこでなにをするんです？」

「アカデミーが開発した栄養補完タブレットの完成記念式典が開かれる」

「それをわざわざパタプスコくんだりまで行って、総統自ら配布するんですか？」

「わたしが配布するのは式典に出席する子どもたちの何人かだけだ」

　クリストバルは首をひねる。それくらいの公務なら新聞でもよく目にするありふれたものだ。しかもグレン・グナモアには厳重なセキュリティが始終ついている。

「なぜ替え玉が必要なのか、か？」グレン・グナモアが言った。

「だって聞く限り大した式典じゃないみたいなんで」

「式典そのものはな」

「じゃなんでまた？」

「その式典で、あるレジスタンスによる計画が実行されるからだ」

「レジスタンスって……そんなものがまだリーンに残ってるんですか？」

　クリストバルは驚いた。反統治府組織であるレジスタンスは、リーン統一の混乱時に乱立されたものの、すでに殲せん滅めつされたとして、歴史の教科書では過去の遺物扱いだったからだ。

「いつの時代にも必ずレジスタンスは存在する。表沙汰にならないだけでな。おまえの歴史の成績は散々なようだが……」

「なんで知ってるんですか？」

「わたしをだれだと思ってるんだ？」

「ははは、ですよね。最高統治者ですもんね、なんでもお見通しですよね」

「簡単にだが……少し歴史の講義をしよう。これからのことにかかわるのでな。おまえは幼いころ、リーン統一のことをどう習った？」

「ええと……」

　クリストバルは記憶の書庫に並んでいる、黴かびにまみれた歴史の教科書を必死に開こうとした。

「おれが習ったのは、ひどい戦争が続いて人も減ったから、みんなで協力して同じ価値観を持ってやっていきましょ、みたいなことでした」

「それでいい。いい教師にあたったようだ」

「でもその先生すぐいなくなっちゃいましたよ。どの先生も三か月くらいでいなくなっちゃうんですよ、なんでだか」

「長くとどまることがないよう、あえて定期的に配属転換をしてるんだ。貴重な人材を《未浄化国》に長くとどまらせると、リスクがあるからな」

「その言い方はひどいな。おれは実際そこに住んでたんですよ？　いまのは差別だ」

「差別、か。そのつもりはなかったが……」

「大陸持ちの国の人は、こんなこと気にもしないんすね。いまのはあきらかに差別でしょ」

「そのつもりはなかったが、気を害したのなら謝ろう」

「えっ？　総統でも謝るときがあるんすね……」

「おまえは差別と感じたのだろう？」

「もういいっすよ。そういえば、その先生が言ってましたよ。教師はみんな統治府から派遣されるんだって」

「そうだ。なぜだかわかるか？」

「さあ。いままですっかり忘れてたくらいだし、考えたこともないです。総統と話してたら、突然ノスタルジイの扉がどーんと開いちゃっただけですから」

「教師を統治府から直接派遣するのは、おまえの言っていた同じ価値観を、教育を通して子どもたちに持たせるようにするためだ。民たちの価値観を均一に、同一化するという目的がある。これは統一後すぐにはじまった、リーンの重要な基本施策のひとつだ。残念ながら僻へき地ちにまでは行き届いていないがな」

「へぇぇ」

「同じ価値観を共有するうえで、とても大切なことがある。リーン憲章にある【三大放ほう擲てき】を暗唱してみろ」

「えっ、いきなり？　【武器の放ほう擲てき】、【科学技術の放ほう擲てき】、もう一個は……全然出てこないです」

「【信仰の放ほう擲てき】だ」

「あっ、それだそれ。信仰って意味がよくわかんなかったんで、スルーしたんだった」

　言葉そのものは思い出せても、意味までは思い出せない。

　でもかわりにクリストバルはあることを思い出した。

　初等学校の授業で【三大放ほう擲てき】を習ったとき、『信仰』の綴つづりを誰も読めなかった。いつもならスペルミスをひとつしただけでも雷を落とされるのに、そのときに限って教師は子どもたちが読めないことを大いに喜んで上機嫌になったのだ。

　そのことはいまでもはっきり覚えてんのになあ……。

「……おい、聞いてるか？」グレン・グナモアがクリストバルに声をかけた。

「あっ、ごめんなさい。どうぞ続けてください」

「リーン統一時、先人たちは再び大規模戦争を起こさないための予防措置として、個人にも都市国家にも、その大小の規模を問わず、火器の所有を厳重に禁じた。それが【武器の放ほう擲てき】だ」

「訓練船で教官から習いました。最近のことだから、まだ覚えてます」

「そして軍事技術や優生学に転じやすい科学技術や研究機関の多くを放棄し、それを禁忌とした。それが【科学技術の放ほう擲てき】だ。だが徐々に過去の水準に至りつつある。分野によっては原始的な技術のまま、停滞しているものも多いがな」

「過去を知らないと、その水準うんぬんはわかりようがないっすね」

「ふん、おまえはわたしを前にしていても、馬鹿がつくほど正直だな」

「馬鹿って……」

「だが今後の作戦如何いかんでは、おまえの馬鹿正直が仇あだになるかもしれん。うまく噓うそをつくことも必要になるぞ」

「褒められてるのか、けなされてるのかが、よくわかんないです」

「話を続けよう。同じ価値観を維持するために必要なもの、それが【信仰の放ほう擲てき】だ。神や信仰、宗教については知識があるか？」

「全然ないです……」

「説明がつかないものに、なんらかの説明をつけなければならないときに、神は素晴らしく便利な存在だ。旧世界に生きていた人々の、最大の発明品といっていい」

「うーん。抽象的すぎます、おれにはよくわかりません」

「神をよりどころとして、自身を正当化することができるんだ。信仰とは自己肯定に多大な影響をおよぼす便利なシステム、と考えるとわかりやすい」

「総統、おれ、ついていけてないです」

「大事なことは……信仰を持つと、人びとの価値観には齟そ齬ごが生じやすくなり、その結果としてときに強大な軋あつ轢れきをも生じさせる、ということだ。信じる神が違えば、正当化の根拠が大きく変わってしまうからな。だから【三大放ほう擲てき】のなかでも【信仰の放ほう擲てき】はとくに重要だ」

「ごめんなさい、もう全然わかんないです……」

「これでもかなりかみ砕いているのに、か？　おまえには極端なたとえ話のほうがわかりやすいかもしれん……」グレン・グナモアは深いため息を吐きながらながら言った。

「じゃあ極端なほうを、ぜひお願いします」

「『極端なたとえ話』をしてみよう。おまえの友人の名を借りたい、男女ひとりずつだ」

「ええと……じゃあオリヴィアとアルムでお願いします」

「よし、ではおまえの恋人であるオリヴィアがある病で瀕死の状態だったとしよう。彼女を助けるには輸血が必要だ。だがだれの血液でもいいというわけではない。病を治せる血液を持っているのはアルムの恋人だけだ」

「……アルムの恋人だけ？　おれの血じゃだめってことですか？」

「そうだ。それもアルムの恋人が失血死するほど大量に必要だ。そのとき、アルムは恋人の血液をおまえに差し出すと思うか？」

「失血死しちゃうなら……しないと思います。逆の立場だったら、おれもしない」

「ではオリヴィアは死ぬしかないな」

「それはいやです。絶対いやです」

「ならば強引にアルムの恋人を奪うしかない。抵抗するアルムを殺す必要があるやもな」

「……おれがアルムを殺す？」クリストバルはぞっとした。

「是が非でもオリヴィアを助けたいのならな」

「でもそんなの無理です。絶対無理です」

「ではやはりオリヴィアは死ぬことになる。アルムやアルムの恋人、恋人なのになにもしなかったおまえを、彼女は恨まずにいられるだろうか？」

「わかりません……。でもものすごく生きたいと望んでいたら……恨むかもしれない」

「この四人の登場人物の中で、いちばんの悪人はだれだ？」

「ちょっと待ってください、悪人なんていないでしょ？」

「そうか？　わたしから言わせれば全員が悪人だ」

「全員？」

「そうだ。なにを、だれを大切にするかで悪人が決まる。オリヴィアを守れなかったおまえからすれば、血液をくれなかったアルムの恋人と、恋人を守り続けたアルムが悪人だ。もしおまえが血液を手に入れたなら？　アルムにとってはおまえとオリヴィアが悪人だ。なにもしなかった場合でも、オリヴィアからみればほかの三人が悪人になる」

「……つまり立場や守りたいものが違えば、悪人も変わっちゃう。そういうことなんすね？」

「上出来だ。仕上げにオリヴィアとアルムの恋人を『神』に置き換えればいい」

「こっわ。なんかこわい。なんかすごくこわいです、総統」

「だから先人たちはなるべく同じ価値観を民が持てるよう、神と信仰を放棄させたんだ。日常レベルの齟そ齬ごならまだ御しやすいが、神と信仰が背後にあるとそこに正義がついてくるから大きな争いに育ってしまう。一方が一方を、徹底的に悪者だとみなすのだから」

「うーん、勉強になりました。すげぇいい家庭教師のおかげで」

「統一前後、旧世界での覇権を奪われた国や王族、神を放棄させられて不満の残る民族が、リーン統一を真っ向から否定する秘密結社や武力組織を次々と結成した。だがその存在を黎れい明めい期の統治府は決して認めなかった。おろかな過あやまちを繰り返さないために、どんな小さな火種も残すことはできなかったからだ。そのために強力な権限を統治府に持たせた」

「うん、わかります」

「わたしも含め歴代の最高統治者は、各地の動乱や反乱を徹底的に制圧し、組織を壊滅させてきた。だが火種はくすぶり続けたままだ。人はしぶといのでな」

「統一のことと、レジスタンスがまだいるっていう背景については、すっごくよくわかりました。それでどんな計画なんですか。さっき言ってたなんかの式典は、替え玉を用意するほど危ないってことなんですよね？」

「いままで暗殺されそうになったことは何度もあるが……」

「暗殺？」クリストバルは冷や汗を背中に感じた。

「安心しろ、今回は暗殺計画ではない。わたしの拉致だ」

「拉致？　えっ、誘拐？」

「そうだ」

「拉致されるのをおれが阻止する……？」

「いや違う。それなら替え玉は必要ない。今回の作戦は、おまえが『拉致される』ことだ」

「えっ？」

「拉致が成功したら、相手はわたしではないことに気付くだろう。それがわれわれの狙いだ」

「そんじゃおれはただのデコイだ」

　クリストバルは冗談じゃないとばかりに勢いよく立ち上がったが、ブーツの中のつま先が悲鳴をあげて大きくよろめきベッドに崩れ落ちた。

「ふん、頭の回転はいいんだな」

「それ、褒めてないでしょ」

　クリストバルはきつくて痛いだけの編み上げブーツを脱ぎ捨てて、血が通わず白っぽくなった足の指をもみほぐしながら言った。

「命の危険はないんですか？　あんたじゃないってわかったら、おれなんかに利用価値はないんだし、解放してくれるわけなさそうなのに」

「おまえをつねに監視しているから心配はいらん」

「……だれが？」

「諜ちよう報ほう部隠おん密みつの実コ動ラ部キ隊スだ。対策ユニットがチームでお前を監視する」

「でも……その人たちが監視してたって、うまくいかないときもあるんでしょ？」

「実コ働ラ部キ隊スに失敗はない。が……もし万が一あったとしても、おまえが替え玉なら心配はない」

「なんでそんなに自信まんまんなんすか……」

「この写真に見覚えがあるようだが？」

　グレン・グナモアは薔ば薇らのピアスが写った写真を持ってクリストバルに見せた。

「確かにここに写ってるピアスには見覚えはありますよ？　でもこれは古い写真みたいだし、写っているのは子どもでしょ？」

「その写真はオリヴィア・ドラタイトが十二歳前後のものだ」

「やはりオリヴィアか……。でも、オリヴィアの写真と、おれがデコイになるのとなんの関係があるんです？」

「わたしを拉致するのはオリヴィア・ドラタイト」グレン・グナモアは断言した。

「……なに言ってんすか？」

「拉致計画の実行犯はオリヴィア・ドラタイト。おまえの命が保証される理由だ」

「オリヴィアが……？　まさか。オリヴィアがレジスタンスなわけない！」

「彼女も望んでなったわけではなかろう」

　クリストバルは混乱を極めていた。頭の中で猛烈な風が吹き荒れている。冷静になれないし、グレン・グナモアの言っていることも理解できない。

　訓練船ではじめてオリヴィアに会ったその日から、クリストバルはずっとオリヴィアの虜とりこだ。

　思いを伝えたことはない。顔を合わせれば、口くち喧げん嘩かばかりをしていた。でも、どれだけ他の女の子と遊ぼうが、いつもオリヴィアのことが頭から離れなかった。

　オリヴィアがアルムを好きなのは知っている。

　でもクリストバルはオリヴィアが好きだった。

　オリヴィアは自分にないすべてを持っている。クリストバルにとって、オリヴィアは唯一無二の存在なのだ。そのオリヴィアが、グレン・グナモアを拉致するレジスタンスで実行犯？

　クリストバルはとても信じられなかった。




　グレン・グナモアは小部屋から出て、ワゴンに乗ったポットから熱いお茶をカップに注いでくると、茫ぼう然ぜん自じ失しつのクリストバルの手にカップを持たせた。

　クリストバルはそれを受け取ったが、冷めるままにさせて、ずっと黙っている。

　しばらくしてグレン・グナモアがクリストバルに聞いた。

「オリヴィア・ドラタイトがピアスで誰かと話しているところを見たことはないか？」

「ないです。いつも身に着けていたし、外しているところを見たこともない」

「このピアスは高性能な通信機になっている。傍受記録を見ると頻繁に連絡をとっているようだ。詳しい内容まではわからんが、相手はおそらく父親だろう」

「父親？　てことはドラル王？」

　グレン・グナモアは頷うなずいた。

「つまり総統は、レジスタンスの背後にドラル王がいると思ってる？」

「背後、というよりもドラル王がレジスタンスの中枢だ」

「なんで……？　そんな話聞いたこともない。でかくて金もある立派な国なのに」

「情報をすべてそのまま垂れ流すほど、リーンは成熟しとらんのでな」

「もうなにがなんだか」

「ドラルの歴史を鑑かんがみれば、統一後のドラル王たちがレジスタンスに転じたのは自然の流れだ」

「おれの歴史の成績は散々だって、総統が言ったのに」

「ふん、そうだったな」

「……なんだってオリヴィアは総統を拉致するんです？」

「ドラル王は、長年あるものを探している。その情報をわたしから直接聞き出すためだろう」

「なにを探してるんです？　お宝ですか？」

　グレン・グナモアは鼻で笑っただけで、クリストバルのその疑問には答えなかった。

「オリヴィア・ドラタイトはリーンアカデミーに配属されて、新薬開発の任務についたところだ。彼女自身、まだ自分が拉致計画に関与することを知らんだろう。しかし父親の厳命だ、やらざるを得ん」

　クリストバルはため息をついた。ここはなんだかいろんなことがベールに隠されている。

「作戦は、わたしではないと露見するタイミングが肝心だ。彼女は拉致が失敗したことを報告し、次の手を父親に仰ぐはずだ。そのタイミングでおまえはドラル王との直接交渉を要求する」

「ドラル王が探しているものって？」

「おまえは知らんほうがいい」

「知らないことを理由に殺されるかもしれないのに」

「おまえのことはオリヴィア・ドラタイトが命をかけて守るはずだ、父王がなんと言ってもな。おまえは彼女の歯止めにもなるんだ。だからこの作戦はおまえにしかできない」

　クリストバルはぬるくなってしまったお茶を飲み干した。

　昨日オリヴィアと別れたとき、次に会ったら付き合ってほしいと伝えるつもりだった。次に会えるのは早くても数年は先で、その時分には出世を果たし、オリヴィアと並んで歩くのに不釣り合いな体力馬鹿の田舎者ではないはずだった。

　それがたった二か月足らずで再会？

　クリストバルは自問する。いいか、よく考えろ。いまおれは人生を天てん秤びんにかけてる。おれにリーンへの大義なんてない。だったらどうすればいい？　愛だの恋だのを持ち出して、自分もレジスタンスに堕おちるのか？　だが、それでオリヴィアがおれのものになる保証はない。迷ったときは可能性の高いほうにベットするほうがまだ賢い。

　いつだってそうしてきたじゃないか？




　口をきゅっとつぐみ、思いつめたような顔をしてピアスの写真を見ているクリストバルの姿を見て、グレン・グナモアは昔のカルセドニーを思い出していた。

　若いころ、ふたりは同じ訓練船に乗っていた。グレン・グナモアは最高統治者になるための経験を求めて、カルセドニーはクリストバルと同じような動機で統治府を目指していた。

　カルセドニーとはアプローチの仕方が違うものの、クリストバルは優先すべきことを的確に見抜くことに先天的に長たけている。グレン・グナモアはそう考えていた。

　そういう人間はよく言えば合理的に、悪く言えば打算で動く。

　クリストバルは自分が損をする決断をしないはずだ。グレン・グナモアには勝算があった。




　低い天井を見つめながらクリストバルはぼそりと言った。

「……そもそもおれに断る権利はないんでしょ？　ならこの部屋に総統はおれを入れない。あーあ、人生設計が狂っちゃったよ」

「オリヴィア・ドラタイトならうまく切り抜ける。おまえは自分の任務に集中すればいい」

「おれは最高統治者グレン・グナモアの替え玉になって、拉致されて、親玉を明るみに引っ張り出してくる。あってますか？」

「上出来だ」

　命令を復唱しながら、クリストバルは思った。

　聡そう明めいなオリヴィアのことだ。グレン・グナモアの言うとおり、きっとうまく状況を打破するだろう。ならばおれは、おれが替え玉になることで、オリヴィアが必要以上の悪事に手を染めないように、オリヴィアの足あし枷かせになってやるんだ。

　ものすごく重たい足あし枷かせに。
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〈リタ〉に着任してから三週間ほどたつと、アルムはフローライトの採血もスムースにできるようになった。

　しかし、採血した血の行方も、採血をなぜするのかということも、まだ知らされていない。

　わからないことへの不満と、おあずけを命じられたまま待たされている、子犬のような気持ち。カルセドニーからは焦あせるなとクギを刺されている。アルムはフローライトがアルセノンについて話し出すのを辛抱強く待つしかなかった。

　毎日、採血がすめばフローライトの望むままにおしゃべりをする。

　フローライトはアルムの故郷、マリネリスの風景のことをいつも聞きたがった。

　今日は風の話だ。

「風には種類があるってほんと？」

「あったかいとか、つめたいとか、強いとか、弱いとかってこと？」

「そういうこと。マリネリスはどんな風がふくの」

「そうだな……」

　アルムは思い出す。思い出そう、という強い意識が必要だ。マリネリスで暮らした日々は、無意識に記憶した名前を持たない日常だったから。

　寒冷前線が通るときの、頰を切るほど冷たい風が一瞬だけ走り抜けていったあとの余韻。

　深い紺色の空を琥こ珀はく色に淡く染めて昇っていく朝あさ陽ひ。

　高く上った真昼の太陽が白く輝く底抜けに青い空。ひとつとして同じ形のない雲。

　ひしゃげた果実のようになって沈んでいく夕ゆう陽ひと、海面にいつまでも漂っているその残像。

　太陽が沈んでいっせいに星たちが輝き出す、夜になる瞬間。

　満天の夜空を疾走していく流れ星と、夜の雲の不気味な白さ。

　風景は言葉にするとなぜか陳腐に成り下がってしまう。なぜだろう？　アルムは不思議でならない。見たものを見たまま、感じたままに伝えることがこんなに難しいことだとは思いもしなかった。

　ふと、フローライトが呟つぶやいた。

「どうして暗くならないと星は出てこないのかな」

　それを聞いてアルムは軽く衝撃を受けた。

　フローライトには、アルムのような当たり前がない。

　桁外れの読書量から蓄積されたフローライトの知識はとても豊富だが、それらはすべて点でしか存在していない。人に好奇心だけを残し、知る機会を奪う。アルムはぞっとした。これじゃ真綿で首を絞めているみたいだ。

「星はずっとある。昼間はただ見えないだけで」アルムが言った。

「見えないだけ？」フローライトが聞き返す。

「そう。太陽の光が強すぎるから、ほかの星の光が目には届かないんだ」

「ふうん、おかしな話ね。見えないのに。どうしてあるって言い切れるの」

　フローライトは腕組みをするといたずらっ子のような目をした。

「白状する」アルムは観念して言った。

「ひとにわかってもらえるように伝えることが、おれは得意じゃないみたいだ」

「気にしないで。ちょっと意地悪を言いたくなっただけ。あなたの教えてくれるマリネリスと、わたしが頭の中で再現してるマリネリスが全然違うんだろうなって思ったら、なんだかむなしくなっちゃったの」

「おれに表現力がないから……」

「ううん違う。きっとわたしの想像力が足りないのよ」

　アルムは、訓練船でもっと文学に触れるべきだったと後悔した。

　たとえ話をしたくても、自分にはその技術が到底足りていない。




　翌日からアルムは毎日図書室に出向いて、フローライトの望む話ができるようにと本を読みあさるのが習慣になった。

　書棚にはカルセドニーの趣味と思おぼしき植物に関するもの、炊事番ナトロが各地で収集したレシピ本、フローライトのための自然に関する本の膨大なストックが並ぶ。一番下の棚にはミステリも並んでいたが、あまり動きはないらしくほこりがうっすらと積もっていた。

　その日もアルムが本を見繕いにいくと、ミステリの棚の前で屈かがみこんでいる銀髪の男がいた。

　アルムは頭の中で、まだ会ったことのない唯一の人物、ビスマスだろうと見当をつけた。

　その男は立ち上がるとカルセドニーと同じくらい上背があった。肌は小麦色で健康的に見えるが、ひどく華きや奢しやで、全体的にアンバランスな印象を見る者に与えた。

「やあ、アルム君か。ようやく会ったね」

　握手を求めて差し出されたビスマスの手指は、女性のようにしなやかで細かった。角度によっては横顔も女性のように見える。

「アルム・オブシディアンです。着任してからだいぶたつのに、挨拶が遅くなってしまって」

「いいんだよ、ぼくはみんなと違う時間軸で仕事してるからね。会うことの方が珍しいんだ」

「船長からはなんでも屋だと聞いてます」

「……なんでも屋ねえ。カルは既成事実にしたいんだな。ま、基本はシステムとにらめっこばかりしてるだけだけどね。最近は侵入もないし、少しだけど本を読む時間がとれるんだ」

　侵入？　毎日が規則的な〈リタ〉にしてはずいぶん不穏な言葉だ、とアルムは思った。

「カルセドニーからどのあたりまで聞いてるの？」

　また情報を制限されるのか……。アルムは不快感が募る。

「ほとんど聞いてません。ぼくの担当、フローライトの【管理】なんです」

「知ってるよ」ビスマスはくすっと笑った。

「アルム君、フローライトに対する異常なほどのセキュリティはなんのためにあると思う？」

「表向きに考えれば、囚人であるフローライトの逃亡を防ぐため、ですよね」

　アルムはわざと含みを持たせて答えた。

「そうだね。でも実際は逆。〈リタ〉のセキュリティはフローライトを守るためにある。外部からの侵入者がフローライトを連れ出さないようにするためにね」

　ビスマスはアルムの小細工に気付いたようだ。うまくいけば知らない情報をもたらしてくれるかもと期待してアルムはもう一度ボールを投げてみた。

「なぜフローライトは狙われるんです？」

　ビスマスは艶っぽい流し眼めでアルムを見ると、ふふふっと含み笑いをした。

「それはフローライトに聞いてみたら？」

　そう言ってビスマスは図書室から出て行った。アルムは肩すかしをくらったわけだ。

〈リタ〉にいる人間は、みんながみんな本人に直接聞けと言っては本題を遠ざけていく。出し惜しみは残酷な行為じゃないか？

　今日の収穫本をまとめると、アルムは図書室を出た。フローライトの要求どおりの話をするべきだといままでは無条件に思っていた。それが信頼を得ることだと思っていたからだ。

　でも、そろそろ【管理】の任務らしいことをしてもいいのかもしれない。




　そのころブルー・ステイブルでは、フローライトが星に関する本を何冊も積み上げて読書に勤いそしんでいた。

　太陽がほかの星たちの発する光を遮るほど強く光っているだけで、ほんとうは青い空にも星たちがいる。そうアルムから聞いてフローライトは嬉うれしくなった。本は噓うそを書いてなかった。

　ただ目には見えないだけで、ほんとうはそこにいるという昼間の星たち。

　フローライトはそれがとても不思議で、なぜか親近感を抱いてしまう。

　思い立って海の写真集を引っ張り出す。

　フローライトは海の話も好きだ。

　手ですくいあげる水は透明なのに、遠く離れると青く見える海。波なみ打うち際ぎわで白くはじけ飛ぶやわらかそうな泡はクリームに似ているけれど、舐なめてみたらどんな味がするだろう？

〈リタ〉の船底に押し込められているフローライトは、さまざまな感覚を強制的に遮断されている。とくに色がそうだ。ここでは目にする色が限定されてしまい、たくさんあるはずの色を認識する感覚がうまく育たない。フローライトにとってブルー・ステイブルの外にある色は知識で、感覚ではないのだ。

　だからフローライトはアルムの語る世界を再構築できない。アルムが感覚で見てきた色と、フローライトの持つ知識としての色が、まるで別物だからだ。

　そんなとき、フローライトは不機嫌を隠せない。

　アルムに当たり散らしたこともある。

　でもどんなにフローライトが不機嫌になっても、アルムはブルー・ステイブルから出て行こうとはしない。いつも少し、困った顔をするだけだ。

　そんな担当者ははじめてだった。

　きっともう飽き飽きしているだろうに、根気よく付きあってくれるアルムに対して、いままでの担当者とは違う感情をフローライトは抱き始めていた。だからつい、フローライトはいけないことだと思いつつ、どうしても前といまを比較してしまう……。

　なにをたずねても、アルムはいつも真剣に答えようとしてくれる。わたしにわからないことがあったら、必ず調べてあとで教えてくれる。自分がいままで体験してきたことを、なんとか言葉にして、わたしと共有しようとしてくれる。

　そんなこと、採血にも、わたしの体調を管理することにも、ぜんぜん関係ないのに。

　でも……。アルムはわたしが聞かない限り、自分のことを話そうとしない。前の人たちは頼んでもいないのに、自分のことをべらべらとしゃべったし、わたしにおべっかを使ったり、甘いものをやたらとナトロに作らせて持ってきたりした。

　わたしには目もくれず、わたしの担当になったことを、わたしに自慢するへんな人たち。

　あの人たちに目はちゃんとついてたけど、いつだってわたしは映っていないみたいだった。

　わたしはいるけど、わたしはいない。

　わたしの光を消すもの。それはなに……？

　大きなため息をつきながら、フローライトはベッドに寝転んだ。

　ひとり眠りに落ちるまで、青空の中に潜んで溶け込んでいる、真昼の星たちを想像する。

　目を閉じると、瞼の裏で満点の星が瞬またたくのが見えたような気がした。




　翌日、アルムは遅い昼食をフローライトととったあと、ビスマスに会った話をした。

「そう、ビスマスにもやっと会えたのね」

「〈リタ〉の乗組員たちはみんな個性的だね」

「愉快な人でしょう？　何年も〈リタ〉にいるけど、つかみきれない不思議さがあるの」

「とてもきれいな小麦色の肌をしてた。どこの出身なんだろう……」

「聞いてないの？」

「初対面だったんだ。いきなりそんなこと聞けないよ」

「そんなもの？　わたしはずけずけ聞いちゃったけど……」

「想像がつくよ。きみは最初からおれにもずけずけ言ったから」

「そんなに長く話さなかったと思うけど？」

「短くても、じゅうぶんおれには刺さったよ。おれを威嚇するみたいに、すごくピリピリしてたし、あのときはおっかなかったな」

「ほんと？　あはは、なにを警戒してたのかな」

「なにも知らないおれにイラついてたし、船長にもすごく怒ってたよね？」

「だってまた……」フローライトはそこまで言って、急に口を閉じた。

「え？」

「いいの。気にしないで。はーあ、言動には気をつけなくちゃ。みんなに根に持たれちゃう」

「どう見てもビスマスさんは年上だったな。やっぱりおれが一番年下になりそうだ」

「わたしも一番年下よ」

「船長からは同い年だって聞いたよ」

「ビスマスの年はわたしも知らないなあ。あ、でも……彼はココシリ・チュ・グマの生き残りなの。そこから計算できるかも」

「ココシリ・チュ・グマ？　ほんとに？　あとで聞いてみよう。父さんが現地調査に参加したんだ。もしかしたら面識があるかもしれない」

「もしそうだったらすごい偶然ね」

　空の食器トレイをドロワーから取り出し、アルムは回収にやってきたドーマにそれを預けた。

「そのときビスマスさんから聞いたんだ」

「うん？」

「ここのセキュリティはきみの逃亡を防ぐものじゃないんだって？」

「そうね」

「そしてきみには逃亡の意志がない」

「うん」

「ビスマスさんは『外部からの侵入者』がきみを連れ去ることを防ぐことがほんとうの目的だと言っていた。それは正しい？」

　フローライトは頷うなずいただけだ。

　そこにかすかな緊張が見て取れた。

　はじめて、アルムはアイボリーが溶け込んだフローライトの瞳を真正面から見た。

「なぜ『外部からの侵入者』がきみを狙う？」

「どうして気になるの？」

「船長にも、ビスマスさんにも聞いたんだ。でもふたりはいつも本人に聞けって言うから」

「……聞いてどうしたいの？」フローライトの語気が少し荒くなった。

「どうしたいって……、ただ知りたいだけだよ。気になるから」

「そうしたら、だってまた……」そう言ってフローライトはベッドにゆっくり腰をかけた。

「それさっきも言ってたね、だってまた、って。なんのこと言ってるの？」

　アルムがそう聞いても、フローライトは黙ったまま下を向いている。両手を膝のあたりに置いて、白い服をきゅっと握りしめていた。少し丈が短くなった裾から、フローライトの白い、ふたつの膝頭がのぞく。

「……あなたに目はある？」フローライトは声を絞り出すように言った。

「目？」

「あなたの目はちゃんと映る？」

「一応、ちゃんと見えてるけど……？」

　フローライトはまた立ち上がると、ガラスの壁を隔てたアルムの前に立った。

「……長い話になる。ドーマにお茶を頼んでおかないと」

　熱々のお茶がたっぷり入ったポットを持ってきたドーマがブルー・ステイブルから出ると、フローライトは照明を少し落とした。あたたかなお茶が注がれたカップを両手で持ってひとくち含むと、積み上げた本の上にカップをおいて、ガラスの壁に背中をつけるようにして座った。

「うまく話すことができないかもしれないな」

　フローライトの長い独白がはじまった。




　わたしの記憶のはじまりは……うす暗い部屋にひとりでいたってところから。そこは窓のない部屋だった。時計もなかった。わたしには時間の感覚がないの。いまもつかめないわ。朝なのか、昼なのか、夜なのか。とにかく暗い部屋だった。

　わたしのお世話をしてくれるおじさんがいたわ。そのおじさんが、わたしが本を読めるようにって字の読み方を教えてくれたの。でも書き方まで教わったわけじゃない。だからわたし、ずっと鏡文字を書いてたのよ、ここにきてカルセドニーに指摘されるまで。

　字が読めるようになったら、おじさんはたくさんの本をくれたわ。

　……おじさんの名前？　それは知らない。だって名前っていうものを知らなかったから。わたしも名前で呼ばれたことはなかったし。

　ある日、突然女の人がやってきてわたしを外に連れ出した。

　グレン・グナモアよ。

　グレンに抱えられて、はじめて部屋を出た。部屋を出てもまわりは暗かったから……きっと夜だったんだと思う。

　わたしはいっぱい息を吸い込んだ。息を吸うと、胸を中からなにとがったものでつつかれたような感じがしたわ。そのときの風は冷たかったのね。

　グレンはわたしを連れて船に乗った。

　船なんて乗ったことがなかったからものすごく気分が悪くなった。地面が揺れるなんて経験がなかったの。三つくらい船を乗り継いでここにきたと思う。着いたらすぐにブルー・ステイブルに入れられて、それから一度も出たことはない。

　当時はベッドがあるだけで、ここはほんとうにがらんどうだった。

　どうしようどうしようって、ずっと怯おびえてた。怖くてたまらなかった。

　いままで見た人間はおじさんと、わたしを連れ出したグレンだけ。ふたりはなにも説明してくれなかったから、乏しい想像力で耐えるしかなかった。

　何日かしてカルセドニーがやってきて、採血をされた。知らない人からわけのわからないことをされて、わたしはパニックになった。注射針が痛くて痛くて仕方がなかった。子どもにしては量もたくさん採られたし、終わった後に倒れるように眠ったのを覚えてる。

　目が覚めたらグレンがいた。ここを立ち去る前に、伝えたいことがあるって。

　わたしの名前はフローライトだってこと。

　わたしはいままで安全のために隔離されていたけれど、その場所が安全ではなくなったからここへ来たということ。

　そしてわたしがリーンで唯一の生きているアルセノンだということ。

　リーンって？　アルセノンって？　はじめて聞いたから、すごく混乱したわ。

　それまでわたしの情報源は、おじさんと、おじさんがくれた本だけ。リーン統一に関する本は一冊も読んだことがなかった。アルセノンに関する本も。いま思えば、おじさんは、あたりさわりのない本だけをわたしに渡していたのね。

　グレンの話は当時のわたしにはとても難しかった。あとでたくさん勉強したのよ？

　旧世界で戦争が繰り返されていたころ、たくさんの国がいろんな人体実験をしていたの。

　武器での物理的な攻撃よりも化学兵器……毒物やウイルス、病原菌を武器として使うほうが確実に効果があったし、兵士を節約できた。その研究がどんどん進んでいく過程で、毒物にきわめて耐性のある人間が偶発的に生まれた、と言われているの。

　だけど、その人間は強い耐性を持つかわりに、代謝物として猛毒の汚染物質を体内で生成してしまう。それに目を付けた当時の科学者たちが、それを兵器として利用することを思いついたの。

　そして改良された人間をたくさん生産した。その人たちがアルセノン。

　アルセノンたちから抽出した物質はとても致死性の高い病を引き起こした。旧世界病、白至病のはじまりね。乱用しているうちに、気がつけば世界はすっかり汚染されてしまった。

　もちろんアルセノンでなければ、その汚染物質に耐性はないから……きっと多くの人びとがなすすべもなく亡なくなっていったはず。時の権力者たちが、切り札としてアルセノンを囲い込んで、戦争に勝とうとすればするほど、世界は汚れ、大勢の人が死んでいったの。

　利用される側とはいえ、アルセノンたちは自分たちの存在を呪った。「ストック」されたアルセノンたちは、幾度となく集団自殺を繰り返してしまったそうよ。数が減ってしまったアルセノンを増やそうとしても、増やす技術を持った人たちさえ、白至病を発症してほとんど残っていなかった。残ったのは汚染物質と、白至病だけ。

　そこまできて、ようやく権力者たちはアルセノンを利用することをやめたの。

　だからといって、アルセノンを根絶やしにはできない。アルセノンがいなければ、白至病を治す手段もなくなってしまうからよ。白至病の治療には、アルセノンから採取した血液製剤がどうしても必要なの。

　権力者たちは慌てたはず。……ジレンマよね。白至病を根絶するためには、その元凶であるアルセノンの存在を、わずかでも維持しないといけないのだから。

　統一後、アルセノンを生み出す技術と研究は闇に葬ほうむられることになった。でも、ごく限られた人たちにだけ技術は継承されたの。統一前から保管されていた残り少ないアルセノンの受精卵を、数十年にひとつずつ使って、新しいアルセノンをつくってきた。

　そして「いま」を担当しているのが、わたし。

　いきなりこんな話を聞かされて、受け止めきれないのはわかる。わたしも思ったもん、ずいぶん荒唐無稽だなって。

　でも、わたしという証拠がある。

　それって、疑いようがないじゃない……？




　フローライトの背中に、アルムはガラスの壁越しに触れてみた。

　壁は冷たい。アルムの体温はフローライトには伝わらない。それでも、アルムは両方のてのひらをいっぱいに広げてフローライトの背中に合わせた。そうせずにはいられなかった。

　フローライトはなんの誇張もしなかった。

　あんなふうに言えるまで、どれくらいの時間が必要だったろう？

　アルムは自分の目から涙が落ちたことに驚いた。右手の甲で頰を流れた雫しずくをぬぐうと、アルムはガラスの壁に背を向けて、フローライトと背中合わせになるように座った。

　しばらく続いた沈黙のあと、アルムは言った。

「つまり、きみは囚人じゃないんだね」

[image: ]

「うふふ、実はそうなの」とフローライトは笑った。

　フローライトが〈リタ〉に来た理由と、アルセノンがなんなのかはわかった。

　しかし、もうひとつだけ聞きたいことがあった。カルセドニーの言っていた、フローライトが十八歳になった時に増えたというグレン・グナモアの命令のことだ。

　でもフローライトの話を聞いて、アルムはその命令の内容がわかったような気がした。

　フローライトが「残り少ないアルセノンの受精卵を使って」と言ったからだ。

　いずれ受精卵は尽きる。そこから導かれることはひとつしかないし、フローライトが女性であることを考えれば自明の理だ。

　背中越しのフローライトが静かに寝息をたてているのが聞こえた。体温こそ伝わらないが、アルムはガラスの壁越しにフローライトと少し通じ合えた気がした。

　アルムはフローライトの心地よい寝息を子守歌に、自分も目を閉じた。いまはその心地よさに身をゆだねていたかった。真実を消化するには時間と静寂が必要だ。
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　物音がしてアルムが目を覚ますと、ビスマスがブルー・ステイブルに立っていた。左手に通信端末を持ち、右手で食事が載ったワゴンを押している。

　昨日、アルムは座り込んだまま眠ってしまって、いつの間にか朝を迎えていたらしい。

「定期連絡の日だよ。起きてくれるかい、スイートハート？」

　ビスマスに声をかけられて、ベッドの上のフローライトはもぞもぞと動いた。フローライトはアルムが眠っている間にちゃんとベッドに入ったようだ。一方のアルムは不自然な姿勢で眠ってしまったせいで、からだの節々がきしむように痛む。

「スイートハート、眠いところ悪いけど早く起きてくれるかな？　朝メシも入れたいから」

　フローライトは広くあいた襟が肩までずり落ちているのを直しながら、目をこすり、じれったい足取りでドロワーに近づき通信端末を取り出した。だるそうにドロワーを押し返す。

「好き嫌いしないで食べなさい。ナトロが心配していたよ」

「またお豆……お豆は嫌いなのに。どうして三日に一度はお豆なの？　カルセドニーはまたわたしとの約束を忘れたのね」

「ほれほれ文句を言わない。さっきも言ったけどもうつながっているからね。早く出なさい」

　ビスマスはフローライトの朝食をドロワーに押しこむと、アルムのほうに振り返った。

「おはようアルム君。今朝は採血、あとにしてもらえる？　きみはまずシャワーだね。ひどい顔だよ、徹夜したの？」

「いえ、うたたねしたまま熟睡しちゃったんです。シャワー、行ってきます」

　アルムはビスマスに軽く会え釈しやくしてブルー・ステイブルを後にした。ビスマスに言われた「ひどい顔」を、とりあえずフローライトに見られなくてよかった、と思った。




　アルムが出たことを目で追って確認してから、フローライトは端末を耳にあてた。端末の向こう側で待たされている相手がなにか言っている。ビスマスはいつものように椅子に座って様子を見ていた。たまにフローライトと目が合うと、ぱっと笑顔になって手を振ってくる。

「グレン？」

『フローライト、あまり時間がない』

「グレンがかけてきたのに……」

『連絡をとる日も時間も、あらかじめ決まっているだろう？』

「いま起きたところなの」

『体調はどうだ』

「……いつもと変わらない」

『ならいい』

　フローライトは違和感を覚えた。グレン・グナモアがいつも感じさせない気遣いをそれとなく見せたからだ。

『新しい担当には慣れたか？』

　フローライトは返事をしないまま、頭の中で渋滞していることをグレン・グナモアに聞こうかと悩んだ。どうせいつもと同じ答えしか返ってこないのだろうけれど、やはりたずねないわけにはいかない。

「グレン、前の担当の人たちはどうしてるの」

　今度はグレン・グナモアの返事が滞った。

「ねえ、グレン。前の人たちはどうしているの？」

『いまは違う任務についている』

「殺したの？」

『……またその話か』

　グレン・グナモアの深いため息が聞こえた。

「アルム、なにも知らずにここへ来たと言ってる。それはグレンの差し金でしょ？　彼はわたしがアルセノンであることすら知らなかった。前の人たちと違って、彼はわたしに偏見がない」

『それになにか不満でも？　それがおまえの望んでいたことでは？』

「ゆうべ、わたしのことを話した。〈リタ〉に来た経緯も。彼はだいぶ混乱してた。でも最後までちゃんと聞いてくれたし、理解してくれたと思う」

『前任者たちがついぞできなかったことだ』

「……やっぱり殺したのね」

　さっきよりも深いグレン・グナモアのため息が聞こえたが、フローライトは構わず続けた。

「どうして殺すの？」

『殺してなどいない』

「グレンの噓うそつき」

　長い沈黙。

『おまえの存在を知られてはならん』

「だれに？」

『だれにも、だ。リーンが穏やかな状態にはないことを、おまえだって知らないわけでもないだろう？』

　薄々わかっていたこととはいえ、フローライトは猛烈な喪失感に襲われてその場にへたりこんだ。その姿を見ていたビスマスが反射的に立ち上がりガラスの壁に駆け寄ろうとしたのをフローライトはさっと手を上げて制した。

「お願い、グレン。アルムとたとえうまくいかなかったとしても、彼を殺さないで」

『殺しなどしない』

「もう噓うそはたくさんよ、グレン。どうしてわかってくれないの？　わたしだけで、どうこうできる問題じゃないのよ」

『たしかに、やつの同意も少なからず必要だろう』

「立場がもし違ったら、あなたの考えは変わるの？」

『仮定の話はしない』

　重苦しい時間が鈍い音をたててフローライトとグレン・グナモアの間を流れて行く。

　フローライトは決断と覚悟を迫られている。

　アルムなら、わたしを受け入れてくれるかもしれない。

　自分にそう言い聞かせようとすると、フローライトはわっと泣き出したい気分になった。辛辣な言葉でグレン・グナモアをなじりたくもなる。でもぐっと飲み込んだ。そんなことをしても、グレン・グナモアは決して動じないことを何度も経験しているからだ。

『フローライト、わたしが頭を下げる相手は後にも先にもおまえだけだ。それはおまえしかこの状況を打開できないからだ、わかるな？』

　フローライトはよくないニュースを聞かされるのだと察した。

「なにかあったのね？」

　しかしグレン・グナモアはすぐに答えない。

「ねえ、グレンなんなの？」

『卵らんが何者かによって持ち去られた。二日前のことだ』

「えっ」

『管理者ではない者が持ち去ったのなら、卵は破壊されたことになる。厳しい状況だ』

「残りは……？」

『サンプルが少しあるが……それは使えそうにない』

「……それで焦あせってるのね」

『そんなところだ』

「状況はわかったけど、アルムのことについては別問題よ」

『また連絡する、切るぞ』

　短い間にグレン・グナモアからもたらされた情報と、それを処理しようとする感情の乱高下にさらされてフローライトは消耗した。

　手にしていた端末をドロワーに放り込もうとすると、そこにはすっかり冷めた朝食がトレイに乗って持ち出されるのを待っていた。それを見て、いつもより話していた時間がとても長かったことに気付いた。

「ずいぶん話がはずんだね、スイートハート」

　ビスマスはフローライトが乱暴に投げ入れた通信端末をドロワーから取り出しながら言った。ぶすっとした顔つきのまま、フローライトは冷えたスープを機械的に口に運ぶ。

「どうせ全部聞いてたんでしょ？」

「そうだね。それもぼくの仕事だからね」

「卵がなくなったって知ってた？」

「カルセドニーからだいたいね」

「はあ。ますますプレッシャーを感じる」

「アルム君とはうまくやれそうなの？」

「グレンと同じこと言わないで」

「ぼくから見ても、アルム君は見込みがあると思う。ちゃんと受け止めてくれたんだろう？」

「聞いてくれただけ、よ。受け止めてくれたかどうかは別」

「そうなの？　ま、フローライトは自分のしたいようにすればいいんだよ」

「そう？」

「だってリーンがこんな世界になっちゃったのは、フローライトのせいじゃないからね」

「ビスマスは優しいのね」

「ぼくはいつだってきみの味方だよ、スイートハート」

「ありがとう。きれいごとにしか聞こえないけど」

「手厳しいね」ビスマスはにやりとした。

「でも大好きよ」

　兄のような姉のようなビスマスの存在に、フローライトはいつも助けられていた。
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　グレン・グナモアが通信を終えたのを見計らって執務室にカニツァが入ってきた。

　隅に置かれたデスクでは、グレン・グナモアに扮ふんしたクリストバルが、グレン・グナモアの筆跡をなぞってサインの練習をしている。

「グロッシュラーさまがお見えになっておりますが」カニツァが言った。

「すぐ通してくれ」

　ほどなくして白衣を着たグロッシュラーが勢いよく入ってきた。

「グレン、これってどういうこと？」

　執務室にいるふたりのグレン・グナモアを前にグロッシュラーは怪け訝げんな顔をした。

「どっちが本物だと思う？」背中を見せているグレン・グナモアが言う。

　グロッシュラーは白衣の胸ポケットから取り出した眼鏡をかけ、デスクに座っているグレン・グナモアと後ろ姿を見せて立っているグレン・グナモアとをじっくりと見比べる。そして立っているほうのグレン・グナモアの背中に人差し指を突き立てた。

「こっちが本物ね」

「……どうしてわかった？」座っているほうのグレン・グナモアが尋ねた。

「見た目じゃ全然わからないわ。諜ちよう報ほう部はいい仕事してる。識別できたのは匂いが違うからよ。こっちの人はほんの少し汗のにおいが鼻に付いたから。やだ、ってことはこの人オトコなの？」

「なるほど。おまえは鼻が犬並みにきくからな」

「香水を使えばいいわ。グレンの肌で揮発させてなじませたのを、少しね」

「ではそうしよう。クリストバル、わたしの異母妹のグロッシュラーだ。アカデミーの首席研究者で旧世界病の研究をしている」

「どうも。総統に妹さんがいるとは知りませんでした」

「天才の出自なんてどうでもいいの。あえて吹聴することでもないでしょ」

「これははじけてますね」クリストバルが言った。グレン・グナモアは苦笑いしている。

「クリストバル、おまえも同席しろ。今回の任務に係わることだ」

「わかりました」

「わお、従順ね。で、なんでまたあなたはグレンの格好をしているの？」

「ある作戦で総統の身代わりを務めることになりまして」

「あら……でも見た目と声を変えて香水をつけても、このままじゃすぐにばれるわよ」

「……なんでですか」

「だって横おう柄へいさが足りないもの。あなた、もっと厚かましくて、威張り散らさないとだめよ」

　暴走気味のグロッシュラーを制するために、グレン・グナモアは古典的に咳せき払ばらいをした。




　クリストバルが愛人部屋と名付けた執務室の隠し部屋で、ふたりのグレン・グナモアとグロッシュラーは机に置かれたあるものを見ていた。

　グレン・グナモアが特殊なセラミックスでつくられた円筒形の容器を持って軽く振ると、ちゃぽん、と無邪気な音が中から聞こえた。

「卵が失われたか……」グレン・グナモアはうなだれて、落胆を隠せない。

　クリストバルは驚いた。こんなに落ち込んでいるグレン・グナモアを見たことがない。

「どこで発見されたんだ？」とグレン・グナモアは聞く。

「とある研究員の、固く握りしめた手の中からよ」

「あの、なんかまずい事態が起きてるんですか？」クリストバルがふたりに聞く。

「話すと長くなるんだが……。ここは専門家に頼もう」

「あら、わたしのこと言ってるの？」グロッシュラーは心なしか嬉うれしそうだ。

「相手はこいつだ」グレン・グナモアはあごでクリストバルを指すと続けて言った。

「ゆっくりわかるように話してやれ」

「おれの座学の成績はひどいもんですよ？」クリストバルは胸をはった。

「わかった。じゃ、あなたにもわかるように頑張ってみるわ」

　そう言うと、グロッシュラーはクリストバルを相手に臨時の講義をはじめた。

「旧世界で戦争はどうしてはじまってしまったのかしら。あなた知ってる？」

「陸地が狭くなったから、土地と資源の奪い合いが起きた、ってくらいの知識です」

「ほんとにざっくりだわね。海面が一気に上昇して大陸の大部分が水没しちゃったのよ。どうしてそんなことが起きたのかはわからない。でも想像はできるでしょ？　大規模な火山活動や地殻変動があったのかもしれないし、とてつもない気候変動が起きたのかもね」

「つまり、いままであった陸地が海の底になっちゃったんすね」

「そう。海底を発掘調査できれば、なにが起きたかの一端くらいはわかりそうなものだけど」

「へぇぇ」

「でも海は広すぎるわ。技術も予算もないしね」

「総統、おもしろそうだから絶対予算つけてください」真顔でクリストバルが言う。

「いずれな」グレン・グナモアが答えた。

「行き場を失った人たちが多すぎて、残された土地だけじゃすべての人を支えられない。だから残されたものをみんなで奪い合った。小さな火種が大きくなって、それが世界じゅうを巻き込む大きな戦争になっていく。生き残るためとはいえ、凄惨を極めたでしょうね。アルセノンについてはどれくらい知ってるの？」

「総統からだいたい聞きました。『極端なたとえ話』の元ネタだったんで」

「元ネタ？」

「たとえ話を使いまわしただけだ」グレン・グナモアが言った。

「グレンは最高統治者のくせに優れた科学者でもあるのよ。わかりやすかったでしょ？」

「それはもう……」

「アルセノンはね、毒物に耐性のある個体を交配していく過程で生まれた、免疫系の突然変異というのがわたしの見立てなの」

「あのー、アルセノンっていうのは人のことを指すんですか？」

「アルセノンそのものは物質よ。わたしたちはアルセノン毒って呼んでるわ」

「わたしたち？」

「アルセノンのことを知っている人は、ごくわずかなの」

「てことは……おれはすげえ機密を知っちゃったんですね？」興奮してクリストバルが言った。

「あなた、口は固い？」

「わからないです。固いともゆるいとも、断言できません」

「あら、正直なのね」

「総統には馬鹿がつくほどって言われました」

「なら褒め言葉じゃないわね」グロッシュラーは鼻で笑いながら言った。

「じゃあ本来の意味としては、アルセノンは人のことではないんですね？」

「でも人間のからだの中でできるものだし、その毒を持ってる人間のことを、アルセノンと呼ぶのも間違ってはいない。実際そう呼んでいるわけだし」

「……毒を持ってる蛇のことを、毒蛇って呼ぶみたいな感じ？」

「あらすてき。毒蛇は蛇、ってところも同じよ」

　クリストバルはグロッシュラーの言った意味がよくわからなかった。

「あれ、なんで例えたおれがわかんないんだろう？」

「毒蛇は毒を持つ蛇。それはわかるでしょ？」

「もちろん」

「だから、そこが同じなのよ」

「……同じ？　なにと？」クリストバルはますます困惑顔になった。

「アルセノンはわたしたちと同じ。人間なのよ」

「おれたちと同じ人間……」

「アルセノン毒を体内で生成できる人間、ということだ」グレン・グナモアが簡潔にまとめた。

「そう。まさに毒蛇は蛇、なのよ。あなた実はとても的を射たことを言ったのよ？」

「わあ、その自覚がてんでない……」

「じゃあやっぱりお馬鹿さんなのね」

「ひどい！」クリストバルは頰を膨らませた。

「……それくらいでいいだろう？　二人そろってどうしてこうも脱線するんだ？」

　グレン・グナモアは見るからに不機嫌になった。もっと大事な話が先に待っているからだ。

「ただでさえひどい状況なのに、アルセノン毒のせいで世界は壊滅的な打撃を受けた。人口が激減して、人類の存続すら危ぶまれるという事態になってはじめて、大国の権力者たちはアルセノン毒を使った攻撃を止めることにしたわけね。旧世界の末期、在庫として出番を待っていたアルセノンたちはお役御免になって殺害された。火山の火口に放り込まれたそうよ」

「かざん？　かこう？」

「あなた、もしかして山を見たことがないの？」

「こいつはマリネリスの出身だ」グレン・グナモアが機転をきかせて言った。

「じゃ無理ないか。火山は火を噴く山のこと。火口はその火を噴き出す、あーんって開いてる、おやまのおくち」

「おくち？　そこに入れちゃったってことですか？」

「そう」

「火を噴いているのに？」

「そうよ。アルセノン毒が怖くなって、仕方なくそうしたんでしょ。いい？　アルセノンからは、なにも漏らしてはならないの。汗も、血も、涙も、唾液に至るまでね」

「なんで……？」

「精製する前の原液である体液には、強弱はあれど、必ずアルセノン毒が含まれてるからよ」

「じゃあどうやって火山まで……」クリストバルはその先を想像したくなかった。

「密閉できるものに入れて、かたく開口部を閉じて中身を真空にすればいい。扱うほうからしたら安全性が高くなるわ」

「……安全性って、殺す側のほうのですよね？」

「開発者はとんでもない愚か者よ。生みだしたものの後始末のことを考えてなかったんだから」

「おれはもう、続きを聞くのがこわいんですけど……」

「あら、まだだめよ。猫背を直して、お耳をこっちに向けてちょうだい？」

　クリストバルはその通りにした。馬鹿正直なのだ。

「旧世界病の治療は、アルセノンの血液でつくられた血液製剤を投与する方法しかない。だからどうしてもアルセノンが必要よ。そのために密ひそかに技術を受け継いだ科学者が、アルセノンを三十年間にひとりだけ生産しているの。アルセノンのいない空白期間を作らないために」

「生産？　なんか言葉に違和感があります。イモじゃないんだし……」

「へーえ……イモ、ね。あなた、想像力とセンスがあるのね」

　グロッシュラーはそう呟つぶやくと、グレン・グナモアに向かって言った。

「グレン、この子は掘り出し物かもしれないわ」

　グレン・グナモアは返事をしなかった。

「違和感があるのはわたしも認めるわ。でも、やはりこれは生産なのよ。利己的な人間が、利己的な人間のために、利他的な人間をわざわざ生み出しているんだから」

「どうやって生産してるんですか……？　だって試験管からいきなりオギャア、って生まれるわけじゃないでしょ？」

「ある大国が保管していた受精卵を使って、代理母の子宮を借りて計画的に生産するの」

「あのー、おれはこないだ総統から【三大放ほう擲てき】を教えてもらったばっかりなんですけど、そのアルセノンを生産するっていうのは、【科学技術の放ほう擲てき】に……なんというか……違反？　あれ、こういうときなんて言うんでしたっけ？」

「抵触、だ」グレン・グナモアが助勢してやった。

「あっ、そうだ。その【科学技術の放ほう擲てき】に抵触しないんですか？」

　グロッシュラーの眉間にくっきりとした皺しわが入った。

「はあ？　抵触してるからなんだっていうの？　人類が絶滅してもいいんなら、なんにもしなきゃいいのよ」

「うっわ、かっけえ……。ほんとはじけてますね」

「グレン、この子をどこで見つけてきたの？」

　今度もグレン・グナモアは返事をしなかった。

「話を戻すわよ？　生産されたアルセノンが十歳前後になると、採血が開始される。死ぬまで、ずっとよ。その影響なのかはわからないけど、アルセノンは短命なの。文献によると平均して四十歳前後で亡なくなることが多いとあるわ」

「じゃあ、いまもどこかにアルセノンはいるんですね？」

「もちろん。いまは女性ね。彼女は厳重に【管理】されていて、毎日血液を提供してくれているわ。とても悲しい存在よ。どうしても必要なのに、その存在を誰も知らないんだから」

「……ほんとですね」

「わたしはね、アルセノンに頼らずにすむ新しい治療法を早く確立して、アルセノンを解放したいのよ。同じ人間なのに一方が苦しんで、一方だけが恩恵を受けるなんてフェアじゃないわ。いくらあなたがお馬鹿さんでも、それくらいわかるわよね？」

「はい。おれは馬鹿ですけど、よくわかってしまいました！」クリストバルは力強く言った。

「じゃあ、講義はこれでおしまい。ねえちょっと休憩しない？　こんな狭い部屋にずっといたら息がつまっちゃう。それにまだ長くかかりそうだから、なにかお腹なかに入れたいわ。グレン、カニツァを呼んで？」




　十数分後、カニツァが用意した焼きたてのブリオッシュが愛人部屋の机に並んだ。

　グロッシュラーは手でちぎったブリオッシュを口の中にぽんと放り込むと、「ナトロのグラニテが恋しい。ブリオッシュにグラニテがないなんて」と残念そうに言った。

「うまそう。おれにもくださいよ」うらやましそうにクリストバルが言う。

「だめ。あなた減量してるんでしょ？」グロッシュラーは無下に断った。

「さっきの話にはついていけたか？」グレン・グナモアがクリストバルに聞く。

「たぶん。『ある大国』ってのは……？」

「ドラルよ。まあいまでも超大国よね。間かん隙げきを突いてかつての覇権を取り戻そうと暗躍してるのよ。レジスタンスのアジトも多いわ」

「それで……この筒の中に入っていたのが、『らん』ってことですか？」

　クリストバルは人差し指で容器をつついて転がした。さっきと変わらない音がする。

「『失われた』っていうのは、この中の『らん』が死んでしまった、ってことですか？」

「そうだ。正しい解除方法をとらないと、中に仕込んである薬液で卵を破壊する仕組みになっている。盗難や悪用されることに備えてな」

「じゃあ薬をつくれなくなるってことですか？　いまの代の人が死んじゃったら？」

「そういうことだ」グレン・グナモアが頷うなずく。

「それって大変な事態ですよね？　アルセノンがいないと白至病の薬はできないんでしょう？」

「あら、思ったほどお馬鹿さんじゃないのね」

　クリストバルはわかりやすくムッとした顔をグロッシュラーに見せつけた。それを見たグロッシュラーはウインクで応えてみせる。

「馬鹿なおれでもわかることですけどね、いまの代は女性なんでしょ？　その人に子どもを産んでもらうわけにはいかないんですか？」

「アルセノンは純血種みたいなもの。ただの人間と交配すると亜種が生まれてしまうのよ。亜種のアルセノンは治療に使えるほどの代謝物をつくれない、と言われているわ。まあ、そもそも人間との交配は最大の禁忌とされて、だれも試したことはないんだけどね、グレン？」

「そっちは手を打ってる。だが卵が破壊されたことのほうが喫緊の問題だ。すみやかに対策を講じなければならん」グレン・グナモアはこめかみのあたりを揉もみながらまたうなだれた。

「ええと……ちょっと待って？　グレン、まさかこれ本物だと思ってるの？」

「なに？」グレン・グナモアは反射的に顔を上げた。

「これはダミーよ。本物は無事」グロッシュラーはあっけらかんと言ってみせた。

「なんだあ！　もう焦あせりましたよ、よかったじゃないですか！　ねえ、総統！」

　クリストバルは力任せにグレン・グナモアの背中をばんばん叩たたいた。

「気安く触れるな」グレン・グナモアは能天気なクリストバルをきっと睨にらみつけた。

「すいません、すいません。なんかおれ、よかったなーって思っちゃって。ついですよ、つい」

「グロシュ、おまえはなぜ肝心なことをいつも最後に言う？」

「好きなものは最後に食べるタイプだから。あらやだ、グレンったらすごく怖い顔してる」

　グロッシュラーは悪気もなく言ってケラケラと笑っている。

「ねえここ煙草たばこ吸える？」

「だめだ」

「ケチねえ」グロッシュラーは胸ポケットからすでに取り出していた煙草たばこを引っ込めた。

「これがダミーなら、本物はいったいどこにあるんだ」

「コランのとこよ」

　コラン？　クリストバルはその名前に聞き覚えがあった。

「待て、わたしに報告はなかったが？」

「だって、敵を完璧に欺くにはまず身内から騙だまさないと」

「ふん、それには成功したわけだ」

「ちょろかったわよ」

「わかった、もういい。これを持ってた遺体のことだが？」

「諜ちよう報ほう部の解剖に少し立ち会ったわ。脇腹にバラの刺青。それと舌下に錠剤が溶解した痕跡があった。ためらいがないところを見ると、かの国の工作員はそうとう士気が高いのね」

　グレン・グナモアは腕組みをして黙った。なにかがグレン・グナモアのなかを駆け巡っているらしい。もうひとりのグレン・グナモアであるクリストバルはふたりの会話についていくだけで精一杯で、そろそろそれも放棄しようかと考えはじめていた。

「どこのセクションの研究員だ？」

「うちよ」

「……うまく潜り込んだものだ」

「あらやだ。グレンがちゃんと洗ってからうちによこしたんじゃないの？」

「なるべくそうしたいが、およそ全員は無理だ。よほどの推薦状があったんだろう」

「うん、そうね。もし正規のルートでアカデミーに来たんじゃないのなら、ドラルはお金がじゃぶじゃぶあるのねえ。買収された人間はどれくらいいるのかしら」

「ただのメッセンジャーだと思うか？」

「そうね。状況は……盗みをはたらいたのは別人だと示唆してる」

「心当たりがあるようだが？」

　グレン・グナモアがそう言うとグロッシュラーは挑むような目をして答えた。

「グレンだってわかってるんでしょ？」

「黒幕はな。実行犯は？」

「ここ最近、わたしのまわりでいろんなものが少しずつ盗まれてる。全部じゃなくて、ばれるかばれないか程度にほんの少しだけ。たまに全然見当違いなものも無くなっていたけど、それは攪かく乱らんするためだったんじゃないかしら？　だから……」

「だから？」

「ちょっと罠わなをしかけたの。ダミーを目に付くところに置いたりしてね。もちろん、ターゲットはその中身がなんなのかは知らない。だけど気になって仕方がなかったはずよ。だからわたし、ターゲットが誘惑に負けるほうに賭けたの」

「そんなあからさまな罠わなにかかるとはな。よほど追い詰められていたとみえる」

「なあんだ、やっぱりグレンも心当たりがあるんじゃない」

　グロッシュラーはもう一度煙草たばこを取り出してくわえようとする。それを目で制しながらグレン・グナモアが言った。

「やはりオリヴィア・ドラタイトか」

　静かに話を聞いていたクリストバルは、オリヴィアの名前を聞いてあきらめと怒りが混在した複雑な気分になった。どう自分を律しても、崩れ落ちそうになる。

「大丈夫か？」

　グレン・グナモアが声をかけると、クリストバルは首を縦にゆっくりと動かした。

「さっきから聞いてて、もう途中から薄々わかっちゃったんで。あーもうやっぱり、って感じですよ」クリストバルは洟はなをすすり上げた。

「あらやだ。なんでこの子は泣いてるの？」事情を知らないグロッシュラーは不思議そうだ。

「……総統、煙草たばこいいっすか？」

　仕方ないといった感じでグレン・グナモアは浅く首を傾けた。
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　独断で目の前の幸運にとっさに飛びついたオリヴィア・ドラタイトは、良心の呵か責しやくに苦しみ眠れない夜を過ごしていた。

　これで父の期待に少しは応えられただろうか？　不安でいっぱいだった。

　エージェントには高速船を使うよう指示したか、いまだに父王からの連絡は入らない。オリヴィアははじめての休暇を二日間とって連絡が入るのを待っていたが、二日目の夕方になってもピアスはぴくりともしない。

　待つのに疲れたオリヴィアは寮の自室を出た。

　夕食をとるために繁華街に出て、おいしい卵料理を出す店に向かった。仕事もたて込んでいて連日ハードなスケジュールが続いていたから、デザートにはとびきり甘いものを注文しようと思っていた。

　オリヴィアはまったく料理ができないが、食べることは大好きだ。

　胃が満たされるという物理的な充足感は、オリヴィアの根底に横たわる孤独を疑似的にせよ忘れさせてくれる力がある。

　しかし今夜はうまくいくか甚だ疑わしい。

　オリヴィアは、昔からいつだって欲しいものは手に入らなかった。

　オリヴィアの母は、オリヴィアの幼い頃に《未浄化国》に追放された。

　子どもを産むには年をとりすぎ、またドラル王家のことを知りすぎたためだ。オリヴィアは消息を尋ねることを固く禁じられた。母を殺さないだけの情が父に残っていたと、そう前向きにとらえるしかなかった。だからオリヴィアは母の愛を知らずに育った。

　男というだけですべてにおいて優先され、父に愛された兄たちは、妹であるオリヴィアを当然のように陰湿に見下す。同じ人間とは思っていないのかもしれない。ゆえにオリヴィアは兄弟の愛も知らない。

　ドラル王はがんじがらめの鎖を、さらにきつく締めあげるようにオリヴィアを束縛し、不条理なほど徹底的に厳しく接した。オリヴィアにとって父の存在とは恐怖を具現化したものでしかない。オリヴィアは父の愛も知らない。

　子どものころのオリヴィアがこころを許せた相手は、ペットとして飼っていたカラスのエピドートだけだ。二年ほど一緒に暮らした唯一の友だちだったが、ある日兄たちのゲームの標的にされ、矢に射ぬかれて死んでしまった。

　オリヴィアははっきりと覚えている。腕の中で力なく横たわったエピドートの漆黒の羽は、死してなお美しく、気高かった。その姿を、できることならいつまでも眺めていたかった。

　エピドートの墓を居城の中庭につくることを兄たちに拒まれたオリヴィアは、亡なき骸がらを白い布にくるみ、一輪の薔ば薇らを添えて海にゆだねた。沈んだり浮かんだりを繰り返しながら遠ざかって行くエピドートの亡なき骸がらを目で追っていたとき、オリヴィアは自分の中に、冷たいが鮮烈な炎が生まれたことに気付いた。

　絶対に誇りを失ってはならない。その炎がオリヴィアの原動力になった。




　あつあつのキッシュにナイフを入れる。オリヴィアは自分の顔がほころんでいるのがわかる。口の中でキッシュに入っていたアスパラガスが転がる。あっという間にひと皿を平らげてナプキンで口をぬぐっていると、右耳が揺れ始めた。

　オリヴィアは店内を見渡した。大勢の話し声がする店内では目立たないはずだ。オリヴィアは素早くピアスを外した。水の入ったグラスを持つ指の合間にキャッチを潜ませる。

『失望したぞ』

　ドラル王の第一声はいつも以上に低く、オリヴィアの耳に鋭い刃のように突き刺さった。

「荷物は届いているんでしょう？」

『なにも届いてなどおらぬ。おまえはどこまで間が抜けているのだ』

「わたしは間違いなく渡したわ」

『消されたのだ』

「えっ？」

『あの女に消されたのだ』

「そんな……」グレン・グナモアに？　危うくオリヴィアは口に出しそうになった。

『おまえは自分の国と立場を軽んじすぎている。今後は必ずわたしの部下だけを使え』

「……わかったわ」

『最後のチャンスをおまえにやろう』そう言い放つとドラル王は通信を切断した。

　最後のチャンス？　そう聞いてオリヴィアの呼吸はにわかに速くなった。

　アカデミーからあの筒を持ち出したのだって相当の勇気を必要とした。盗みを働いた晩はこころが暴れて、罪悪感に苛さいなまれて一睡もできなかったのに。これ以上まだなにかをさせるつもりなの？　オリヴィアはなにもかも捨てて逃げ出したい衝動にかられる。

　オリヴィアは額の汗をナプキンでぬぐった。動揺する気持ちを鎮しずめようと、空になっていたグラスに水を注いで飲んだ。焦点が合わないまま目を落とすと、テーブルクロスにはグラスから溢あふれたと思おぼしき水のしみがだらしなく広がっている。茫ぼう然ぜんとその滲にじんだテーブルクロスを見ていると、ふいに視界が遮られたように感じてオリヴィアは顔を上げた。

　テーブルの向かい側に、見覚えのない男が座っている。

　白に近いプラチナブロンドの髪を後ろになでつけているその男が笑顔を見せると、左頰のほくろがえくぼで隠れた。

　男は懐ふところから黒い封筒をすっと取り出し、テーブルの上に差し出す。

「パパ・アラゴはそのときまで沈黙せよと仰おおせです」

　パパ・アラゴ。エージェントたちが使う、ドラル王を指す隠語だ。

　オリヴィアが封筒を受け取るとエージェントは席を立って料理店から去って行った。
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　グロッシュラーからもらった煙草たばこに火をつけて、クリストバルは肺に深々と煙を誘い込んだ。グロッシュラーも便乗して一服している。愛人部屋はみるみる紫煙に包まれた。

「オリヴィア・ドラタイトは盗み出してすぐ、ドラルのエージェントにこれを渡したんだろう。渡されたエージェントが中身を確認しようとしたができなかった。せめて本国に送ろうとしたが諜ちよう報ほう部に押さえられた。そして自分の口を封じるために自殺を図った。そんなところか……」

「ちゃちなシナリオだけどね」

「向こうからすれば、もともと存在しないシナリオだ」

「まあ完全なスタンドプレーよね」グロッシュラーがたたみかけるように言う。

「おまえが罠わなにかけたのだろう？」グレン・グナモアは呆あきれ顔がおだ。

「うふふ、そうだったわね」グロッシュラーは愉快そうに笑った。

「オリヴィア・ドラタイトは事の顚てん末まつを知っているのか？」

「さあ、どうかしら。遺体を横取りしちゃった諜ちよう報ほう部はお片付けが得意だから。ほかのエージェントが彼女に報告してれば別だけど」

「その可能性は高いか？」

「どうかしら。カマかけてみる？」

「いや、泳がせておこう。しかし……オリヴィア・ドラタイトのターゲットが卵だったとはどうも考えにくい」

「諜ちよう報ほう部はなんて？」グロッシュラーはまだ半分残っている煙草たばこをもみ消した。

「パタプスコのことは聞いているか？」

「ああ、コレね」グロッシュラーはポケットからピルケースを取り出して振った。

「わたしの拉致計画がある」

「わーお、それであなたグレンとおんなじ格好をしているのね」

　洟はなをかみながらクリストバルが頷うなずく。

「卵の存在を知っていたとは思えんな……。扱いがあまりにぞんざいだ」

「そうね」

「身辺はアカデミーでも監視しているな？」

「多少ね。専任つけて見てるのは発送物や通信記録くらいだけど。だって……諜ちよう報ほう部も常時監視してるんでしょ？　お片付けも早業だったものね」

「ふん」

「不審な点はいまのところないわよ」

「これを使っているからだろう」

　グレン・グナモアは大判に引き伸ばされたオリヴィアのピアスの写真をグロッシュラーに渡した。写真を食い入るように見つめたグロッシュラーは、ひゅーいと口笛を吹いた。

「じゃあやっぱりあの子から聞こえてたの、気のせいじゃなかったのね。ドラルの技術ってすごいわねえ。統一時の技術放ほう擲てきってなんだったのかしら。ねえ、これって傍受できてないの？」

「断片的にしか拾えない」

「ふうん。グレンはもっとこういう分野に潤沢に予算をつけたほうがいいわ」

「この立場でリーン憲章を無視しろと？」

「いさぎよく暴君になっちゃえばいいのに」グロッシュラーが真顔で言う。

「おまえが言うと冗談に聞こえん」

「そういえばあの子、ワールフィア・レポートを読んだことがあると言ってたわ。シドン文庫の機密文書もかなりドラルに流出してるみたいね」

「……困ったものだ」

「やっぱり暴君になるべきじゃない？」

「そうだな、考えておこう」

「でもまたどうしてグレンが拉致されるの？」

「わたしを拉致し、解放の交換条件としてアルセノンを要求するつもりなんだろう」

「ずいぶん単純な動機ね。それを逆手にとろうとするグレンもひねりがないけど。クリストバル、じゃああなた身代わりじゃなくてデコイなのね！」グロッシュラーは嬉うれしそうに言った。

「総統、疑問があるんですが……」クリストバルは子どものように挙手をした。

「なんでドラル王は娘を使ってまでアルセノンを奪おうとするんです？」

「娘を利用するのは効率の問題だろう。ドラル王は使える駒を最大限、効果的に使っているだけだ。強者はいつだって無防備な弱者に容赦せんしな。オリヴィア・ドラタイトは父王に従うように教育を受けたのだろう」

「それじゃ教育というより洗脳だわね」グロッシュラーが口をはさむ。

「それにドラルからすればアルセノンはリーンに奪われたものだ。ゆえにドラルに帰属すべきものと考えているのだろう」

　グレン・グナモアからそう聞いてもクリストバルは腑ふに落ちなかった。

「そんな大事なこと、なんで歴史書には一言も書かれてないんですかね？」

「知る必要がないからよ。無知ってハッピーじゃない？」

　グロッシュラーは茶化したが、グレン・グナモアは無視して話を続けた。

「アルセノンを有すると、すべてを圧する抑止力が生まれる。アルセノンは毒にも薬にもなるからだ。最高統治者から言わせてもらえばそれはとても都合が悪い。わかるか？」

「なんとなく。いまはアルセノンの存在が公にはなっていないから……」

「リーンのパワーバランスは統治府によって保たれているわけ。あら、この子いきなり鋭くなったわね」グロッシュラーは素直にクリストバルを褒めた。

「アルセノンを奪われたら最後、リーンはドラルの一存に左右されることになる。アルセノンの優位性は絶大だ」

「なるほど……そんなにアルセノンはすごかったんすね」

　クリストバルがそう言うとグロッシュラーが険しい顔つきになった。

「守るべき自国の王を何人も殺すほどにね。大量に有しながらコントロールするなんて、土台不可能なことなのよ」

「でも……自じ業ごう自じ得とくですよね？」

「わたしたちはそう思っても、ドラルはそうは思わないんじゃない？　歴史はつねにたくさんの側面を持つものよ」

「おれが勉強させられた歴史って……なんだったんだろ」

「統一後、ドラルは王を擁することを禁じられた。統治府が完全にアルセノンを掌握してから、王の復権を許可したんだ」補足するようにグレン・グナモアが言った。

「そんなの初耳だなあ」

「ドラルの王政復古はドラル王家の年代記に記されている。かなり歪わい曲きよくされてはいるがな」

「読めば？　捏ねつ造ぞうと欺ぎ瞞まんと抗弁の凄すさまじい羅列よ」グロッシュラーはこの状況が愉快なようだ。

「でも、その隠された真実ってやつを知らなければ、ドラル史をただ読んだだけの人にとっては……ドラル史のほうが真実になってしまうんじゃ？」

「そうよ、プロパガンダ大成功。わーお、グレン、この子覚醒したわ！」

　目を輝かせるグロッシュラーに、クリストバルはむっとした。

「あの……最初からおれのこと、やっぱり馬鹿にしてますよね？」

「あらやだ、わたしは褒めてるの」グロッシュラーがしれっと言う。

「これで？　でもわかってきましたよ、ドラルがレジスタンスの温床になってるってことが」

　グレン・グナモアは大きく頷うなずいた。

「歴代のドラル王と同じく、現ドラル王もレジスタンスに資金と武器を供給している」

「しかし……国の再興っていう大義名分だけで、そこまでやりますかね？」

「推論だが理由はふたつある。ドラル王は二度目のリーン統一をしたいのだろう。彼は世界を再構築したいのかもしれない。アルセノンを使って世界をもう一度汚染すれば、人も、土地も、二度と元には戻らんだろうからな。しかしアルセノンを有するドラルだけは生き残る。そういうシナリオを描いていてもおかしくない」

「幼稚で陳腐な発想だわね。自分たちだけで生き残ってなにがしたいっていうのかしら？　ユートピアで酒池肉林とか？」グロッシュラーが吐き捨てるように言う。

「でも……そんな大ごと、レジスタンスだけでやろうとしても人が全然足りないんじゃ？」

「ドラルには慈善団体の皮を被かぶった大規模な私兵団がある」

「私兵団？　わざわざそんなのに入りたいってやつがいるとは思えないけどな。だって、統治府から派遣されてる教師のおかげで、おれたちは一応共通の価値観を持ってるはずでしょ？」

「僻へき地ちの《未浄化国》から少年たちをさらうなり、何なりかをして、強制的に信仰を与えて洗脳するんだ。洗脳された子どもたちは、彼らなりの正義感で動き出す。決してドラル王を裏切らんし、わたしにも投降しない」

「そこまでわかってんのに、なんで総統は野放しにしちゃってるんですか！」

「ドラルの私兵団は暗黙の存在であり、公然の存在だ。巧妙に偽装していて、表側から見ればきれいなものだ。たたいてもたたいても埃ほこりが出ない。だからわたしもなかなか手が出せんのだ。ドラル王もそこをわかっている。わたしがリーン憲章を重んじざるをえない立場なのを、逆手に取ってな」

「それってええと……【武器の放ほう擲てき】に抵触しないんですか？」

「ふん、【三大放ほう擲てき】なんぞドラルからすれば異端にすぎんのだろう」

「そんなぁ……。《未浄化国》出身者としては、ドラルはずるいしなんかむかつきます。でも正直、現実的とは思えないけどなあ。あっ、でも酒池肉林には溺れてみたい。もうずぶずぶに」

「あなたら溺れてそれっきりでしょうよ」グロッシュラーが言う。

「理由はふたつあるって言ってましたけど？」思い出したようにクリストバルが言った。

「うむ、もうひとつはドラル王自身が旧世界病に侵されているからだろう。末期のはずだ」

「でも、そんだけ資金力があるなら薬だってなんだって打ち放題なんじゃ？」

「ドラル王の旧世界病は、暗殺用の特殊なアルセノン毒によるものだ」

　グレン・グナモアの言葉をクリストバルは聞き逃さなかった。

「いまサラっと言いましたけど、暗殺用って言いました？」

「ああ」

「でもまだドラル王は生きてる。暗殺は失敗したんですか？」

「いや、亜急性と持続性のハイブリッドなんだ。標的を最大限苦しめるようにできている。症状を緩和するには、アルセノンの大量の血液が必要だ。自身の血液をすべて入れ替えるくらいのな。在来療法では埒らちが明かん。つまり死にしか、安息がない」

「ひでえな。誰がドラル王を殺そうとしたんです？」

　クリストバルは返事を待ったが、グレン・グナモアは口を開こうとしなかった。

　クリストバルはグロッシュラーのほうも見たが、グロッシュラーは瞼を閉じて、あからさまにクリストバルの視線を遮っている。

「……ある人物の個人的な復ふく讐しゆうだ。だがその人物から犯行に及ぶ前に計画については報告を受けていたから、わたしも共犯になるだろうな」

「共犯って、とめなかったんですか……？」

「わたしが最高統治者に選出されたころ、レジスタンスの動きが活発になった。最高統治者としては若すぎて、しかも女であるわたしには隙があると思われたのだろう。実際、就任前後は各地でテロが頻発して、かなり手を焼いていたんだ」

「……そうだったんすね」

「その時分に、ある人物から計画を打ち明けられたんだ。計画が成功したらテロを軽減できるのでは、と思ってな……。幸い、ドラルの王子たちは悪い意味で現代的で、大国ドラルの再興なんかまるで頭にない浪費家のどら息子だ。ドラル王さえ断てれば……。いま思えば浅慮に過ぎたし、軽率で短絡的な判断だった。だが結局、当時のわたしは計画を黙認することにしたんだ。そしてその人物は計画を実行した」

　グレン・グナモアは滔とう々とうと、苦い過去をクリストバルに打ち明けた。

「その、ある人物って……？」クリストバルはグレン・グナモアの目をじぃと見つめた。

「……言うと思うか？」グレン・グナモアは視線を逸そらさず、表情は固いままだ。

「んじゃ質問を変えます。ドラル王は犯人が誰なのか知ってるんですか？」

「さあな。しかし、もし突き止めているとしたら、その人物は報復でとっくに消されてるはずだが、そうなってはいない。ドラル王はいまだにわたしがやったと思っているだろう。過去にとらえた間者たちは、手の甲にバラの刺青をほどこしていた。あれは明確な忠告だろう」

　グレン・グナモアは愛人部屋にある海だらけの世界地図をぼんやりと眺めた。歴代の最高統治者たちは、どんな気分でこれを眺めただろう。

　グレンの視線は、共犯者のいる場所に向けられていた。
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　オリヴィアはすっかり食欲が失うせてしまい、注文した料理をキャンセルして店を出た。

　週末を控えて街は騒がしいが、道をひとり歩くオリヴィアの耳にはなんの音も入ってこない。

　自分の意志が介在せずに過ぎゆく時間を心底恨みながら、重い足取りで自室に戻る。

　手元に封筒がなければ、料理店で起きたことは白昼夢に思えた。

　キッチンの引き出しからナイフを取り出して封を開けた。大きく深呼吸してから、三つ折りになった紙を広げる。そこにある文字に素早く目を通すと、すぐにシンクに移動して火をつけた。紙は瞬またたく間まに灰になった。

　窓の外はすでに暮れている。

　オリヴィアは閉じていたカーテンと窓を開けて、外気を部屋に呼び込んだ。夜になって湿り気を帯びた涼しい風が、オリヴィアの横顔を撫なでていく。

「……馬鹿げてる」

　思わず声が漏れた。

　父の命令は無謀すぎる。とても成功しそうにない。

　オリヴィアは考えをめぐらす。

　もしすべてを投げ出してこの命令から逃げたとしたら？

　ただ王女という立場を失うだけだ。誰かを人質にとられているわけでもない。国の民たちに愛着はあるけれど、国そのものを愛しているわけじゃない。ほんとうに嫌なら逃げ出せばいい。命令を無視して逃げ出した娘など、父は簡単に見限って殺すだろう。病身の父王に背いた、親不孝な反逆者という汚名を着せたままで。父にとって利用価値のない女は死に値するのだから。

「逃げる？　逃げ場なんてどこにあるのよ」

　ドラルには女性たちを縛り付ける、悪夢のような言葉がある。

　オリヴィアも幼いころから子守歌のように徹底的にその言葉を刷り込まれた。


　シナーバ・モ・ラーレ……。シナーバ・モ・ラーレ……。

　女はその生を男に捧ささげ、子を設けよ。



　父はいつまでも古の神から離れようとしない。オリヴィアは理解に苦しむ。

　ひどい難産の末、第四王子となるはずだった赤ん坊を死産してしまった三番目の妻がいた。三番目の妻は、出産後に大量の血液を失ったまま、ろくな治療も施されず見殺しにされた。大事な王子を死なせたのだから当然の報いとされたのだ。

　赤ん坊の葬儀は盛大に執り行われたが、三番目の妻の遺体は森の中に打ち捨てられ、朽ちるにまかせられたとオリヴィアは後から兄たちに聞いた。

　使えなくなった女は父にとっては穢けがれを象徴する存在、忌いむべきものだ。父が私を殺すのに何のためらいがあるだろう？　きっと蟻ありを踏みつぶすくらいにしか感じないはずだ。とりわけ、性の捌はけ口ぐちにすらならない娘ともあれば。

　もし成功したら、とも考える。それでも未来は明るいものになりそうにない。

　前にも進めない。後戻りもできない。八方ふさがりでどうすることもできない。でもこうして悩み、逡しゆん巡じゆんしている間にきっとまた父のエージェントが現れて、有無を言わせずわたしを渦か中ちゆうに引きずり込むだろう。

　灰になったドラル王からの手紙には、近くパタプスコで行われる式典に出席するグレン・グナモアを拉致し、アルセノンの居場所を話すまでアジトにて拷問せよ、とあった。

　左の耳たぶをさする。絶望的な孤独に叫び出してしまいそうになる。

　あの日別れたアルムは、いまなにをしているだろう。

　アルムは少しでもわたしを思い出すことがあるだろうか。アルムに会いたい。たとえその願いが叶かなっても、アルムは絶対にわたしに触れることはないだろう。でも頭の中でくらい、自分の思い描いた世界にいたい。そこにしか希望という光が射ささない。

　オリヴィアは目を閉じた。いつの間にか降り出した雨が、強い風とともに窓のそばに立つオリヴィアの頰を濡ぬらす。それはまるで、空がオリヴィアのかわりに泣いているかのようだった。
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〈リタ〉に着任してから五日に一度ほど、アルムは夕食をカルセドニーととる。

　今晩はマリネリスのソウルフードである魚の酢漬けに、カルセドニーが好きなとうもろこしのパン、ワインをたっぷりと使ったゼキの大好物のマトンの煮込み、それにデザートにはビスマスの故郷で採れたココナツミルクをふんだんに使ったプディングが並んだ。

「今夜は料理でお国自慢って様相だな。統一感がまるでねぇや」

　賑にぎやかな食卓にカルセドニーは興奮しきりで、子どものように舌した舐なめずりさえしてみせた。

「ナトロに聞いたんです。どうして毎日こんなに手の込んだ食事を用意するのか」

　カルセドニーは手を伸ばしてプディングをとると、それを前菜として食べ始めた。アルムはそのカルセドニーの食べ方に最初のころはぎょっとしたものだが、いまではなにから食べるかをナトロとこっそり賭けている。

「そんでナトロはなんつったんだ？」

「ブルー・ステイブルにいるフローライトのために、料理で世界を見せてやりたいそうです」

「あいつ、フローライトの父親気取りだな」

「それは船長も同じに見えますよ。〈リタ〉にいる全員の行動の動機は、フローライトなんですね。いつも中心にフローライトがいる。あのゼキさんですら」

「当然といえば当然だ。フローライトのための〈リタ〉なんだから」

「そうですね」

「それで最近どうなんだ？」

「どうって？」

「おまえと、おまえさんの中心はどうなのか、ってことだよ」

「それは……」アルムは持っていたフォークを置いた。返事に困る質問だ。

　好物のとうもろこしのパンを二口でたいらげてしまったカルセドニーは、ドーマにおかわりを何個も持ってこさせた。

「ところで……」アルムは強引だが話題を変えることにした。

「なんでもアカデミーで大変なことがあったとか？　フローライトがかなり落ち込んでます」

「フローライトにしてみりゃ、自分のきょうだいがいなくなっちまったみたいなもんだからな」

　カルセドニーはグレン・グナモアから破壊されたのはダミーだったことを聞いていたが、グレン・グナモアはフローライトに伝えることを許可しなかった。なにか思惑があるのだ。

「フローライトがストックされた受精卵から生まれたって聞くと、複雑な心境になります」

「あいつをしっかり支えてやってくれ。それがおまえさんの仕事だからな」

「それは【管理】の任務として、ですよね？」

「おい、そこに境目は必要か？　おまえさん、整った顔してるのにえらく野暮なんだな」

「整ってなんか……」

「鼻のひんまがった俺からすりゃあ、おまえさんは嫌味なほど整ってるよ」

　そう言って鼻息を荒くしたカルセドニーは、その息を勢いよくアルムに吹き付けた。鼻水も一緒に飛んできそうでアルムが思わずからだを後ろに反らせると、カルセドニーは心外だとばかりに目玉をギョロリとさせて豪快に笑い飛ばした。思わずつられてアルムも笑った。

「親おや父じさんに手紙は書いたのか？」

「ええ出しました。二つ前の寄港地で」

「そうか」

　短い沈黙のあと、カルセドニーは立ちあがってデスクに向かうと、木製の写真立てを持ってきた。日に焼けて色いろ褪あせた写真には、カルセドニーと、凜りんとした美しさを放つグレン・グナモア、そしてアルムの父コランが写っている。カルセドニーとコランは薄汚れたつなぎ姿でシャベルとツルハシを持って肩を組んでいる。その横にいるグレン・グナモアは馬に跨またがっていた。

「三人ともずいぶん若いですね」

「二十年くらい前だ。統治府入りしてすぐマリネリスに配属されたんだよ、おれたち三人。そんなカッコしてるがな、コランはその時から上級の研究職だ。グレンは現場監督みたいなもんかな。あいつは最初から特別扱いされてた」

「父の髪がアイボリーじゃないから……別人みたいだな」

「マリネリスには一年くらいしかいなかったなあ。グレンはすぐエリダニアから帰還命令が出たんだよ、なんせ特別扱いだったからな」

「強調しますね、そこ」そう言ってアルムは笑った。

「コランも再三アカデミーに戻る命令が出ていたはずなんだが、マリネリスに残ったんだ」

「なんでそうしたんでしょう？」

「おまえさんは野暮の極みだな」

「父はあまり過去を話しませんから」アルムはむっとして言った。

「コランがマリネリスに残ったのはエリスがいたからだ。アカデミーから帰還命令が出たとき、エリスは身籠ってた」

「それはおれですか……？」

「計算はあってるだろ」

「確かに。船長は母と親しかったんですか？」

「会ったのは一回だけ。すごく鮮明に覚えてるよ。なんでおれが先に出会わなかったんだって、運命を呪うほど美人だった。一ひと目め惚ぼれしたんだ」

　自分の母親のことだと思うと、アルムは気恥ずかしさが募った。

「早く死んだのはつくづく残念だな。おれにとっちゃエリスは会ったときのままで年もとらねえから、永遠に焦がれる高たか嶺ねの花ってやつだよ」

「おれに言いますか？　居心地悪いですよ、告白を聞かされてるみたいで」

「笑いたきゃ笑え」

「じゃあ船長が独り身なのは、父と母のせいですか？」

「そんなことねえよ。まあいろいろ遊んだし、真剣に付き合ってたやつもいたがな。でもおれは結婚に向いてねえんだ。ずっと船で暮らす仕事だし、生きてる限り下りるつもりもねえし。それにかみさんみたいなやつだったらもういるしな」そう言ってカルセドニーはドーマを見た。

「……ドーマですか？」

「不足はねえよ。おれはドーマが大好きさ」

　もしアルムがドーマに性別を与えるとしたら間違いなく男だが、カルセドニーは違うようだ。これだけ甲か斐い甲が斐いしく世話を焼かれたら無理もないのかもしれない。カルセドニーがドーマに持つ感情は純粋に思えた。

「それで？　フローライトとはうまくいってんのか？」とカルセドニーは言った。

「うまくって……どういう意味でですか？」

「聞くのも野暮か」

「そろそろ失礼することにします」

「お、逃げたな」

　アルムは風向きが変わったことを感知して足早に部屋をあとにした。カルセドニーの言うことは当たっている。アルムは逃げ出したのだ。




　アルムが部屋から出て行くと、カルセドニーの毛穴という毛穴からどっと汗が噴き出した。

　おれとしたことが、おせっかいもいいところだ……！

　カルセドニーは顔から火が出そうだった。

　気恥ずかしい思いをしてまで過去をさらしたのは、アルムにかすかな萌ほう芽がを見たからだ。

　いまのアルムは、あれこれ理由を探してフローライトと真剣に向き合うことを避けているように見える。

　だからつい、老婆心が働いてしまったのだ。

『しなかったこと』をいくら美化して記憶しても、それを糧かてにして生きていくにはあまりに力不足なんだよ、と。

　どれだけ焦がれたところで、エリスとコランの間に入り込む余地なんてこれっぽっちも残されていなかったし、実際にできたことといえば二人を祝福するくらいだったから、カルセドニーは熱が冷めるのをひたすら待つしかなかった。

　次の機会でも状況を変えることはできなかったが、不思議とカルセドニーに後悔はない。思いは成じよう就じゆしなかったが、最善はつくした。だからいまの孤独も耐えられる。

　アルムとフローライトに課された任務はシンプルだが、ゴールは果てしなく遠いのだ。

　不器用ながらも、兄のように父のようにカルセドニーはふたりのことを案じていた。
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　カルセドニーと夕食を食べたその日の深夜、なかなか寝付けなくてアルムは〈リタ〉のアッパーデッキに出た。

　穏やかな海域で波が静かな夜だった。空からいまにも落ちてきそうな星たちを眺めながら、カルセドニーの奥歯に物が挟まったような物言いが気になっていた。

　耳まで真っ赤にして船長はどうしてしまったんだろう？

　アルムはごろんと寝転んで大の字になった。

　ざわつくこころをなだめるように、波の音が心地よく耳に響く。星たちは夜を楽しんでいるかのようにひっきりなしに瞬またたいている。その光は開放感に満ちていて、太陽の前ではなすすべがなく封印するしかなかった輝きを、慌てて取り戻そうかとしているようだ。

　真昼の星たちは季節がめぐれば夜を与えられる。待てば光ることができる。

　でもフローライトは？

　人びとは、白至病という大きなものに目を奪われていて、フローライトという少女のことを知りもしない。自分で輝くすべをはじめから持たされていないフローライトに、おれに出来ることはなんだろう？　アルムは、はじまりも終わりも見えない、どこまでも続く螺ら旋せん階段を行ったり来たりしているような気になった。

「なにやってんの？」

　突然隣にビスマスがいて、アルムは「わっ」と声を上げて驚いた。

　ビスマスは右手に持っていたボトルを軽く振った。

「飲む？　ナトロのとこから失敬してきた」

　ビスマスはボトルから直接ワインを飲んで、口元を手でぬぐいながらアルムに渡す。アルムは遠慮がちにボトルに口をつけた。少し酸味の強いワインが舌の上で広がる。

「珍しいね、きみがこんな時間にここにいるの」

「まだ眠れそうになくて。本もここのところちょっと食傷気味だし、星でも眺めようかと」

「説明が長いとウソだってばれちゃうよ」

　そう言ってビスマスは笑うと、懐ふところからクラッカーを取り出してアルムにもすすめた。

「いろいろ悩んでいるみたいだね。それをぼくに言うか言わないか、ってとこで止まってる感じなのかな？」

「そんなとこです」アルムはクラッカーを受け取って、ボトルをビスマスに返した。

「ぼくでよければ話を聞こうか？」

　アルムは迷った。音にのせて言葉にしてしまうと、考えていることを無意識のうちに全部出してしまいそうな気がする。まだ全然煮詰まっていない部分を。

　ごちゃごちゃと頭の中を占めているものの中から、なにを話し、なにを話さずにいるかを、うまく天てん秤びんにかけながら本音を話す技術が自分にはない。そう思ったアルムは、下手なことを言って墓穴を掘るより、ビスマスの話を聞いてみたいと思った。

「ビスマスさん」

「なんだい？」

「ビスマスさんはココシリ・チュ・グマの生き残りだそうですね」

「まいったな。あの子はおしゃべりなんだから」

　ココシリ・チュ・グマとは、リーンに唯一残った山岳地帯、《極北のアンセリス》で起きた大規模な自然災害のことだ。

　ある日、リーン最高峰の《ココシリ山》が、爆音とともに火を噴いた。

　膨大な量の溶岩と火山灰を吐き出し、それらが瞬またたく間まに谷を駆け下りていくと、山腹にあった湖に流れ込んだ。湖の水は熱い濁流となって麓の町を襲った。そして大勢の人を飲みこみながら、行きつけるとこまでたどり着くと、やっと止まった。

　犠牲者の遺体を掘り起こし、埋葬することはあきらめざるを得なかった。犠牲者の数があまりに多すぎ、掘り起こすための人の手も、道具も、技術も、そのすべてが足りなかったからだ。

　アンセリスの民の人口六千に対し、生き残ったのはわずか九人。

　大雑把な引き算をしてわかったことは、ひとつの都市国家がなくなったということだった。

　生き残った九人は、生き埋めになった大切な人たちをそこに残したまま、アンセリスを出るしかなかった。

　九人はリーンをさまよう流る浪ろうの民になった。その後、アンセリスに訪れる者は誰もいない。

　アルムはコランからココシリ・チュ・グマの話を幾度なくねだって聞こうとした。山を見たことがないから、山が火を噴くなんて想像もできなかったのだ。アルムにとってココシリ・チュ・グマはあくまでも好奇の対象だった。

　でも、アルムがねだるたびにコランはさめざめと泣いた。現地調査で見た光景を思い出すだけで、コランに涙を流させるほどのなにかがあったに違いなかった。

「おれ、山を見たことがないんです」アルムが言った。

「リーンに残ってる高い山はアンセリスにしかないから、そうだろうね」

「父が現地調査に参加したんです」

「へえ、そうなんだ」

「でも父はあまりそのことを話しませんでした。調査から帰ってきたあと、夜になるとよく泣いてたんです。とてもショックだったみたいで」

「ぼくはこう見えてココシリ・チュ・グマのことは受け入れてるんだ。長老が言っていたことが起きたんだな、ってくらいの感覚」

「えっ？」

「天変地異なんてリーンにいくらでも転がってるよ。自然がどれだけ暴れても、ぼくたちは受け入れるしかない。どこまでも逃げられるわけじゃないし、正面から向き合ったところで話が通じる相手でもないからね」

「すごい。達観されてるんですね」

「ううん、これは単純な事実だよ」

「ビスマスさんに怖いものはなさそうですね」

「あはは。ぼくにだって怖いものはあるよ。ぼくは天災より人が怖い」

「ひと？」

「ぼくの話はここまでね」ビスマスはやわらかな笑顔を見せて言った。

　アルムはビスマスのその表情を見て気付いた。ここからさきに踏み込むな、と伝えているのだ。ならばこれ以上続けるわけにはいかなかった。

「ところで、フローライトとはうまくやってるの？」

　やはりそうなるか、と思ってアルムは見構えた。

「同じことを船長にも聞かれました」

「あはは。それで？　きみはなんて答えたの」

　アルムはカルセドニーの質問には答えなかったことを思い出した。

「うまく、の種類にもよりますね。表向きは……うまくやってると思います」

「へえ。表向きじゃないほうは？」

「ちょっとぎくしゃくしてます」

　アルムは手に持ったクラッカーを持て余している。

〈リタ〉の乗組員の中ではビスマスと話す機会が一番多く、だいぶ本音を話せるようになってきた。しかしフローライトのこととなると話は別だ。とくに込み入った話ともなれば。

　フローライトが十八歳になったときに増えた、グレン・グナモアのもうひとつの命令。

　何とは無しに、アルムは命令の意味に目星がついていた。フローライトと過ごしているとそれがちらつき、どうしたって意識してしまう。アルムはそんな自分を悟られたくなくて、縮まっていた距離を露骨に広げた。いつものように当たり障りのない、星や海や空の話ならもちろんできる。しかし、あるラインを踏み出さないように気をつけるようになった。

　それは自分だけではない気がした。アルセノンの話をしてから、フローライトは話題を急に前触れもなく変えたり、神経質な笑顔を見せるようになったからだ。

　ビスマスはもう一度アルムにボトルを渡してきた。

「ふうん。ぼくは、きみならフローライトとうまくやっていけそうな気がするんだけどな」

「そう思う根拠はなんです？」

「そうだな。前任者たちと違って、きみはフローライトを腫れ物扱いしなかったね」

「……いまはしてるかもしれません」

「それはぼくの言ってる意味と全然違うんじゃないかな？　前任者たちはフローライトより、前にあるものしか目に入ってなかったよ」

「前にあるもの？」

「つまりね、前のやつらは色眼鏡で見てたんだよ。フローライトをアルセノンの入った容れ物としか見ない。だからフローライトは自分が存在していないように感じた。自分にあるのは利用価値だけだってね」

　アルムの中でなにかが発火したような刺激が走った。

　あなたの目はちゃんと映る？

　アルセノンの話をする前に、フローライトが言った言葉。

　見えない真昼の星たちが、なぜフローライトのこころを揺さぶるのか。

　その理由がはっきりわかった。ビスマスの指摘は明快で的確だ。

「もう少しフローライトを受け入れてあげたら？　きみがあの子をモノとして見なかった、それだけであの子には十分なんだと思うよ」

「でもそれはなにも知らされていなかったからできたことで、もしアルセノンやここでの任務の知識があったら、おれも色眼鏡をかけてたかもしれないですよ？」

「そうかもしれないし、そうじゃないかもしれない。いつだって大事なのはいまだけだ」

　ビスマスは大きく伸びをすると、脚を投げ出すように座りなおした。

「どうして〈リタ〉の人たちは、みんな揃そろって最後まで教えてくれないんだろう」

「だってきみはもう子どもじゃないだろう？」

「それはそうですけど……」

「フローライトはまだ起きてると思うよ。ぎくしゃくを埋めに行けば？」

　甲板に広がったクラッカーのくずをざっと手でかき集めて、ビスマスはそれを海に投げた。とても慣れた手つきだった。

「ビスマスさん」

「ん？」

「フローライトをここに連れてくることはできないですかね」

「結論から言うと無理だね」

「どうしてもだめなんですか」

　アルムは食い下がった。食い下がる相手が違うことはわかっていた。

「カルだけじゃ許可は出せない。もっと上の許可がいる。フローライトがブルー・ステイブルを出るときは彼女が死んだときか、〈リタ〉が沈むときだけだ」

「……じゃあフローライトはずっと星を知らないまま、あそこで一生を過ごすんですね」

　わかっていたとはいえ、やはり失望は隠せなかった。

　血を抜き取られ、偽装された移送船の船底の部屋に押し込められて、外に出ることさえかなわない。星を見せてあげることもできないのなら、ほかになにを彼女にしてあげられるだろう？

　アルムは立ち上がった。

「ごちそうさまでした。今夜はもう寝ます」

「ぼくはもう少しここにいるよ」

「おやすみなさい」

「おやすみ」

　アルムは走ってアッパーデッキを後にした。自室に戻って、思いつきを形にしようとメモを書きはじめた。幸い眠くない。今夜は徹夜になってもかまわない。




　アルムが姿を消したのを確認してから、ビスマスは小さな声で言った。

「盗み聞きはいい趣味じゃないね」

「おっと、バレてたか……」

　そう言ってカルセドニーがのそのそと這はい出だしてきた。アッパーデッキの隅に置いてある物資コンテナのそばに隠れていたのだ。

「すまんな、ビスマス」

「なんでも屋だからね、なんでもやるよ」

　ビスマスから渡されたワインをカルセドニーは数口で空にした。

「ここまでしてあのふたりを急せかすなんて……グレン・グナモアはなにを焦あせってるの？」

「さあな。あいつは話さないことのほうが多いからな」

「アルムからもフローライトからも、グレン・グナモアに報告できることは聞いてないよ？」

「かまわんさ。結局はふたりの問題だ」

「アルムがうまくやるといいな。あんなにかわいい弟分ははじめてだし」

「……なるようにしかならんだろう、こればっかりは」

「いつだってなるようにしかならないよ」

　ふたりの大男は夜空を見上げた。ため息がシンクロして、ふたりで大笑いをした。
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「スイートハート、起きてるかい？　きょうの定期連絡、午後になったよ」

　ビスマスが姿の見えないフローライトに声をかけると、少しの間をおいてフローライトがベッドの下からもぞもぞと出てきた。

「……なにやってるの？　スイートハート」

「聞かないで……」

　フローライトは下を向いて答えた。

　採血に来るアルムを驚かせようと隠れていたなんて、あまりに子供っぽくて言えない。フローライトはこれ以上ビスマスが聞いてこないことを願った。

「ぼくがココシリ・チュ・グマの生き残りって話を、アルム君にしたね？　スイートハート」

「いけなかった？　だって二人に仲良くなってもらいたかったの。アルムがなんの遠慮もなく話せるとしたら、〈リタ〉の中じゃビスマスしかいないと思ったから」

「そういうのをブルー・ステイブルの外ではおせっかいというんだよ、スイートハート」

「おせっかい？　これがおせっかいなの？　わあ、初体験しちゃった」

「ぼくはお小言を言ってるんだよ？　スイートハート」

「ごめんなさい。でもほんとにそう思ったの。アルムは〈リタ〉に来てからわたしのお守もりしかしてないし、きっとストレスがたまってるだろうな、って」

「どうしてそう思うんだい、スイートハート」

「だってしゃべれないドーマにずっと話してるんだもの。ドーマは返事をしないのに」

「目が光るよ、『はい』と『いいえ』を伝えてくれる。きっとアルム君は、それが心地いいんじゃない？」

「ふうん……。それって、つまりはわたしがしゃべりすぎってこと？　わたしも『はい』と『いいえ』で答えたほうがいい？」

「そんなことしたらアルム君は混乱して、もっとドーマに依存しちゃうんじゃない？」ビスマスはくすくす笑いながら言った。

「なんだか最近よくわからないの。わたしはどうしちゃったんだろう……？」

「なにがわからないんだい、スイートハート」

「それがわかれば苦労しないんだけど」

「フローライトがわからないんなら、ぼくにも絶対わからないよ？」

「うん、そうよね。わたし、いまかなり支離滅裂なの」

「なにかあたたかいものを用意しようか？」

「ううん、いい」フローライトは首を振った。

「ごめんなさい、ビスマス。ココシリ・チュ・グマのことなんてきっと思い出したくないはずなのに。勝手にアルムに話しちゃって……。アルムがビスマスの年を知りたそうにしてたから、つい言っちゃったの。わたし、ビスマスがどう思うかなんて、なんにも考えないで言っちゃった。ほんとうにごめんなさい」

「もう気にしなくていいよ。べつに隠してるわけでもないしね。ぼくもちょっと大人気なかったかな？　フローライトがせっかくお膳立てしてくれたのに」

「もしビスマスがかまわないなら、アルムに直接教えてあげてくれる？」

「年のこと？　それともココシリ・チュ・グマのこと？」

「どっちでもいいわ。話し相手になってあげてほしいだけ。わたしはアルムの話し相手としてはふさわしくないもの」

「どうして？」

「だってわたしは【管理】の対象者だし、アルムにとっては話し相手というより、わがままばっかり言う、駄々をこねてる小さない子みたいなものだから」

「あはは。自覚はあるんだね」ビスマスは目を細めて言った。

「……笑いすぎじゃない？」

「ぼくにとっても、きみは駄々をこねるかわいい妹だよ、スイートハート」

「ありがと。でも嬉うれしくない」

「いつかアルム君にも、フローライトにも話してあげるよ。でもまだそのタイミングじゃないかな。ぼくの中でもまだ整理がついていなから」

「うん、わかった」

「お、噂うわさをすればご本人の登場だ」

　ビスマスに言われてフローライトが入り口のほうを見ると、最近になって〈リタ〉のセキュリティの解除キーを持たせてもらえるようになったアルムが、その解除にてこずりながらブルー・ステイブルに入ってくるところだった。

「じゃ午後にまたね、スイートハート」

　ビスマスはそう言うとアルムと入れ替わるようにブルー・ステイブルを出て行った。

「あれ、ビスマスさんは？」

「定期連絡が午後になったって伝えにきただけ」

「グレン・グナモアとの？」

「うん」

「今度は悲しいニュースがないといいね」

　アルムは採血の準備をはじめた。




　アルムは一か月ほどかけて、あるものをつくっていた。休憩時間と夜しか時間がとれなかったが、出来上がったそれはなかなか満足のいく仕上がりだった。それを箱に入れてブルー・ステイブルにこっそり持ち込み、採血のあとにドロワーに入れた。

「ん？　なあに？」

　フローライトは興きよう味み津しん々しんで箱を取り出すと、テーブル代わりの積み重なった本の上に箱を乗せた。そして慎重に封を開けてそっと中身を取り出した。

　木でできた土台の上に、黒い金属の球体が乗っていて、そこにはたくさんの小さな穴が無秩序にあいている。フローライトはその穴をひとつひとつ確かめるように指でなぞっていく。

　それはアルムが工具でひとつずつあけたものだ。

　フローライトは目の高さまで持ち上げて観察している。これがなんなのかを考えているのだろう。見かねてアルムは助け船を出した。

「下のほうにスイッチがあるから押してみて」

　フローライトがスイッチを押す。同時にアルムは部屋の照明を落とした。

「わあ……」

　ブルー・ステイブルの無機質な天井一面に、手作りのいびつな星空が広がった。

「きれい……」

　フローライトは魅了された。こんなに美しいものは見たことがなかった。

「本物には程遠いけど、気分だけでも味わえたらと思ったんだ」

　アルムの言うとおり、きっと本物の夜空と比べたら、天井を覆っているこの夜空は比較にならないほど小さなものだろう。

　それでも、フローライトはここに無限を見たような気がした。

「本物よ、わたしには」

　偽にせ物ものの夜空と、光でできたつくりものの星を、ふたりはしばらくのあいだ見上げていた。




　星となる光を通す穴を開けるとき、アルムはフローライトのことを思った。

　フローライトに知らない世界を少しでも見せてあげられたら、という一心だった。予想していた以上にフローライトの喜ぶ姿を見ていたら、アルムはなにか熱いものが押し寄せて、どうしようもなく苦しくなる自分をはっきりと感じた。

　その原因はとても不確かなもので、自分を不安にさせる未知のものだ。

　アルムは鼻とくちびるのあいだに汗を感じて右手の甲を押し当てた。

　すると突然、夜空を見上げていたフローライトが前触れなくアルムのほうを見た。

　アルムはどきりとした。

　フローライトの目から涙がこぼれ落ちている。服の胸のあたりに、小さな丸い跡をつけて。

「……いけない」

　フローライトはそう言ってアルムに背中を向けた。素早く服を脱ぎ、下着だけになる。アルムは驚いて声も出せず、とっさに背を向けた。

　すると出し抜けに扉が開いて、ひどく面倒くさそうな顔をしたゼキとドーマがブルー・ステイブルに入ってきた。ゼキは照明を元の明るさに戻してから、ドロワーの中に特殊な密閉容器を入れてフローライトの側に押し込んだ。

「なに泣かしてんの？」ゼキはアルムに詰め寄った。

　背後ではドーマが、滅菌されたタオルと、薬液が染しみ込んで薄紫色になったガーゼをドロワーに入れている。フローライトはそれらを受け取ると、全身を丁寧にぬぐっていった。そして使い終わったタオル、ガーゼ、脱ぎ捨てた服を小さくまとめて密閉容器にねじ込み、それを防水シートで二重にくるんでからドロワーに入れてゼキに押し戻す。分厚い手袋をしたゼキはそれをつかむのに苦戦しながら、冷却機能のあるボックスの中に入れてしっかりと封をした。封に日付などを書き記していく。その間にフローライトは新しい服に着替えていた。

「……久しくこんなことなかったのに。アルム君、きみなにやってんの？」

「わたしが悪いのよゼキ。アルムは悪くない」

「もう大人になったと思ってたのに。船長にも報告しないと」

「グレンに、それサンプルにしないでって言って」

「ぼくが言ったところでどうにもならないのに」

　ゼキは憤ふん怒ぬの形相でブルー・ステイブルから出て行った。わずか数分の出来事だった。

「いまのは……？　おれはなんで怒られたんだろう？」

「ああそれは……単純に面倒くさいからだと思う。グレンにも報告しなきゃならないし。涙はなんでだか血液よりも毒性が高いの。ずいぶん前に、涙から精製した試薬の実験で事故があって、研究者が亡なくなってる。ゼキもグレンも神経質にならざるを得ないのよ」

「血液だけじゃなくて、涙も？」

「そう。血液だけじゃないの。だから厄介なの、わたし。生理的な涙ならそこまでじゃないんだけど、感情的な涙は成分が少し違うらしくて薬にはできなかったの。泣かない訓練を自分なりにしてたんだけど……。感情のコントロールって難しい。不意打ちされたら抵抗できないし」

　そう言ってフローライトは屈託のない笑顔をアルムに見せた。

「ごめん、おれが余計なことしなければ……」

「それは違う。余計なんかじゃない。だってわたしは夜と星を手に入れたのよ？」

「子どもの工作レベルなのに？」

「それでもわたしには本物なの」フローライトは頰を膨らませた。

「……泣くこともできないなんて、禁止事項が多すぎるよな」

「慣れてる。気にしないで」

「でもそれはきみが望んだことじゃない」

「うん、それはそうね……」

　アルムはガラスの壁に手を伸ばして右手のてのひらをぴたりとつけた。

　それを見たフローライトもベッドから立ち上がって壁に歩みより、アルムの手に自分の手を重ねた。ゆっくりアルムがガラスの壁に額をつけると、フローライトも額を合わせた。照れてしまってアルムは少し笑った。それを見たフローライトも笑った。

　アルムはいままでわざと広げていたフローライトとの距離を急に縮めたことが直視できなくて、逃げるように目を閉じた。

　そのときブルー・ステイブルに警報が鳴り響いた。

『外部からの侵入を確認』
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　エリダニアでは、パタプスコに向かう準備が着々と進められていた。

　数週間に及ぶ訓練を終えると、グレン・グナモアの外見、声、仕草などをクリストバルは完璧にマスターし、メイクもすっかりお手の物だ。クリストバルが執務室で最終チェックを念入りに行っていると、出発の準備が整ったことを告げにきたカニツァが驚いて言った。

「ほう、これではどちらが総統なのかわかりませんな」

「どっちか当ててみろ」

「総統は冗談がお嫌いですから、クリストバルでしょうな」

「……おまえは実につまらんやつだ！」クリストバルは本気で悔しがった。

「わたしが面白がってどうするんです？」

　カニツァは冷ややかに言うと、愛人部屋にいるグレン・グナモアに声をかけた。

「総統、船と馬の準備が整いました」

　一時間ほど前から愛人部屋に籠っていたグレン・グナモアが姿を見せた。

　クリストバルは目を奪われた。

[image: ]

　グレン・グナモアは黒髪のボブスタイルで、普段とは違う眼鏡をかけている。いつもの編み上げブーツではなく黒いオープントゥのピンヒールを履き、黒い細身のパンツに黒いジャケットを携えている。シャツはボタンが大胆に開けられていて、豊かな胸の谷間が惜しげもなくその存在感を誇示している。脇に白衣を携えているところを見ると、アカデミーの職員に扮ふんするつもりなのだろう。

　見事なスタイルがシャツの胸元を除いて抑制されているぶん、なぜか痛烈にセクシュアルで、クリストバルは雄お叫たけびをあげたくなった。

　グレン・グナモアは遠慮のない視線が自分の胸元に注がれていることに気づいて言った。

「ふん、効果はあるんだな」

「は？」

「これで誰も顔なんぞ見んだろう」グレン・グナモアは人差し指で胸の谷間を指した。

「……たしかに」クリストバルは文句なしに同意する。

「しかし落ち着かんな」

「いえ総統、あるもんは使いましょ。せっかくですから。ああもったいない。毎日それでもいいのになあ。式典終わっても、ずっとそのカッコしましょうよ」

「馬鹿を言うな。先に出るぞ」




　その日の夕方、グレン・グナモアに扮ふんしているクリストバルを乗せた大型高速船は、パタプスコに向けて出航した。天候がよく、航路が穏やかなら翌々日の早朝にはパタプスコに着く。

　別便に乗ったグレン・グナモアは、クリストバルに船内をうろつくなと命じた。

　カニツァの目の届かない場所で想定外の事態が発生すると、大型とはいえ密室だらけの船の中では打てる手が限られる。不必要なリスクを負わないためにも船室からは極力出ないほうがいいと、きつく言い渡したのだ。

　乗船後、クリストバルは統治者専用船室にはどんな豪華なものがあるのかと室内をうろうろ歩き回っていたが、娯楽が少なすぎて気落ちしたのだろう。がっくりと肩を落とし、「この空間で二日もなにしろっていうのよ」と大声で嘆いた。

　カニツァはそんなクリストバルをつねに視界のすみにとどめつつ、クリストバルのために低く加工されたグレン・グナモアの編み上げブーツを磨きはじめた。

　その作業をしている間、クリストバルは革張りのソファで読みもしない新聞を広げて、カニツァのことをじーっと見ていた。退屈に飽きてかまってほしい子犬のようだ。

「……なにかわたしに用でもあるんですか？」

　カニツァがしぶしぶ言うと、クリストバルは待ってましたとばかりに立ち上がり、持っていた新聞をいままで座っていたソファにばさりと投げた。

「こないだ資料庫に行ったんですよ」

「公文書を保管するシドン文庫のことですか？」カニツァは手を止めずに返事をした。

「そこに人事の資料もあると思ったんで」

「なぜそんなものを？」

「おれの資料が見たかったんですよ。総統と初めて会ったとき、総統はおれの成績を知ってると言ってたんで、どんなこと書かれてんのかな、って気になってたんです」

「そうですか」

「どうだったかは聞いてくれないんすね……」クリストバルは残念そうに言った。

「わたしが聞いてどうするんです？　あなたが言いたいのなら、好きにしたらいいんです」

「可もなく不可もなくっていうか……おおむね事実が書いてありましたよ。で、せっかくだから、おれは替え玉という職権をおおいに利用して、ほかのマゥルスたちの資料をかたっぱしから見ちゃおうと思いましてね」

「……はしたないことを思いついたものですね」

「でもここ最近、おれはずっとグレン・グナモアですからね。やろうと思えば最高機密にもさわれちゃうわけですよ」

　カニツァはぞっとした。

「そんなことをわたしに無断でしていたのですか？　……シドン文庫の担当者には怪しまれなかったんでしょうね？」

「そりゃもちろんですよ」

　カニツァは磨き終えた左足用のブーツをクローゼットにしまった。

　続けて右足用のブーツの手入れをはじめようとすると、クリストバルが近くにあったミンクオイルを手渡してきた。

「マゥルスの中で、ひとりだけ資料が見つからない人物がいたんですよね」

「厳重な警備下にあるシドン文庫の管理は行き届いているはずですし、そんなことはありえないでしょう。対象がマゥルスであればとくに」そう言いながらカニツァはオイルを受け取った。

「確かにマゥルス全員のファイルはありましたよ。統治府での転属履歴やら、訓練船時代の成績やら、家族構成や友人とかの人間関係とか、過去に信仰疑惑がないかにいたるまで、すんごく分厚いのがひとりひとりに。でもひとり、紙一枚だけの人間がいたんです。そこに書いてあったのは、名前とか生年月日とかの、基本情報だけでした」

　クリストバルは一呼吸おいてから言った。

「カニツァ首席補佐官。あんた、ほんとはどういう人なんです？」

　カニツァは手を止めた。

「……総統にお仕えしているマゥルスですよ」

「総統に聞いたんですよ。すげえ怒られましたけど、シドン文庫に行ったことも正直に話して。で、カニツァって人はどんな人で、なんでマゥルス入りしたんですかって」

「そんなことで総統を煩わせたのですか？　あきれた方ですね」

　カニツァは無関心を装よそおいつつもそれらしく聞こえるよう、少し気け色しきばんで言ってみせた。

　クリストバルがどれだけうまく立ち回ったとしても、グレン・グナモアのほうが上手だ。グレン・グナモアがなにか口を滑らせるとは思えなかった。

「もちろん総統はあんたがとても有能だから任命したって言ってましたよ。でもその有能ってのを証明できる過去の資料はシドン文庫にはいっさい無いわけで。公になっているのは、武官出身ってことくらいでしょ？」

「それがあなたにとってなにか不都合でも？」

「うーん、不都合はないです。でも……いくら過去に失敗がないって言われてもですよ、この作戦でもしかしたらおれは死んじゃう可能性もゼロではないでしょ？　おれはこれから自分の命を、総統と、あんたと、天下無敵とかいうコラキスに預けることになるんすよ。得体の知れない人に命を預けるほど、おれだってお気楽者じゃないんです」

「……これはこれは。野卑な邪推を正当化する技術を、短期間で身につけたようですね」

「そんな言い方されたら、おれにはなにも言いたくないって聞こえますよ？」

　カニツァはミンクオイルの瓶の蓋を開けて、白い綿布にオイルをしみ込ませた。

「……聞いて楽しい話ではありません」

「受けて立ちますよ。聞くべき話が楽しくないのは世の常ですから」

「あなたって人は」

　これ以上拒絶したところで、クリストバルは納得しないだろう。

　カニツァはオイルのしみ込んだ綿布で右足用のブーツを黙々と磨きはじめた。

　その間、クリストバルはカニツァが話し出すのを辛抱強く待っている。

　それは意外なことだった。普段なら小さなことでもなんやかんやと騒ぎ立てる男だからだ。だがいまは、黙ってただ待っている。それが得策だと思っているからだろう。

　たっぷり時間をかけてブーツを磨きあげると、カニツァはそれをクローゼットにしまった。

「……ずいぶん昔のことです。わたしはひどい詐欺にあいましてね」

　カニツァは簡易キッチンに向かうと、ポットをコンロの火にかけてお湯を沸かし始めた。

「どんな詐欺にあっちゃったんです？」

「貧困地帯でボランティアを行っている慈善団体から、熱心な勧誘を受けたんですよ」

「……まさかその慈善団体とやらに入っちゃったんですか？　石橋を叩たたくだけ叩たたいて結局は渡らないようなあんたが？」

「ええ。わたしは無学でしたので真に受けてしまいました。そこで善と悪について一方的に学ばされたんです」

「ん？　それはどういうことですか？」

「簡単なことです。偏向した教育を受けたわたしは、悪に対して正義を施す任務に従事したんです。破格の俸給ももらえましたのでね、有頂天でしたよ」

　カニツァはコンロの火を弱めて、棚からカップをひとつ取り出した。ポットの蓋を開けて中を覗き込み、湯が沸騰した直後に火を止めると、そばにあるティーポットに熱い湯を入れ、あまった湯をカップにも注ぎ込んだ。

「でもいまは、あんたはこっち側にいる。エリダニアの、しかもマゥルスのどまんなかに」

「すんでのところでしたが、わたしは気付くことができましたから」

「こっち側に来るきっかけが、絶対どっかであったはずですよね？」

「……世の中には知らずにいたほうがよいこともあります。あなたはそのことをそろそろ学ばれては？」

　カニツァはカップの湯を捨て、ティーポットに茶葉を三杯入れた。

「いくら知らずにいたほうがよくても、おれが知りたい場合はどうなります？」

「わたしの知ったことではありません。わたしはすでに話し過ぎました」

「こんだけで？　いけずだなあ。じゃあ、あとひとつだけでいいですよ。どうしてあんたがいま、こっち側にいるのかってことを教えてくれれば」

「どうしてそんなことをあなたは気にするんです？」

　カニツァが牽けん制せいしても、クリストバルはにんまりするだけだ。

　カニツァは温めてあったカップにお茶を注ぐとキッチンに備え付けられたカウンターにお茶を置いた。クリストバルはカウンターのそばにあったスツールを出して、そこに腰を掛けた。

「わたしはひどい詐欺にあったと言いましたね？」

「言ってました」

「善と悪の境目が逆転するのを、予期せず目まの当あたりにしたんです」

「それが詐欺……？」

「ええ。なにが善で、なにが悪か。その境目はどこにあるのか。わからなくなってしまったんです。それで逃げ出したんですよ」

「あんたはおれに、ほんっとになぁーんにも、言いたくないんすね」

　クリストバルは飲みかけのカップを置いて言った。

「でもおれだってわかってるとは思えない。境目がわからないって、やばいことですか？」

「さあどうでしょう。一概にわたしが言えることではありません」

「やっぱり具体的なことは言わないですませようとしてる」

　クリストバルはわざと行儀悪くお茶を飲んだ。ずずず、とお茶をすする音がキッチンに響く。

　クリストバルはお茶を飲み干すと、カニツァの顔を正面に見据えて言った。

「あんたいま、幸せですか？」

「はい？」

「どうですか？　あんたはいま、幸せですか？」クリストバルは真顔だ。

「それは……」

　カニツァは答えに詰まった。カニツァ自身、信じ難がたいことだがありえないことが起きている。クリストバルを相手に、返すべき言葉を完全に見失ったのだ。

「……いまのところは」カニツァはなんとか返事を絞り出した。

「ならよかったじゃないすか。グレン・グナモアのそばにいるんだから絶対安心ですよ。おれが太鼓判を押しちゃう」

「総統とお呼びするように何度も……」

「だっていまはおれが総統ですからね。総統が総統って言っちゃおかしいじゃないすか」

「……あなたって人は」

「はいはい。おれってのは、そういう人ですよ」

　クリストバルはそう言い捨てると寝室に向かった。キングサイズのベッドに飛びこんで、大きな枕を抱えて膝に挟みこみ、右に左にごろごろしはじめる。そのまま午睡を呼び込むつもりなのだ。そして数分もたたないうちに、いびきをかきはじめた。

　言動が粗暴で、野卑で、無神経。それがカニツァのクリストバルに対する率直な印象だった。

　だがその印象は薄れつつある。

　補佐官になったその日からつぶさに見ていたグレン・グナモアは、いかなるときも緊張感を保ち、ときに冷酷な印象を人びとに与えるほどの冷静さでリーンを牽けん引いんしていた。つねに人に囲まれ、プライバシーもなく公人として生きてきたグレン・グナモアの孤独をカニツァはいつも案じていた。

　だが主従関係など意に介さず弟のようにじゃれるクリストバルと、グレン・グナモアのくだけた表情を見ていたらそんな気持ちはすっと消えてしまった。

　クリストバルはいとも簡単に、人の懐ふところに嬉き々きとして土足で踏み込んでくる。だがそれを不愉快に思わせない。

　もしもっと食い下がられたら、自分の過去のことをぽろぽろと話してしまうのかもしれない。そう思うと少しひやりとする。

　観察眼には光るものがあるし、緩急を見極めて出方も変えられる。場当たりでしのいでも結果的にはいい選択をする。

　それらは訓練では補えない、天性のものだ。

　うまく育てばとても有能な補佐官になる。




　二日後、大型高速船は無事にパタプスコに到着した。

　旧世界病患者も多いうえに干ばつが続いたこともあって、パタプスコは急激に人口を失っていた。タブレットはパタプスコの人びとにとって待望の品で、完成品が最初に配布される場所がパタプスコに決定したときには号外が配られたほどだ。

　低くたれこめる雲の下、蒸し暑い二階建ての会場は大勢の人でごった返していた。

　すでにパタプスコにはエリダニアから派遣されたセキュリティスタッフが何十人もいたが、レジスタンスのアジトがあるという根強い噂うわさもあって、マゥルスやアカデミーの人間も現地入りしてから目に見えて神経質になっている。

　特別に設営されたテント内の控室で、クリストバルはスピーチ原稿に何度も目を通していた。

　音声変換器の調子もよく、リハーサルとばかりに控室から出てアカデミーの人間と積極的にすれ違ってみる。後ろを歩くカニツァの威光もあって、気づかれることは全くなかった。

　話しかけられれば軽く微ほほ笑えみを見せて手をあげる。敬礼されれば会え釈しやくをする。

　誰も気づいてない！　こりゃ痛快だな……。

　クリストバルはほくそ笑んだ。

　もうすぐ式典がはじまる。

　クリストバルは最後の化粧直しで臨戦態勢に入った。





21






　オリヴィアはからっぽの鞄かばんを見つめていた。

　パタプスコ行きを前に、グロッシュラーに「荷物をまとめてらっしゃいよ」と言われて自室に戻ってきたところだった。

　でも私物は全部処分してしまったし、備え付けの家具には埃ほこり除よけの布をかけてある。誰かがここに踏み込んできたとしても、この部屋からは手がかりが得られないようにするために。

　だから鞄かばんに入れるものなんて、なんにも残っていない。

　そっと部屋を出て鍵をかけ、ドアに背中をあずけるようにもたれて目を閉じた。わずかな時間だったけれど、ここで暮らしたことを心に刻みづけようとする。

　オリヴィアがパタプスコに同行することが決まった数日前、本国からのエージェントが大胆にもアカデミー内でオリヴィアに接触してきた。二年前からアカデミーで研究員として二重生活をしており、今回のパタプスコ行きのスタッフにも選出されているという。

　同じ研究員どうしだったので怪しまれることもなく、計画を実行するための手順を練り、ホームパーティと称してほかのエージェントとの打ち合わせを重ねた。

　実際に事に当たるのはドラルから極秘に派遣された生え抜きのエージェントだが、計画を知っていること自体が大罪だ。オリヴィアはどう転んでも断罪に処されるだろうと覚悟していた。

　ドラル王がオリヴィアを矢面に立たせるのは、グレン・グナモアに本気を示すためだ。

　交渉のカードにされたオリヴィアが、拉致に成功し監禁されたグレン・グナモアの前に姿をさらすのは尋問するそのときだけだとエージェントは言う。オリヴィアは表向きの予定どおりにグロッシュラーのアシスタントをしていればいい。

　動き始めてしまった。もう戻ることはできない。

　オリヴィアはからっぽの鞄かばんに遺書だけを入れた。部屋に残っていた唯一のものだった。




　風向きが変わって厚い雲が吹き流されていくと、パタプスコに日ひ射ざしが戻りはじめた。

　蒸し暑さがやわらぎ、懸け念ねんされていた雨の心配もなくなったようだ。

　式典が行われる会場内では、アカデミーのスタッフ用に設けられた来賓席に、グロッシュラーとオリヴィアが座っている。

　グロッシュラーはまるでオペラ観劇でもするかのようにわくわくした顔をしている。これから起きる双方のはかりごとが、どの時点で実行されるのかが楽しみで仕方がないといった感じだ。今日はいつもの白衣ではなく、白のスキニーパンツに白のシャツ、その上から光沢のある黒いテーラードジャケットを肩で羽織り、足元はスエードの真紅のスパイクヒールできめていた。アンクルストラップは蛇がモチーフとなっていて、グロッシュラーの足首に従順に巻き付いている。

　一般に開放された立見席には、リーン最高統治者を一目見ようと大勢の人が詰めかけていた。

　そもそも娯楽の少ない《未浄化国》では、最高統治者が視察にきたり、式典に出席するだけで天地が引っくり返るようなお祭り騒ぎになる。ご多分に洩もれず、パタプスコの人びとの過剰な期待や、やじうま根性に火がついた会場は、時間とともにボルテージが上がっていった。

　来賓席の末席にいる黒ずくめの女の耳に収まった小さな通信機に、次々と状況報告が飛び込んでくる。黒ずくめの女は何度か髪を直すふりをして感度を確認した。

　ふいに割れんばかりのすさまじい歓声がとどろき、音圧となって会場全体を揺らす。

　グレン・グナモアが登壇したのだ。

　人びとから「グレン・グナモア万歳！」の声が次々と上がり始める。その声はやがてひとつの大きな渦のようになり、グレン・グナモアただひとりに注がれていく。壇上のグレン・グナモアは軽く手をあげ、民衆の歓喜の声にこたえた。その姿を舞台袖でカニツァが見守っている。

　黒ずくめの女は耳に神経を集中させている。

　異常があったとの報告はない。

　壇上のグレン・グナモアが着席すると、人びとは少し落ち着きを取り戻した。

　一世一代の任務の最中のクリストバルは、パタプスコ市民の熱狂的な歓迎にすっかり心を打たれてしまい、彼らに掛け値なしの親近感を抱いた。




　いよいよ式典がはじまった。

　まずパタプスコ首長からグレン・グナモア最高統治者への歓迎のあいさつがあり、続いてグロッシュラーが壇上に立ってプレゼンテーションをはじめた。

「パタプスコのみなさん、お待たせしました！　今日、リーン・アカデミーがみなさんにお披露目するのは高機能栄養凝縮タブレットといって……」

　映像を交えた説明に会場内の人びとは夢中になっている。「これ一粒で？」「すごい時代になったもんだ」などと、あちこちで高揚した声がさかんに上がっていた。

『Ｃ３ブロック異常なし』

『Ｋ７ブロック異常なし』

　黒ずくめの女の耳に、単調にも聞こえるセキュリティスタッフの声が続く。女はだるくなった脚を組み替えた。眼鏡の奥から、鋭い目でオリヴィアを見つめる。

　グロッシュラーがプレゼンテーションを終えると、次いでグレン・グナモアが原稿に目を落とすこともなく、威厳たっぷりにスピーチをはじめた。

　黒ずくめの女は奇妙な既視感を覚えた。

　あそこにいるのはまさに『グレン・グナモア』だ……。

「……みなさんの暮らしがこの革新的なタブレットによって、よりよくなるよう願っています」

　そうグレン・グナモアがスピーチを締めくくると、会場の人びとは拍手し大歓声をあげた。壇上のグレン・グナモアは目頭を熱くさせながら片手を力強く突き上げる。

　黒ずくめの女は眉をひそめた。グレン・グナモアは普段そんなことはしない。

　壇上のグレン・グナモアはピンヒールの編み上げブーツで優雅に歩き出すと、タブレットを配布するために会場を移動した。カニツァがグレン・グナモアの後ろにぴたりとはりつき、そのやや後方にグロッシュラーが、さらにその後ろにオリヴィアが続く。

　黒ずくめの女は座ったまま視線で追いかけ、オリヴィアの一挙手一投足を注意深く観察する。

　タブレットの配布が始まると、セキュリティスタッフに誘導されたパタプスコの人びとは誰ひとり割り込むことなく整列し、順番を守って受け取っていく。人びとは一様に笑顔で、その場でピンクのタブレットを飲み込む者もいた。




　タブレットを渡すのは写真撮影用に数人だけというシナリオだったが、満面の笑顔で民と接しているグレン・グナモアはなかなかその場から立ち去ろうとしない。民衆は大喜びだが、シナリオにないことは避けたい。黒ずくめの女は気を揉んだ。民と気軽に触れ合う姿に違和感を持つ者がいるかもしれない。

　拉致が実行されるタイミングまではつかめていない。コラキスは式典のはじまる前、もしくは登壇中を狙うのではと推測していた。帰路はアカデミーとマゥルスは別ルートを使うため、グレン・グナモアを狙うならチャンスはいましかないのだ。

　数十分後、ようやくグレン・グナモアの退出を告げるトランペットの音が会場に響いた。

「グレン・グナモアばんざーい！」

　グレン・グナモアはにこやかに手を振ってその場を後にした。

　やつは少し笑いすぎだ……。黒ずくめの女は不機嫌になった。

　その刹那、背後に気配を感じて振り返った。

「ねえ、きみ見ない顔だけど、どこのセクションなの？　このあとなにもなかったらジャダイに戻る前にどこか寄ってかないかい？」

　薄い唇をした若い男が、甘ったれた目で黒ずくめの女を見ている。

　……わたしとしたことが、こんな若造に背後をとられるとは。黒ずくめの女は右眉をあげた。

「悪いけどまだ仕事があるの。ごめんなさい」

　ほとんど経験のない女性らしい言葉を発する自分にイラつきながら、黒ずくめの女はにやけた男の申し入れを断った。

「じゃあせめてどこのセクションかだけでも教えてよ。あとで連絡するから」

　黒ずくめの女はしつこく言い寄る男に酷烈な言葉を用意して男と目を合わせた。男はやっと美人が自分を見てくれたと、尻尾を振る犬が涎よだれをたらさんばかりに見つめ返す。

「悪いけどわたし……」

　そこまで言いかけたところで会場内に金属音のような悲鳴がとどろいた。

　黒ずくめの女は視線を右に左に走らせると、退出間ま際ぎわのグレン・グナモアが首を押さえてカニツァの腕の中に後ろ向きに倒れこんでいくのを見た。

　黒ずくめの女の耳に、方々から怒号のような報告が乱暴に飛び込んでくる。

『総統が襲撃を受けた！』

『総統は狙撃された模様……大至急医療班を……』

　黒ずくめの女はカニツァを見た。その視線に気付いたカニツァが右手で耳のあたりをさわった。それを見て黒ずくめの女は軽くうなずく。作戦開始だ。

　セキュリティスタッフの中に、今回の計画について知っているものはいない。ここはうまく切り抜けないとスタッフに計画の邪魔をされることになる。

「あれ、なにかあったみたいだね。でもおれたち下したっ端ぱには関係ないかな。ねえ、きみほんとうにどこのセクションなの？　きみみたいな美人、一度見たら忘れないはずなんだけどな」

「もう行かなくちゃ。そろそろ失礼するわ」

　黒ずくめの女が立ち上がろうとすると、男が素早く女の腕をつかんだ。

　それは何気ない動作だったが、骨を砕くのではと思わせる力だ。男は女の腕をぎりりと締め上げた。女は痛みには耐性があるはずなのに、ほんの数秒腕をつかまれただけでこめかみに脂汗がじっとりとにじんだ。痛みを顔に出すまいとこらえながら、女は男の顔を睨にらみつけた。

「……何者だ」

「さあね」

　男が笑顔を見せると、左頰のほくろがえくぼで消えた。

　黒ずくめの女はなすすべもなく男に自由を奪われた。

　そして意識が途絶えた。




　カニツァは叫んでいた。

「前を開けろ！　総統をお連れするのだ！」

　人ごみをかきわけて前へ進もうとすると、グロッシュラーとオリヴィアが先導役を買って出た。グレン・グナモアを背負ってカニツァはふたりの後をついていく。

　オリヴィアはエリダニアのテントではなく、アカデミーの設営したテントに強引に誘導していったが、カニツァはそれにうまくだまされてやった。グロッシュラーは吹き出しそうになるのをこらえているせいでかえって面おも様ようが神妙に見え、はたから見ると冷静さを欠いて気が動転しているように見える。

　テントに入るとオリヴィアは腕まくりをして、そこにいたアカデミーの医療スタッフにてきぱきと指示を出していった。そして一呼吸おいてから、グレン・グナモアのそばにいるカニツァとグロッシュラーのほうに向いた。

「わたしがまずは応急処置をします。容体を安定させてからエリダニアに向かうことを提案します。よろしいでしょうか」

「ええ、早く総統の治療をお願いいたします」取り乱して見えるようにカニツァは言った。

「着衣を取りますので、カニツァ首席補佐官はご退出願えますか」

「いえとんでもない……！　わたしはいかなるときでも総統のおそばにいるのが仕事です。ここを離れるわけにはまいりません。こうなってしまったのはわたしの責任でもあるのですから」

「でも、ここはわたしにおまかせいただけませんか。グロシュさんも」

「え、わたしも？　一応わたしも医者よ？　麻酔銃の解げ毒どくは専門外だけど」

　オリヴィアは不可解に感じて「なぜ麻酔銃だと……」と口走った。

　この状況が愉快でしかたがないといった感じのグロッシュラーが「あら違うの？」と挑戦的に言ったのでカニツァは腰を抜かしそうになった。

　カニツァはぎりぎりまで食い下がってから、しぶしぶといった体ていでアカデミーのテントから出た。そしてテントから少し距離をとると、襟元にひそませた端末に向かって「散」とささやいた。コラキスの対策ユニットがゴーサインを受けて散開する。

　カニツァがアカデミーのテントの前に戻ると、黒ずくめの女が立っていた。

「おや、早かったですね」

「中のグレン・グナモアはご無事か？」

「優秀な医者がついておりますから、ご無事でございましょう。すぐに出発なさいますか」

「そうしよう。おまえのボスに会うのも久しぶりだ。臭くないといいが……」

　そう言って黒ずくめの女は後ろを向いた。そこにはグレーのタクティカルベストを身に着けた銀髪の男が立っている。

「久しいな、ビスマス」

「あでやかですね。いつにも増してお美しい。任務を忘れそうだ」

「ふん、おまえも変わらんな」

「まさか実戦に復帰するなんて思いもしませんでしたよ。危険手当をはずんでもらえます？」

「おまえのボスと交渉するんだな。……ほくろの男はどうした？」

「夢の中ですよ。二時間後には尋問できるでしょう」

「相変わらず手練だな」

「あなたもか弱いふりがお上手でしたよ」

　黒ずくめの女はにやりとしたが、腕には男に摑つかまれたあとが赤く残っている。

「コラキスはおまえを失って痛手だな」

「いつでも戻してくれていいですよ」

「そうしたいが、〈リタ〉にもおまえが必要だ」

　そのとき、テントの奥から悲鳴が聞こえた。声の主はグロッシュラーだ。

「誰かあ！　誰か来てぇー！　グレン・グナモアが連れ去られたわ！　誰か早く来てぇ」

「グロッシュラーさまはこの状況を楽しんでおられるようですね」カニツァは肩をすくめた。

「あれじゃ学芸会レベルだ」ビスマスが口をはさむ。

　にわかに周囲が騒がしくなると、たちまちパタプスコは大混乱に陥った。情報が錯さく綜そうし、スタッフが右往左往してさらなる混乱を引き起こしている。

「みんな楽しそうだなあ」ビスマスは頰を緩めた。
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　オリヴィアは用意されていた高速船に、グレン・グナモア、エージェントふたりと一緒に乗り込んだ。高速船は沈み込むように旋回すると、方向を定めてぐんぐん加速していく。

　粗末なベッドに意識のないグレン・グナモアを寝かせ、ドラルの南端に位置する離島へ向かう。ふたりのエージェントがリラックスする中、オリヴィアはひとり固い表情で全身から噴き出す汗を流れるままにしていた。

　万事うまくいった。うまくいきすぎた。とりたてて困難な障害もなかった。

　あやうくグロッシュラーにも鎮静薬を打たなければと案じたがなんとか引き下がってくれたし、古典的な言い訳だったが首席補佐官も退出してくれた。おかげでグレン・グナモアの服を脱がせることなく、少なくとも見た目だけは威厳を保ったまま父に引き渡せる。

　ついに踏み越えてはならない一線を越えてしまった。

　もしグレン・グナモアから情報を引き出せたとしても、自分はリーンの反逆者だ。

　オリヴィアはベッドで眠るグレン・グナモアを見下ろした。

　配属任命式で久しぶりに会ったとき、昔と変わらない美しさに驚いた。今日は幾分化粧が濃くみえるが、意識を失ったときでさえ美しい。同じ王女のはずなのに、この差はなんだろう？

　船はさらに加速していく。到着するまであと半日はかかるだろう。

　オリヴィアは振動する右耳からピアスを外した。

『成果を聞こう』

「成功したわ」

『でかした！　おまえならやれると信じていたぞ！』

　おまえならやれる？　うまくいったら手のひらを返したようなことを言うなんて……。

「移動中でよく聞こえないわ、またあとで報告を入れる」

　ドラル王はまだなにかを話していたが、オリヴィアは無視してピアスを元に戻した。

　いつになく上機嫌な父の声が、オリヴィアを憂鬱にさせた。
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「乗るときはちゃんと前もって言えよ」

　黒ずくめの女は〈リタ〉の船長室にいた。カルセドニーは侵入者を告げる警告アラームを数分前にやっと解除したところだった。

「いきなり来るから余計な仕事が増えるだろ。たたでさえビスマスを貸して手が足りねえのに」

　女は当たり前のようにカルセドニーの船長用の椅子に座って、机に踵かかとを置いて脚を伸ばしている。立っているカルセドニーからは女の靴のアウトソールが見えた。色はバーガンディだ。

「それになんだ、その恰かつ好こうは。若作りしやがって」

　女は返事をせずにドーマが用意したお茶のカップに手を伸ばす。

「エリダニアのやつらが血眼になっておまえを探してるってときに悠長なもんだ」

「直近はどこに寄港した？」

「パヴォニスだ、タルミスの」

「二日以内にマリネリスに着いてもらわねばならん」

「〈リタ〉で二日？　自分の船で行けよ、あれなら半日で着く。リーンでいちばん速はえぇんだから」

　女は眼鏡をとるとカルセドニーのほうを見た。いつもと違う妖よう艶えんな姿にカルセドニーは久しく封印していた本能が否いや応おうなく疼うずいた。

　カルセドニーは自分に言い聞かせる。ここは理性だ、理性を保て。

「残念ながら最高統治者グレン・グナモアはレジスタンスに拉致されて行方不明だ。専用艇は使えない。二日が無理なら仕方がない。もう半日猶予をやろう」

「へえ、最高統治者さまはなにをたくらんでおるのやら」

「今夜は牡か蠣きがいい」

「は？」

「それとドーマに着替えを用意させてくれ」

「ここには女物なんてねえぞ」

「おまえので構わん」

　黒ずくめの女はドーマからタオルを受け取るとバスルームに消えた。カルセドニーは女が置いたままにした、まだ温かいカップについた口紅に目を奪われた。

　やりにくくて仕方がない。理性が正常に働くことに期待するしかない。

　カルセドニーはそろそろとシャワー室に近づいた。シャワー室からは一糸まとわぬ女のからだが影となって見える。

　カルセドニーは軽く下唇を嚙かんだ。いまこそが出番なのにおれの理性も行方不明だ。

「おまえなんで〈リタ〉に来たんだ？」

　カルセドニーがドア越しに言うと、女は「そこで待ってろ」と素っ気ない返事をよこした。

　カルセドニーは舌打ちをした。

「おれは犬じゃねえんだぞ」

　カルセドニーはさっきよりも強く下唇を嚙かんだ。




　ブルー・ステイブルでは侵入者に備えてフローライトが床下にあるシェルターに隠れていた。身をひそめてから十分ほどたって、上部のスピーカーからビスマスの声が響いた。

『誤報だよ、スイートハート。もう出ておいで』

　フローライトは這はうようにシェルターから出てきた。

　侵入者が踏み込んで来たら……と焦あせったアルムは、丸腰よりはましとポットを持って身構えていた。警報を聞いたのははじめてでアルムは緊張がなかなか解けなかった。

　シェルターから出るとフローライトはすぐベッドに横になった。肩を上下させて、息苦しそうにしている。

「大丈夫？」アルムはフローライトに聞いた。

「うん……ちょっと眩暈めまいがね。シェルターがだいぶ前のわたしのサイズで作られてるからすごく狭くて。無理な姿勢を続けなくちゃいけなかったの」

「シェルターがあったなんて知らなかった」

「わたしも忘れてた」

「ここに侵入されたことは？」

　フローライトはゆっくり起き上がって水差しの水を飲んでから「ないわ」と答えた。

「おれは【管理】が任務なのに大事なことを知らないままだったな……。もし侵入者がシェルターを開けるような非常事態になったら、どうする手て筈はずになってるんだろう？」

「わたしは自死することになってる」

「えっ？」

「わたしを悪用されないためよ」

「噓うそだろ……？」

「なんで噓うそに聞こえるの？」フローライトは逆に聞いた。

「だって、それで……それでかまわないのか？」

「……かまわない？」

　フローライトは勢いよく立ち上がった。矢を射るようにアルムを見つめる。

「かまう、かまわないって、それは大きな問題？　わたしにとって死は貴重な権利よ」

　アルムはフローライトの剣幕に後ずさりするほどひるんだ。

　声こそ穏やかだが、いままで見たことがないほどフローライトが怒っているのがわかった。

　フローライトはブルー・ステイブルで死ぬまで生きることが義務だ。生きている限り、ここから出ることはかなわない。

　自分の生き方を選べず、自分自身が毒物であるという事実を受け入れているフローライトがなににも苛さいなまれずに自由を勝ち取るには、生きることをやめるしかない。

　ガラスの壁の外側にいて、いつでも好き勝手にブルー・ステイブルを行き来できるアルムが、死は忌いむべきことでどんな事情であれ自死を選択するのは大きな間違いだと諭すのは、フローライトの唯一の選択肢を奪うようなものだ。

　それなのに、あまりにも不用意な言葉を発してしまった。

「ごめん」

　アルムはフローライトのアイボリーの目をまっすぐ見て言った。

「いいの。いつだってあなたは、ただ知らなかっただけなのよね」

　そう言うとフローライトは採血のときに使う小窓から腕を出した。

「手を」

　明らかな規定違反だが、アルムは言われたとおりにフローライトの手に手を合わせた。手袋をした手で。

「これで仲直り」フローライトが無邪気に言う。

　アルムも笑えたら、と思った。

「……無知は罪だな」

「ふふ、そうかもね」

　アルムはガラスの壁を見ながら思った。

「……いつもこれがじゃまだ」

　アルムは自分の耳の中に入ってきた、ざらりとしたなにかを感じた。

　言葉を発した自覚はない。でも自分の声が、自分の耳から入ってきた。なぜだ？　まさか頭の中の言葉に音を乗せて、うっかり口から発したりなんてしてないよな？　アルムは暴走しそうな直感にブレーキをかけて冷静を装よそおった。ところが……。

「なにがじゃまなの？」フローライトが不思議そうにアルムに言った。

「えっ」

「なにがどうじゃまなの？」

　アルムがしまったと思ったときには、もう動揺が顔に出ていた。

「ねえ、なにがじゃまなの？」もう一度フローライトが言う。

「なんでもないよ」われながらひどい言い逃れだ、とアルムは思った。

　フローライトはアルムの返事を聞くと、たちまち不機嫌になった。

「そう。ふうん……わたしには話したくないのね」

「ほんとになんでもないんだって」焦あせったせいでアルムの言葉が上滑りする。

「あっ、そう。わかった。もういい。じゃあいつもみたいに、ドーマに聞いてもらったらいいのよ。ドーマならわたしと違って、黙ってあなたの話を聞いてくれるんだから」

　アルムをにらみつけるフローライトの目には、否定と批判と怒りが宿っていた。あともうほんの少しで、ぱんぱんに膨れて熱くなった癇かん癪しやく玉だまが破裂しそうだ。

「さっきの仲直りは取り消し」

「え？」

「わたしは汗をかいたから、からだを洗いたい。脱いだものはあとでゼキに渡す。あなたはもう自分の仕事に戻ったらいい」

　フローライトはそう言うと、アルムには目もくれずにバスルームへ歩いて行った。

　強固な防音措置が施されているはずのブルー・ステイブルに、フローライトの足音が地鳴りように響く。どす、どす、どす……。




　アルムはフローライトに蹴り飛ばされたような気分でブルー・ステイブルを出た。

　うろうろ歩いては、何度もドアの前に戻る。

　もしかしたらもうドアが開かないような気がして、何分もドアの前に立っていた。

　もしフローライトがドアを内部からロックしたら、アルムにドアは決して開けられない。解錠にはカルセドニーの解除キーと、グレン・グナモアが携帯端末から送る解除コードの入力が必要になるからだ。アルムの持たされた解除キーではセキュリティレベルが足りなくて開けられない。

　ブルー・ステイブルが内部からロックされるのは、身の危険を感じたフローライトが自主的にロックをかけたときだけだ。フローライトは、過去に一度もそうしたことはない。普段は無邪気に大人を振り回すが、肝心なところでは自分の境遇を冷静に受け入れているからだ。

　外部からの侵入を避けるために施された内部ロックが、アルムを締め出すためにはじめて一役買って出たのだとしたら？

　確かめる勇気を持てない。こんな種類の恐怖もあるのか……とアルムは途方に暮れていた。
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　パタプスコから、一人乗りの高速船で東進すること一日。

　男がその島に降り立つと、朝焼けが見えるものすべてを真っ赤に燃やしていた。

　男はこの景色を何度も見ているが、何度見ても言葉を失う。

　圧倒的な美しさを前に、男は畏怖すら覚える。

　ここは小さな島だが、良質な湧水が豊富にあり小規模ながら市いちも立つため、リーンの海を行き交う船の要衝になっている。

　禿とく頭とうの男は白地に赤の模様が入ったターバンを頭に巻いた。

　飲料水用の簡易タンクを持って船から降りると、港に併設されている給水所に向かった。夜が明けたばかりで、混む時間帯ではない。人の目はあまり気にしなくていいだろう。

　男は港から続く石いし敷じきの道を無言で歩いて給水所に向かった。給水所はれんが造りの平屋で、港に向かって窓が三つあり、そのひとつが開いていた。男は窓から中を覗く。誰もいない。

　男は給水所に入ると、開いていた一番左の窓を閉めた。そしてすぐに一番右の窓を開ける。窓から周囲をさっと見回したあと、給水所の壁かべ際ぎわにある大きなタンクの前に立ち、持ってきた簡易タンクを置いてコックをひねった。

　水が勢いよく出て、音を立ててタンクにたまり始める。

　あと少しで満杯になる、というところで男は背後に人の気配を感じた。男はコックを戻してタンクの栓を閉めると、ゆっくり振り返った。

　そこには鮮やかな色合いのモザイク模様の反物を、からだを包み込むようにまとった女が立っていた。この島の民族衣装だ。

　男はつい訝いぶかしい目で、目の前に立つ女を見た。

「使いはあなたなのか？」

「ええ」

　女は手に持っていたタンクを床に置いた。

「要件は？」

「……伝言を頼みたい」

「誰に？」

「双子星だ」

「双子星？　それはとても危険よ」

「承知している」

「望む結果は得られないかも」

「それも承知している」

「伝言は？」

「ここに」

　そう言って男は小さな紙きれを女に見せた。女は素早く目を通した。

「本気？」

「ああ」男はそう言うと、紙きれを口に入れた。紙切れは男の舌の上で溶けてなくなった。

「エリダニアのオーダーなの？」

「いや、あの方には報告していない」

　女は男の姿を見て目を細めた。

「また瘦せたわ、ビューダン」

　そう言って、男の頰からあごを、右手の甲と指の背でなぞる。

　男がその名前で呼ばれたのはひさしぶりだ。

「いまは違う名前なんだ、モアサ」

「でしょうね。わたしもモアサじゃないわ」

　女はそう言うと少し悲しい目をした。

「でもあなたは、ずっとビューダンなのよ」

　女は床に置いたタンクを持とうとかがんだ。女のうなじがあらわになる。柔らかく結い上げた髪からこぼれた、おくれ毛がふわりとゆれる。その隙間から姿をのぞかせた薔ば薇らの刺青が男の目に入った。男の脇腹にある刺青と同様、女のそれはだいぶ色いろ褪あせていた。

「もう行くわ」

「ああ」

「双子星を守ってあげて」

　女はそう言うと、給水所のドアを開けて出て行った。

　男は開けていた窓を閉めて、きっかり十分待ってから、タンクを持って自分も給水所を出た。

　二日以内にマリネリスにつくためにはすぐに出発しなければならない。市いちに立ち寄り、食料を補給する時間はとれそうになかった。
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〈リタ〉の居住デッキを折り返し折り返し歩いて、アルムは頭を冷やしていた。

　歩き続けていればなにかいい策が浮かぶような気がしてそうしていたのだが、何度もすれ違うドーマが水とタオルを持ってアルムの後を追いだしたので歩くのを止めた。いじらしいほど愚直なドーマは、アルムがランニングをしていると思っていたらしい。

「ごめんドーマ。ドーマに話しても、こればっかりは解決しそうにないんだ」

　ドーマが目を一回光らせたのが気になったが、アルムは水とタオルを受け取ってその場を後にした。

　自室に戻る気にはなれなかったので、アッパーデッキに出た。

　細かな雨が強い風でまきあげられている。全身をしっとりと濡ぬらすような、しつこい雨が降っていた。

　これじゃ違う意味で頭が冷えてしまう。

　そう思って引き返そうとすると、上のほうからしゅるるる、という音がした。アルムが見上げると、航海灯のついたマストから下に伸びるワイヤーを伝って勢いよく降りてくるビスマスの姿が見える。

「アルム君どいてどいてどいてどいて」

　アルムは咄とつ嗟さに一歩下がった。ビスマスの下りるスペースをあけたと同時に、ビスマスがどすんと着地した。

「ふわあ、間一髪、危なかった。もう、なんでこんなとこにきみがいるんだい？」

「すみません……。まさか上から落ちてくるなんて思わなかったんです」

「遠距離通信用アンテナの部品を交換してたんだよ。ぼくが休暇をとると、必ずどこかが壊れちゃうんだよね」

　この人はほんとうになんでも屋なんだな、とアルムは思った。

「休暇をとってたんですか？」

「うん、ちょっとお呼びがかかってね。どうしたの？　ぼくに用があるのかな？」

　ないといえばない。あるといえばある。いや、ものすごくある。

　だからと言ってすぐに話し出せるわけでもない。

　通算二度目の、フローライトとの盛大なるぎくしゃくをまたビスマスに明かすのは恥ずかしい。フローライトにうまく適応できないと白状するようなものだからだ。

「きみはまた、ぼくになにを話すか話さないかの線引きで悩んでいるんだね」

　ビスマスはそう言いながら、前髪に滴したたる雨を手ではらった。

「できれば全部言いたいんです。でもうまく説明できないんです」

　自分の任務はフローライトの【管理】で、フローライトとどうこうすることではない。

　なのに喧けん嘩かをしてしまいましたなんて、そんなことを露も思わせずに、ビスマスにうまく話せるだろうか。

「ふうん。きみたちは自分がなにをしたいのかがわからなくて、ずいぶんもんもんとしてるね」

「きみたち？」

　ビスマスはふっと笑ってから言った。

「フローライトも、こないだおかしなことをしていたよ。そして、なんでこんなことをしているのかがわからないって言ってた」

　おかしなこと？　その場にいなければ想像のしにくい光景だ、とアルムは思った。

「とにかくここじゃ濡ぬれちゃうよ」

「あっ、じゃこれ使ってください」

　アルムはドーマからもらったタオルを差し出した。

「食堂に行くかい？　この時間ならナトロも寝てる。ワインを失敬し放題だ」

「わかりました、お付き合いします」

「アルム君、付き合うのはぼくのほうだよ？」ビスマスは笑いながら言った。

　たしかにそうだ、とアルムは思った。いつだってビスマスは冷静だ。




　照明も落とされて誰もいない食堂に着くと、ビスマスはまずランプに火をともした。

「明るすぎるとナトロがきちゃうからね」

　ビスマスはそう言うと、食料用冷蔵室からワインを二本取り出した。栓抜きでコルク栓をポンと抜き、一本をアルムに渡す。

「一本で足りるかい？」

「この半分でも多いです……」

　ビスマスは自分の分のコルク栓も抜きとると、さっそく口をつけてごくりと飲み込んだ。

「わあ、これはいいほうのワインだった。あとでナトロにばれたら大変だ」

　アルムも一口飲んでみた。たしかに以前飲んだ時のものよりおいしい。なにか特別な時のために用意してあるものなのかもしれない。

　でもいまは酔いたくない。アルムはワインをビスマスに差し出して、ドーマからもらった水に切り替えた。

「それで？　なにがあったのかな」

　アルムは言葉を慎重に選ぶように自分言い聞かせてから話しはじめた。

「じつは……フローライトを怒らせてしまったみたいで」

「へえ！　それは意外だな。どうしてフローライトは怒っちゃったの？」

「それがおれには、よくわからなくて」

「わからないってことはないんじゃない？　わからないふりをしているだけのような気がするけどな。きみは女の子と付き合ったことはないのかい？」

「いつのまにかはじまっていて、いつのまにか自然と終わっていることがほとんどでした。あんなに急に敵意を持たれた経験はないんです」

「きみ、ずいぶんうぬぼれ屋さんなんだね」

「……なんでですか？」

「だって、きみはぷかぷか流れてきた女の子を捕まえて、飽きたらそのままリリースしちゃってた、てことでしょ？」

「でもおれは、女の子に網を張ったことも、釣り糸をたらしたこともないんです」

「その若さで後腐れのない付き合いしかしたことがないなんて、きみはずいぶんと軽々しく生きていたんだね」

「そんなつもりは……」

「人と踏み込んだ関係を持ったことがないんでしょ。きみは物事をあまり真正面から見ていない気がするよ」

　思い当たることがいくつもある。ビスマスの指摘はやっぱり的確だ、とアルムは思った。

「それって、想像できないことはやりたくないっていう恐怖からくるのかな？　だとしたらもったいないね。逃げてるようじゃ成熟できない。きみはずっと青いままでいくのかな」

「悩んでいます。自分のことも、フローライトのことについても。なぜ彼女がおれに怒っているのか、それすらも全然わからないんです」アルムは正直に言った。

「あはは。気にしなくていいよ、きっと。それはね、すごく単純なことだと思うから」

「単純？」

「きみはフローライトの前で、本音でいつも話しているのかい？」

「それは……そうだと思います」

「ぼくの前ではいつも悩みながら話してる。なにを話すか、話さないか、話すとしたらどこまで言うか。それをびくびく気にしながら話してるよ」

「……どうしてそう思うんですか？」

「だって、きみ、出ちゃってるから」

「出ちゃってる？」

「そう。口から出ちゃってるから。ひとりごとが多いの、自分で気づいていないんだね？」

　アルムは体温が一気に下がったような感覚になった。

「そんな顔をするようじゃ……自覚はないんだね？　それはかなり末期だね。ぼくも何度か目撃してる。フローライトはきみがドーマに朗々と話しかけているのを何度も見ているそうだよ」

「えっ！」一転して今度は顔から火が噴くかとアルムは思った。

「聞かされたほうとしてはね、すごく面白くもあって、同時に悲しくもなるんだ。目の前に生きた人間がおりますけども？　って思うからね。ほんとうに単なるひとりごとなのかな、それともこちらに言うほどの話でもないのかな、くらいは思うよね。ぼくはおもろしいからほったらかしにするほうだけど、みんながそうってわけでもない」

「……じゃあフローライトは」

「きみが話してくれないことを気にしてるんだろう。ドーマには話すのに、自分には話してくれない。それが些さ細さいなことであればあるほど、本音であればあるほど、ね。ドーマに焼きもちを焼いてるんだな。……乙女だねえ。純情だなあ」

　ビスマスはまたワインを持った。口にする前に、気になるのかラベルを凝視している。

「げっ、気付かなかった。これ飲んじゃいけないやつだった。あとでナトロにあやまんなきゃ」

　アルムはぼんやり考えていた。

　思っていることが、口から言葉になって、時折漏れているらしい。

　自分が発した自覚のないその言葉は、たまたま居合わせた人を、楽しませたり不安にさせたりしているらしい。前者がビスマスで、後者がフローライトだ。

　カルセドニーは言った。「管理をするのはおまえが囚人と信頼関係を築いてからだ」と。

　それはただフローライトと仲良くしておけばいい、そういうことだと思ってた。

　でもそれだけだとカルセドニーの言ったことを遵守していないことになる。いまはフローライトの信頼を失った、と感じているからだ。

　多少なりとも心配されて声をかけられたのに、なんでもないと突き放した。

　どうしてそんなことをしたのか。

　だって恥ずかしかったから。あのときのことはいまでも信じたくない。忘れてもらいたい。

　それは自分がどうしても認められない、間抜けな自分の姿だから。

　ただのひとりごとだし、いまでも取るに足りないことにしか思えない。

　でも……。

　フローライトには大きいことだったのかもしれない。

　フローライトがどう感じるかなんて二の次だった。

　そうやって何気なく、軽くあしらってしまったことに、フローライトは傷ついてしまったのかもしれない。

　女の子はわからないな……。

　いままでこんな経験をした覚えがない。なんでだろう？　女の子を怒らせて、自分がひどくうろたえことなんてなかった。

　しかもこの焦あせりは恐怖に近い。なにかを失うような気持ちに似ている。

　自分の想像力の乏しさにアルムは幻滅する。

　もしかしたらおれは、いままでも……？

　自分の発した言葉が、どう人に受け止められるのか。そんなこと深く考えたこともなかった。

　それを想像するのはとても困難なことに思える。自然にできる人がほとんどなんだろうに。

　なんでおれには難しいんだろう？

「いまは顔に出ちゃってるよ」

　ビスマスに言われてアルムは我に返った。

「ありがとうございます、大きなヒントをもらいました」

「ほんと？　ぼくはきみが頭の中で迷子になってるあいだに、すっかりできあがっちゃったよ」

「ビスマスさんも顔に出てます。真っ赤です」

「あはは、きみうまいこと言うね。じゃあ余興でマッサージを教えてあげよう。血のめぐりがよくなるそうだから、フローライトにやってあげるといい。いずれきっと、必要なスキルになると思うよ。さあさあ腕を出したまえ！」

　ビスマスはにこにこして言った。

〈リタ〉は個性的な人間のあつまりだ。その中でもココシリ・チュ・グマの生き残りのビスマスは、とくにつかみきれない部分がある。人が怖いというのに、懐ふところが深くて、情に厚い。

　アルムは心底ビスマスがいてくれてよかったと思った。

「痛いです、ビスマスさん痛いです」

　ビスマスは興に入って上機嫌だ。腕をわざと強く押して、痛がるアルムを見ては笑い転げていた。
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　アルムは食堂で歌を歌いだしたビスマスを残し、ブルー・ステイブルに向かった。

　少し駆け足をしたので、呼吸が速くなった。

　ブルー・ステイブルの前につくと、落ち着くために深呼吸をした。こんなに緊張したのは生まれて初めてかもしれない。アルムは何度も深い呼吸をする。そうして時間をかけて落ち着きを取り戻してから、セキュリティを解除して、ブルー・ステイブルに足を踏み入れた。

　見回したがフローライトの姿は見えない。

「オブシディアン君？　なにしてるんですか」

　ゼキが椅子に座っていた。

「きみ、なにか急用でもあったんですか？　ぼくはきょう非番なのに、いきなり囚人から衣服の回収をするように言われたんです。こういう扱いをされると、ぼくは腹が立ちます」

「あっ、すみません。あとはおれがやります。フローライトはどこですか？」

「囚人はぼくを呼び出しておきながら、まだ着替えもすんでいませんでした。ぼくが来てからシャワーに行ったんです。まだ入って何分もたってません」

「じゃゼキさんはどうぞ戻ってやすんでください。あとはおれがやりますから」

「こんな時間に起こされたんじゃ、もう寝れるわけないじゃないですか」

　大きな声で文句を吐き散らしながら、ゼキはブルー・ステイブルから出て行った。

　アルムは手袋をした。

　フローライトがシャワーを浴びる音が、かすかにだがアルムにも聞こえる。

　シャワーから出る湯は透明で無味無臭だが、アルセノン用に調合された薬液だと以前ゼキから聞いた。フローライトはそれでしかからだを洗えない。その薬液は少しひりひりするから、できればなんでもないお湯がいいとフローライトは何度も言っていた。

　シャワーすら管理下にあり、フローライトが狭い空間でさまざまな制約を受けながら生きざるを得ないことを痛感する。彼女からどれだけ人びとは恩恵を受けただろう。それなのにつまらないことでフローライトを怒らせた。アルムは穴があれば入りたい気分になる。

　水の流れる音が途絶えて、少し時間がたったあと、フローライトが戻ってきた。アルムは緊張のせいで思わぬことをつぶやかないように、細心の注意を払った。口と、耳にも。

「どうしてあなたなの？　ゼキは？」

「ゼキさんはきょう、非番だったから」

「そんなの知ってる」

　フローライトは脱いだ服をまとめて密閉した袋をドロワーに放り込み、アルムに背を向けた。

　アルムはそれをドロワーから取り出す。手袋と、袋越しでもまだほのかに温かい。

「回収したらもう出てってね。わたしはやすむから」

　取り付く島がないとはこのことだ。だからといって引き下がるわけにはいかない。アルムは思った。逃げずに真正面から向き合わなければ。うんとこじれてしまう前に。

「ちょっと時間をもらえる？」

「……いや。眠い」

「話を聞いてもらいたいんだ」

「ドーマに聞いてもらえばいいじゃない」

「ドーマじゃなくて、おれはきみに聞いてもらいたいんだ」

　アルムの声は少し大きくなってしまった。

「おれはきみに謝ってから、おれがごまかしたことを聞いてもらいたい。ちゃんと話せるように頑張るから」

　フローライトはまだ態度を変えず、ドロワーのそばに背を向けて立ったままだ。

「小さなときから……あまり物事を深く考えないようにしていたんだ。それに思ったことを全部口に出すのは恥ずかしいことだと思ってた」

「……なんで？　なんで恥ずかしいの？」

「それは自分でもわからない。もしかしたら父の影響もあるかもしれない。あの人はなんでもべらべらとよくしゃべったし、おれの前でもよく泣いてた。それが子どもからすると恥ずかしかったんじゃないかな……」

「ふうん」

「でも口走ってしまったことを、なんでもないといって、なかったことにするのは……聞かされたほうは不愉快だったと思う。それはほんとうにごめん。言いたくなかったのは、べつにきみを信頼してないわけじゃない」

「いつものアルムじゃないみたい。ビスマスになにか入れ知恵されたのね」

「子どもみたいに泣きついたんだ」

「……ほんとに泣いたの？」

　フローライトの肩の力が抜けたのがアルムにもわかった。

「わかった。話を聞く。なにがじゃまだったの？」フローライトはベッドに腰を掛けて言った。

「それは……」アルムは口籠った。

　目の前で、身構えているフローライトがいる。これはとてもハードルが高い。

　もしここでもう一度、フローライトに「なんで？」と言われたら、もう口に出せない気がする。だから早くなんとかしなくちゃいけないのに。口がぴくりとも動かない。

「ごめん。ちょっと待って」

　アルムはそれだけ言うのが精いっぱいだ。速くなる呼吸を鎮しずめられない。

「そう。なにがそんなに言いにくいのかな。ドーマになら言えるの？

「それじゃ意味がないんだ」

「ふうん。はい、じゃあもう面倒くさいからこうしよう」

　フローライトは立ち上がって小窓から右腕を出した。

「はい、おてて」

　泣いている子どもをなだめる母親のように、フローライトは腕を伸ばし、アルムの手を誘う。

　いつだってリードするのはフローライトだ。アルムは自分が情けなくなった。

　ビスマスに言われた言葉が、強烈に耳に残っている。

　逃げてるようじゃ成熟できない。きみはずっと青いままでいくのかな？

　その言葉を頭のなかで何度も反はん芻すうする。いまが最初の一歩だ。

　アルムはフローライトと手を重ねた。

「じゃまなのは……」

「うん」

「この壁のこと。これがなければいいと思ったんだ」

「ふうん。なんでなければいいと思ったの？」

「それは……」

　アルムはフローライトを見た。

　フローライトはかすかに微ほほ笑えんでいた。もういつものフローライトだ。

「だいじょうぶ、全部言わなくてもいい。わたしも同じこと、ずっと思ってたから」

「ごめん」

「ここはごめんじゃなくて、ありがとう、なの」

「うん、ごめん。ありがとう」

　フローライトはアルムの手を優しくさする。

　壁のせいで、触れられる範囲は限られている。

「頑張ったね」

　フローライトにそう言われてアルムは思った。

　女の子はわからないんじゃない。女の子は強いんだ。
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〈リタ〉の船長室で、グレン・グナモアはブルー・ステイブルにいるアルムとフローライトの様子を監視モニターで見ていた。

「おまえ悪趣味だぞ」背後からカルセドニーがなぶるように言った。

「監視もおまえの任務だぞ」

「ゼキもおれもちゃんと見てるって」

　グレン・グナモアは持っていたヘッドフォンをカルセドニーに乱暴に投げつけ、「音声がない」と吐き捨てた。「これでは監視とは言えん」

「ちゃんと見えてるだろ？　声なんて拾えなくてもいいじゃねえか」

　グレン・グナモアはカルセドニーににじり寄り、胸ぐらをつかんでぐっと顔を近づけた。

「なんだ、おれを誘惑する気か？」

「……されたいか？」

「やなこった。ごめんだね」

　グレン・グナモアは少し笑みを浮かべると、勢いに任せてカルセドニーを突き放す。

　カルセドニーはグレン・グナモアの意図がわからなかった。

　大きなノックの音とともに船長室のドアが開く。だぶだぶのコックコートを着た肉付きのよい赤ら顔の男が、ワゴンを押しながらドーマと一緒に入ってくる。

「やはり総統でしたか！　船長が突然牡か蠣きを出せなんて言うから、おかしいと思ったんですよ」

　珍しく厨ちゆう房ぼうから出てきたナトロは、カルセドニーの隣に座るグレン・グナモアの姿を見て目に涙を浮かべた。今日の予期せぬ再会に大喜びのナトロには、グレン・グナモアの専属料理人を長く勤めていた経緯がある。

「久しいな、ナトロ。おまえ……また太ったな」

「またまたご冗談を！」ナトロが豪快に笑うと、突き出た腹が一緒に揺れた。

「牡か蠣き、と聞いてあたしゃピンと来ましてね」

「おまえのボスからパヴォニスに寄ったと聞いたのでな」

「いつかこういう機会があるやも、と思いましてね……総統がお好きだった、とっておきのワインも積んでるんです！　隠しておいてよかったですよ、すぐにお持ちしますからね。それに総統がお好きでしたスープもご用意してます。あたしゃ嬉うれしいですよ、総統にまた、あたしの料理を召し上がっていただけるなんて！　ここの連中はうまいまずいより量なんだから」

　グレン・グナモアはスプーンでスープを口に運んだ。

　懐なつかしさと安あん堵ど感がからだのすみずみにまで行き渡るようだった。立場や状況をひととき忘れ、口元がついほころんだ。そんなグレン・グナモアの姿を見たナトロは満足そうに目を細めると、デザートの準備だ、と巨体を揺らして船長室を出て行った。

「優雅なもんだ、エリダニアが大パニックだっつのに」カルセドニーが言う。

「ふん、どんなときでも飯は食わんとな」

「そういう問題じゃねえよ。パタプスコでレジスタンスに襲われたんだろ？　なのにおまえはカニツァも連れずに貧乏人が載るようなボートで乗り込んできた。なにがどうなってんだ？」

「ひとりのほうが動きやすかったまでだ」

「無断でビスマスまで連れ出しやがって」

「相変わらずいい腕だ」

「はぐらかしてねえで、なにがどうなってるかを正直に言えよ」

「……聞いてどうする」グレン・グナモアは持っていたスプーンを静かに置いた。

「毒を食らわば皿までってな」

「ふん、誰が盛った毒やら」

　グレン・グナモアはかいつまんで話した。

　実際に拉致されたのは替え玉で、替え玉はコラキスの監視下にあり一応は安全であること。

　拉致の実行犯はドラルの王女であること。替え玉を利用してドラル王と話をつけようとしていること。コランの見つけたであろう「答え」を知ること。

　そのひとつひとつに重たい意味があった。

　カルセドニーは髪をわしゃわしゃと搔かきながら言った。

「ドラル王と交渉するために替え玉を利用するのはわかった。あの狡こう猾かつなご老人が乗ってくるかは半々だがな。でもなんでこんなタイミングでわざわざマリネリスに行く必要がある？」

「おまえは考えたことがないか……？」

　グレン・グナモアは椅子に深く座り直し、天井を見上げた。

「ああん？」

「いつまでアルセノンを犠牲にしてわれわれは生きていくのか、ということをだ。生前から死ぬまで、【管理】と言う名のもとに隔離され、外界とは完全に遮断される。悪用される危険に瀕ひんしたら自死を迫られるか、処分をされる。旧世界で行われていた人体実験と、われわれがしていることは同じだ。犠牲を強いている。恩恵を享受する身であることを一方的に棚に上げてな」

　いつになく口が滑らかなグレン・グナモアにカルセドニーは戸惑った。

「矛盾してるぞ、おまえ。それを率先してやってんのはおまえなんだから」

「いまはな。しかし、コランが答えを見つけたのだとしたら話は別だ。もしアルセノンが何者でもなくなれば、その存在を狙われることもない」

「……そりゃまるでおとぎ話だな」

「潮目がここにきて変わりつつある。機は逃せん」

「機？　なんのだ？」

「知るからには後戻りできんぞ」

「おれに戻りたいとこなんかねえよ」

　カルセドニーがそう言うのを聞いてグレン・グナモアは声を上げて笑った。

「……リーンはわたしの代で終わりにするつもりだ」

「あん？」

「聞こえなかったか？　リーンはわたしの代で終わりにすると言ったんだ」

　カルセドニーは瞬まばたきを忘れた。あいつはなんて言った？

「怖おじ気けついたか？」そう言ってグレン・グナモアはまた愉快そうに笑った。

「……くそ、おれを舐なめんなよ。毒を食らわば皿まで、ってさっき言ったろ？」

「その毒はわたしだぞ」

「……おれにとっちゃおまえは昔から毒だよ」

　カルセドニーは鼻の穴を大きく膨らませた。
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　クリストバルは急に息苦しさを感じた。

　空気を求めて息を吸い込もうと大きく口を開けると、冷たい水が勢いよく入ってくる。たまらず吐き出そうとしたが、気管に水が入ったせいで激しく咳せき込んでしまった。

　目をゆっくり開けて、クリストバルは状況を確かめた。目に入ったものは、ゆらりゆらりと揺れる黒い水面と、自分の鼻息で生じる湯気と小さなあぶく、ろうそく一本くらいのか弱い光だけ。もっとよく見ようとからだをねじると、顎の下でむなしく水面が揺れる。

　手足の自由が奪われていて、鼻から下は冷たい水の中にいる。

　背中がひどく傷むのは、反り返るようにからだを固定されているからだ。

　ああそうか……。おれはいま縛り付けられてる。

　グレン・グナモアとの交渉の初しよっ端ぱなから拷問を使うなんて。ドラル王の気が知れない。

　コツーン、コツーンと足音がクリストバルの耳に響く。足音はふたり分。音から察するにここの床は石いし敷じきらしい。ふうん、水車小屋にでも監禁されてんのかな？　ならばこんなに背中が反っているのにも合が点てんがいく。

　きしむような不快な音をたてて背後のものが動いた。クリストバルはゆっくりと水の中から引き上げられていく。水分をたっぷり含んだ服が水中にいるときよりも体温を早く奪っていく。

　視界が広がり、ようやく全体が見渡せるようになると、クリストバルの目の前には筋骨隆々の大男と、顔を隠すようにマントのフードを深くかぶった華きや奢しやな男が立っていた。

　大男はクリストバルに近づいて腕をぬっと出し、太い指でクリストバルの顔に張り付いた髪の毛を手荒にはらいのけた。

　……くっそ、この男、息が臭くせぇな。

　クリストバルは大男の発する匂いを嗅いでしまわないようにと顔をそむけた。さっと大男を盗み見る。グレン・グナモアが言っていたとおり、大男の手の甲にはドラルの紋章の薔薇の刺青がある。目につきやすい場所に刺青を入れるのは、捕らえたものを返すつもりがないからだ。

「領内にお迎えすることができて感激です、総統」

　臭い息を吐き出しながら、大男はクリストバルに顔を近付けて言った。

「手厚い歓迎だな」

「単刀直入にいきましょう、水温は十五度ほどですから。長引けば命にかかわりますよ」

　グレン・グナモアだったら、どうする？　もう考えなくてもいいくらいにおれはグレン・グナモアになっているはずだ。ここは簡単に音を上げてはいけない。

「ふん、命の心配をしてくれるのなら、最初からこんなことはせんだろう」

「アルセノンはいま、どこにあるのです？」

「話すと思うか？」

「お話しいただければすぐにでもエリダニアへの高速船を用意させますが」

　大男はぬけぬけと言った。

「それは信じがたい」

　大男は一歩下がってクリストバルに背を向けた。そしてそばにある古びて錆さびついたハンドルをオールを漕こぐように回すと、クリストバルはつま先からまた水の中に戻されていった。

　大男は水温を十五度と言っていたが、それよりもっと低く感じる。

　水面が鼻の下までくると、クリストバルは大きく息を吸い込んだ。

　……大丈夫、肺活量には自信がある。訓練で何度もスキンダイビングをやったんだ。教官には、なにかを考えれば考えただけ、脳がより酸素を消費してしまうと教えられた。体内に取り込んだ酸素はなるべく温存しなければならない。クリストバルは思考を強制停止し、頭をからっぽにして引き上げられるのを待つ。

　一分半ほどで引き上げられた。クリストバルは余裕がないように見せようとわざと大おお袈げ裟さに咳せき込んでみせた。その様子を見た大男は言った。

「総統……たいそう苦しそうじゃありませんか。まだ小手調べだというのに」

　そう言われてクリストバルはなおいっそう荒々しく息を吐いてみせてやった。しかし体温を急速に失うことで体力は着実に削り取られていく。六回目に引き上げられたときには意識が朦もう朧ろうとして目がかすみはじめた。息はもつ。だがいかんせん水温が低すぎる。

　クリストバルが大男に軽口を叩たたく余裕がなくなってきたところで、大男のハンドルを回す手が突然止まった。

「なんだ……？」

　大男は燭しよく台だいを手にクリストバルのほうに歩み寄ると、ろうそくの光をクリストバルの顔の近くにあてた。そしてボディチェックをするようにクリストバルのからだを乱暴に叩たたいていく。そしてその手は股間に達した。よく見なければ気づかない程度だが、水に濡ぬれた服のせいで体のラインがよりはっきり見える状態になっている。丸みを帯びた豊かな胸は女性らしいが、女性にしては違和感を覚える程度に股間にもわずかな膨らみがある。

　大男はもう一度、まじまじとクリストバルの顔を見た。

「これはどういうことだ？」

　大男はそう言って首をかしげながら、その太い指でクリストバルの髪を──ウイッグを引っ張る。クリストバルの頭から離れたウイッグが大男の指にからみついた。

　大男の疑惑の目からは逃れられないと判断したクリストバルはもはやこれまでと思い、どうせならと和やかな笑顔を披露して言ってやった。

「おばんです」

「こいつ男だ……！」

　我を忘れた大男が懐ふところからナイフを取り出してクリストバルの額を切りつけようとしたそのとき、「待て」という声がした。大男はすんでのところでナイフの切っ先を引っ込めた。

「……マスクを取れ。その男はマスクをしてる」

　フードを深くかぶった男にそう言われた大男はクリストバルの襟元に手をやり、力任せにシャツを引き裂いた。そしてクリストバルの胸元にあるかすかな継ぎ目を見つけると、太い指でしっかりとつかみ、ぎりぎりと巻き上げるようにしてマスクをはぎ取っていった。

　大男は戦利品のマスクをマントの男に見せた。これ見よがしに床に投げ捨て踵かかとで踏みつける。

　短気を爆発させている男を尻目に、マントの男は身じろぎもせずじっとマスクを見下ろしている。ここからでは男の背中しか見えないが、マントの下に隠された男の表情をクリストバルは容易に想像できた。

　クリストバルは寒さでがたがた震えながら、マントの男の硬直が解けるのを待つ。思考力を取り戻すのに時間がかかっているようだった。

　しばらくして、マントの男がゆっくり近付いてきた。

「やあ、おれのお姫さん。こんなとこで残念だけど、また会えて、すごーく嬉うれしいよ」

「……クリス、なぜこんなところに？」

　オリヴィアは動揺している。

　口は半開きのまま、首に手を当てて、いまの状況に矛盾はないと言い聞かせたくて理由を必死に探しているようだった。

「同志……？」大男がオリヴィアのそばに駆け寄った。

　オリヴィアは全身を小刻みに震わせ、グレン・グナモアの姿で水車に縛り付けられている級友から目を逸そらせずに茫ぼう然ぜんとしている。

「同志、この男をご存じなのですか？」大男は再びオリヴィアに聞いた。

　オリヴィアは我に返って言った。

「……訓練船時代の知り合いよ。エリダニア入りしてたの、補佐官候補生として」

　クリストバルはカチンときた。

「ふうん、知り合いね。おれたち友だちでもなかったのか」

　オリヴィアはマントのフードを取り払うと、周囲をあてずっぽうに歩き回った。頭の中を整理したいときにオリヴィアがよくそうしていたことをクリストバルは思い出した。

　やがて足をぴたりと止めて、オリヴィアはクリストバルに向かい合った。

「いつからグレン・グナモアに？」

「言えない」

「計画が事前に洩もれていたのね？」

「それも言えない」

「なぜあなたがここに来ることになったの？」

「うーん、ドラル王になら話してもいい」

「父に？　そう……すべてそっちの計画どおりなのね」

　大男がなにか言いたげな顔をしてオリヴィアに近づいた。

　ここまでは順調だ、とクリストバルは感じていた。コラキスの対策ユニットが監視しているかは甚だ怪しいところだが。

　大男とオリヴィアが話し合いを続けているすきに、クリストバルは口の中を舌で探り、望みのものを探り当てると舌先に力を込めた。

　親不知おやしらずを抜いたあとのくぼみに小型の発信機が仕込んである。計画がうまくいったときも、うまくいかなかったときも、居場所を知らせるために必ず起動させるようカニツァに言われていた。対策ユニットが万が一クリストバルを見失ったときの命綱にもなるから、と。

　オリヴィアは大男との話し合いを終えると、クリストバルのそばに来て膝をついた。

「少しここを離れるわ」

「おれは捕虜だろ？　そんなことわざわざ言わなくてもいいよ、お姫さん」

「お姫さんはやめて」

「……だってお姫さんだろ？」

　クリストバルがこんなときでもオリヴィアのことをお姫さんと呼ぶのは、どんな状況でもオリヴィアを受け入れているからだ。クリストバルはそれに気付いてほしかった。

　オリヴィアは大男にクリストバルから目を離さないように言い残して水車小屋を出て行った。

　取り残されたクリストバルは大男のしつこい視線をやり過ごしながら、オリヴィアがどう動くか考えを巡らせた。

　クリストバルに時間の感覚はとうになかったが、低温の水車小屋に濡ぬれたままでいるのは、水中にいたときよりも勢いを増して体温を奪っていく。クリストバルの唇はもう紫だ。

　がたがたと震えながら、クリストバルは考える。

　まだこれは万が一じゃないってことなのか？　だとしたら万が一には死ぬまで恵まれそうにない。
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　オリヴィアは冷えきった水車小屋を出ると、熱を帯びた外気を胸いっぱいに吸い込んでからだをあたためた。

　グレン・グナモアの拉致には成功したが、拉致した人物はグレン・グナモアではなかった。まんまと騙だまされ、替え玉のクリストバルは父と直接交渉することを要求している。

　立場が逆になってしまった。

　いまの状況を包み隠さず報告したら、父の逆げき鱗りんに触れるだろう。

　オリヴィアはなんとかこの事態を打開できないかと思案した。どうしたらいい？　どうしたら……。しかし悩みはじめてすぐにオリヴィアは思い至った。

　そうか。グレン・グナモアは最初からこうなることを期待していたんだわ。事前に計画を知ったグレン・グナモアは、わたしが関与することをわたしより先に知っていた。クリスを替え玉に使ったのもそれが理由なんだ。それなら辻つじ褄つまがあう。

　パタプスコであんなに簡単に事が進んだのは、お膳立てされていたからだったんだ。

　オリヴィアは父に支配されている自分の人生が、大きなうねりを伴ってゆらいだのを感じた。




　オリヴィアが水車小屋に戻ると、大男が持ち場を離れて小屋の柱に取り付けられている鳴り止やまない通信端末を前に右往左往していた。

「いいの、わたしが出るわ」

　オリヴィアが言うと、大男はすごすごと引き下がりクリストバルの前に戻った。オリヴィアは大きく深呼吸をひとつして通信端末の受話器を持ち上げた。

「わたしよ」

『遅いぞ』

　ドラル王の高圧的な声がオリヴィアの耳元に響く。オリヴィアはもう一度深呼吸をした。

「状況が変わったわ。わたしたちが連れ去ったグレン・グナモアは、グレン・グナモアではなかった。囮おとりだったの」

『わかるように話せ』ドラル王は不快感を隠さなかった。

「この計画は最初からエリダニアに露見していた。わたしが入手したものがドラルに届かなかった理由もそれよ。いま目の前にいる相手は価値のないただの三下」

『なぜこんなことになった』

「グレン・グナモアのほうが上手だったの。囮おとりは見た目も、声も、仕草も、すべてがグレン・グナモアだったわ。しばらく一緒に行動したけど、不自然なところはなにもなかった。パタプスコでも。いつからすり替わっていたのかもわからない。もし水責めをしなければ、最後までわからないままだったかもしれないわ」

『その三下にもう用はないぞ』始末しろという意味だ。

「待って。囮おとりは父上との交渉を望んでる」

『無駄だ』

「利用できるかもしれない」

『もう忘れたのか？　おまえがいま言ったのだ、そいつはただの三下だと』

「グレン・グナモアがわざわざ送り込んできたのよ、なにか意味があると思うわ」

『そいつのはったりかもしれん』

「後始末ならいつでもできるわ」

　しばしの沈黙。ドラル王はどちらに利があるかを冷静に天てん秤びんにかけているらしい。

　オリヴィアは背後にいるクリストバルの視線が気になった。いくら声を潜めても、静寂に満たされたこの部屋ではすべてが筒抜けだ。

『領内に入れるわけにはいかん』

「わかった」オリヴィアはほっとした。とりあえずクリストバルの命はつながったからだ。

『そいつは囮おとりなのだろう？　あの女はそいつになにかを仕込んでおるやもしれん。ドラルはつねに清浄でなければならん』

　つまり煙を出すなら疑われない場所で火を熾おこせ、ということだ。

『そこから一番近い《未浄化国》はどこだ』

「……二日ほど南下すればマリネリスに着くわ」

『そこで話をしよう』

　手応えを感じた。はじめて父と話をしたような感覚。

　はじめて流れに逆らった。自分が舵を切ったのだ。オリヴィアは不思議な高揚感に包まれた。
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　グロッシュラーの要請で、フローライトの採血量がいままでの倍になった。その分疲れやすくなってしまったので、フローライトは採血後に二時間ほど昼寝をするようになった。昼寝がすむとフローライトはシャワーに向かう。

　シャワーをすませて新しい服に着替えると、そこからはフローライトの新しい習慣となったあそびがはじまる。

「はい、おてて」

　フローライトは採血用の小窓から右腕を出す。アルムが手袋をしたままの手を差し出すと、フローライトはその指をつまむ。人のぬくもりを知らずに育ったフローライトは、とても楽しそうにアルムの手に触れる。どれだけ伸ばしても二の腕までしか出せない小窓から、子猫が母猫とじゃれるようにして、アルムの手で遊ぶ。

　くすぐったり、つねったり。

　アルムはその指を、握り返したいと思う。でも自分にブレーキをかける。もし、意思を込めて指を動かしてしまったら、ふたりが緩衝材として悪用している無邪気さが消きえ失うせて、まったく違う意味が生じてしまう。

　あのときフローライトは「わたしも同じこと、ずっと思ってたから」と言った。

　フローライトが壁をじゃまだと思う理由は、自分と同じ。もしそうなら……？

　子どものようにはしゃいでみせることで、フローライトはアルムから逃げているようにも見える。ガラスの壁を隔ててどれだけ距離が近づいても、絶対に越えさせない壁をフローライトは新たに作ってしまったようにも思える。

　フローライトの気の済むようにするべきなのだろうか。

　他愛もない遊びをしながら、アルムはこうも思う。

　フローライトは生そのものが厳重な監視下にあって、その生に支障が生じることはどんな些さ細さいなことでも排除されるべきだ。だからフローライトの遊びに、アルムはなんの意味も持たせないように応えることが正しいと自分に言い聞かせてきた。

　自分がフローライトの新たなストレスになってはならない、と。

　でもそれがもし間違いだとしたら……？

　アルムが思考の袋ふく小ろこ路うじで迷子になっていると、フローライトがアルムのてのひらをつねった。

「いまのは痛いな」

「指ずもうする？　今日は勝てそうな気がする」

「だめ。前も興奮して爪が食い込んで出血するところだった」

「過保護ね」

「だめなものはだめ。ビスマスさんからマッサージを伝授されたから試してみよう」

「ビスマスが？」

「そう。なんでも屋さんは、採血量が増えてからきみをずっと心配してる」

「ビスマスも過保護ね」

　アルムは左手でフローライトの腕を持ち、右手の親指の腹を使ってフローライトの手首から肘のあたりをゆっくりと押した。なるべく注射痕を避けたいがその隙間があまりない。

「痛くない？」アルムが聞く。

「うん、これくらいなら」フローライトは目を閉じてかすかに微ほほ笑えんでいる。

　片方をすませ、アルムが反対も入念に揉もみこむと、腕だけでなくフローライトの首や顔もさくら色に染まっていった。

「うん、血がめぐってる感じがする」

「へえ、じゃあ効果があるんだな」

「ぽかぽかしてきたもの」

「腕だけしかできないけどね」

「じゃこっちに来る？」フローライトはあっさりと言った。

　その一言は、一瞬のうちにアルムを茫ぼう然ぜん自じ失しつに陥らせる破壊力があった。

　……こっちに来る？

　フローライトはアルムの目をまっすぐ見ていた。

「カルセドニーの許可もないのに入れない」

「わたしが望んでるの」

　頑としてフローライトは譲らなかった。

「カルセドニーの許可はいらない」

「……わかった」アルムは頷うなずくと、ブルー・ステイブルを見回した。

　……入るっていってもどこから？　アルムから見えるところに入り口はない。アルムはそもそも入り口を探したことすらなかった。

　フローライトはベッドのヘッドボードにある小さなボタンを押した。

「ビスマス？」

『……なんだい？　スイートハート』

　少しの間をおいて天井のスピーカーからビスマスが応えた。

「……アルムを中に入れて」

『いいよ、一分くれるかな』

　一分もかからなかった。

　重たいものがこすれあうような音が響いたあと、アルムの足元に近い床の一部が少し沈んで、すっと横滑りしはじめた。ずれた床下に五十センチほどの真四角な穴が開いており、地下に続く梯子はしごが伸びている。アルムが梯子はしごを降りていくと、最下部には短い通路があって、突き当たりにまた上方へ伸びる梯子はしごが用意されている。

　アルムは一段、一段、踏みしめるように時間をかけてのぼった。

　こころの準備ができないままフローライトのいる部屋に入ることには抵抗があった。

　過去にこの梯子はしごを使った担当者はいるのか？　そう思うとからだが硬直して、夢の中で走っているようなもどかしさを感じる。なのに機械でも仕込まれているかのようにアルムの脚は進んでしまう。最後のステップに伸ばした手が、情けないほど震えた。

　ここに入っても自分は安全なのか……？

　そう思った途端、アルムは自分に対して嘲笑がもれた。思春期少年よろしくこじらせていた淡い思いなんて、保身に走ろうとした自分自身にのっけから裏切られている。

　足りないのは覚悟だ。

　なにが起きても、起きなくても、フローライトの全部を受け止める覚悟だ。

　アルムは腹をくくった。




　開けた視界にまず入ってきたものは、フローライトがいつも使っているベッドだった。

「遅かったのね。迷ったの？」

　フローライトは茶目っ気たっぷりにアルムを出迎えたが、そのあとは言葉がなかなか出てこないようだった。なにを話せばいいのか、まるで頭からすっかり抜け落ちてしまったようだ。

　ガラスの壁をはさんで毎日あんなに話しているのに、アルムが自分の世界に入ってきたという物理的な異物感に戸惑っているようにさえ見えた。フローライトのそんな様子を見て、アルムはふたりのあいだにある見えない壁が、実際に見えたような気がした。

「思ったより広いんだな」

　そう言って動き出そうとした矢先、積み上がった本に躓つまずいて本の塔が派手に倒れた。

「ごめん」

「ううん。散らかし過ぎなのよ」

　散らばった本を隅に寄せて、ふたりは黙り込んだ。

　アルムはどうしたものかと宙を仰いだ。横目でフローライトを見ると、いつものようにちょこんとベッドに座って、膝の上に顎を載せ足の指を見つめている。いつもの仕草だが、いつもよりぎこちない。

　アルムはベッドに膝をついてフローライトの後ろに行くと、そっと肩に手を置いた。フローライトはほんの一瞬ぴくっと動いたが、アルムの手を振り払おうとはしなかった。

「……続きをしようか？」

　フローライトは小さく頷うなずくと、背中に垂らしたアイボリーの長い髪をねじって、肩からさっと前に流した。あらわになったフローライトのうなじはアルムが思っていた以上に細くて白い。アルムはフローライトの首筋にそっと指を当ててみた。手袋越しに、確かな温かさが伝わってくる。フローライトの体温をはじめて感じた。

　血が、たしかにフローライトのからだじゅうをめぐっている。

　それを毎日奪っている自分がいる。白至病の治療を免罪符にして。

　なんてことだろう。先人たちが残した罪を償うのがなぜいまで、それを担になうのがなぜひとりの人間だけなんだ？

　フローライトに近づけば近づくほど、彼女が背負わされたものを嫌と言うほど見せつけられる。そのたびにアルムは絶望する。フローライト自身はなにも言わないのに、フローライトをめぐる血そのものが意思を持って他者を責め立てているようだ。

　おまえはなにをしてるんだ？

　なんにもできないくせにわかったような顔をして。

　こんな大きな罪を前に、この場にいることだけを許されたおまえなど、ただ呆ほうけているしかできないくせに、と。

「どうして泣くの」

　フローライトに指摘されて、アルムは自分が嗚お咽えつをもらしているのに気付いた。

　フローライトは首筋で止まったままのアルムの手に触れた。ずっとアルムの手をさすりながら、アルムが落ち着くのを待った。

　アルムはフローライトに合わせる顔がなくて、いつもふたりが話し込むときのようにフローライトと背中を合わせた。




　フローライトは、自分に新しい感覚が生まれたことに気づいた。

　あたたかくて、柔らかくて、大きなブランケットにくるまれているような感覚。フローライトにその経験も記憶もないが、あたたかい海でゆったりとたゆたうようなやすらぎ。

　この感情はなんという名前だろう？　とても居心地がいい。

　いまなら最後の秘密も言えそうな気がする。

　フローライトはアルムに出会ってから何度目かの覚悟を決めて、自分を奮い立たせる。

「聞いてほしいことがあるの」

「うん」アルムは頷うなずいた。

「わたしに課されたものはふたつある。ひとつは血液を提供すること。もうひとつは……」

　フローライトは一度口をつぐんだ。消え入りそうな勇気の炎にもう一度息を吹きかける。

「もうひとつは……子どもを産むこと」

　アルムは驚かなかった。動揺も、ショックもなかった。

「……引いた？」

　アルムは首を横に振った。背中合わせのふたりのからだが少しだけ揺れた。

「……いや。船長が言ってた。最初はきみの命を守ることが任務だったけど、きみが十八歳になったらもうひとつ任務が増えたって。だから……目星はなんとなくついてたんだ」

「そっか……」

「うまくいかないとグレン・グナモアに判断されたら、おれはどうなる？」

　フローライトが口籠っているのを、アルムは背中で感じ取った。

「やっぱり消されるのか。こっちも予想があたったな」

「……ごめんなさい」フローライトの声は消え入りそうだ。

「きみのせいじゃない。他人を受け入れるのはそう簡単なことじゃないし」

「でも……」

「きみのせいじゃない」

「わたしのせいなの」

　フローライトは泣くのを懸命にこらえた。いま涙を流してしまったら、ゼキに邪魔されることになる。あともう少しで全部話せる。気持ちを強く持たなければ。

「わたしは、わたしの秘密を守るためなんかに、アルムを死なせたくない。でもそのためにはわたしを受け入れてもらわなきゃならない。でも無理強いもしたくないの。それだけは絶対に嫌なの」

「わかってる」

「……ごめん。わたしに会わされたばっかりに……」

「きみのせいじゃないし、おれは誰も恨まない」

　そう言うとアルムはフローライトの正面に移動した。

「グレン・グナモアの命令は、とりあえずいまは置いておこう。おれは生きることに条件がついた。だからおれには……フローライトが必要だ」

　フローライトは目を閉じて二回大きく頷うなずいた。そしてゆっくり目を開けた。

　アルムはフローライトの目をじっと見つめた。

　グレン・グナモアはフローライトとアルムを一いち蓮れん托たく生しようにすることで、課した任務をフローライトに遂行させようとしている。その予想は当たった。でも目の前に現れた新たな壁は、簡単には乗り越えられない困難なものだ。ましてやその壁の先にあるのは、新たなアルセノンを誕生させて人類を救うという、きれいごとのように聞こえる大義だ。

　アルムは頭がくらくらした。なんて重荷を課せられてしまったんだろう。

　でも、それをいままではフローライトひとりが背負っていた。これからは自分がその半分を背負える。いまはその見通しだけでよしとしよう。

　アルムはフローライトの両手を自分の手で包み込み、きゅっと握った。フローライトはぱっと笑顔を見せたあと、アルムの右手の親指を強くつねった。

「ぃてっ」

「わたしの名前をはじめて呼んだのに、そこに全然気づいてない」

「え？」アルムはなぜフローライトが拗すねているのかがよくわからない。

「あとはゼキかぁ」

　女の子はなにを大事に生きているかなんて、男にはわからない。

　女の子は不思議な生き物なんだ。アルムはそう思った。
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　水車から引き上げられ、麻で作られた粗末な服に着替えさせられると、クリストバルは久々の解放感に酔いしれた。グレン・グナモアになりきるために、ずっと窮屈な服と靴に縛られていた。靴はもらえなかったが、まったく気にならない。久々の裸足はだしはむしろ気分がいい。

　クリストバルは息の臭い大男に無造作に目隠しをされ、移動を命じられた。

　水車小屋から出て、板を渡しただけらしい頼りない足場を渡ったあと、床が揺れているのを感じて船に乗せられたことに気付いた。後ろ手に拘束され、自分では目隠しがとれない。どこに向かうかを知られたくないのだろう。閉じ込められたのはわかるが船室の広さまではつかめなかった。自分の息づかいや声の響きから察するに堅けん牢ろうとは言い難がたい。

　……しかし腹が減ったな。どのくらい時間がたったんだろう？

　発信器を作動させてもなんの音沙汰もない。それがいい兆候なのかそうでないのか、クリストバルにはわからなかった。

　ぎぃ、と床がきしむ音がして、誰かが入ってきた気配がした。

「クリス、だいじょうぶ？　少しだけパンを持ってきたわ」

「お姫さんか。なあ、この拘束って解いてもらえないの？」

「それはできない。パン、口に入れてあげるわ」

「そりゃ願ったりかなったりだ。はい、ああーん」クリストバルは大きく口を開けた。

「こんなときに……。よくふざけてられるわね」オリヴィアは呆あきれて言った。

「こんなとき、だからなんだよ。はい、入れて入れて」

　オリヴィアはチーズの香りがほのかにする焼きしめたパンをクリストバルの口に放り込んだ。

「……かてぇ」

「非常食なの、我慢して。簡易船だし、キッチンもないの」

「大事な人質を移送するのに簡易船？　おれが本物のグレン・グナモアだったらどうするつもりだったんだか」

「……いろいろ計算が狂って、こっちも後手に回ってる。察しはつくでしょう？」

「そんなことおれに言っていいの？　いまんとこ、おれたちは敵対関係だ」

「そうやって言葉にすると恐ろしいわね」

「どこに向かってんの？」クリストバルは固いパンを嚙かみくだいた。

「……言えない」

「親おや父じさん、交渉に応じるって？」

「それも言えない」

　オリヴィアはまたパンをクリストバルの口に押し込んだ。

「どうするつもりなの、クリス」

「じゃおれも言えない」

　グレン・グナモアは知らないほうがいいと言った。はったりと知れたところで後の祭りだ。

「父は無駄足だとわかった時点であなたを殺すわよ」

「だろうな」

「のん気ね。なにか策はあるの？」

「もともとおれに策なんかないよ。でも、グレン・グナモアが言ってたんだ。この作戦でおれが死ぬことはないんだとさ」

「どういうこと？」

「ドラル王がおれを殺そうとしても、オリヴィアがそれを絶対にさせないって。オリヴィアは強くて賢い女だから、おれがあれやこれや心配しなくても、うまく切り抜けるはずなんだとさ。そうじゃないの？」

「グレン・グナモアがそう言ったの？」オリヴィアは驚いた。

「そう。あの人は噓うそはつかない。まあ立場上、必要な噓うそもあるけど。おれは馬鹿だけど、あの人のことは信じてる。グレン・グナモアはすごくいいやつだ」

「……そう」

「おまえ、なんでこんなことしてんの？」

　クリストバルの唐突な問いに答えられず、オリヴィアは持っていたパンを力任せに握りしめた。パンくずがぱらぱらと落ちていく。

「なあ。なんでレジスタンスみたいなことをおまえはしなきゃなんないの？」

　答えられるものなら答えたい。

　しかしオリヴィアは自分でも動機を見つけられないのだ。父の命令は絶対で、父に言われたことについて疑問があっても、無理やり自分に言い聞かせる術すべしか持っていなかった。

　ついさっきまでは。

「オリヴィア？」

「……ああ、ごめん。パンが固いから……口が渇いたわよね。水をとってくるわ」

　そう言ってオリヴィアは船室を出た。グレン・グナモアがクリストバルに言ったという言葉が耳に残っている。オリヴィアは強くて賢い女だから……か。

　南のほうを見やると、森に茂る緑の島影がうっすらと見えてきた。海面を見下ろすと、さっきまで深い藍色だった海が、緑がかって白っぽく濁ってきている。

　マリネリス群島の海域に入ったのだ。明後日あさつてにはマリネリス本島にたどり着つく。

　決断をするときは必ずやってくる。

　生温かい潮風を真正面から受けながらオリヴィアは思った。自分とクリストバルのこれからが、自分の行動にすべてかかっている。

　絶対に判断を誤ってはならない。
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「これは予想外の展開だな、グレン」

　アルムとフローライトのふたりが、ベッドで身を寄せ合って眠っている姿を船長室のモニターで見たカルセドニーは微ほほ笑えんだ。隣に立つグレン・グナモアは無表情だ。

「ふん、想定内だ」

「フローライトの部屋に入ったのはアルムがはじめてだぞ？」念を押すように言う。

「想定内だ。だが想定より遅延が甚だしい」

「あのな、フローライトに子どもを産んでもらうのは、おまえにとっちゃどうしても必要なことなんだろうがな、強制したところで本人たちが納得しなけりゃなにも進まねえ。あいつらは実験動物じゃねえんだ。うまくいかなかったとしてもあいつらを責めんじゃねえぞ」

「そんなことはしない」

「アルムがだめでも使い捨てにするなよ。フローライトとうまくいってもだめでも、あれだけ近くにいるんだ。いつか毒にやられる」

「使い捨てか。人聞きが悪いな」

「前任者たちはどうしてるんだ？」

「以前も言ったろう？　グロッシュラーの管理下にある」

「発症したやつはいるのか？」

　カルセドニーの問いに、グレン・グナモアは黙ったままだ。

「おい、聞こえてんのに無視をすんなよ」

「……全員が発症している。だが深刻な状況にはない」

「ほんとだな？」カルセドニーは念を押した。

「噓うそは言っていない」

「実はもう末期だなんてこと、ないよな？」

「しつこいぞ、カル。深刻な状況にはないと言っただろう？」

「それでもおれは何度だって聞きてぇんだ。アルムはコランの息子なんだ。絶対アルムを死なせるわけにはいかねえんだよ。もしなんかあったら、コランはひとりぼっちになっちまう」

「懸け念ねんは無用だ、カル」

「なんでだ？　なんでそう言い切れる？」

　カルセドニーは両手でグレン・グナモアの襟首をつかんで力任せに引き寄せた。

「いつだってそうだ……。おまえはいつも、おれに全部を話さない！」

「そうがなるな、耳が痛い」

「……おれは、おれはおまえのなんなんだ？」

「ふん、自覚はないのか？」涼しい顔でグレン・グナモアが言う。

「くそっ……！」カルセドニーはカウチにグレン・グナモアを押し倒した。

「落ち着け、カル。アルムにはあらかじめ純度の高い血清を投与してある」

「ああん？」

「交配となると体液の混じり合いだ。なんの処置もしないまま放り込むわけないだろう？」

「じゃ……抗体を持ってたってことなのか、いままでの男たちも……？」

「当たり前だ」

　はっと我に返ったカルセドニーは手を緩めた。

「……アルムにも抗体があるのか？」

「ブルー・ステイブルに入る前にゼキが点滴をしたはずだ」

　カルセドニーは口をあんぐりとさせた。

「くそ、そんなこといつゼキに指示したんだ？」

「ホットラインがおまえだけの特権だとでも？　ふん、おまえはつくづくおめでたい男だな」

「あらかじめ処置をするにしても、おまえがアルムを〈リタ〉によこしたのは、当てがあったからか？　あいつなら交差汚染が起きにくいとか……。あいつの黒い髪と関係してるのか？　でも訓練船時代にあいつのからだを一通り調べてもわからなかったんだろ」

「……話にまとまりがないな。オチは期待していいんだろうな」

「おまえがマリネリスに向かう理由はなんだ？」

「待て」

　そう言ってグレン・グナモアは懐ふところから携帯端末を取り出して聞き入った。カルセドニーは音をたてないようにカウチから立ち上がり、グレン・グナモアの話が終わるのを見ていた。

「おれは犬じゃねえのに」

「わかった、手配をたのむ」

　携帯端末を懐ふところに戻すと、グレン・グナモアは獲物を視認した猛もう禽きん類のように一気に戦闘態勢に入った。

「デコイの所在がわかった。やつもマリネリスに向かってる。コラキスも追跡中だ。早めに合流せねばならん。悪いが話の続きはあとだ」

「悪いなんて思ってもねえくせに」

　カルセドニーは文句を言いながらグレン・グナモアと一緒に船長室を出た。
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　焼きたてのケーキをワゴンに乗せて、アルムはブルー・ステイブルに向かっていた。

　ワゴンの上にはナトロが作ったドライフルーツのケーキがある。

　アルムがフローライトから採取した血液を冷蔵室に持って行ったとき、ナトロが厨ちゆう房ぼうから顔を出して「久しぶりに作ったからちょっと心配でね、フローライトと味見してくれないかな」と声をかけたのだ。

　アルムがワゴンを押してブルー・ステイブルに入ると、フローライトはアルムから見て右上にあたるガラスの壁の前に立って、熱心になにかを眺めていた。

「ねえ、いまどのあたり？」

「なにが？」

　アルムはワゴンを置いてフローライトのほうへ行った。

「なに見てるの？」

「ビスマスが休暇をとってたでしょ？　おみやげに大きな世界海図をくれたからここに貼ったの。でも地図と照らし合わせて見ても、いまいちよくわからなくて。せめていまどのあたりなのかがわかればな、って」

　アルムは海図の前に立ち、携帯していた懐中電灯で地図の裏側を照らして現在地を指差した。

　フローライトの見ている表側の海図に、アルムの指が黒っぽい点になって浮かび上がる。

「……マリネリス？　マリネリスに来てるの？」

「そう。なんでかはよくわからないんだけど」

「里帰りできてよかったじゃない！」

「降りるチャンスあるのかな……」

「マリネリスは群島なの？　海図を見ると点がぽこぽこたくさんある」

　点がぽこぽこ……。

　故郷のスケールがいきなり小さくなってアルムは吹き出しそうになった。

「一番大きな点がマリネリス本島だよ」

「アルムが生まれたところ？」

「そう。人が住んでるのは本島だけで、あとはほとんど無人島。人の住まない島の除染は後回しにされるから、マリネリスは汚染物質がまだけっこう飛び交ってる」

「どうして？」

「汚染物質は時間をかけて風化する。それが細かい塵ちりになって、潮風に乗って島をめぐるんだ」

「ふうか？」

「雨や風がものを細かく砕くんだよ」

「雨と風が？」

　フローライトは首をひねっている。なかなか想像しにくいことのようだ。

「もしかしてマリネリスは白至病の人が多い？」

「それは仕方ない。《未浄化国》で生きる人たちと白至病は切っても切れないからね。でも生まれたときからマリネリスにいる人間は耐性があるような気がする。《中枢国》からくる観光客は地元の人間からすればびっくりするような防護服を着てたしね」

「防護服を着てまで見たいような、すてきなところがマリネリスにあるの？」

「有名な画家が絵を描いた場所があるんだ」

「そこを見に？　よし、今度は地図を見よう」

　フローライトはベッドにぴょんと飛び乗った。ベッドの上には何冊も地図が広がっている。海図を理解したいというフローライトの奮闘が見て取れた。

「南岸のコプラテスは見つかった？　そこに石灰岩の白い崖が続く海岸線があるんだ」

「……等高線から想像するのは無理か。その有名な画家が描いたっていう絵が見てみたいな」

「図書室に画集があったから、取ってくるよ」

「うん」

「おっと忘れてた」

　アルムはワゴンを置いたままにしていたことを思い出した。ワゴンに乗ったケーキをドロワーに入れる。

「ナトロが食べてくれって。久しぶりに作ったから味が心配みたい」

　フローライトはベッドから下りてドロワーを覗いた。そのケーキを見るのは確かに久しぶりだ。

「ふうん。グレンが来てるのね」

　フローライトは考える。

　いま〈リタ〉はマリネリスにいて、〈リタ〉にはグレンが乗っている。

　たまたま、なんてことある？　グレンは目的なしに〈リタ〉には乗らない。

　ドロワーからケーキを取り出すと、アルムがいないのをいいことにケーキの一切れを手でつまんで、一口で食べた。

　ケーキは前に食べたときより、ずいぶん甘いような気がした。




「おう、ちょっと手を貸せ」

　図書室からブルー・ステイブルに戻る途中で、アルムはカルセドニーに呼び止められた。カルセドニーはめったに着ない野外作戦用の上着を着ている。

「外でドンパチになるかもしれん。戦闘訓練はひととおりやってきたな？」

「それは……はい、もちろん」事情がわからないままアルムは返事をした。

「古い話だがな……グレンは〈リタ〉の運用を決めたとき、信頼できるいろんな畑の腕利きを自分で集めたのさ。そんでおれたちに相互補完状態を堅固に維持しろ、と命じたんだ」

「……相互補完状態？」

「みんながみんな、なんでも屋であれってことだ」

「みんな？　〈リタ〉のなんでも屋はビスマスさんだけじゃないってことですか？」

「〈リタ〉に乗った時点で、おれたちゃ少数精鋭のなんでも屋になる必要があるってことさ。おまえだって四六時中フローライトと仲良し小好しをしてるだけじゃ手持無沙汰だろ？」

　アルムはカルセドニーの言わんとしたいことを察した。

「……おれもなんでも屋になるべきなんですね？」

「グレンの差し金で新人補佐官が厄介な作戦に参加してる。おまえさん、そいつに心当たりがあるだろ？」

「……クリス？　クリスが外にいるんですか？」

「さながらメロドラマの真っ最中だ。おまえを外に出す出さないでグレンと揉めたんだが……」

「えっ？　まさかグレン・グナモアもここにきてるんですか？」

　カルセドニーは声を出さずに頷いた。

「……船長、マリネリスでなにが起きてるんですか？」

「おれはいまから物見遊山にしゃれこむところだ。……おまえさん、どうする？」

「──────」アルムは即答した。
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　その森に入ると、息苦しさを覚えるほど木々が密集している。

　森そのものが思し惟いをもって呼吸しているかのようだ。濃密な空気が水分を蓄えていて、ほんのすぐ先も靄もやがかかったように見える。

　その中を、アイボリーの髪を肩のあたりまで伸ばした男が、森の最深部へ続く小道をうつむきながらゆっくりと歩いている。大きなかばんをたすき掛けにし、手には弁当の入った袋を下げ、額から流れる汗を手の甲でぬぐい、首から下げたタオルで口元の汗をふく。ずり落ちる眼鏡を直し、強い日差しに降参するかのように目を閉じてはまた開く。

　男は進む道の先に二つの人影が伸びているのに気付いた。

　……思ったより早く来たな。男は持っていたゴムひもで垂れたままにしていた髪をまとめた。

「よーう、コラン！」

「カルセドニーか。グレンもようこそ」

　カルセドニーは駆け込むようにコランとハグをした。久しぶりの再会に熱いものがこみあげているようで、目頭が赤くなっている。

「久しぶりだな。コラン、おまえ全然変わらんのな」

　そう言われたコランは一歩下がってカルセドニーを上から下まで観察した。

「きみもかわらないな。鼻はまだ治らないのかい？」

「もうとっくにあきらめてるよ」

　カルセドニーの熱烈なハグから解放されたコランはグレン・グナモアともハグをした。

「やあグレン。きみも変わらないね。たしか行方不明じゃなかった？」

「突然すまない。いろいろ事情が立て込んでる」

「かまわないよ。きみはいつだって立て込んでる」そう言ってコランは微ほほ笑えんだ。




　コランはさらに森の奥深くへ進み、簡素な平屋の建物にふたりを案内した。

　建物の中に入ると、外観とは打って変わって最新設備が揃そろうラボが広がる。大型の冷却装置がうなるような音をたてていた。

「うちの息子が訓練船に乗ったんだけどね、もうとっくに卒業してるはずなのに手紙のひとつもよこさないんだ」下げていたカバンをデスクの上に置きながらコランは言った。

「ああまだ届いてねえのか。ちゃんと届くか怪しいから僻へき地ちで出すなって言ったのに。アルムな、おれの下で働いてるんだよ」

「〈リタ〉で？」

　カルセドニーは大きく頷うなずいた。

　コランはラボの小さなキッチンでお茶を入れると、まずグレン・グナモアに差し出した。グレン・グナモアは持ち手が少し欠けたカップを受け取ったが、口にするかどうか迷っている。

「大丈夫だよグレン。安全な水を使っているから」

「……すまん。つい習慣でな」

　ラボには場違いの生成りのカバーのカウチにカルセドニーとグレン・グナモアが座ると、コランは隅によせていた肘掛け椅子を引きずってきて、それに座った。

「それで？　ふたりはまだ付き合っているの？」

　カルセドニーは口に含んでいたお茶をぶっと吹き出した。

「そんなわけないだろう！　いつの話だよ……」

「わかってて聞いたんだよ。おもしろいから、からかってみたくなったんだ」

「コラン、あまり時間がない。いいか？」グレン・グナモアは割って入った。

「きみに時間があったためしなんかないよ」

　グレン・グナモアは持っていたカップをカルセドニーに持たせた。

「まず確認したいんだが、卵はどうなってる？」

「心配いらないよ、ちゃんと厳重に保管してる。きみにはぼろっちく見えるだろうけどね、実はここ、しっかり作ってあるんだ。安心していいよ」

「グロシュはわたしにも報告しなかったんだ」

「あの様子ならそうだったんだろうねえ……。きみたちみたいになんの連絡もなしにきたんだよ。かわいい女の子と一緒だったね、あの子は初めて見る子だったなあ」

「彼女はワールフィア、グロシュのパートナーだ。公私ともの」

「ああ、そういうことか。じゃあ、あの子が【バーサー】なんだね？」

「【バーサー】？　なんだ【バーサー】って」カルセドニーが口をはさんだ。

「おまえは知らんでいい。それにしても……なぜすぐわたしに報告しなかったんだ？」

「なぜって……それはグロシュに秘密にしておくのよ、ってきつく言われたから。きみに勝手に報告して、あとからグロシュに怒られるのも嫌だし。それにグレンは勘違いをしてるよ？　ぼくはあくまでも巻き込まれた立場なんだから」

「わかった。想像はつく……あいつのゆすりは天賦の才だ」

「なあ、【バーサー】ってなんのことだよ？」

　再度カルセドニーが口をはさむと、グレン・グナモアはわざと声を低くして言った。

「おまえに耳はないのか？　わたしは知らんでいいと言ったんだ」

「……またかよ。仲間外れにしやがって。ふたりして大人おとな気げねえマネしやがって」

「カルセドニーは口が悪いなあ。それで？　不穏な動きってのは落ち着いたのかい？」

「いや。場所が変わっただけだ」

「ふうん、きみも大変だなあ」

「ストックはあとどれくらいだ？」

「使えるのは二十くらいだね」

「じゃああと五百年は大丈夫ってことだな」指を使って計算しながらカルセドニーが言った。

「しかしグロッシュラーから聞いてないかい？　うまく育つかは未知数だよ」

　グレン・グナモアは頷うなずいた。

「聞いている。グロシュは新しい技術でなんとかしようとしているようだが……」

「ぼくはそれには賛成できないなあ」

「なんの話だ？」カルセドニーが身を乗り出してコランに聞いた。

「いまある卵は旧世界のアルセノンたちの受精卵なんだ。父も母もアルセノン、つまり純血種だね。アルセノンは三十年にひとりしか生産されないけれど、純血のアルセノンを維持していくのなら、いつか同時期に健康な男女をひとりずつ生産する必要がある。交配させるためだ」

「すぐできそうなもんだがなあ」カルセドニーが言う。

「うーん、簡単にできそうに聞こえるけれど、実際は難しいことなんだよ、カルセドニー」

「なんでだ？」

「受精卵の性別を見分けられないからだよ。できるのは、いまある受精卵を子宮にそっと戻すだけ。そして生まれたときに性別を知る。でも……着床しないことも多いから、アルセノン生産はほとんど賭けみたいなものなんだ。アルセノンを維持するのに、ぼくたちは何百年も危険な綱渡りをしてる。ほんとうは受精卵を人の手でたくさん作れればいいんだけど……」

「なんで作らねえんだ？」

「だってそれは【科学技術の放ほう擲てき】に大きく抵触するからだよ。リーン憲章に触れる。アルセノン開発にもつながる科学の基礎研究、とくに生理学や発生学は死罪になるほどの大罪だ。突き詰めると優生思想に傾きかねないからね」

「憲章うんぬんならグレンが目をつむればいいだけのことじゃねえか？」

　カルセドニーは名案を思いついたとばかりに誇らしげに隣を見たが、グレン・グナモアは肩をすくめただけだった。

「旧世界なら簡単なことがぼくたちにはできない。できることは……現状維持くらいかな」

「グロッシュラーやおまえでも歯が立たねえのか？」

「科学は万能じゃないよ、カル。受精卵はそもそも途方もない期間凍結されているんだし、なんの問題もなく成長する確率は下がる一方だ。残りの受精卵がうまく成長するのは五分以下といったところだろう。だから……、いずれ確実にアルセノンは生産できなくなるだろうねえ」

「……なんでそんな大ごとがいままで放置されてたんだ？」カルセドニーは鼻息荒く言った。

「少なくともぼくは放置したつもりはないよ。グレン以前の統治者たちが糊こ塗とに徹したんじゃない？　いつかきっと革新的な技術が開発されるかもって」

「グロッシュラーの言ってる新しい技術ってのは？　うまくいきそうにねえのか？」

「ぼくは無理だと思う。あの子は生命に対して多分に敬意が足りないときがあるんだ。現アルセノンで単為生殖ができないか、って発想なんだよ。もし現アルセノンが男性だったら出てこない着想だよねえ。生き物はつきつめていうとすべてメスなんだよ。あとからオスになるんだ。生命の構造はメスがベースになってる。カル、自分のいちもつをひっくり返して見たことはあるかい？」

　うんざりといった顔をしてグレン・グナモアはコランの話を遮った。

「コラン、余計なことはいい。カルは馬鹿だから本気にする」

「ごめんよグレン、つい……ね。ええと、乱暴な言い方になるけれど、要は分身をつくろうってこと。現アルセノンの若い卵を使ってね。でも増やせるのはメスだけだ。グロッシュラーはメスだけいればいいって思ってるのかも」

「なんでだ？」

「それはね……グロッシュラーは潜在的に見抜いているんだよ。命をつないで、歴史をつくるのは女性だってことをね。ぼくも大いに賛同したい。いつだって、世界は女性が動かしてるんだ。男は添え物なんだよ。それに気づかないで威張り散らしてるのさ」

　グレン・グナモアは話が先に進まないのでいらいらしていた。

「おっと、グレンがおっかない顔をしているよ」

「要点を話してくれないか。時間がないんだ」

「ごめんごめん。グロッシュラーのアイデアに関しては……技術的な課題をクリアできないし、生物としての耐性もあまり期待できないと思う。でも……もしかしたらドラルにはグロッシュラーの言うような技術が密ひそかに伝えられているのかも。技術はあるけど、卵もしくはアルセノンがないからできないだけ、とか」

「聞き捨てならんな……」

「それでグレンはどうしたいのかな？」

「マリネリスに来たのはふたつ理由がある。どっちもコラン、おまえに関係することだ」

「ふうん。じゃあ、あまりいい話は期待できないんだね」

「ひとつはおまえが探していた答えを聞くためだ。息子の髪の色について説明が欲しい」

「へえ、ということはアルムの髪は黒いままなんだね？　よかった、再発はしてないんだな」

「答えを見つけたのなら、なぜすぐ報告をくれなかったんだ？」

　グレン・グナモアは思わず詰きつ問もん口調になった。

「だってぼくとしてはまだ経過観察をしているところだからね。……あとひとつは？」

「悪い話だ。ここにドラル王が向かってる。そろそろ船影が見えるころかもしれん」

　コランの顔色が変わった。

「アラゴが？　なんで？」

「込み入ってる。わたしが行方不明になっている件にかかわることだ」

「そういえばきみパタプスコで狙撃されたんだったね」

「撃たれたのは替え玉だ。実行犯のリーダーがドラルの王女で、それを利用することにしたのでな」

「それで？」

「ドラル王と直接交渉するために、いま替え玉がはったりをかけてる。ドラル王のいまの容体を思えば国を出るとは考えにくかったんだが、交渉の場をマリネリスに指定してきた」

「ねえグレン、ぼくをその交渉の場に立ち会わせてもらえる？」

「ありえん」グレン・グナモアは即答した。

「なんとか頼むよ」

「これはきわめて政治的な交渉だ。無理を言うな」

「無理も言いたくなる。だってきみたちは今日来たんだよ？」コランが口をとがらせて言った。

　グレン・グナモアとカルセドニーは顔を見合わせる。

「今日がなんだってんだ？」カルセドニーが言う。

「みんなでちょっと散歩をしよう。日差しが強いから、帽子を貸してあげるよ」

　コランはバナナの葉で編んだ帽子と水筒を三人分用意した。




　森の中は湿度が高い。定期的なスコールのせいで道はぬかるみ、思うように足は進まない。時折、頭上で大型の鳥が鳴き散らす。それは森の中に人間という異物が入ってきたことを周囲に警告するようで、つんざくように甲高い。

　コランは後ろに続くグレン・グナモアとカルセドニーのために、伸びた枝を鉈なたで切り落としながら一直線に歩く。やがて、かきわけてもかきわけても果てしなく続くかと思われた森が途絶えて、視界が一気に広がった。

　その先に、ほぼ完全な円形の泉が現れた。見上げると丸く切り取ったような青い空が見える。

　グレン・グナモアは目の前に広がった幻想的で不思議な光景に息をのんだ。

　ほぼ真上にある太陽の光が、樹木に遮られることもく、この空間に垂直にふりそそぐ。泉は清浄な青さをたたえており、透明度が高く、覗のぞき込むとはるか下に砂地の底が見えた。

「きれいだろう？」

　泉のほとりにある古い切きり株かぶのそばに腰を下ろしながらコランが言った。

「ここみたいな泉はリーンに二十ほどあって、マリネリス群島にはそのうち十六が集中してる。石灰岩が雨や地下水で浸食されると、洞窟や鍾しよう乳にゆう洞どうができるだろう？　そこに地下水がたまる。天井の地盤が陥落すると、奇跡的にこうして姿を見せてくれるんだよ。ここの泉の供給源は地下水脈からの湧水でね、微生物や不純物がとくに少ない。だから透明度がかなり高いんだよ。しかも……かたちが完璧だよね」

　グレン・グナモアはコランのそばに立った。確かに美しい景色だ。

　直線的な構造物だらけのエリダニアと違って、ここにはグレン・グナモアが見たことのない自然の荘そう厳ごんさがある。

　グレン・グナモアは何気なく泉のまわりを見回した。

　通ってきた道とは反対側の泉のほとりに、樹き々ぎの間から見え隠れするなにかが見えた。目を凝らして見てみると、それは粗末なバラックのようだった。枠はあるがドアはなく、朽ちていて、全体が傾いている。この景色の中では唐突の感があった。

「コラン、あれはなんだ？」グレン・グナモアは指をさしながら聞いた。

「猟師小屋かなんかじゃねえか？　それか炭焼き小屋か……」カルセドニーが遠くから言う。

「そんな形跡はなさそうだけど……。でも、あの小屋にはいろいろ思い出があるよ」

　コランはそう言って、泉のそばをゆっくり歩きながら熱心に地面を見ている。ふいに立ち止まってその場にかがみこむと、平たくて丸い石を拾いあげた。その石を着ていたシャツで丁寧に磨く。つやつやになった石を愛おしそうにながめると、また少し歩いて、ある場所に静かに置いた。そこにはコランがさっき拾ったような石が、いくつも積み重なっている。

「コラン、それはなんだ？」グレン・グナモアはコランに聞いた。

「ああ……。これはエリスの墓標だよ」

「墓標？」

「ここでエリスは死んだんだ。きょうはね、エリスが死んじゃった日なんだよ」

　グレン・グナモアは何度か見かけた程度のコランの妻を思い出す。

「グレン、時間がないのは重々承知してるんだけど、最後までぼくの話を聞いてくれるかい？　きみの知りたい答えを伝えたいけれど、ぼくはその過程をどこも省略したくない。いろんな悲しいことを経て知り得たことなんだ」そう言うとコランは水筒の水をごくりと飲んだ。

「いいだろう。あいつはどうする？」

　グレン・グナモアは顎でカルセドニーを指した。コランがカルセドニーに手招きをすると、察したカルセドニーは「おれは難しい話にはついていけんぞ」と言って牽けん制せいした。

「聞いてくれるだけでいいさ」

　コランはそう言って微ほほ笑えむと、静かに語り出した。
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　オリヴィアたちの乗った簡易船は、座礁したかのような衝撃を伴って停船した。

　湿り気が多く、むっとする甘ったるい空気。目隠しをされていたが、船室を出たクリストバルはここがどこかを一瞬で悟った。

　こんなに早く凱がい旋せんする予定じゃなかったけどなあ……。

　視界を遮られたまま、大男に右腕を、左腕をオリヴィアにつかまれてクリストバルは船尾に近いデッキに出された。もし嗅覚の教えるとおりならコプラテスだろう。コプラテスに着岸できる場所はないから、ここは沖合のはずだ。岩場が多く、泳ぐには素足は向かない。

　オリヴィアの、ささやくような低い声がクリストバルの耳に入ってくる。でもなにを言っているかまでは聞き取れない。

　大男がクリストバルをこづく。刃物のようなもので背中をつつかれて、クリストバルは簡易船の舳へさきに追いやられていった。つま先で行く先を確認しながら進み、この先に行けば海に落ちてしまうというところまで来ても、背後の気配はなくならない。泳ぐのは得意だが、目隠しをされていて手が使えない上に、服を着ているとなるとかなり厄介だ。

　クリストバルが躊ちゆう躇ちよしていると、後方から重たげなエンジン音とともに大きな波が押し寄せて、クリストバルの足元を遠慮なく濡ぬらした。大男はクリストバルをさらに前へ前へと押しやった。クリストバルは目隠しをとるよう頼んでみたが、大男はなにも答えない。

　簡易船のそばでエンジンを止めたのはドラルの大型高速船だ。高速船はすみやかに簡易船と連結すると、碇いかりをゆっくり下ろしていく。

　どう考えてもここに立たせたままってことはないよなあ……。そう思っていたら尻をドスンと蹴られ、クリストバルはつんのめるように海へと落ちた。

　立ち泳ぎでバランスを保つ。足が届かないかとバタバタあがいてみたが、岩に打ち付けたうえに足の指を深く切ってしまった。動かずにじっとして痛みに耐えていると、すぐそばを大きな泡がすり抜けていく感覚があった。誰かが近くにいるらしい。

　海中で待機していた完全防備のダイバーふたりが目の細かい網でクリストバルをすっぽり包むと、高速船に取り付けられた荷役用のウインチで網につながったロープをじりじりと巻き上げていく。がごん、という音をたててウインチが止まると、クリストバルは宙ちゆう吊づりのままなすすべもなく南風に吹かれることになった。

　クリストバルは二の腕あたりに、ちくりと痛みを感じた。その痛みは時間がたつにつれ、弱火で炙あぶられてるような、皮膚がじりじりと焼けるような痛みへと変わり、全身に広がっていく。身をよじって逃れようとしても、動けば動くほどロープが食い込んでいってしまう。クリストバルは仕方なくじっとしていることにしたが、動かなくても自らの重みでゆっくりとロープに沈み込んでしまい、不快な痛みは途切れることがない。

　網に使われているロープは、人を拘束するにはあまりに固く、そして細い。

　……なるほど、これも拷問具なのか。つくづくドラル王は性悪だ。

　クリストバルは耳を研ぎ澄ませ、神経を集中させた。

　いままでとは違う緊張感がこの場を満たしはじめていた。




　オリヴィアは高速船の船室から出てきた車椅子の老人を見た。

　老人は黒い頭巾をかぶっている。頭巾越しでも、老人のぎらついた鋭い目が、瞬時に自分をとらえたことに気づく。オリヴィアは反射的に目を逸そらした。だいぶ瘦せて、小さくなったようにも見える。でも威圧感だけは健在だ。

　肌が白いスキンヘッドの男が車椅子を静かに押している。老人はその間、ぴくりとも動かない。オリヴィアは顔を上げて、老人に視線を戻した。

　父が目の前にいる。




「名乗れ」

　目隠しをしているのをいいことに、クリストバルはその問いかけが誰に向けられたものなのかわからないふりをして黙っていた。そのまま沈黙を貫くと、ウインチが唸うなりを上げて動き出した。クリストバルは勢いよく海面に叩きつけられ、沈んでいく。たっぷり二分を費やしてから、ようやくウインチがクリストバルを吊つり上あげた。

「いってぇ」

　クリストバルは軽口を叩たたいたが、鋭い痛みがからだ全体に広がり、余裕なんてまったくない。絶え間なく食い込んでくるこのロープに、なにか細工がしてあるに違いなかった。

　クリストバルは小さく舌打ちをした。動けば動くほど、時間がかかればかかるほど、傷がおれの皮を引き裂いていきやがる……。

「動くのは得策ではない。特殊なガラス繊維を露出させて編んでいるのだ。傷自体は小さいが、焼けるように痛むだろう？　おまえのからだは穢されているのだ……いままさに」

「けったいなものを作ったもんですね。おたくらはよっぽどヒマなんですね」

　クリストバルは混じりけなしの本音を言った。

「苦痛に耐えきれず、二日ほどでみな舌を嚙かみ切きる。おまえはいかほど耐えられるかね」

「なら倍率が高いほうにベットしてください。儲もうけさせますよ」

「少しでも楽しませてもらえるといいが」そうは言うが、老人の声には抑揚がまったくない。

　クリストバルは海中に乱暴に落とされ、また強引に引き上げられた。それが三回続いた。

「くっそ、いてえなあ、もう！　人を雑巾扱いしやがって」

「アルセノンはどこに隔離されている？　わたしに会えば話す、と言ったのはおまえだ」

「じゃああんたがドラル王なんすね？」クリストバルは痛いた痒がゆさに顔をしかめながら言った。

　老人はクリストバルの問いに答えない。

「残念ですけどね、おれはただの捨て駒なんで、大事なことはなーんにも知らないです。もし知っていたとしても、目隠しをさせたままで、自分のことも名乗らない無礼なやつなんかには絶対言いませんけどもねえ」

「……なんと青臭い挑発だ。わたしも甘く見られたものだな。オリヴィア、こんな茶番に付き合わされるのはまったくもって時間の無駄だ」

　オリヴィアは返事をしなかった。クリストバルはありったけの集中力で耳をそばだてた。

「オリヴィア、おまえも同罪だ」老人は念を押した。

「……そのようね」

「五分やろう。ほんとうにこやつがなにも知らないのなら、オルカにでも食わせてやるのだな」

　監視役として色白のスキンヘッドの男をひとり残し、老人は息の臭い大男に車椅子を押させてその場を去った。




　オリヴィアはクリストバルのそばに駆け寄った。全身にできた傷から滲にじみ出でた血が、クリストバルの服を赤く染めている。

「クリス、大丈夫？」

「地味にいてぇ。なあさっきのロボットみたいな声、あれって親おや父じさん？」

「ええ。旧世界病で声帯が駄目になってしまって」

「へぇぇ。不気味な声だ」

　ドラル王が声を失ったのは、もうずいぶん前のことだ。

　強弱と高低をたくみに使い分けることで、音声合成機の人工の声に自身の負の感情を増幅させる。声を武器として利用するためだ。ドラル王が古いタイプの音声合成機をあえて使うのは、感情を交えない抑制された声にこそ、生々しい威圧感が宿ると考えているからだ。

　額や頰の傷から流れた血が口の中に入ってきたクリストバルは、それをぺっと吐き出した。

「……クリス、ほんとうの目的はなんなの？」

「なあオリヴィア、結婚しようぜ」

「えっ？」

　クリストバルは呼吸を整えてからもう一度オリヴィアに言った。

「結婚してくれよ。おれ、できれば幸せになりたいのよね」

「こんなときに冗談言わないで。死ぬかもしれないってこと、わかってないの？」

「んなこととっくにわかってるよ」

「クリス……！」

「……アルセノンがどこにいるかなんて知らない」

「じゃあやっぱり……全部はったりなの？」

「うん。それでいいってグレン・グナモアが言ってたから。万が一の時はオリヴィアがうまく切り抜けるはずなんだってさ。ひょっとしてまだ……万が一、じゃないの？」

「なんなのよ、こんな状況なのに」

「なんでおれマゥルス入りできたのかなあ」

「もう。いきなりなにを言い出すの？」

「だってさ、オリヴィアと同期だからってだけで、グレン・グナモアはおれをマゥルスにしたとは思えない。なんかもっと……ほかに目的があるように思えねえか？」

[image: ]

　オリヴィアはきゅっと口を強く結んだ。ふいに昔の思い出がよぎる。

　オリヴィアとグレン・グナモアは、王族としての付き合いが幼少のころからあった。オリヴィアはまだ幼いころ、グレンのことを「かっこいいグナモアの姫姉さま」と呼んで慕っていた。カラスのエピドートをペットにしたのも、グレン・グナモアがカワカケスをペットにしていたからだ。男兄弟の中で誰よりも強く、凜り々りしく、美しいグレン・グナモアはいつだってオリヴィアの憧れの存在だった。

　最高統治者に就任してからは簡単に会える存在ではなくなってしまったけれど……。

「グレン・グナモアは過去に何度もおまえんとこの手下に殺されかけてるの、知ってた？」

「……知ってるわ」

　エリダニアの配属式で久しぶりに再会したグレン・グナモアは、オリヴィアを見たときに寂しそうな微笑を見せた。オリヴィアはいまになってその微笑の意味がわかった。

　オリヴィアは、クリストバルの姿をやるせない気持ちで眺めた。ため息ばかりをつきすぎて、もうからだから出るものはなにもない気がする。嫌なことすべてから目をそらしたくて、空を見上げた。

「泣いてんの？　お姫さん」

　クリストバルはオリヴィアのほうへ顔を向けた。それだけでまた鋭い痛みが走る。傷口は広がり、深くなる一方だ。

「泣いてない。わたしを誰だと思ってるの？」

「ドラルのお姫さん」

「……クリス、もう少し頑張れる？」

「いいよ、結婚してくれるんなら」

　オリヴィアはぷっと吹き出した。

「いつものクリスね。よかった、まだ余裕がありそう」

「オリヴィアが好きだよ」

「……知ってる」

「おれも、おまえが知ってたのは知ってるよ」

　オリヴィアはロープの隙間からクリストバルの首筋をそっと撫なでた。

「わお、たまんないね。この際だからキスもしてくれる？」

「馬鹿言わないで」

　オリヴィアは立ち上がった。スキンヘッドの男が近づいてくるのが見える。

「お時間ですが？」

「聞こえてるわ。お父様は？」

「船室でお待ちです。ここはわたしにお任せください」

「……わかった。すぐに行くわ」

　取り残されたクリストバルは、スキンヘッドの男の気配を近くに感じて声をかけた。

「ねえ、目隠しってそろそろとってもらえない？」

　スキンヘッドの男は返事をせずにクリストバルを蹴り上げた。たまらずのけぞってしまったクリストバルは背中をロープにこすりつけてしまい、シャツが破れてあらわになった背中には、新しい傷が瞬またたく間まに増えていった。
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　ぼくたちがマリネリスに赴任したのはもう何年前になるかな？

　ぼくは休暇のたびに森に入ってた。汚染物質と昆虫の関係を調べるのがライフワークでね、偶然この小屋を見つけてからは荷物を置いたりなんかして、拠点みたいに使ってたんだ。

　ある日、小屋の中になにかがいる気配があった。動物でも迷い込んだのかなと思って覗のぞいてみたら、そこには女性が横たわってた。

　小屋はあたり一面血だらけだった。ひどい怪け我がをしているようだった。左腕には膿のう疱ほうがびっしりあって、旧世界病がかなり進行してた。とにかく治療が必要で、すぐに宿舎に引き返して医療キットと水、食料や着替えなんかを鞄かばんに詰めて小屋に戻ったんだ。

　呼びかけても意識はなかったから、気が咎とがめたけど傷を縫うために服を脱がしてからだをきれいにした。とくに熱をもっていた左腕はひどくて、四苦八苦して膿うみと壊え死しした皮膚を取り除いてから、綿布を泉の水に浸して湿布のようにして冷やしたんだ。心得はあるけど、ぼくは医者じゃない。できるのはそれくらいだったよ。

　それを何回か繰り返しているうちに日が暮れて、ぼくは宿舎に戻った。水と簡易食を数日分おいてきた。あんなところで倒れてたんだし、きっと事情があるに違いない。だから上官には報告しなかった。

　次の休暇がとれるとぼくはまた森に向かった。彼女はまだそこにいた。体重が落ちてやつれていたけれど、顔色は悪くなかった。

　ぼくはそのときはじめて彼女をきちんと見たんだ。

　顎のあたりで切りそろえられた髪も、瞳もアイボリー。

　ああ末期だ、って思ったよ。

　地元の人ですか、って聞いたら彼女は首を横に振った。マリネリスの住人ではないらしい。ひどく疲れていているようで、なにも言わずにまた横になってしまった。だから着替えと水と簡易食を置いて、その日もぼくは宿舎に帰った。

　次に訪ねたとき、彼女はいなくなってた。

　なんでかな、そのときのショックといったらなかったよ。

　彼女を忘れようとぼくは研究に没頭しようとしたけど、彼女が気になって仕方がなかった。

　するとある日ね、ラボに彼女がやってきたんだ……！

　見違えるほど元気になっていて嬉うれしかったな。左腕もすっかり治ってた。膿のう疱ほうのつぶれた痕が少し目立つくらいでね。

　彼女はいろいろ教えてくれた。名前はエリスで、出身はドラルで、マリネリスには観光に来ていた。散歩をしていたら森で迷って怪け我がをしてしまったって。

　おかしいよねえ？　ドラルの観光客が防護服も着ないで上陸するなんて絶対しないからさ。

　矛盾はたくさんあった。だけど、ぼくは騙だまされることにしたんだ。だって、もうそのときにはすっかりエリスに恋をしていたからね。ぼくにとって、彼女は完璧な存在だった。

　ありがたいことにエリスも同じように感じてくれていたみたいだった。だからぼくたちはすぐに一緒に暮らし始めた。アルムが生まれた夜、エリスはアルムの髪を見て泣いてたっけ……。

　それでもあのころが一番平和だった。研究も充実していていたし、家には美しい妻とかわいい息子がいて、ほんとうに幸せだった。

　だけど……。

　ひどい低気圧がマリネリスに直撃した日、アルムがぼくのラボに飛び込んできた。

　ママがいない、ママが誰かに連れてかれちゃった、って。

　急いで家に戻ったけど、エリスはいなかった。アルムはずっと泣きわめきながら森のほうを指差してる。泉のある方向だ。

　ぼくは森を走った。ひどい雨と風でアルムには家にいるように言ったけど、彼は幼い足取りでぼくのあとをついてきた。

　走って、走って、森を抜けて泉にたどり着いた。

　エリスは見たこともない男三人にからだを押さえつけられていた。頭巾を被かぶせられて、跪ひざまずいて、左腕を切株の上にのせられてたよ。

　ぼくは必死で男たちに殴りかかったけど、すぐ返り討ちにあった。

　手足を縛りあげられたあと、仕上げにもう一発殴られた。その一発で、ぼくの意識は完全にとんじゃった。

　気を失ってどれくらいたったのかはわからなかったけれど、アルムの叫び声で目が覚めた。

　アルムは泉に向かってなにかを叫んでた。

　あたりを見回すと、切きり株かぶのそばに夥おびただしい量の血があるのが見えた。

　エリスと男たちの姿はなかった。

　なんとかアルムに拘束を解いてもらったあと、ぼくはアルムに、なにを見たのかを聞いた。

　アルムは、男の人たちがママからなにかをちぎって持って行った、と言った。

　ママはこれでいい、もういいのって言いながら水の中に行ったんだ、って。

　ぼくは泣きじゃくるアルムを抱きしめた。ぼくも混乱して泣きじゃくっていた。

　怖くて仕方がなかった。足があんまり震えるものだから、ぼくは泉まで這はって行ったんだよ。もしアルムの言葉通りなら……？　そう思うと、気が狂いそうだった。

　エリスは目を開けたまま、水の中から空を見上げるように仰向けに浮かんでいた。風のせいで水面には波がたっていて、エリスはゆらゆら揺れていた。

　よく見ると、エリスの左肩のあたりはもやがかかったように濁っていた。エリスから流れた血が、泉の水と混ざらないで漂ってたんだ。

　そして左肩から先がないことに気が付いた。

　ぼくは叫んだ。けだものみたいに。

　ぼくは泉に飛び込んで、エリスを引き上げようとした。だけど、うまくできなかった。いつの間にかひじを骨折してたんだ。片手じゃどうしようもなかった。だから仕方なく、彼女の瞼まぶたを閉じて泉から出た。そしてアルムを背負って、とにかく家に帰って、彼女を引きあげる道具を用意しようと思ったんだ。

　だけど……その日からアルムが高熱を出してしまってね。マリネリスにはいくつか風土病があるんだが、そのひとつにやられたらしい。意識の混濁も見られて予断を許さない状況だった。どうしてもエリスを引き上げに行く時間がなかった。

　アルムの容体が落ち着いた十日後くらいに、ようやくぼくは泉に戻った。

　いつもより水面が輝いて見えた。太陽の光が水面に反射しているだけじゃない。なにかが水面に浮かんでいて、それに反射して光っているんだ。

　光っていたのはエリスだった。

　驚いたよ……。彼女の遺体はどこも傷んでいない。それにね……。

　彼女の髪が美しい鳶とび色いろに変わってたんだ。

　いけないとは思ったけど、ぼくはエリスの瞼まぶたを開けて瞳の色を見た。

　とてもきれいなヘイゼル。アイボリーじゃない。

　ぼくは髪と組織のサンプルを一通りとった。

　そしてエリスを泉のほとりに埋めた。目印を置いてね。

　アルムはあの忌いまわしい事件を忘れてしまったようだった。島の人たちにはエリスは旧世界病で亡なくなったと伝えていたから、アルムもそう思うようになったのかもね。でもあの子は賢くて敏感なところがある。もしかしたら、ただ忘れたフリをしてくれたのかもしれない。ぼくは泣いてばかりいたからね。




　エリスのからだに起きたことを解明しようと、研究に打ち込んでいたときのことだ。

　グレン、きみがフローライトを連れてきた。

　そしてほぼ同時期に、若い男がぼくを訪ねてきた。エリスからの手紙を持って。

　手紙にはとても信じ難がたいことが書かれていた。でも、エリスが抱えていた矛盾すべてに辻つじ褄つまが合う内容だった。だから……書いてあることは事実なんだって思ったよ。

　エリスはドラルの反体制派《ナヒド》という組織の工作員だったんだ。

　つまりレジスタンスのレジスタンス、だね。

　ややこしいよねえ。歴史は嫌いだけど、旧世界から近現代のドラル史をみっちり勉強したよ。よくよく調べてくと、レジスタンスと結託してきた歴代のドラル王たちには、表には出せない秘密がたくさんあるらしい、ってことがわかってきた。

　でも一番の問題は、アラゴがアルセノンに代わる毒物を独自に開発してた、ってことだ。

　旧世界病患者から汚染物質を抽出して高レベルに濃縮できる技術さえ持っていれば、疑似的なアルセノン毒は作れる。でもその毒を、おおっぴらにはばらまけない。だから自国の囚人や、捕えた反体制派の活動家たちを使って密ひそかに実験を重ねていたんだ。エリスはその被験者のうちのひとりだったんだね。

　救出作戦が功を奏して、エリスは毒を左腕に注入されただけで回収された。救出した工作員とふたりで小舟に乗って、命からがら逃げたらしい。でも追手がかかって、エリスを救出した工作員は囮おとりになろうと船を降りてしまった。ひとりになったエリスは長く漂流したのちに、マリネリスに流れ着いた。そしてここにたどり着ついたんだ。

　彼女は回復すると、組織のアジトがあるジャダイに向かった。助け出した工作員は、再会したら顔が変わっていたらしい。生き延びるために、特別な手術をジャダイの専門医に施してもらったそうだ。彼女も顔を変えることを強くすすめられたが、断ったと書いてあったよ。

　彼女は組織に戻りたかったらしい。でもその組織は、彼女が知らないうちに秘密裡りに解体され、人の構成を大きく変えて再始動することになっていた。コラキスの隠かくれ蓑みのとしてね。

　グレンはエリダニアとドラルの代理戦争から、純粋に民たちを解放したかっただけなんだよね？　きみがエリスの居場所を無くしてくれたおかげで、彼女はぼくのところにきてくれた。だからぼく、きみにはずっと感謝してるんだよ。

　だけど、ドラル王は逃げ出した囚人のひとりが生きていることを嗅ぎ付けた。そして彼女の左腕の秘密に気付いた。ひどい毒物を仕込まれたのに、ほぼ完治している腕。

　彼女はたぶん誰かに密告されたんだ。そしてサンプルとして左腕をもぎとられた。逃げ出した罰としてとどめを刺される前に、自分から泉に入ったんだ。

　事実を理解するのは、すごく難しい。ふさぎこむだけじゃ全然足りなかった。

　落ち込みすぎたぼくは歯車が狂いだしていることに気付かないまま、無心で手を動かしてた。だってエリスのサンプルから抽出した擬アルセノンに加えて、アルセノンの原料そのものが手元にあるんだもの。条件が揃そろいすぎていたんだ。

　突き動かされるように、ぼくはフローライトの血液から精製したアルセノン毒と、擬アルセノンを使ってより強毒性のアルセノンを作った。あのころのぼくは、もう完全に壊れちゃってたね。理性なんてどっかにぶっ飛んでた。だって復ふく讐しゆうっていったら聞こえがいいけど、ぼくのしてることは褒められることじゃない。決してね。

　でも結局は……復ふく讐しゆうを果たしてしまった。ある人物に託して。

　それは成功したともいえるし、失敗したともいえる。いまだに決着はついていないからね。

　託したのは誰かって？　……グレン、これはカルに言ってもいいのかい？

　エリスを助け出した工作員だよ、彼が手紙を届けてくれたんだ。

　ぼくはぎりぎりまで実行するか悩んでた。すると彼が言ったんだ。あなたが果たそうとしている復ふく讐しゆうは、わたしの復ふく讐しゆうでもあるんです、これは正しいことです、って。彼にもいろんな事情があるんだな、って思ったよ。

　ぼくはずるい人間だ。

　背中を押したのは彼だと自分に信じ込ませて、悪事に手を染めたんだから。

　あのとき、彼の名はビューダンといった。

　いまはカニツァと名乗ってるらしいね。
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　豪ごう奢しやな調度品に、旧世界時代のドラル旗き幟し。壁いちめんに歴代の王のタペストリーが飾られた船室は薄暗い。オリヴィアは目が慣れるまで時間がかかった。

　車椅子のとなりに直接腰を下ろし、しどけないふたりの少年がドラル王のふくらはぎのあたりをけだるそうにさすっている。その光景は異様だ。オリヴィアは吐き気のような嫌けん悪お感がせり上がってくるのを感じた。からだには鳥肌が立っている。

　この子たちはなに？

　顔がうりふたつ……双子かしら？　いつから父は少年兵を連れて歩くようになったのだろう。わたしの知らない間に、父はまたなにかをはじめていたのかもしれない……。

　息をのんで、船室の奥にいる父王の姿を真正面から見る。

　頭巾を取り、血管の浮き出た手でドラル王は目頭を揉もんでいる。顔は膿のう疱ほうだらけで、それらがつぶれたりただれたりを繰り返している。瞼は半分も開けられず、だらしなく開いた口からは重力に従順な涎よだれが糸を引いている。旧世界病の症状はさまざまだが、直視するのをためらうほどの重篤な状態が長く続いている人間を、オリヴィアは父以外に見たことがなかった。

「……オリヴィアか。あの男は口を割ったのか？」ドラル王が言った。

「いえ。ほんとうにアルセノンのことは知らないみたい」

「ではさっさとオルカに食わせてやれ」

　オリヴィアはその言葉には返事をせずに、ドラル王に言った。

「この子たちはなに？　ここでなにをしているの」

「この子たちは神の息子たち。わたしのために使わされた神の子たちだ。穢けがれをまだ知らない、純粋で完全なる人間だ」

「……まさか」

「それ以上の説明は必要なかろう」

　そうだ。たしかにオリヴィアには必要ない。いまだって簡単に思い出せる。

　毎日のように読み聞かされたドラル神曲の一節を、オリヴィアは頭の中でそらんじる。


　この世で一番尊きもの。

　それは女めを知らざる幼き男おのこ。幼き男おのこは穢けがれを清きよめし神の使い。



　ああ……！　なんてこと！　オリヴィアは崩れ落ちそうになった。

　父が、もしこの一節を、言葉のまま現実にしてしまっているとしたら？

　少年兵を意のままに操って死なすだけでは飽き足らず、神曲の真意から目を逸そらし、熟慮もせずただ安直に教義にしてしまったのだとしたら？

　この子たちが父の穢けがれを清めるために、そんな馬鹿みたいな名目のために、もしその身に汚けがらわしいことをされているのだとしたら？

　あの子たちは女を知らざるあいだ、ずっと父に搾さく取しゆされることになる。

　女を知るときは永遠に訪れない。なぜなら、女を知って穢れたら父も穢れてしまうのだから。

　この人の闇はあまりにも深すぎる。この人はもう、狂人の域に足を踏み入れてしまったんだ。

　わたしはこの人の溺れた闇のほとりにも、立てそうにない。たどり着けるわけがない。

　その場しのぎのわたしの思いつきなんて、この人にとっては、目の前で羽音をたてる蠅はえを振り払うくらいのことでしかないのかもしれない。

　それでも、動くしかない。

　落ち着くように自分に言い聞かせながら、オリヴィアは口を開いた。

「知りたいことがあるの」

「なんだ？」

「……母はいまどこに？」

「いまさらなにを言い出す？」

「ただ会いたいの。わたしを愛してくれた唯一のひとに、わたしは生きているうちにもう一度だけ会いたい」

「なぜいまになってそんなことをわたしに問う？」

　オリヴィアは右手をきゅっと握りしめた。

　突拍子もない話をはじめたと父には思われているだろう。せめていまだけでも、父のように厚顔無恥でいられたら。なに食わぬ顔で人を陥おとしいれる非情さがあったなら。力任せの正面突破なんかでは、とても父に通用しそうにない。何度も弱音を吐きそうになる自分に鞭むちを打ってオリヴィアは続けた。

「わたしはあなたや兄に小さなころから蔑まれて、ずっと孤独だった。わたしはいつも母を求めていたわ。おかしいことじゃないでしょう？」

「乳母がふんだんにおっただろうに」

「お父様やお兄様たちの、欲求のはけ口にされていた哀れな女性たちのこと？」

「……なんという娘だ」

　吐き捨てるようにそう言ったあと、ドラル王は激しく咳せき込んだ。

　少年のひとりが薬湯を取ろうと、さっと立ち上がる。

　その瞬間オリヴィアは手に忍ばせていた注射器を取り出すと、素早く走ってドラル王の首に突き付けた。

　足をさすっていた少年は飛び跳ねるように立ち上がり、オリヴィアにつかみかかる。くるぶしに巻きつけたベルトから小さくて鋭いナイフを電光石火の早業で抜き出すと、オリヴィアの首にぴたりとあてる。薬湯をとろうとした少年も瞬発的に反応してナイフの切先をオリヴィアの足首にあてた。

　頚けい椎ついをやられたら確実に死ぬだろうし、アキレス腱けんを切られたら立てなくなる。

　それでもオリヴィアは慌てずに、低い声で少年たちに言った。

「あなたたちは下がりなさい、中は劇薬よ。体内に入れば一滴でも致死量に等しい」

「……息子たちよ、惑わされるな。その女は反逆者だ」ドラル王が冷淡に言い放つ。

「わたしは医者よ、量は間違えない。あなたたちは下がって」

　少年たちは上と下で目を合わせてどうするか決断を迷っているようだった。

「下がりなさい。お父様、ここは引かせるべきよ」

「指図をする気か？」

「この子たちを下がらせて」

「かまわん、やれ」

　オリヴィアは首筋にあてられたナイフがじわじわと食い込んでくるのを感じた。この少年たちは訓練されている。いまはオリヴィアの立場を慮おもんぱかって戸惑っているだけで、次に指示されたらためらいなくオリヴィアの喉元を搔かき切るだろう。

「娘を殺すのね？」

「おまえもわたしを殺そうとしている」

「わたしは精いっぱい、あなたの期待に応えようとしたわ」

「……結果が伴わなければ努力などなんの価値もない。わからぬのか？　なにも成し遂げられずにいたおまえの価値など、無いも同然だ」

「あなたにとってはそうかもね」

「自惚うぬぼれるな。誰にとっても、だ。すでにおまえは罪人だ。女の義務である子も産まず、ありあまる金を与えたのにこの体たらくだ。やはり女に教育は無用なのだ。さかしらに増長するだけでは飽き足らず、父殺しを働こうとするとは。さあ息子たちよ、ためらうことはない」

　ドラル王がけしかけるように少年ふたりに言った刹那。船室の外から大きな爆発音とともに水煙があがった。オリヴィアが身をかばおうとした直後に二度目の爆発音と衝撃波が船を襲い、ガラスというガラスを割って船体を大きく揺らした。

　少年ふたりは両手で車椅子を支え、両足を大きく広げて姿勢を保とうとしている。

　オリヴィアは船室を飛び出した。

　晴れていたはずなのに、外は霧きり雨さめが舞っている。水面は激しくうねり、オリヴィアたちが乗ってきた簡易船がメリメリと音を立てながら裂け、海中に引きずり込まれるように沈んでいく。

　はっとしてオリヴィアはクリストバルを探した。

　簡易船が沈んでいく数メートル先で、ロープがからみついたまま海に投げ出されたクリストバルと、スキンヘッドの男がもみくちゃになっている。早くロープをほどいて拷問網から抜け出さないと、沈んでいく簡易船が生む強い渦に飲み込まれてしまう。

　オリヴィアは目を凝らした。

　クリストバルに絡からみついた拷問網を、ナイフで切り裂いている男がいる。小麦色の肌をした銀髪の男だ。そのすぐそばでクリストバルを引っ張りだそうとしているスキンヘッドの男は、よく見るとさっきまでいた父の部下じゃない。あのふたりは誰なの？

　よく見ようと身を乗り出した瞬間、オリヴィアは背後から伸びてきた毛深い腕の男に首をぐいとつかまれた。見当をつけて、サソリの尾のようにして脚を後ろに振り上げる。確かに当たったはずだが、なんのダメージも与えられなかったようだった。

　隙を与えた！　と後悔したときには、オリヴィアの首を絞める手にさらに力がこめられた。

　オリヴィアは息を吸うことも吐くこともできなくなった。苦しくなって、むせるような咳せきが衝動的にこみあげてくるがそれもできない。ぎりぎりと締め上げられて、口からも鼻からも、もうなにも絞り出せない。

　ああ、もう舌骨が折れる……！

　かすんでいく視界のすみで、ロープから抜け出したクリストバルがスキンヘッドの男に支えられてこっちを見ているのがぼんやりと見えた。

　……よかった、脱出できたみたい。

　オリヴィアは力を振り絞って、首のあたりを必死でかきむしった。

　そのとき、ずっと手にしていた注射器がころんと落ちた。

　その音を聞いて、オリヴィアは抵抗する気力がなくなった。そして冷静に自分の死を受け入れることにした。加速度を付けて遠のいていく意識の隙間から、クリストバルの姿が見える。

　せめて、父から解放される唯一の手段であろう甘美な死が、自分にとって穏やかかつ速やかでありますように。そう願いながら、オリヴィアは目を閉じた。

　すると突然オリヴィアの首を締め付けていた腕がだらりとして、背後から人が倒れるようなドウという大きな音がした。その音とともにオリヴィアは解放され、生に引き戻された。

　激しく咳せき込みながらゆっくり後ろを振り返ると、そこにはアルムがいた。

「しっかりしろ、オリヴィア。もう大丈夫だ」

「ア……アルム？　な……」

「いまはしゃべるな。ゆっくり大きく息をするんだ」

　アルムに背中をさすってもらっていると、オリヴィアの目からはぽたぽたと大粒の涙がこぼれ落ちていった。すぐそばには、左肩のあたりに注射器を突き刺された大男がうつぶせになって倒れている。

　爆発と衝撃波で舞い上がった海水が細かな霧となって虹をつくり、海に戻っていく。ゆっくり視界が晴れていくと、見たことのない移送船がオリヴィアの目の前まで迫っていた。
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　コランは涙をこらえた。思い出すだけでもつらいことを、感情をなるべく出さずに話すのは難しい。隣に座るグレン・グナモアの表情は変わらないが、カルセドニーは話の途中からずっと鼻水をたらして泣いていた。

「大変なときにフローライトを預けて悪かった。おまえも監視されていたかもしれんのに……」

「あくまでやつらの目的はエリスの腕だったし、それさえ手に入ればよかったわけだから、きみは結果的にやつらの盲点を突いたんだ。いい選択だったと思うよ」

「腕が治ったのも、遺体が腐敗せずに髪や瞳の色が元の色に戻ったのも、この泉の水が作用している、そういうことか？」

「そうだね、正確に言うと、水に含まれている鉱物だと思う」

「鉱物？　石みてぇなもんか？」カルセドニーが洟はなをすすりあげながら言った。

「厳密に言うと鉱物は石とは違うけど……」

「科学者は定義にうるせえな」

「ごめんねカル。肉眼では見えない微細な鉱物に、どうもアルセノンの毒を吸着する作用があるらしいんだ。なんとか結晶化させたいんだけどうまくいかない。これは仮説だけど、もし結晶化できたら……きっとアルセノンとほぼ同じ構造をしてるんじゃないかな？　だってアルセノンそのものは人間から生まれたわけじゃない。きっと起源はほかにあるはずだもんね？」

　グレン・グナモアの表情はにわかに険しくなった。

「おまえは危険な橋を渡っているのかもしれない。コラン、このことを誰かに口外したか？」

「いいや。そもそもぼくには友達がきみたちしかいない」

「絶対に口外しないでもらいたい。カル、おまえもだ。いいな？」

「心配しなくても一晩寝たらおれは忘れちまうよ」

「コラン、しばらく研究を保留することはできるか？」グレン・グナモアが言った。

「うーん……。残念だけどきみがそう言うのなら。なにかあるんだね？」

　グレン・グナモアはコランの問いかけに答えず、泉を見つめながら、猛烈に考えている。

　この泉はリーンに救済をもたらす。だが使い方を故意に誤れば致命的な危機を与える。ドラル王がもし泉の存在を知れば、ここは新たな火種となるだろう。あっという間に猛烈な炎に育つはずだ。

「どの泉でも同じ効果があるのか？」グレン・グナモアが聞いた。

「いや、ぼくが調べた限りここだけ。だから彼女は明確な意志を持ってここに来たんだと思う。だって目的がなければ、こんな辺へん鄙ぴな場所に来ることなんて絶対ないだろうからね」

「追及しようとは思わなかったのか？」

「うん。だって彼女が言わなかったんだ。ぼくは偶然でも必然でもどっちでもよかった。彼女に出会えた、ぼくにとって大事なのはそこだもの」

「おまえの息子の髪が黒くなったのは……？」

「単純な話だよ。ここで毎日沐もく浴よくをさせて、ここの水を毎日飲ませた。原始的な方法しか思いつかなかったんだ。体内に取り込んで、体外に排出させる。ただそれだけ」

「それがおまえの答えなんだな？　コラン」グレン・グナモアは聞いた。

「うん。ぼくの答えはまさにここだ。この泉が、ぼくの答えだよ」
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〈リタ〉はにわかに野戦病院と化した。ゼキがドーマと一緒に駆けずり回っている。

　一番重症なのはクリストバルだ。ゼキが応急措置を施すとそこからはオリヴィアが治療を受け持った。手て枷かせは外されたが、オリヴィアの片足には発信機付の足あし枷かせがつけられている。

「なんでこいつの隣なんだよ？」

　クリストバルはしわがれた声でオリヴィアに不平を言った。クリストバルが横たわるベッドの隣には大男がすやすやと眠っている。

「我慢して。この船、外観は大きく見えるのになぜか中はそんなに広くないのよ」

「こいつ息が臭いからやなんだよ」

「しゃべると傷にさわりますよ」カニツァがなだめるように言う。

　破砕した船の破片で右肩を深く切ってしまったカニツァは、クリストバルと向かい合うように座り、傷口をゼキに縫合してもらっている。

「コラキスが動き出すの、遅すぎませんでした？　けっこう早い段階で万が一はきてましたよ？」クリストバルは皮肉たっぷりに言った。

「ああ……。万が一、というのはあなたの万が一ではなく、ミス・ドラタイトの万が一、という意味でしたから」カニツァはしれっと言ってのけた。

「はあ？」

「ミス・ドラタイトはドラルの王女ですよ？　この作戦で命を落とすようなことがあってはなりません。翻ひるがえってあなたはただのマゥルス。殉職しても、それは純粋に栄誉ですからね」

　麻酔を打たずに縫合されているにもかかわらず、まったく表情を変えないカニツァを見て、クリストバルは癪に障った。……ったく、なんだそら。

　ドラル王についていたふたりの少年に目立った怪け我がはなかったが、拘束され〈リタ〉に連行される途中で薬物を服用したらしく、ふたりは揃そろって絶命した。

　意識を取り戻した大男はあと九人は船に乗っていたと言ったが、その九人はついぞ見つからず、船を奪ってドラルに逃げたと結論づけてカルセドニーは深追いをしなかった。

　ドラル王、アラゴ・ドラール三世は車椅子から投げ出されたものの、膿のう疱ほうのいくつかが破れただけですんだ。




　温室のようなカルセドニーの船長室で、車椅子に沈み込むようにドラル王が座っている。

「だいぶお年を召されましたな」

　グレン・グナモアが声をかけると、ドラル王は半分しか開かない瞼まぶたの奥から、ぎろりとグレン・グナモアを睨にらみつけた。

「これでわたしの首をとったつもりか？」

「とんでもない。あなたひとりを掌握したところで、あなたお抱えのレジスタンスが静かになると思うほど、わたしはおめでたくありません」

「……わがしもべたちはどうなった？」

「何人かは無事です。何人かは逃げました。船を手に入れたようですから、潮をつかまえればいずれドラルにつくでしょう。以前捕らえたほくろの男と、少年ふたりは尋問の前に自死しました。気概を見せたのはその三人だけでしたね。ご自慢の私兵団を一個大隊でもお連れになればよろしかったのに。お忍びできたのが仇あだになりましたな」

「そろそろ踏み込む頃合いのはずだ」

「一個小隊を後方に待機させていたことは把握しています。それにしても少し遠くに置きすぎましたな。あれでは迅速に動けない。斥候は事前に排除しましたので、あなたに報告を行っていたのはわたしの部下です。多少、情報を操作させてもらいました」

「……なに？」

「あなたらしくもない、目が曇られたのはお年のせいですか？　おかげでこちらとしては順調にことがすすみましたが」

「軍人きどりだな、ただのお飾り女め狐ぎつねが」

「これは身も蓋もない」

「……きさまはいくつになった？」

「四十二です」

「……子はもうけたか？」

　グレン・グナモアは笑い出しそうになったのをかみ殺した。このご老体は最高統治者の掟おきてすら忘れてしまったらしい。

「最高統治者は終身制、独身が慣例です。わたしにその機会が訪れることはないでしょうな」

「……役立たずな女め。子も産まず、男の真ま似ね事ごとをして有頂天になっておる」

「シナーバ・モ・ラーレ……女は男に身を捧ささげ、尽くし、子をもうけよ、でしたか。ドラル神曲は黴かび臭くさい古典だと記憶していましたが、あなたがたにはまだまだ現役のようですね」

「統一は人類が犯した最大の過あやまちだ。リーンは存在そのものに瑕か疵しがある」

「あなたは、先人たちの知恵をあなた自身とドラルのエゴでないがしろにしているだけです」

「いまのリーンはあるべき姿ではない。わからんのか、この愚かな世界の異常さを。神を滅ぼし、民を均一化することが平和だと勘違いしている。狂気の世界だ」

「耄もう碌ろくがすぎますな。各都市国家や民族の多様性を尊重しているリーン憲章をご存知ないとでも？　先人たちは、火種となる神と信仰を持たないと決めただけです」

「なんという冒ぼう瀆とくだ……！」

「罪深いのはあなたのほうです。あなたはドラル神教の復活と言いながら、レジスタンスを焚たきつけている。長く神を忘れた民たちからすれば、その実態は麻薬と同じですよ。レジスタンスの前にぶらさげてやれば、大義名分に一役買う程度の」

「……ぶつつきおって」

「神を忘れた民たちが、神に惹ひかれるのは容易に想像できます。神は便利な存在ですからね。責任を押し付けることもできるし、人を動かすエンジンにもなる。あなたは、欺ぎ瞞まんに満ちた作為を運命として見せつけて、民を利用しているんです」

「……きさまの話を聞いていると虫唾むしずが走る」

「あなたはリーンに神をふたたび降臨させたいのでしょう？　そしてアルセノンにその役をさせる。アルセノンが手中にあれば、厄災も祝福も、あなたの筋書き通りに演出できる。あなたはついに、神の摂せつ政しようになれるわけです。いやはや……恐ろしい盲信ですな」

「きさまは民に真実を知らせぬことでこの世を維持していると勘違いしている。無知であることより、無知を強いるほうがよほど罪深い。きさまは自分に都合の悪いものを見ないだけだ」

「そうでしょうか」

「きさまには統治者になるべき資格がそもそもない。きさまは断罪されるべき簒さん奪だつ者だ」

「簒さん奪だつ者……ですか。それはわたしが女だからですか？　正直なところ、あなたの評価は気になりませんよ。さて、長くなりましたが本題に入りましょう」

「交渉する、とは言っておらん」

　グレン・グナモアはため息をついた。

「もちろんです。わたしも交渉するつもりはありません。わたしは下知するだけです」

　グレン・グナモアは懐ふところに用意していた文書を取り出すと、ドラル王の視界に入るように、ドラル王の前で仁王立ちになって掲げて見せた。

「これは正式な勅書です。お見えにならないようですから、要旨を読んでさしあげます。まずはすみやかに退位をなさってください。ドラルは今後五年間、空位とします。新王の人選はわたしが行います」

「馬鹿な。わたしの息子たちが黙っておるまい？」

　その言葉を聞いて、グレン・グナモアはこの老人に対してはじめて憐あわれみという感情を抱いた。

「すでにわたしの部下がご子息たちを拘束しています。すぐに彼らは王位継承権を放棄しました。もともとあなたにはうんざりしていたとまで話したそうですよ。心血を注いでお育てになった割には、ずいぶんと無能なご子息たちになられましたな」

　ドラル王はか細い腕を振り上げると、勢いにまかせて車椅子の肘置きに叩たたきつけた。

「本音ではないはずだ。……はったりに決まっておる！」

「ぜひレジスタンスの排除にもご協力を。ご協力いただけないようなら難民は引き受けますが、レジスタンスならびにドラル私兵団は例外なく排除します。さらに王政は廃止とし、復古を断じて認めません。また段階的に国を解体し自治権を剝奪し、エリダニアの直轄とします」

「……唾棄するにも及ばん下劣な女め。きさまは由ゆい緒しよある大国を滅ぼそうというのか！」

　怒りに震えるドラル王の口から、涎よだれが筋となってだらしなく垂れ下がる。その姿を冷ややかに見ながら、グレン・グナモアはあきれ顔で言った。

「それがなんです？　わたしが求めるものは閑寂で平穏な日々です。条件をのむのなら、あなたがわたしを何度も暗殺しようとした件は不問に付してさしあげますよ」

「きさまを暗殺だと？　馬鹿な、きさまがわたしを暗殺しようとしたのではないか！」

「もしわたしが命じたことなら、とっくにあなたは亡なくなってるはずですよ。わたしの部下は非常に優秀ですから」

　ドラル王はぎりぎりと歯ぎしりをした。

　悔しさと、惨みじめさと、この場の主導権を握れない焦あせりを隠そうともしない。

　グレン・グナモアは憐あわれみの気持ちがよりいっそう強くなった。

「まだあります。あなたの病状を、わたしなら大幅に緩和させることができますよ」

「……この病を？」

「そうです。悪い条件ではないと思いますがね」

　ドラル王の呼吸は激しく乱れはじめた。あえぐように口をぱくぱくさせている。

「……はったりは……よせ。もう……きさまの戯たわ言ごとなど、聞きたくない……」

「戯たわ言ごと、ね。そう思われるのもけっこう。わたしは部下を動かすまでです。猶予は一時間としましょう。また伺います」そう言うとグレン・グナモアはドアのほうに向かった。

　背後では、ぐぐぐ、ぐぐぐ、というドラル王の歯ぎしりの音が虚むなしく響いていた。




　船長室の外でカルセドニーは腕を組んで立っていた。

「じじいはなんて？」

「まだわからん。これで動かなければドラルは滅亡だ」

「それがおまえの望みか？」

「さあな」そう言ってグレン・グナモアはカルセドニーを見た。

「アラゴの言うことにも一理あるとは思う。すべてが管理され統一化された世界は、決して自然な姿ではないからな」

「なんだそら。自然な姿ってなんなのさ？」

「いまはリーンという鎖が、すべてをゆるやかに拘束しているような状況だ。本来ならば、一人ひとりの価値観や特性は大きく違うはずだろう？　それに対して正しいも悪いもない。自分と他者は同じではないということを許容し尊重できるならば、リーンのような統一化されたシステムは必要ないんだ。だがな……」

「なんだ」

「往々にして人びとの価値観は一方通行だ。だから対立が起こる。神や宗教を後ろ盾にしてな。それに疲れ切った先人たちが生み出したのがいまの世界だ。だが……リーンがわれわれにとって最適な選択だったのか？　立ち止まって考えると、どうしても揺らぐんだ」

「揺らぐ、だ？　リーンのどこが悪いんだよ」カルセドニーは嚙かみつくように言った。

「互いの見ている世界は違うという単純なことを、たったそれだけのことを、なぜわれわれは認めたくないのだろう。おまえは考えたことがないのか？」

「ねえな、おれは低俗だから。むずかしいことはごめんだね」

「いずれ民も気付く。大きく動くときがくるはずだ」

「そうかねえ？」カルセドニーは疑心暗鬼だ。

「最大の混こん沌とんが訪れたとき、大きく誤った道を選ぶ切り札とならぬよう、アルセノンを無効化せねばならんのだ。それが叶かなうまでは、わたしはリーンの安寧を必死で維持せんとな」

「……やっとわかったよ。リーンをお前の代で終わりにするって意味がな」

「ふん、鈍い男だ」

「長い仕事になるぞ。おまえ自体が反逆罪に問われるようなことだ」

「わたしの代では無理かもしれんし、次の代の統治者がわたしの思いを受け継ぐ保証もない。でも準備をしておく必要はあるだろう？　コランのおかげで少し前倒しできるかもしれんがな。……オリヴィア・ドラタイトはいまどこにいる？」

「みんなの治療も終わって上の船室でおとなしく拘束されてるよ」

　そう言ってカルセドニーは人差し指を天井に向けた。




　物置のような狭い船室で、捕えられたほかの者とは別にオリヴィアはひとりでいる。

　治療中は片足だけだった足あし枷かせを両足につけられて、医療キットの入ったケースを椅子にして膝を抱えるように座っている。船室には窓がなく、オリヴィアはずっとなんとはなしに壁の照明を眺めていた。

　とても不利な立場にいるはずなのに、不思議と不安を感じない。

　軽くノックの音がして、カニツァに先導されたグレン・グナモアが船室に入ってきた。オリヴィアが立ち上がって敬礼をすると、グレン・グナモアは手を払うようにしてオリヴィアに座ることをすすめた。

「申し訳ありませんでした。どのような処分でも、お気の済むようになさってください」

　オリヴィアは深々と頭を下げた。正直な気持ちだった。

　グレン・グナモアは懐ふところからオリヴィアの持っていた注射器を持ち出して、オリヴィアの膝に乗せた。オリヴィアはそれを取って手の中に包み込んだ。

「麻酔薬か。……怖おじ気けついたのか？」グレン・グナモアが言う。

「殺すつもりなんてありませんでした。ただわたしの話を聞いてほしかった。ドラルのためとはいえ父のやっていることは間違っているし、わたし自身が父のすべてを許せなくなったので」

「話はできたのか？」

「いえ、逆にわたしを殺すように付き人たちに命じました」

「ひどい父君だな」

「……ええ」

「これを読め」

　そう言ってグレン・グナモアはドラル王に見せたものをオリヴィアに手渡した。オリヴィアは素早く目を通す。

「……この条件を父はのんだんですか？」

　グレン・グナモアは首を振った。

「再考するよう時間の猶予を与えた。あと半時間ほどで答えを聞くつもりだ。その前に、おまえから説得してみないか」

「わたしが？」

「荷が重いか？」

「……自信がありません」

「ドラル存続がおまえたち親子にかかってる。それこそ死ぬ気で説得してもらわんとな」

　そう言い残してグレン・グナモアは船室を出た。
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　息を殺して物陰に身を潜め、クリストバルは廊下でグレン・グナモアとカニツァのふたりが船室から出てくる様子を見ていた。ふたりの姿が見えなくなるまで待って、音をたてないよう慎重に歩いてドアの前に立つ。見上げた天井にはもぐりこめそうなダクトもある。ダクトを這はいずり回まわってもいいが……ここはマゥルスになってから繁しげ々しげと練習した解錠術でスマートにドアを開けることにした。

「よう、お姫さん」

　つとめて明るく言ったつもりだったが、手足を拘束されているオリヴィアの姿は思ったよりも衝撃的で、クリストバルは思わず息を吞のんだ。

「クリス……？　だめじゃない、安静にしてなくちゃ」

　うつむいていたオリヴィアはゆっくり顔を上げながら言った。

「どこの骨も折れてない。出血も止まってる。めちゃめちゃ痛いけど、からだも動く。おまえ、医者としては腕っこきなんだな」

「医者として、か……」クリストバルのお世辞にオリヴィアは乾いた笑みを見せた。

「揚げ足とんなよ、褒めてんだから」

　オリヴィアは神妙な面持ちで切り出した。

「ごめんなさい、クリス。あなたにちゃんと謝っていなかった。ほんとうにごめんなさい」

　気丈に采配を振るっていたさっきとは打って変わって、いまのオリヴィアは𠮟られることを受け入れた子どものようだ。

「んなこたぁどうだっていいよ。それより、総統はなんて？」

「それは……」

「おれには言えない？」

「でも……あなたはマゥルスの中枢にいるんでしょ？」

「うーん……そうなのかなあ？　いまひとつ自信はないけど」

「じゃあきっとすぐ耳に入るわ。父に退位をするようわたしに説得してみろ、と言ったの」

「へえぇ。そりゃ大おお博打ばくちだ」

　そうは言ったものの予想とあまり乖かい離りしていない。荒療治なのは否いなめないが、グレン・グナモアの言動にはすべて理由がある。クリストバルは先を続けた。

「んで？　できそう？」

「不思議な感覚なの。あんな父でも、救えるものならどうにかして救いたいと思ってしまう。総統の期待に応えたいという気持ちも強い。でも……」そこでオリヴィアは口をつぐんだ。

「でも？」

「たとえなにをしたとしても、不正解な気がしてならないの。いまの自分の立ち位置を、わたしは正確に把握できてないのね」オリヴィアは冷笑を浮かべた。

「おれたちは何度も急転直下の目にあってんだよ？　いまさらなにがどう転んだって、もう驚きゃしないだろうに。バーンとぶつかってこいよ、胸張ってさ。意外と簡単かもよ？　おまえは鼻っ柱の強い女王様だもん、おれにはな」

「それは……それはごめんなさい」

　オリヴィアは両のてのひらで顔を覆うようにした。手首からずれた手て枷かせが、がちゃりと鳴る。

「顔をあげろよ、オリヴィア。いまここでブレんな。らしくねえぞ」

「……わたしらしいってなによ？　大罪を犯した身なのよ。もうどうしようもないの……！」

　いまにも薄氷を踏み抜きそうな顔をして、オリヴィアが戦慄わなないた。

　クリストバルはオリヴィアの肩をつかんで抱き寄せた。考えるよりからだが先に動いた。いつものオリヴィアではない。いまはただの弱気な少女になっている。それが見ていて辛つらかった。

「おまえに逃げ場はなかったし、現におまえは逃げなかった。どこをどうたどっても、こうなったはずだろ？　だからお姫さん、おまえは自分を恥じて縮こまる必要なんかないんだよ」

　クリストバルはさらに強くオリヴィアの肩を抱き寄せた。

「めげんな。絶対、挽ばん回かいできるから」

　クリストバルの言葉が、なんの摩擦も起こさずオリヴィアの胸に刺さって、すっと消えて行った。静かに、それでいて一気に。

　それは干からびたオリヴィアのこころにぽつんと落ちた雨の、最初の一滴のようだった。その雨はオリヴィアの奥深くまで染しみこみ、集まり、いつかきっと海をつくる。その日を待ってみたい、とオリヴィアは思った。ふと顔をのぞかせた未来に、一いち縷るの希望を持つことは許されるだろうか？

　男臭い汗のにおいと、消毒液のにおいが入り混じったクリストバルの胸に顔をうずめながら、オリヴィアは記憶にある限り味わったことのない安あん堵どに包まれた。父の娘であることを自覚してから、こんな気持ちになったことはなかった。

「クリスってほんとはいい男だったのね」

「おっそ！」大おお袈げ裟さなくらいクリストバルは笑って言った。

　クリストバルはそっと身を離してオリヴィアと目線を合わせるようにひざまずくと、ごつごつとした手て枷かせに指を這はわせた。手て枷かせは冷たい。このままずっと身に着けていたら、からだまで冷たくなってしまいそうだ。はやく取ってやりたい。

「応援してる。頑張れ」

　クリストバルはそう言うと、オリヴィアの頭をぽんぽんと軽く叩いた。うっとうしげに見上げてきたオリヴィアに、クリストバルはニカッと歯を出して笑って見せた。いつもの強気な目をしてオリヴィアが見返してきた。オリヴィアの芯に、また火がともりはじめたようだ。

　クリストバルは静かに部屋を出た。

　天井を這はうダクトをもう一度見上げる。

　もしかしたら、もしかするとかもしんない。加勢はないよりあったほうがいいよな？
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　グレン・グナモアはオリヴィアのいる船室から出ると、そのそばにある金属製の重たいドアを開け、非常階段になっているスペースに入った。角度が急で、どちらかといえば梯子はしごに近い非常階段をおりながら、グレン・グナモアは後ろを歩くカニツァに言った。

「オリヴィア・ドラタイトは動かなかったか……。おまえはどう思う？」

「悩まれていたのでしょう。ミス・ドラタイトは、いまのミス・ドラタイトにできる、最大の賭けをされたと思います」

　グレン・グナモアはおや、と思った。

　珍しくカニツァが返事以外のことを積極的に言い出したからだ。

「ミス・ドラタイトはご自身の葛藤と向き合うだけで、相当疲弊されたことでしょう。あれだけの抑圧の中を、何年も屈折せずに、ひたすらまっすぐに生きてこられたのです。ご自身の正義と照らし合わせても、父王相手に極端なことはできなかったはずです。ドラルの女性が、シナーバ・モ・ラーレから解放されるのは、そう容易たやすいことではありません」

「しかしあれだけの餌を目の前にぶら下げてやったのに。期待したほど効果がなかった」

「クリストバル本人は満足そうでした」

「あいつはただの骨折り損だ」

「あのままじっとしている男ではありません」

「……なにかそそのかしたのか？」

「いいえ。わたしがなにか言ったところで素直に動くような人間でもありませんから」

「ふん。つまりあいつを高く買ってるんだな」

　グレン・グナモアの耳に、自分の靴のヒールが階段を叩く音がずっと反響している。〈リタ〉の船員はふだん昇降機を使うのだろう。非常階段に最近使われた形跡はなく、階段の踊り場には埃ほこりがうっすらと積もっていた。

「……回収できたのか？」

「はい」

「ふたりとも？」

「ええ」

「無事か？」

「人の目がありますから、一時的に意識を奪いました。しかしいい医者がついていますので、必ず目を覚まして回復するでしょう」

「医者？　ふん、どこに紛れ込ませたのやら」

「総統はご存知ないほうがいいでしょう」

「……ふん、おまえは誰のためにわたしのそばにいるのだろうな」

「総統はわたしを補佐官に任用したときに、いくらでも清濁併あわせ吞のんでやる、とおっしゃったではありませんか？　最高統治者に二言はないとも」

「ふん、忘れてなどいない」

　グレン・グナモアは足を止めて耳を澄ませた。

　改めて周りに誰もいないことを確認する。この会話は誰にも聞かれてはならない。

「……ふたりになにをさせた？」

「なにもさせておりません」カニツァは答えた。

「なに？」

「わたしはなにもさせておりませんし、ふたりもなにもしておりません」

「わかるように言ってくれないか」

「これですべてです。なにもしていないんです」

　グレン・グナモアは階段をまたくだりはじめた。

「ふん、そういうことか。なるほど、うまく考えたな」

「恐れ入ります」

「実に巧妙だな、カニツァ。それならだれの手も汚れない。なおかつ目撃者は多い。あやつがどこで死のうとも、どれだけ腹を開いて調べたところで、それはただの自然死だ。それが早いか遅いかも、やはりあやつ次第だしな」

「誘導は可能です」

「その誘導をおまえは誰にさせたいんだ？」

　カニツァは答えなかった。

「まあいい。おまえが仕組んだ未必の故意……その狂言回しを、わたしがやってもいいぞ」

「総統がなにかなさることはありません。結局は、時間が解決します」

「オリヴィア・ドラタイトが最適だがな。いずれにせよ、彼女は闇を乗り越えねばならん」

　揺さぶりはかけたが、オリヴィア・ドラタイトがどう動くかは未知数だ。

　グレン・グナモアは最後の一段をおりてドアをあけた。突き当りに船長室が見える。カルセドニーがドアの前でうろうろしているのが見えた。

「ふたりの名はなんという？」

「ご存知ないほうがいいでしょう」

「いつか、おまえのときように……わたしが守ってやらねばならんかもしれんだろう？」

「ご心配には及びません。そのときはわたしが守ります」

「それでもわたしは知っておきたい。おまえが守れなかったときのために」

　カニツァは胸が締め付けられる思いがした。

「双子星といいます。ひとりはアウヴェルス、ひとりはベッセル」

「よし、覚えておこう」

　そう言うと、グレン・グナモアは船長室に向かって歩き出した。
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　ブルー・ステイブルではいつもよりだいぶ遅れてアルムがフローライトの採血をしていた。

「なにかあったの？　グレンがきてからずいぶん外が騒がしいみたい」フローライトが言った。

「ドンパチがあったんだ」

「……どんぱち？」フローライトは首をひねった。

「もう落ち着いたよ」

「……目が覚めたら隣にいないから、少し焦あせった」

「ドラル王がマリネリスに来てたんだ。そこで武力衝突があって、ドラルの王族の船が沈んだ。事情はさておき、いまはとにかく全員を助けようぜ、って船長が言ったんだ」

「みんな無事？」

「ドラルのほうで死者が三人出てる。怪け我が人にんも何人かいる。一番重症なのがおれの幼おさな馴な染じみだったんで驚いたよ。全身に深刻な擦過傷があって、そこから汚染物質がかなり入ってる」

　アルムはその満身創そう痍いの姿を見たとき、しばらくクリストバルだと気付けなかった。

「あれはね、ドラル独自のものなんだよ。この時代に拷問網を見るなんてねえ」

　アルムとフローライトはドアのほうを見た。ポットをのせたワゴンを押しながら、ドーマがブルー・ステイブルに入ろうとしているところだった。

「いましゃべったのって、ドーマ？」フローライトが言った。

「ビスマスが話せるように拡張したのかも」

　ドーマはワゴンをぴたりと止めると、いつものようにカップにお茶を注ぎ始めた。

「ドーマ、話せるようになったのか？」

　ドーマは自分の仕事に集中しつつも、赤い目を一回だけ点滅させた。否定の意。

　アルムはおや、と思った。カップが三つある。ドーマがフローライトにお茶を渡すためにドロワーのそばに移動すると、その背後でなにかの塊がぬっと動くのがアルムの目に入った。

「……父さん！」

「あはは……。ばれちゃった」

　コランは照れ臭そうに頭を搔かいた。背中を折り曲げるように、窮屈そうにしゃがんでいる。

「なんでここに？」アルムが聞く。

「なんでって……きみたちが〈リタ〉に乗ってマリネリスに来たんじゃないか」

「三年ぶりか……。元気にしてた？」

「いつもどうりだよ。ごはんを食べて、研究をして、疲れたら寝る。なんにもかわらない」

　コランはドーマからお茶を受け取ると、にこっと笑った。

　フローライトはガラス越しにコランの顔をまじまじと見て言った。

「……もしかして、おじさん？」

「やあ、しばらく。美しくなったなあ」

「父さんとフローライトは知り合い？」

「ああそうか。アルム、彼女が地下室の秘密だよ」

　アルムはぎくりとした。地下室の秘密だって？

　コランは部屋のすみにあった折り畳み式の椅子を引っ張り出した。

　ドーマがワゴンを押してブルー・ステイブルを出ていくと、アルムも椅子を出して座った。コランは美お味いしそうにお茶を飲み、目を細めてフローライトのことを見ていた。

「いやあ、ほんとうに美しくなったね。あんなに小さな女の子だったのに。ぼくのうちの地下室もひどくて申し訳なかったけど、ここも広いだけであまり変わりはないんだねえ。気の毒に」

「ううん、ひどくなんてなかった」

　フローライトはそう言って首を横に振った。

「おじさんはいろんなことをわたしに教えてくれた。おじさんが字を教えてくれたから、本も読めるようになった。それに一度だけ外に出してくれたでしょ？　あのきれいな海、忘れたことないわ」

「それは絶対グレンに秘密にしといてね」コランは子どもに諭すように人差し指を口にあてた。

「そっか。わたしはあのときマリネリスにいたのね」

「アルムは事情がよくわかってないみたいだねえ」コランはそう言ってお茶をすすった。

「まさかあの地下室にフローライトがいたなんて思いもしなかったから」

「きみがいま想像しているほど、彼女がいたのはそんなに長い期間じゃなかったよ。きみはいつ彼女が来て、出ていったかを知らないから……ずっと地下室に彼女がいた感覚なんだね？　でも彼女がいたのは〈リタ〉を換装している数か月だけだったんだ」

「さっき外に出してもらったと言っていたね？　きれいな海にって」アルムはフローライトに聞いた。今度はコランがこたえた。

「その前に発端となる事件があった。ぼくが留守の夜、彼女は地下室から抜け出したんだよ」

「ああ、あれね……。あのときはほんとうにごめんなさい。わたし、どうしても見て見たかったの。本に書いてあったのよ、光が空を走るって」恥ずかしそうにフローライトが言った。

「雷のことだね？」コランが言った。

「ええ。子ども向けの本をおじさんからもらって読んでいたから」

「アルムの本をね、いろいろとお裾分けしてたんだ」

　言われてみれば、アルムの本棚から絵本や図鑑がごっそり無くなることがあった。好きな本じゃなかったから気にも留めなかったが、そういうことだったのかとアルムは思った。

「あの日の夜は地下室にまで大きな音が響いてた。どぉぉーん、ってすごい音。音で部屋が揺れる感じなの。雷が近くに来てるんだって思ったら、いてもたってもいられなくなっちゃって」

「そこからが傑作だ。アルム、彼女はなにをしたと思う？」

　アルムは別のことを考えていた。

　地下室にフローライトがいたと聞いて、あやふやな記憶が急に輪郭を持ち始めたのだ。

「彼女はね、地下室の天井を壊したんだよ……！」コランは人差し指で天井を指し、大笑いしながら言った。

「だって天井の隙間から光がときどき差し込んできたの。部屋にあるランプとは全然違う色だったから、どうしても見てみたくて」

　言い訳がましいフローライトが愉快でたまらないといった顔でコランが続けた。

「つまりね、ぼくの部屋の床板は雨漏りで傷んでた。長いこと修理をさぼっていたら、その真下にある地下室の天井板も腐っちゃった。その傷んでたわんだ天井の板を、彼女は光を見たい一心で剝はいだんだ。いまでも信じられない。素手でだよ？」

　アルムは大声をあげそうになって、慌てて自分の口を押さえた。

「どうしたんだい、アルム？」コランが言った。

「森のセコイアが燃えた夜……おれ父さんの部屋で女の子を見たんだ」

「……思い出した。わたしも男の子を見たの。でもそのことをおじさんに聞いても、おじさんは知らん顔をしたわよね？」

「あはは。あの夜は大変だったよ」

「じゃああの男の子は……？」

　コランは大きくうなずくと、垂れてきた髪を耳にかけながらバツが悪そうに切り出した。

「ごめんね、アルム。きみは確かに女の子を見たと言ったのに」

　アルムは膝の力が一気に抜けた。

「そうか……記憶って上書きできるんだな。あれは夢だって、いまのいままで思ってた」

「……わたしも」

「でもきみたちはこうして出会ったわけだ。うーん、実に興味深い。どうかな、ここでぼくは場を盛り上げるために陳腐な言葉を言ったほうがいいかい？　これはなんとかのいたずらだ、って」真顔でコランが言う。

「やめて、おじさん。わたしは嫌いなの、そのなんとかって言葉」フローライトは笑いながら言った。

　過去といまは地続きになっていて、その一方通行の流れの中を、複雑にも単純にもこんがらがりながらひとは生きている。

　途中でなにが欠けても、いまは成立しない。そんな当たり前のことを痛感する。

　フローライトが笑い飛ばした陳腐な言葉が、アルムの頭にも浮かんでは消えて行った。

「ぼくは焦りに焦ったよ。大急ぎで大工仕事をしなきゃならないのに、事情が事情で誰にも頼れない。それに彼女は素手であんなことをやったから傷だらけだ。あちこちに血をたらしてたよ。もしこのことがグレンの耳に入ったら大目玉をくらう。もう生きた心地がしなかった」

「ごめんなさい、毒をまき散らしちゃって。でも当時のわたしにその知識はなかったの。いまならもっとうまくやれるわ」

「ぼくが困っていたのはきみの毒より、きみの好奇心だったよ。だからぼくはお願いしたよね、もう抜け出さないでくださいって。そうしたらきみは賄賂を要求したんだよ」

「賄賂？」アルムがたずねた。

「二度とこんなことをしないから、外へ連れていけって脅したの」

「グレンは彼女の有毒性を懸け念ねんして外には絶対出すなと言ってたんだけどね。約束、一度だけ破っちゃったんだ」

　アルムはコランの言った「彼女の有毒性」という言葉に嫌けん悪お感を覚えた。コランの物言いは優しさに満ちているが、時折無神経な言葉を不用意に使う。昔から風変わりな父だったが、それは彼が他者とあまりかかわらない孤独な研究を続けているからなのかもしれない。

「まだあのときのままなの？」

　記憶を瞼の裏に映し出すように、フローライトは目を閉じて言った。

「うん、あのときのまま、ずっときれいだよ」

「とても不思議なところだった。森の中に突然、真っ青でまんまるな海があるの。覗のぞきこむと、青いのにどこまでも透き通っていてね」

　アルムはまただ、と思った。

　またあやふやな記憶の輪郭が鮮明に浮かび上がってくる。

　しかも今度は痛みをともなって。

　からだを激しくゆさぶられ、頭の中をかきまわされたように感じる。コランとフローライトはまだなにかを話し続けているが、まるで耳に膜が張られたように、ぼんやりとくぐもって明確に聞き取れない。

　……森の中に突然、真っ青でまんまるな海があるの。覗きこむと、青いのにどこまでも透き通っていて……

　その言葉を頭のなかで繰り返しているうちに、鋭い衝撃が全身を駆け抜けていった。

　その景色を自分も知っている。フローライトの見た景色を、自分も見たことがある。彼女の言葉だけで、その光景がくっきりと目の前に浮かび上がる。

　その場所でなにが起きた？　記憶が映像となって自分に舞い戻ってくる前に、砂をかけるように隠してひたすら暗闇に押し戻した、あの記憶はほんとうにあったことなのか？

「どうしたの？　すごい汗よ？」

　フローライトに指摘されて、アルムは自分の額からだらだらと流れる汗に気付いた。からだの芯は冷えているのに、頭だけがオーバーヒートを起こしたように熱を帯びている。

「父さん、母さんは旧世界病で亡なくなったんだよな？」

「これは……藪やぶから棒だねえ」コランは持っていたカップをテーブルにそっと置いた。

「フローライトが言ってる海と、おれの知ってるあの泉は同じ場所？」

「……うん。同じところだ。ふたりとも、一度しか行っていないのにちゃんと覚えてるんだね」

「そこで母さんが死んだ……？」

「うん。そうか、きみはやっぱり忘れたふりをしてくれたのか。なら、ぼくが気を失っているときの一部始終を見ていたし、覚えているんだね」

　アルムの断片的だった記憶がつながりあって押し寄せてくる。頭の中で鮮明に蘇よみがえっていく。

　母が男たちに押さえつけられて、左肩のあたりを斧おので叩たたき切きられていたこと。

　その斧おのは錆さびていたから一度で切断できなくて、業を煮やした大柄な男が母の腕を引っ張るようにちぎったこと。

　母が悲鳴ひとつあげなかったこと。

　母が肩を押さえながら、あいつらが戻ってきたら大変だから隠れなさいと言ったこと。

　お母さんはどうするの、と泣きじゃくる自分をなだめて、お母さんも隠れるから大丈夫よと言って、泉に入っていったこと。そのときの母は微ほほ笑えんでいたこと。

「……母さんはなぜあんなことをされた？」アルムは指が白くなるほど拳を握りしめていた。

「うん、事情があってね」コランはうつむいている。

「おれに知る権利はないんだ？」声を荒立てこそはしなかったが、アルムは強い口調で言った。

「きみの気持ちはわかるよ。だけど事実はきみが見たとおりだ。それ以上でもそれ以下でもない。エリスはもういないんだ。エリスはきみの素晴らしい母親だった。それじゃ駄目なのかい？」

「そう思うのは父さんだからだ」

「……うん、そうだよね。でもね、ぼくはエリスが望まないことをしたくない。結末はあまりに悲しかったけれど、ぼくたちはとても幸せだったよ。……それだけじゃ、駄目なのかい？」

　コランは哀かなしげな笑みを浮かべると、そっと立ち上がってブルー・ステイブルを出て行った。
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　足の拘束を解かれたオリヴィアは、ビスマスに先導されて〈リタ〉の船長室に入った。

　ドラル王は青々とした若葉が茂る鉢植えの植物に囲まれて、一点を見据えながら車椅子に座っている。拘束下にあってさえ、ひと睨にらみさえすれば近寄る者を委縮させられると高をくくっているようだ。ここが敵の船のもっとも権威ある船長室でなければもう少し説得力もあっただろうが、その姿は物悲しく、いまはただ滑稽にしか見えない。

　オリヴィアがドアのそばで立ったままでいると、「これもいいよ」と言ってビスマスは手て枷かせも外した。そして部屋から出ようとドアノブに手をかけるとにわかに振り向いて「がんばって」と小さな声で言った。

　ここにも、自分を鼓舞して引き立てようとしてくれる人がいる。そう思うとオリヴィアは胸がつぶれそうになる。糾弾されて当然の立場にいる自分に期待してくれる人がまだいると思うと、力がふつふつと湧いてくるようだ。大手を振ってまでとは言えないが、オリヴィアは一歩ずつ一歩ずつ、車椅子に鎮座する父へと近づいて行った。

　そのときあることに気付いた。いままで感じたことのない、鮮烈な不協和だ。

　あの射い貫ぬくような睥へい睨げいが鳴りを潜めている。闇と恐れを鎧よろいのように身にまとっていたあの父はどこへ？

　離れてみれば恐怖の塊のように見えるドラル王が、いまは近づけば近づくほどただの逼ひつ塞そくした老人に見えてくる。呼吸のたびに肩が上下し、とても疲れているようだ。

　いまだったら勝ち目があるかもしれない……。

　オリヴィアはさらに距離をつめ、立ったままのドラル王を見下ろすところまで来ると用意していた最初の一言を撃ち放った。

「わたしたちはグレン・グナモアの勅令を受け入れるべきよ」

　オリヴィアがそう言うと、ドラル王はほとんど動かせない口元をわずかに上げて言った。

「……おまえはなぜ枷かせを外されている？」

　オリヴィアは手首に赤くついた手て枷かせのあとを見つめた。

「さあ……わからない。少しは信頼されているのかも」

「いや違う。おまえにはなにもできまいと思っているのだ。枷かせを外したところでわたしがこの椅子から立てないように、おまえも非力だと侮あなどられておるのだよ」

「そう。いまは非力であることをあなたも認めるのね？」

「機が熟すまで非力であるように見せておるのだ」

「強がるだけ無駄よ。あなたのこともわたしことも、誰も助けになんてこない。国も民も私兵団も、すべてがグレン・グナモアの支配下にある。わたしたちに提示されたのは降伏じゃない。ドラルが生き残るための道筋よ。グレン・グナモアはわたしたちの国を残そうとしている」

「そんな讒ざん言げんを信じるとは嘆かわしい。ドラルの地を離れたせいでおまえは脳みそまで汚染されたらしい。ドラルは交渉も降伏もせん」

「あなたの見み栄えのせいで死に巻き込まれるひとたちがいる。そのことをなんとも思わないの？」

「みずから望み、正義と教義に従ってわたしについている者たちだ。みな死など恐れない」

「馬鹿げてる。あなたは子どもたちをさらって都合よく洗脳してるの。あなたに正義や教義を口にしてほしくない。あなたはただ昔に戻りたくて、大勢のひとを騙だましては利用しているのよ」

「それが必然だからだ。われわれは一貫して統一に反対してきた正統な独立国家だ。ドラルは統一とリーンに服従を強いられた被害者であることをわれわれは決して忘れてはならぬ」

「被害者ぶっても解決はしない。いまあなたがしていることは駄々をこねて地団駄を踏む子どもと同じ。わたしたちはこの世界ともっとうまく折り合いをつけるべきだった。リーンでは神はとっくに衰亡した存在よ、なのにわたしたちだけが過去に向かって歩き続けてる」

「ドラーレ神が望んでおられる。すべてはその復活の日のためにあるのだ」

「復活しようがしまいが……どうせ神はなにもしてくれない。祈っても願っても、わたしにはなにもしてくれなかったわ」

「当然の報いだ」

「なにが言いたいの」

「おまえは神から愛されん。……あの卑いやしい女の娘だからな」

「卑いやしい？　母が卑いやしいですって？」

「そうだ、おまえの母は罪人だ」

「なにを言ってるの……」オリヴィアはいままで保っていた冷静さを失いそうになった。

「あの女は盗ぬす人つとだ。わたしに近づいたのもそのためだ」

　ドラル王の言うことを鵜う吞のみにしたくはないが、オリヴィアは聞かずにはいられなかった。

「母がなにを盗んだというの？」

「あの女は許されない身でありながら、ドラルの秘に触れるだけでなく盗みまで働いた。そして愚かにもわたしを脅したのだ」

「……なにを言ってるの？」

「おまえが知るドラルは、わが大国の一部にすぎん。王族とはいえおまえは穢けがれた身だ。それを差し置くとは思い違いも甚だしい。実に哀れなことだ、おまえという女は救いようがない」

　愛されていないことは自覚している。見えるかたちでも、見えないかたちでも差別をされ続けていたこともわかっている。しかしドラル王はいまもっと大きなことを言っている。オリヴィアの知らない、なにか大きなことだ。だがいまここで言い争うべき問題ではない。気になって仕方がないが、オリヴィアはドラル王の言いだしたことをいったん棚に上げた。

「つまり……あなたはその秘とやらを守りたいために、グレン・グナモアの提示を拒むのね？」

「国の主体を絶つことは断じて認められん。わたしはわたしの正義を通す」

　ドラル王を狂わせたなにかが、自分の生まれ育った国のなかで息を潜めてうごめいている。

　オリヴィアはそぞろ寒くなった。

「仕方ないわね。グレン・グナモアにはあなたから伝えて。わたしは罰を受けることにする」

「逃げるのだな」

「いいえ逃げない。逃げないかわりに罰を受けるの」

「血は争えん。おまえも真実に向き合わず、あの女に似て浮薄であることよ」

　オリヴィアは自分を必死に抑えた。ここで気取られてはもうチャンスがない。

「母はいまどこにいるの？」

「この期に及んでまだ知りたいのか」

「あなたと会うのはこれで最後になるでしょうから」

「……いいだろう。あの女はいま、二度目の罰を受けている」

　無機質なドラル王のその語り口には、いくばくかの喜びが混じっているようだった。

「……二度目？」

「おまえの母はドラルにいる。ドラルのもっとも底にな。会おうなどと考えるな、決してたどり着けん。それにわたしはおまえが戻ることを許しはしない。意味はわかるな？」

　ドラル王は自身が囚とらわれの身であることなど気にもせず、オリヴィアをまだ制御できると信じて疑わない。オリヴィアは父を助けたいと思った自分を恥じた。クリストバルは恥じる必要なんかないと言ったけれど、いままさに産うぶ声ごえを上げたこの羞恥はなににも増して耐え難がたい。

「二度目と言ったわね。どういう意味？」

「知れば知ろうとした自分を呪うことになるぞ」

「平気よ。あなたの脅しはもう怖くないわ」

　ドラル王は一瞬だけ飼い犬に手を嚙かまれたような表情を見せた。

「処遇はおまえの兄たちに任せた。《未浄化国》の娼しよう館かんに売ったそうだ。そこそこの値がついたようだな」

「……なんてこと。あなたたちはなんてことをしたの」

「おお……、わたしはおまえを思って言わずにいたのに。知りたいと言ったのはおまえだ」

　仰々しい笑い声をあげながら冷めた目を向けてくるドラル王を見て、オリヴィアは怒りが沸点に達した。からだがわなわなと震える。こんなにどす黒い怒りを感じたのははじめてだ。

「……母を穢けがしたのね」

「あやつはもとから穢けがれておった」

「違う、あなたが穢けがしたのよ……！」

　オリヴィアは髪を束ねていたコームを勢いよく引き抜いた。白金に光る長い髪がほどけて、はらはらと肩に落ちる。オリヴィアはありったけの侮蔑の意を込めてドラル王を睨にらみつけながら、ドラル王の右目にとがったコームの先端をつきつけた。ぶるぶると震える手元がほんの少しでも狂えば片目がつぶされてしまうのに、ドラル王はひるみもしない。

　勇んで針のむしろに飛び込み、怒りを制御できない自分の姿をもうひとりの自分が俯ふ瞰かんで見ているような気がしてオリヴィアははっとした。

　わたしはいま、父の目をつぶそうとしている。でも、なんのために？

　ためらったことでオリヴィアはどうにも動けなくなった。そんなオリヴィアを、ドラル王が蔑みに満ちた目で冷ややかに見ている。そしてふと口を開いた。

「……またきさまか」

「えへへ、勝手に押し掛けちゃいました」

　よく知った声が背後から聞こえて、オリヴィアは振り返った。視線の先に、埃だらけのクリストバルが腰に手を当てて仁王立ちしている。

「ちょっと早いですけどもね、結婚のご挨拶に馳はせ参さんじました」

　クリスバルは服全体に引っ付いた蜘く蛛もの糸をはらい、埃を叩たたき落おとしながら言った。

「それは冗談として……。親子とはいえ密室に男女が二人だけなんて危険でしょ？　なにがあってもなくても、それを証明できる人間が必要だと思ったんでね。おれはあんたらの親子喧げん嘩かの立会人ですよ。お気になさらずどうぞどうぞ続けてちゃってください。オリヴィア、絶好のチャンスだぞぉ。ずっとこいつをとっちめたかったんだろ？」

「……とんだ番狂わせね」オリヴィアはそう言うのがやっとだった。

「二度目の父殺しをこいつが見届けるそうだ。おおいにやったらよかろう、オリヴィア」

　ドラル王のその挑発を聞いて、オリヴィアの気持ちは一瞬のうちにしぼんでしまった。すべてが馬鹿馬鹿しく思えて、その落胆でいまにも自分自身が瓦が解かいしそうになる。

　オリヴィアはドラル王の前から一歩下がった。するとそれを待ち受けていたかのようにクリストバルは背後からオリヴィアが握っていたコームを取り上げた。

「おめでとさん、悪人に堕おちなくてすんだな。相手と同じ土俵に乗るなんざガキのやることだ」

　オリヴィアはなにも言えなかった。確実に片足をつっこんでいたからだ。

「おっさん、もうあきらめろ。あんたはきっちり裁かれるべきだ」

「……戯たわ言ごとを言うな。腐敗しきった統治府にわたしを裁く権利などない」

「でもグレン・グナモアはあんたにでさえ公正であろうとはしたじゃん？　あんたはそれをつっぱねたんだろ？　無駄に死ぬより生きることを選んだほうが断然いい。生きてればやり直せる。これね、おれの人生訓なの。どう、じわるでしょ？」

　小馬鹿にするようなクリストバルの物言いにドラル王の顔がみるみる強こわ張ばっていった。年とし端はも行かない若造から偉そうに能書きを垂らされ、自尊心がひどく傷付いたようだ。

「裁きは断じて受けん。降伏も交渉もしない。ただちにわたしを解放せよ。崇高なドラルの兵士がいつまでも黙ったままでいると思うのか？」

「うわっ、こわいなあ。もしかしてあんたは耳がないの？　オリヴィアもグレン・グナモアも言ってたでしょ？　とっくに私兵団のみなさんは制圧下にある。どうやってあんたを助けにここへ攻め入ってくんのよ」

「たとえここでわたしの息の根を止めたとて、息子たちが復活のときを機にすべてを蘇よみがえらせる。きさまも、この女も、ドラルを一握も理解しておらん。愚か者のおまえたちは救われんぞ」

　ほとんど上がらないはずの腕を振り上げ、ドラル王はオリヴィアに指を突き付けた。

「いいか、おまえはドラルの王族でもなんでもない。おまえの名がそれを証明している」

「ええ、そのとおりよ」

「そうだ。おまえは単なるドラタイトだ」

「なあ、このおっさんはなにを言ってんの？」状況が飲み込めないクリストバルが言った。

「わたしは王家で唯一、ドラールを名乗っていない。幼いころ父が言ったの。『民のための王女であれ』と。だからわたしはドラル人という意味のドラタイトを名乗ってる。でも意味が違うのよ。父はわたしがただの亜流の人間だと言いたいの」

「そうだ。おまえは大河からそれた細い細い川の、小さな沢にすぎない。さっきも言っただろう？　おまえの母は卑いやしい穢けがれた女だと。おまえにドラールを名乗る資格はない。断じて神がお許しにならない」

　クリストバルはオリヴィアが激げつ昂こうしそうになるのを必死で堪えているのをやるせない気持ちで見ていた。こんな安い喧けん嘩かを買ってほしくはない。でも、こう何度も母親を罵られるのはきついだろう。コームを取り上げていなければ、今度は首につきつけたかもしれない。

　これはおれの出番かな？

　クリストバルはオリヴィアをそっと自分の後ろに立たせると、代わりにずいっと前に出た。

「ところでですけどね、おれはさっきから疑問です。あんたは女性を穢けがれてるだ卑いやしいだと言い続けてますね？　だけど……おれたちオトコがどれほどのもんですか？　あんたが大嫌いな穢けがれから命は生まれるんです。わかるでしょ、女性がいなければ命は紡つむいでいけない。あんただって女性から生まれたはずだ。まさかオトコから生まれたとでも言い張るおつもり？」

　ドラル王は気が抜けたように口を軽く開けている。しかしすぐに厳しい表情になった。

「……たしかにわたしは女の腹から生まれた。しかしわたしは穢けがれを毎夜清めている」

「へえー、どうやって？　穢けがれってのは、毎晩風ふ呂ろに入れば清められるほどのもんですか？」

　ドラル王は固く口をつぐんでいる。なにも言おうとはしない。そりゃそうだろうよ、とクリストバルは内心で嘲った。

「パタプスコに行くとき、船中でどうにもこうにもひまだったんであんたご自慢のドラル神曲を優秀な家庭教師のもとで読んだんですよ。まあまあ大変退屈な内容でしたけども……」

「愚か者、口を慎め……！」

「おれ想像できちゃうんです、あんたの禊みそぎの仕方が。もしおれの見立てが正しければ、あんたはビョーキですよ、ビョーキ。あんたに必要なのは禊みそぎじゃなくて、医者か去勢です」

　言葉だけで、最大の屈辱をクリストバルはドラル王に与えたようだ。

　ドラル王は杖つえを頼りに、そのか弱い脚で立ち上がろうとした。憤ふん怒ぬの形相を通り越し、もう異形のものへとなり果てている。

「お……愚か者めがあああっ」

　その咆ほう哮こうに力強さはまだあった。しかし脚はその主を支えきれなかったようだ。杖つえもその役目を果たせなかった。ドラル王は両の膝から床に崩れた。その反動で上半身が投げ出される。

　それは船から落ち、溺れまいと必死でなにかをつかもうとする哀れな漂流者のようだった。
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　コランが船長室の前を通りかかると、ドアの前にカルセドニーとグレン・グナモアが立っていた。カルセドニーは、自分の部屋を奪われた状態が続いていて、ぶすっとしている。グレン・グナモアはドアに背中をつけてもたれるようにして立ち、腕組みをして涼しい顔をしていた。

「なにやってるの？」コランが聞いた。

「おう、中でドラル王と娘が話し合いをしてるんだとよ」

「なんの話をしてるの？」コランが聞く。

「ドラルをどうするかだとよ」カルセドニーが答えた。

「ふうん、そんな大事なことをこんな密室でやっちゃうんだ」

　グレン・グナモアは背中にかすかな振動を感じた。振り返ってドアに耳をあてる。

「お？　なんか揉もめてんな」カルセドニーが言う。

　さらに続けて、なにかが倒れるようなガシャンという大きな音が響いた。

　オリヴィアの叫ぶ声が聞こえる。不測の事態が起きたらしい。

「カルセドニー！」

「おうよ」カルセドニーはドアを勢いよく開けて飛び込んだ。

　グレン・グナモアが続いて船長室に入ると、倒れた車椅子から放り出されたドラル王が片手に杖つえを持ったままうつぶせになって、じりじりと床を這はっていた。

「発作を起こしたんです……！」

　オリヴィアが慌てて駆け寄ったが、ドラル王は杖つえでオリヴィアのすねを叩たたきつけた。

「……近寄るな！　穢けがれるではないか！」

　どこにそんな力が……？　グレン・グナモアはドラル王の姿を冷めた目で見ていた。

　ドラル王は蛇のようにゆっくりとのたうちながら、か細い腕で喉元のあたりを搔かきむしりはじめた。顔を床にこすりつけるようにしているうちに、つぶれた膿のう疱ほうから放たれた凄絶な腐臭が船長室に充満していく。

　全身を小刻みに震わせながらドラル王はからだを起こそうとした。しかし腕の力がもうほとんど残っておらず、床に胸をしたたか打ちつけて悲鳴をあげた。見かねたカルセドニーがドラル王の細い肩と膝をつかんで仰向けにさせると、ドラル王は杖つえでカルセドニーを突こうとしたが、杖つえの先は虚むなしく少し上がっただけだった。

　役に立たなくなった杖つえを投げ捨て、ドラル王は右手をかかげた。自分にしか見えないなにかをつかもうとするように。

「おお……神よ。ついにわたしを奪うおつもりか」

　そう言って激しく咳き込み、口もとがどす黒い液体で汚れていく。オリヴィアはまた父のもとに駆け寄ろうとしたが、コランに肩をつかまれた。

「近寄らないほうがいい。彼の旧世界病は特殊なんだ」

「もちろん知ってるわ！　わたしは娘で、しかも医者なのよ！」

「なら見てわかるだろう？　もうどうにかできるものじゃない」

　落ち着き払ったコランに諭されて、オリヴィアは立ち止まった。

　その場にいる全員が、ドラル王にそのときが来るのを、動かずにただ見ている。

　果たせるかな、ドラル王の喉から漏れていたひゅうひゅうという音は途絶え、二度とその音が聞こえることはなかった。

　コランはドラル王のそばに膝をつく。ついさっきまでぎらついていたドラル王の目は、虚空をぼんやりと見つめているように濁っていた。コランはその目を覗きこむ。

「ぼくはきょう、報いを受けにきたのにな。こんな終わりはやりきれないよ」

　コランは役目を終えたドラル王の瞼をおろした。




　ドラル王の亡なき骸がらは間に合わせのシーツで包まれ、ドーマが用意したストレッチャーに乗せられて冷蔵室に運ばれていった。カルセドニーはそれを見届けるとオリヴィアにたずねた。

「なあドラルのお嬢さんよ、なにがあったんだ？」

「総統の出された条件に従うよう言いました。でも父は激怒して、そのあと苦しみだして……。末期の患者によく見られる呼吸困難の発作だと思います。でも……発作が起きたときに自動的に薬が投与される仕組みを口こう腔くう内に持っていたはずなんです」

「じゃあおまえさんの父君は、発作で死ぬつもりなんてさらさらなかった、ってことかい？」

「わかりません……」

「この部屋にいたのはアラゴとおまえだけか？」グレン・グナモアがたずねた。

「……はい」

「たしかだな？」グレン・グナモアはもう一度たずねた。

「そうです」オリヴィアは顔を上げ、グレン・グナモアをしっかり見ながら返事をした。

　グレン・グナモアはオリヴィアのそばに近寄り、プラチナブロンドの髪にからまっていたきらきら光る糸を摘んで取った。その糸を人差し指と親指とで何度かはさんで感触を確かめると、その糸をふっと息で吹き飛ばし、天井のダクトを見上げて「ふん」と鼻を鳴らした。

「われわれはこれからのことを考えねばならん。オリヴィア・ドラタイト、おまえはわたしの提示した条件を飲むか？」

「えっ」

「いまからおまえがドラル王だ」

「それは……」

「おまえの兄たちは王位継承権を放棄してる」

　放棄？　確かに政治より享楽にふけることを好む兄たちだ。いままでは父の顔をたてて父の望むとおりの生き方を表面的に見せてきただけなのかもしれないけれど……。

「でも……民が納得するとは思えません」

「そのための空位期間だ。おまえは五年の間に変わればいい。民に訴える時間は十分ある。問題はおまえがドラルを背負う覚悟があるかどうかだ」

「しかし……」

「ドラルは大きな転換期を迎えた。前例も慣例ももはや意味はない。ドラルは悪あしき慣習を捨てて、一から国の基礎を立て直す時期にある。おまえが女だからなんだというんだ？　わたしも女だ。女だからという理由だけでおまえは幼いころから虐しいたげられてきたのだろう？　そのとき抱いた怒りや絶望も、おまえの原動力になるのでは？」

「……総統」

「案ずるな、オリヴィア・ドラタイト。グナモアの姫姉さまがついてる」

　オリヴィアは少女のころに戻ったような気がした。いま目の前にいるグレン・グナモアは、小さいときに憧れた「かっこいいグナモアの姫姉さま」そのものだ。

「姫姉さま？　なんだ、そら」カルセドニーは目をぱちくりとした。

「わかりました。精いっぱい努力します。寛大なご措置に感謝します」

「これから忙しくなるぞ。カルセドニー、ナトロに食事を用意させてくれ」

「へえへえ。これでやっとおれも仕事に戻れる。ん、なんだ？」

　船長室のドアが激しくノックされ息を切らしたビスマスが部屋に駆け込んできた。

「カル、フローライトがいない。アルムもだ」

「ああん？」

「気付いたのは数分前だ。外出許可を出した？」

「そんなわけねえだろ」

　グレン・グナモアはコランをちらりと見た。

　コランはグレン・グナモアの視線に気付いてウインクを返すと、誰にもなにも言わないまま、船長室を出て行った。

「……おまえか？」カルセドニーはグレン・グナモアに言った。

「聞こえなかったか、カル？　わたしは腹が減ってるんだ。もう腹ぺこだ」

　そう言うと、カルセドニーに一言も反論させずにグレン・グナモアは船長室を後にした。

「なんなんだよ……」

　残されたカルセドニーとビスマスはグレン・グナモアの後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見ていた。
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　アルムから借りたぶかぶかの靴のつま先に、小さな石が入って飛び跳ねている。

　こういったことにも名前はついているんだろうか、とフローライトは思う。長く歩いたことなんてないから、〈リタ〉から下りてものの数分で息が上がってしまった。

　無味乾燥のブルー・ステイブルとは違って、森に漂う空気は濃密で粘っこく、かすかにではあるが果物が腐ったような甘い匂いがする。見上げると太陽が真っ白に光り輝いている。ほんの少し見ただけでこんなに目が痛くなるなんてフローライトは思いもしなかった。




　ふたりが森を歩き出してから遡ること数十分前、ブルー・ステイブルにグレン・グナモアがひとりでふらっとやってきた。そして出し抜けに「アルセノンへの脅威を一時的に制圧できたから」と言ってふたりに三時間の外出を認めたのだ。ふたりが戸惑っていると「だいじょうぶだ。誰からも咎とがめを受けないようにしてある。だが、わたしが許可を出したことは内密にな」と付け加えた。

　去り際に、なぜ突然そんなことを言い出したのとフローライトがたずねると、グレン・グナモアは「物事に因縁をつけるのは嫌いだが」と前置きしてから言った。

「マリネリスはわたしにとって最高統治者になる一歩を踏み出した《はじまりの地》だ。もしかしたらおまえたちふたりにとっても、ここが《はじまりの地》になるのではと思ったのでな」

　グレン・グナモアはそう言うと、いままで一度も見せたことのないような優しい笑みを見せてはやてのように去って行った。




　途中からアルムに背負ってもらって、フローライトは森の中を進む。

　一度しか来たことがないはずの泉への道を、アルムは正確に覚えていたようだった。一本の光がまっすぐに泉を射さしていて、それに導かれるように森の中をもくもくと進んでいる。

「重たくない？」

「訓練船時代に男を背負って何キロも歩かされたんだ。これくらいなんともないよ」

「自分がこんなに歩けないとは思わなかったなあ」

「普段歩く機会がないからな」

「あっ……」

　森が途切れ、ふたりの前に泉が姿を見せた。

「アルム、下ろして。ここからは歩く」

　アルムはゆっくりとフローライトをおろした。ぐらつきながら歩き出すフローライトの手をとり、背中を支えながらアルムもゆっくり歩く。

　風のせいで泉の湖面には小さな波がたっている。フローライトは水みず際ぎわにしゃがみこんだ。

「きれい……すごく青い。でもどうしてここを海だって思ったのかなあ」

　泉のまわりにはたくさんの花が咲いていた。人の手が入っていない、背丈も種類もばらばらの、生えっぱなしの素朴な花たちが風にさわさわ揺れている。

　フローライトは花たちを軽く撫なで、鼻を近付けて香りをかいだ。

　ブルー・ステイブルから飛び出すと、世界はこんなに色と香りが溢あふれている。

　フローライトは両手をうんと広げた。世界を抱きしめようとするように。




　全身で喜びを爆発させているフローライトを視界のすみに置きながら、アルムは泉のほとりにある切きり株かぶの前に立った。膝をついてかがみこみ、切株を覆い尽くしている苔こけを指でゆっくりと押してみる。苔こけはふかふかしていて、たっぷりため込んだ水分がじゅわっと滲にじみ出でてきた。

「どうしたの？」はしゃいでいたフローライトはアルムに声をかけた。

　少しの沈黙のあと、アルムは指についた水滴を見つめながら言った。

「忘れることより、なかったことにするほうがよっぽどひどいな……」

「……お母さんのこと？」

「ここで肩を、斧おので切断されたんだ」

「……えっ」

「母さんは、襲ったやつらがまた戻ってくるかもしれないからここに隠れるね、って泉に入って行った。おれ、引き留められなかったんだ。母さんの言うとおりに、とにかくそうしなきゃいけないんだって思って。でも、どんなことをしてでも、引き留めるべきだったんだよ」

「アルム……」

「ずっと怖かったんだ。いつか父さんに、母さんを止めなかったことを責められるだろうって」

「おじさんはそんなこと言う人じゃない」フローライトは力強く言った。

「確かに父さんはおれを責めなかった。おれも父さんに聞かなかった。おれたちはお互いを責めないかわりに、母さんが死んだことを、自分たちがとった行動と矛盾しないように上書きしたんだ。旧世界病で亡なくなった、ってことにして。そして思い出さないように記憶に鍵をかけた。思い出しそうになったらすぐに頭を振って強引に消した。でもそれは……存在すらしなかったといってるようで……忘れるよりひどいことだ。母さんはきっとおれを恨んでる」

「……エリスはそんな女性じゃないよ」

　ふたりのそばに、真っ白のアンゲロニアの花で作った花束を持ってコランが立っていた。

「きみはえらかったよ。前を向いて生きるためには、必要なことだったよね。それをエリスが責めると思うかい？　きみがいまこうして大人になりつつあることを、きっと彼女は喜んでる。素敵な恋人もできたしね」

　コランはそう言ってフローライトを見た。フローライトは微ほほ笑えんでいた。

「でもぼくは反省しないといけない。きみのことを長く苦しめてしまったね。きみはとてもクールな子だったから、ぼくはそれに甘えてしまったんだ。アルム、ぼくを許してくれるかい？」

「おれも母さんの最さい期ごをずっと言わなかった。父さんのほうが苦しんだはずだ。ちゃんと言うべきだったんだ。父さんのためにも、母さんのためにも」

　コランは柔らかな笑顔を浮かべた。

「ぼくは大丈夫だよ。いまの言葉だけで、きみの愛を感じたから。それだけでじゅうぶん幸せさ」そう言うとコランは石の墓標に花を手向けた。

　アルムはかがんだコランの背中が急に小さく見えて戸惑った。

　空を仰ぎ見ると、どこからか母が自分たちを見ているような気がした。

　とても穏やかな気分だった。




　コランが去ると、ブルー・ステイブルでいつもそうしているように、アルムはフローライトと背中合わせになって座った。コランの置いたアンゲロニアの花びらが、風で揺れている。

「また肝心なことをなんにも言わないで行っちゃったな」

「おじさん、きっといつもここに花を手向けていたのね。大事なところみたい」

　首を横にずらして、フローライトはアルムの肩に頭をのせた。ふわりとふいた風が、フローライトの長い髪を揺らした。

「ねえ、泳がない？」

「え？」

「わたし泳ぎたい。泳げるかなあ？」

　そう言ってフローライトは勢いよく立ち上がり、服をさっと脱いで下着姿になると、アルムの制止を振り切って泉に駆けだした。ジャンプをするように飛び込むと、きらきらした水しぶきが高くあがって、フローライトの姿は見えなくなった。

「フローライト！」アルムは叫んだ。

　手をばたつかせながら、フローライトが水面に顔を出した。

「やっぱり泳げない！」

　フローライトはなにかつかめるものはないかと手を振り回している。

　アルムは着ていたシャツを素早く脱いで泉に飛び込んだ。大きく円を描くように水をかきわけて潜っていく。




　フローライトはじたばたするのをやめ、水への抵抗をあきらめた。

　ゆっくりと湖の中で目を開ける。

　下のほうからさまざまな大きさの泡がフローライトに向かってくる。フローライトは呼吸をとめて自分が鼻から出している泡をなくしてから、もう一度下を見た。目を凝らすと、湖底からたくさんの泡たちがゆっくりと生まれている。……あれはなんだろう？

　フローライトは湖底にもっと近づいてそれがなにかを見てみたかった。でも胸がぺしゃんこにつぶされているみたいにひどく苦しくなって、たまらず口から大きく息をはいた。すぐにそれは大きな泡となりフローライトの耳のそばを勢いよく通り過ぎていった。

　今度はその泡を見ようと仰向けになった。フローライトは気が遠くなりそうな息苦しさを味わいながらうっとりしていた。

　呼吸はままならないのに、水の中はなんて自由自在にからだを動かせるんだろう……！

　水の中で、頰に太陽の光と熱を感じる。フローライトはその光に向かって手を伸ばした。




　アルムはフローライトが伸ばした手を右手でつかんだ。左腕でフローライトを抱えながら上に向かって泳ぐ。ようやく水面に顔を出すと、フローライトは大きく息を吸い込んだ。肩を大きくゆらして、吸い込めるだけの空気をからだに送り込む。

「無茶するなよ……」

「……してみたくなったの」

「泳いだことないんだろう？」

「泳げるような気がしたの」

　フローライトはからだの向きを替えてアルムと向き合うと、沈まないようにアルムの肩に両腕を預けた。アルムはフローライトを支えながらゆっくりと岸に向かった。そしてフローライトの腰を押し上げて岸に座らせると、アルムも水から出てフローライトの隣に座った。

「泳いじゃうなんて正気の沙汰じゃないなあ、わたし。グレンになんて報告しよう。ここの水をぜんぶ浄化処理してなんてとても言えない」

「おれたちに外出許可を出した時点で、グレン・グナモアはこうなるのを予測してたと思うよ」

「どうして？」不思議そうにフローライトは聞いた。

「はじめてエリダニアでグレン・グナモアに会ったときに言われたんだ。『コランは答えを見つけたな』って。そのときはなんのことを言ってるか全然わからなかった。でも……」

「でも？」

「父さんの出した答えが、グレン・グナモアの答えでもあるんじゃないかな」

「……ぜんぜんわからないけど？」

「おれたちがここにくることは織り込み済みで、ここでなにをしたとしても、それがグレン・グナモアを困らせることにはならないってことなんだろう。きょうを起点に、これからいろんなことが大きく変わっていくのかもしれない。となるとまさにここは《はじまりの地》だね」

「グレンはこれからのことを言ったのかもしれないけど……」とフローライトは少し頰を膨らませて言った。「わたしは違うと思う。わたしたちがきょうこの泉に来るずっとずっと前から、マリネリスは《はじまりの地》だった」

「ん？　どういうこと？」

「わたしとあなたがはじめて会ったのは子どものときよ？」

「……お互い自覚がなかったのに会った、っていえる？」アルムは笑いながら言った。

「それはたいしたことじゃない。ここは《すでにはじまっていた地》だった、ってわたしは言いたいの」フローライトはむきになって言った。

「それはちょっと……おさまりが悪いなあ」アルムはご機嫌を損ねないように笑いをかみ殺しながら言った。

「……いつか、またここに戻って《はじまりの地》に来たのは何回目ね、なんて話せる日がくるものかしら？」

「どうかな……」アルムは立ち上がると、一呼吸してからフローライトに言った。

「でもなんとなくわかる。きっと遠くない未来に、グレン・グナモアはきみを〈リタ〉から解放するつもりだ」

「まさか！」

　アルムはフローライトの手をとって、立ち上がらせた。

「まだすこし時間がある。もうひとつ行きたいところがあるんだ」

　そう言ってアルムは手早く服を着ると、フローライトを背負って、来た道を戻りはじめた。
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　ドラル王が息絶えた自室での食事は気が進まないとカルセドニーが言うので、ビスマスはめったに使われることのない〈リタ〉の娯楽室を簡易的な食堂にしつらえた。

　ナトロは漁師から仕入れた魚と貝でマリネリスの郷土料理をテーブルに並べた。鼻び腔くうを刺激する美お味いしそうな香りが、疲れ切ってへたりこんでいた男たちを強力な引力で食堂へと引き寄せた。屈強な男たちがぞろぞろと列をなして食堂に集まると、カニツァをのぞく全員が一心不乱に目の前の料理を無作法にかきこみはじめた。

　大皿に何度おかわりを追加してもすぐにからになってしまうのをぼやきながら、ナトロは息つく暇もなく次から次へと魚をさばき、貝を蒸し続けた。一時間ほどで〈リタ〉の食材用冷蔵庫がすっからかんになると、ナトロは男たちに白旗をあげた。

　腹のふくれた男たちは特配の酒をおおいに飲んで気が大きくなり、父親の遺体のそばにいるオリヴィア・ドラタイトのことなどおかまいなしに凱がい歌かをあげた。




　船内の喧けん騒そうをよそに、グレン・グナモアは〈リタ〉の舳へ先さきに座って海図を手にしながら、眼前に広がるマリネリスの海を見ていた。もうすぐ日が暮れる。海は金色に輝いていた。

　西にし陽びがグレン・グナモアを黄こ金がね色いろにそめている。グレン・グナモアは珍しくおろした髪を風になびかせるままにしていた。

「こんな目立つところにひとりでいると暗殺されるぞ」

　背後からカルセドニーはグレン・グナモアに声をかけた。手に持っている皿の上にはドライフルーツのケーキがのっている。

「おまえ腹が減ってたんじゃねえのかよ」

　カルセドニーはグレン・グナモアの左肩に皿を置いた。グレン・グナモアは海図をおいて皿を右手で取り、添えられたフォークを左手で持って、すぐ食べるでもなくぼんやりとしている。

「食えよ。ナトロがお前のために焼いたんだから」

「……ああ」

「おまえ、昔もそれよく食ってたよ」

「ふん、そうか」

「なんだ？　なんかこころここにあらず、って感じだな」

「考えごとをしてるんだ」

　グレン・グナモアはケーキをフォークで切り分けて口に入れた。

「甘すぎるな……」

「疲れてるおまえのために砂糖をしこたま入れたんだとよ」

　そう言ってカルセドニーはグレン・グナモアの後ろに腰を下ろしてあぐらを組んだ。

「……フローライトのことか？」

「いや、ドラルのことだ。事が一気にすすんだのでな、頭で整理しようにも追いつかんのだ」

「糖分が足りねえんだよ、ケーキを食え。がつがつ食え」

　グレン・グナモアがドラルに五年の空位期間を設けることにしたのは、オリヴィア・ドラタイトの成長を待つという目的ももちろんあるが、アルセノンなき世界をどう構築するのか、その実験も同時に行おうと思案しているからだ。

「声に出さないとまとまりそうにないな」

「じゃ、いないふりをしてやろうか？」

　グレン・グナモアはケーキの乗った皿を脇に置いて、問わず語りに話し出した。

「わたしがリーンを解放したら、人びとはどうするだろう？」

「仮定の話は嫌いじゃなかったのか？」

「……また神をつくると思うか？」

「アラゴがあれだけ固執してたんだから、神さまってのはいい面もあるんだろうよ」

「だが神を後ろ盾にしはじめたら、人間は制御がきかなくなる」

「おれたちゃ弱い生きものだからな。強いものにすがってると安心すんのさ」

「神に頼らず、人間が滅びない程度に生きていくには、どうしてもリーンという箍たがは必要か？　先人の知恵で生まれたリーンの理想は高尚だが、つねに抑圧を生んでいる。そしてわたしはその抑圧を制圧することばかりをこの十年続けてきた」

「それがおまえの仕事だろ。いまさらなんだ」

「時折、自分のしていることがあまりにも不毛に感じられてな。わたしがどうこうしたところで、世界はなにも変わらん気もするんだ」

「なんだよ、弱音か？　話に付き合ってやりゃあ、らしくねえ話ばかりしやがって。心配しなくてもな、リーンのこの状態にぬくぬくしてるやつのほうが圧倒的に多いだろうよ」

　カルセドニーは脚を投げ出してごろんと横になった。

「ややこしい話に付き合うのはここまでだ。おまえ、これからどうするんだ？」

「……そうだな、まずはドラル国内のレジスタンスの残党から手を着けんとな。素直に投降してくれるといいが、まあそうはならんだろう」

　そう言ってグレン・グナモアはまたケーキの皿を持った。

「ところでよ、ドラル王のことでちょっと気になった点があるんだが」

「なんだ」

「口の中に仕込んでた薬がうまく出なかった、とドラルのお嬢さんは言ってたな。あれはおまえが仕組んだことか？」

「いや」グレン・グナモアは否定した。

「ドラル王にへばりついてたっていう、なまっちろい子どものことは？」

「多少は聞いてる」

「誰から？」

「おまえは知らんでいい」

「……またかよ」

　グレン・グナモアは、父親の遺体と静かに向き合っているであろうオリヴィア・ドラタイトを思った。一連の件でもっとも翻弄されたのはオリヴィア・ドラタイトだ。父親からの抑圧から解放されて、どんなふうに彼女は変わっていくだろう？

　グレン・グナモアの思考は落ち着くことなく、思いつくままあちこちに飛び跳ねていた。

「まーた黙っちまったな」

「もしかしたら……アラゴとわかりあえたのかもしれん、と思ってな。わたしの見てみたい世界とアラゴの願った世界は、同一線上にあったのかもしれない」

「そら飛躍しすぎだな。おまえとドラル王じゃ雲うん泥でいの差さだ」

「ふん、そうか？」

「あのな。同じ混こん沌とんでも秩序があるのとないのとじゃ、たどる道すじも違えば出来上がる社会もまったくの別物なんだよ。誰が旗を振って先頭を歩くかってことが大事なのさ」

「アラゴが旗振り役では力不足か？」

「馬鹿野郎、当たり前だ。たたでさえおれたちはよく間違える生き物なんだよ。だから目の前にある選択肢の中で、いちばんマシだと思うものに乗っかったほうがいいとおれは思うけどね」

「ふん、いちばんマシか」

「アラゴは反乱を起こしてリーンを壊す方法なら知ってただろう。だがアラゴの知っていたのはそこまでじゃねえか？　あいつは世界をどう統すべるかなんてわかっちゃいなかったさ、絶対に。おれから見ればアラゴは小者だ」

　カルセドニーはつけ加えた。

「おまえ何回あいつに殺されかけたのか、忘れたのか」

「互いの立場がさせたことだ。いまさら私恨はない」

「そりゃ人間ができてるこった」

「だから最高統治者になったんだ」

　カルセドニーはこらえきれず吹き出した。

「今度のことで〈リタ〉はえらく金を使ったぞ。あとで補塡しとけよ」

「言われんでもわかってる」

「ビスマスにも手当をつけてやらんとな。ったく、おれにも褒ほう美びをはずんでほしいもんだね。おまえのせいでおれはずっと働き詰めだ」

　しばらくなにも言わずに海を眺めていたグレン・グナモアは、くるりとカルセドニーのほうを向いた。組んだ腕を枕にして寝転がっていたカルセドニーに覆いかぶさるようにすると、カルセドニーの唇に自身のそれをそっと重ねた。あまりの不意打ちでカルセドニーはまったく動けなかった。

「褒ほう美びが欲しかったんだろう？」

　グレン・グナモアはそう言って音もなく立ち上がると、色が刻々と変化する空と海を名残惜しそうに見つめている。残照が、グレン・グナモアを影にして浮かび上がらせていく。

　カルセドニーはその姿に見み惚とれている。目に焼き付けておきたいくらい、見み惚とれている。

　残光すら力尽きて、太陽がどんな光も空に留とどめておけなくなると、グレン・グナモアはなにも言わずに船内に戻って行った。

　カルセドニーは自嘲するしかない。

　……おれは犬だな。こんな褒ほう美びひとつですべてを忘れちまうんだから。

「甘あめぇ」

　カルセドニーは火ほ照てる身を潮風にまかせながら、そうつぶやいた。
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　ずっとフローライトを背負っていたし体力も限界に近づいていたが、アルムは歩くスピードをゆるめなかった。戻らなければいけない時間も迫っている。いまは、とにかく時間が惜しい。

　森を抜け、島の一番西側に向かう。

　細かな白い砂が一面に広がった海岸に出る。流木のひとつも見当たらないそこは、絶え間なく寄せる波と、砂浜だけが広がっている。視界に入るすべてが夕ゆう陽ひに照らされ、オレンジ色に染まっていた。

　アルムの背中からおりたフローライトは、はじめて自分の足で砂浜に立った。アルムが靴を脱いだのを見て、フローライトも靴を脱ぐ。波が来ると、砂が削られて足元がぐらついた。

「怖い。大きな波が来たら持っていかれそう」

「それはまずい」

　そう言ってアルムはフローライトの手をとった。それは自然ななりゆきのように思えて、アルムは照れなかったし、戸惑いもなかった。

「間に合ってよかった。夕焼けの色の変わり方は、おれの乏しい語彙力じゃとても表現できないから、直接見るしかないと思って」アルムは沈んでいく太陽を見ながら言った。

「ほんとに全部がオレンジ色。あっちは薄くて……こっちは濃い。同じオレンジ色だけど違う」

「その全部のオレンジ色に名前がついてたとしても、この違いを説明するのはおれには無理だ」

「反対側はもう藍色になってる。あれは夜になってるってこと？」

「そう、あっちはもう夜だ。ここもいま、夜になりかけてるんだ」

「グレンはこれを見越して三時間、って言ったのかな？」

「かもね。もしかしたらグレン・グナモアもこの夕ゆう陽ひをどこかで見ているかもしれない」

「グレンはそんな感傷的なことはしないと思うけど」フローライトが真顔で言う。

「じゃ、賭ける？」アルムの提案にフローライトは笑いながら首を横に振った。

「いろんなことがどうでもよくなっちゃうほどきれい。うーん、わたしもうまく言えないな」

「だから見るだけでいいんだ」

　そのとき、アルムはちりりとした痛みをてのひらに感じた。

　森を抜けるときに、葉かなにかで切ってしまったのかもしれない。

　フローライトといったん手をはなし、アルムは自分のてのひらを見てみた。

　左手と指が、ひどい火傷やけどのように熱を帯びていた。赤くかぶれ、ぷつぷつと水すい疱ほうができている。その異変は首まわりや背中にも起きていた。

「あっ……」フローライトが小さな悲鳴をあげた。

「……手袋、してなかったもんな」

「そっか、汗だ……。ずっと手をつないだり、おんぶしてもらったりしたから。はあ、まいったな。なにを浮かれてたのかなあ。わたしは毒そのものなのに」

「これくらいなんともないよ」

「ごめんなさい、アルム。もう手はつながない」
















「だめ。おれはつなぎたい」

　アルムは強引にフローライトの手をとった。




　ゆっくりと落ちていく太陽は、砂浜に映し出したふたりの影を長く伸ばして、きょうの役目をもうすぐ終えようとしていた。フローライトはその残影を惜しみながら、アルムに言った。

「ねえ」

「ん？」

「わたしのことをずっと秘密にしていたら、いつかまた違うアルセノンを作ってしまうと思わない？」

「うん……その可能性はあるね」

「だからね、世界にわたしっていう存在を知ってもらったうえで……わたしは生きて、死ぬべきだなって最近よく思うの」

　アルムはフローライトの言うことがわかるような気がした。ありのままの事実からしか人は学べないとアルムも思うからだ。

　時間はフローライトをめぐる問題を解決してくれるだろうか？　そう思うとアルムはやるせなくなった。自分にできることがあまりにも少ないような気がして。

「この景色をずっと覚えておこう。ずっと頭の中に残るように。からだは無理でも、こころはいつでもここに戻ってこれるように。いろんなごたごたに潰されないためにも」

　アルムがそう言うと、フローライトは力強く頷うなずいた。

「そうね。きょうがあったから……わたしはこれからのごたごたにも、なんとかなると思える楽観的な忍耐力を持てるような気がする」

「おれたちはごたごたが目白押しだ」

「ほんとよね」フローライトは声をあげて笑った。

　すっかり陽は落ちた。そろそろ〈リタ〉に戻らなければならない。




　フローライトと過ごしたマリネリスでの三時間を、アルムは永遠に昇華させた。

　思い出せばいつでもあの海岸に戻ってくることができる。

　そのときに見た夕焼けはふたりの楔くさびだ。

　アルムとフローライトが共有した、はじめての秘密。

　ふたり以外、誰も知らない。たったそれだけのことが、なんて特別なことだろう。











エピローグ






　ドラル王の騒乱から約二か月後、エリダニアはドラル国のアラゴ・ドラール三世が多臓器不全のために死去したと公式に報じた。三人の王子が王位継承を放棄したことも併せて公表され、オリヴィア・ドラタイトの五年後の即位がグレン・グナモアから発表された。

　しかし男尊女卑が色濃く残るドラルで女性が王位に就くのは前ぜん代だい未み聞もんのことで、静観できない保守的な民からはあからさまな反対運動が起きた。三人の王子たちに王位を継承させようとする保守層とエリダニアの衝突は大小問わず散発したが、そのたびにグレン・グナモアはドラルに出向いて丁寧な説明をすることに徹し、時間をかけて民からの懇請に耳を傾けた。

　ドラル史における最大の分ぶん水すい嶺れいを前に、グレン・グナモアはオリヴィアのためにできる限りの地ならしをしておこうと、空位期間のあける日がくるまで模索の日々を続けている。




　ドラル王の死去に呼応し投降したレジスタンスはグレン・グナモアが期待したほど多くなく、エリダニアは幾度か武力行使に出るしかなかった。大規模な組織は殲せん滅めつ、解体されたが荒ぶる残党は新たな火種になりうるため、グレン・グナモアの苦悩は尽きない。




　さらにグレン・グナモアは非公式にマリネリス本島を特別直轄区に指定し、人の出入りを固く禁じた。泉があるコプラテス地区一帯はコラキスが厳重に警備するようになり、自由に出入りできるのはコランと、定期的に訪れるグロッシュラーの二人だけだ。

　マリネリス本島に住んでいた人びとは、マリネリス群島最北端の島への移住を余儀なくされた。突貫で除染作業が行われた最北端の島には、統治府によって近代的なインフラが整備され、人びとにはじゅうぶんな補償金も支給されたため、混乱も抵抗もなく順調にことは進んだ。

　グレン・グナモアはこれから時間をかけて、マリネリス本島を地図から消そうとしている。

　島は移動できないから、必死で隠すしかない。巧妙に隠されてこそ、秘密は守られる。

　そしてその秘密を知る人は、少なければ少ないほどいい。

　グレン・グナモアはマリネリス本島そのものを、第二の〈リタ〉にしようとしている。




　傷が癒えるまで休暇をたっぷりとったクリストバルは、正式にグレン・グナモアの補佐官となった。経験した任務は替え玉のみだし、あいかわらず不精でぐうたらなのに、グレン・グナモアとコラキスからの信用が厚いため、エリダニア内で存在感を増している。

　身分からしてオリヴィアは遠い存在となってしまったが、いまのところは同じエリダニアにいる。時間があえば一緒にランチをとる。

　オリヴィアはカニツァに師事し、施政について一から学んでいるのだ。

　カニツァは占いや迷信をまるで信じない完全なるリアリストだが、グレン・グナモアからオリヴィアの指導を命じられたとき、めぐり合わせの妙を思うと感慨に浸るよりほかなかった。




〈リタ〉から下りるとき、オリヴィアはアルムからピアスを返されてしまった。

　でもそのピアスを、オリヴィアは左耳には戻さなかった。

　薔ば薇らではない新しいピアスをくれる人を、待ってみよう。そう思っている。

　それが誰かはわからない。

　もしかしたら、もう出会っているのかもしれない。




〈リタ〉にはいつもと同じ日常が戻っていた。フローライトはまだブルー・ステイブルにいる。

　時間があると、フローライトはベッドのヘッドボードの棚においた小さな瓶を眺める。その瓶の中には、アルムがマリネリスの砂浜から持ち帰った白い砂が入っている。マリネリスではじめて夕ゆう陽ひを見たとき、砂浜は湿り気を帯びていたけれど、瓶の中の白い砂はすっかり乾いてさらさらしている。

　目を凝らしてよく見ると、その砂粒はいくつかの棘とげを持っていて、星のようなかたちをしている。アルムからこの小瓶をもらってから、フローライトはずっと手元において、飽きることなく中の砂を眺めていた。

　するとビスマスが「知ってるかいスイートハート？　この砂はね、いまは《砂》って言われちゃってるけどね、ずーっと昔、あたたかな海で生きていた小さな生き物たちの抜け殻なんだよ」と教えてくれた。

　フローライトはビスマスからそう聞いて、その小さなひと粒ひと粒の星たちがきらきらと輝いたように見えた。こんなに小さないのちが、生きていたしるしを残している。

　そんなことがたまらなく愛おしくて、嬉うれしい。




　アルムは〈リタ〉での任務がひとつ増え、期せずしてフローライトと同じ立場となった。

　新たな手法による旧世界病の寛解者として、グレン・グナモアの差し金でグロッシュラーの研究対象になったのだ。

　二週間に一度ほど、グロッシュラーの微に入り細を穿うがった指示を受けているゼキに、採血をはじめとしたさまざまな検査をされることになった。フローライトとは違い、汚染源としてブルー・ステイブルに入れられるわけでもないのに、自身を研究されるというストレスはアルムの想像以上だった。

　疲れた顔を見せることが増えていたアルムを心配したフローライトは、アルムから「アルセノンを【管理】する自分が、グロッシュラーとゼキに研究されている」と聞いたとき、笑いすぎても涙が出ることをはじめて知った。

　面倒を起こしたフローライトとその原因を作ったアルムに、ゼキは烈火のごとく怒りを爆発させたが、報告を受けたカルセドニーは「〈リタ〉にはこれくらいのことで大騒ぎするのがちょうどいいだろ？　あんなごたごたはしばらくごめんだね」と言った。




　新月の夜、いつもより星の瞬またたきをかしましく感じる〈リタ〉のアッパーデッキで、アルムは寝転んでいた。

　この数か月、グレン・グナモアが望んだほど世界は劇的に変化なんてしなかった。

　もっと先はどうだろう？

　もしかしたら、いまと大して変わっていないかもしれない。

　でもいつか、未来の自分が思い出す日が来るかもしれない。

　おれたちはあのひどく困難な世界から抜け出せたんだと。
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